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大 会 ⻑ 挨 拶 

日本哺乳類学会 2025 年度大会は、8 月 22 日から 25 日の 4 日間にわたり、酪農学園大
学（江別市）ならびに札幌市教育文化会館（札幌市）を会場として開催されます。大会
⻑として、大会実⾏委員会を代表し、会員の皆様にご挨拶申し上げます。 
 2023 年度は沖縄県、2024 年度は兵庫県において、いずれも猛暑の中で開催されました。
近年、ここ北海道においても記録的な高温の夏や大雪の冬といった異常気象が続いてい
ますが、大会期間中の北海道は日本で最も過ごしやすい気候であることを期待していま
す。 
 さて、今回の会場となる北海道は、皆様ご存じのとおり、日本の哺乳類学の黎明期で
ある明治時代から現在に至るまで、哺乳類に関する基礎研究や応用研究について、重要
な役割を果たしてきた地域の一つです。そして、ブラキストン線の北側に広がる大地に
は、日本最大の陸生哺乳類であるヒグマや、世界最小の哺乳類であるチビトガリネズミ、
氷河期の遺存種であるキタナキウサギなどの多彩な哺乳類が生息しています。また、近
海には世界最大の捕食者であるマッコウクジラや、イタチ科動物最大のラッコなどが生
息しており、北海道は哺乳類研究者にとって極めて魅惑的なフィールドです。 
 今回の大会では、札幌市教育文化会館において、北海道の象徴ともいえるヒグマに関
する公開シンポジウムを開催いたします。このシンポジウムでは北海道の先住⺠族のア
イヌの伝統舞踊も紹介します。また、年々重要性が増している野生動物管理に関するシ
ンポジウムを、酪農学園大学との共催で実施いたします。さらに、いくつかのエクスカ
ーションも企画し、懇親会では、北海道自慢のビールとジンギスカンをご用意しており
ます。研究交流はもちろん、北海道ならではの体験も楽しんでいただけるよう努めて参
りますので、ぜひとも参加をご検討ください。 
 なお、大会期間中の北海道は、世界各地から多くの観光客が訪れるため、宿泊施設の
確保が困難になることが予想されます。参加をご予定の方は、お早めの宿泊地の確保を
お勧めいたします。 

実⾏委員一同、皆様と北海道でお会いできることを楽しみにしております。 
 

日本哺乳類学会 2025 年度大会大会⻑ 大舘 智志 
（北海道大学・酪農学園大学） 
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スケジュール

アクセスマップ

キャンパス・フロアマップ

大会参加者へのご案内



8月22日（金曜日）　

会場名

C1-301

C1-201

C1-101

C4-301

C4-201

C4-101

C1-202、C1-302

C4-102、C4-202

中央館2Fロビー

中央館2Fロビー

中央館1Fロビー

中央館2Fロビー

中央館2F談話室

中央館1Fロビー

＊哺乳類学会員のオブザーバー参加可能

F04:クマ人身事故

15:15－17:15

哺乳類保護管理委員会

13:00–15:00

F03:人間社会と哺乳類

15:15–17:15

託児室開設（事前申し込み制） 10:30-20:00

8 9 10 11 12

理事会

17:30–19:30

F05:食べて、出す！

15:15－17:15

ポスター発表 14:00–17:30

20
F01:齧歯類生態学2025

15:15–17:15

企画フォーラム

17:30–19:30

和文誌編集委員会

11:00–13:00

F02:インドシナ多様性2

15:15–17:15

14 15 16 17 18 1913

8 9 10 11 12 20

レッドデータ

12:00–13:00

海棲哺乳類

12:00–13:00

英文誌

12:00–13:00

企画・将来*

12:00–13:00

13 14 15 16 17 18

大会本部

受付・クローク 12:00–17:30

企業展示 12:00–17:30

休憩室・休憩スペース 12:00–19:30

19
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8月23日（土曜日）　

会場名

C1-301

C1-201

C1-101

C4-301

C4-201

C4-101

C1-202、C1-302

C4-102、C4-202

中央館2Fロビー

学生ホール

中央館2Fロビー

中央館1Fロビー

中央館2Fロビー

中央館2F談話室

中央館1Fロビー

・優秀発表賞応募ポスターのコアタイムは①（10:45–11:45）です。なお、優秀発表賞の発表および表彰は8月24日の授賞式にて行う予定です。

138 9 10 11 12 2014 15 16 17 18 19

14 15 16

大会本部

酪農学園共催シンポジウム

16:00-18:30

17 18 19 20

OA-01～07

8:45–10:30

F06:日本のMammalogy

13:45–15:45

F12:島嶼外来ネズミ問題

16:00–18:00

OB-01～07

8:45–10:30

F07:年齢推定手法

13:45–15:45

F13:鳥インフルエンザ

16:00–18:00

8 9 10 11 12 13

OC-01～07

8:45–10:30

F09:ロードキル

13:45–15:45

F14:食虫類自然史12

16:00–18:00

OD-01～07

8:45–10:30

F10:カメラトラップ最前線

13:45–15:45

F15:野生化ネコ対策

16:00–18:00

休憩室・休憩スペース 9:00–18:30

ポスター発表

9:00–18:30

OE-01～07

8:45–10:30

F11:人獣共通感染症

13:45–15:45

F16:テレメトリー調査

16:00–18:00

ポスター発表

9:00–18:30

コアタイム①

10:45-11:45

コアタイム②

11:45–12:45

受付・クローク 8:15–18:00 （クロークのみ 19:00まで）

企業展示 9:00–18:30

F08:カモシカ研究2025

13:45–15:45

託児室開設（事前申し込み制） 8:15-19:00

2



8月24日（日曜日）　

会場名

札幌市教育
文化会館
大ホール

札幌市教育文化

会館内スペース

札幌市教育文化

会館内スペース

サッポロビール園

*優秀発表賞の発表および表彰は授賞式にて行う予定です。

138 9 10 11 12 2014 15 16 17 18 19

8 9 10 11 12 20

受賞講演

9:20–10:50

総会・

授賞式＊

10:55–

12:15

公開シンポジウム

13:00–16:20

懇親会

 18:00–20:00

14 15 16 17 18 1913

ファミリー休憩スペース開設9:00-16:30

託児室開設（事前申し込み制）9:00-16:30
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8月25日（月曜日）　

会場名

C1-301

C1-201

C1-101

C4-301

C4-201

C4-101

C1-202、C1-302

C4-102、C4-202

中央館2Fロビー

中央館2Fロビー

中央館1Fロビー

中央館2Fロビー

中央館2F談話室

中央館1Fロビー

北海道大学

植物園

札幌市

円山動物園

札幌もいわ山
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ポスター発表
8:45–12:00

8 9 10 11 12 2014 15 16 17 18 19
OA-08～11

8:45–9:45

F17:キョン分布拡大防止

10:00–12:00

OB-08～11

8:45–9:45

F18:手の形態学

10:00–12:00

OC-08～11

8:45–9:45

F19:サイエンスコミュニケーション

10:00–12:00

17 18 19 208 9 10 11 12 13 14 15 16

大会本部

OD-08～11

8:45–9:45

F20:都市食肉目9

10:00–12:00

OE-08～11

8:45–9:45

F21:社会ニーズと哺乳類研究

10:00–12:00

F22:クマ糞活用

10:00–12:00

企業展示 8:45–12:30

休憩室・休憩スペース

8:45–12:00

エクスカーション１

15:00-19:00

エクスカーション

2

14:00-15:00

エクスカーション3

14:00-16:00

受付・クローク 8:15–12:00

（クロークのみ13:30まで）

託児室開設（事前申し込み制）

8:15–12:30

4
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日本哺乳類学会 2025 年度大会の参加者へのご案内 

 
１．大会概要 

主 催：一般社団法人日本哺乳類学会 
会 期：2025 年 8 月 22 日（⾦）〜 25 日（月） 
会 場：酪農学園大学（江別市文京台緑町 582 番地） 

札幌市教育文化会館（札幌市中央区北 1 条⻄ 13 丁目 7） 
大会スケジュール： 
8 月 22 日（⾦） 酪農学園大学：各種委員会等、理事会、自由集会、 

企画フォーラム 
8 月 23 日（土） 酪農学園大学：口頭発表、ポスター発表およびコアタイム、 

自由集会、酪農学園大学共催シンポジウム 
8 月 24 日（日） 札幌市教育文化会館：受賞講演、総会、授賞式、 

公開シンポジウム 
サッポロビール園 ポプラ館：懇親会 

8 月 25 日（月） 酪農学園大学：口頭発表、ポスター発表、自由集会 
エクスカーション 

 
２．参加者サポート 

本大会は対面開催となります。大会に参加できるのは、大会参加費を納入
した方のみです。自由集会のみでの発表であっても、大会参加費の納入が必
要です。聴講のみで発表の無い学部以下の学生は、参加費を無料とします
（事前参加申し込み不要）。大会当日に学生証提示の上、受付で申し込みを
行って下さい。 

 
受 付 

中央館 2 階に設置されており、以下の時間帯で受付業務を行います。 
8 月 22 日（⾦） 12:00〜17:30 
8 月 23 日（土） 8:15〜18:00 
8 月 25 日（月） 8:15〜12:00 
 
当日参加の方は、大会参加登録費をお支払いの上、大会参加証（兼領収証）

を受け取ってご入場下さい。大会参加登録費は一般会員 8,000 円、学生会員 
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5,000 円、非会員 9,000 円、非会員学生 6,000 円です。大会参加証の事前送
付は行っておりませんので、事前登録された方は、大会参加証を受付でお受
け取り下さい。会場内では、大会参加証を常にご呈示下さい。お支払い頂い
た大会参加登録費は、いかなる理由があっても返⾦できません。ご了承下さ
い。 

クローク

クロークは中央館 2 階の受付横で、以下の時間帯にご利用いただけます。
お預けになられた荷物は、当日中に必ずお引き取り下さい。日を超えてお預
かりすることはできませんので、ご利用に際しては時間厳守をお願いいたし
ます。 

8 月 22 日（⾦） 12:00〜17:30 
8 月 23 日（土）   8:15〜19:00 
8 月 25 日（月）   8:15〜13:30 

休憩室 

休憩室は中央館 1 階ロビーに設けます。ご利用下さい。 

託児室 

託児室利用の事前予約は、7 月 16 日で締め切りました。締切り後のお申し
込みには対応できませんのでご了承下さい。 

食 事 

酪農学園大学構内の生協食堂は、夏期休暇中により以下のように営業時間
が短縮されておりますのでご注意ください。そのほかコンビニや飲食店は大
学周辺にはありませんが、JR 大麻駅周辺をご利用ください。 

8 月 22 日（⾦） 11:30〜13:30 
8 月 23 日（土） 11:30〜13:30 
8 月 25 日（月） 11:30〜13:30 
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会場内のインターネット接続 

ネットワーク接続の提供やサポートはしませんので、参加者でご準備くだ
さい。酪農学園大学キャンパスは eduroam が利用可能です。 

※学外者が eduroam のアカウントを使う場合、ログイン名には「eduroam
アカウント＠所属機関のレルム名」を入力してください。（レルム名とは機
関を示す文字列です。詳細は所属機関の eduroam 担当部署にお問い合わせく
ださい。） 

 
駐車場 

当日お車にてお越しいただく場合は、大学内にある「学生駐車場 A・B」が
使用可能です。後日 HP に掲載予定の駐車証を印刷・ご持参の上、お越しくだ
さい。 

 
３．注意事項 

名札の着用 

大会会場内では、受付時に配付する名札を必ず着用して下さい。受付前に
会場に立ち入ることはお控え下さい（各種委員会を除く）。懇親会でも名札
の確認を行います。 

 
撮影等の禁止 

未公表データの保護と著作権遵守のため、すべての発表会場で次のことを
厳守して下さい。 

口頭発表、自由集会、受賞講演、公開シンポジウムの会場における映写ス
クリーンの撮影を禁止します。 

ポスター発表会場におけるポスターの撮影を禁止します。ただし、ポスタ
ー発表者が自身のポスターを記録のために撮影するのはこの限りではありま
せん。 

なお、大会実行委員の記録担当者（腕章または名札をつけています）が記
録のため撮影することがあります。 

 
喫煙について 

キャンパス敷地内は全面禁煙です。 
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キャンパス内での宿泊および幕営の禁止

キャンパス内でテントを張るなどといった行為は一切できません。車中泊
を含め、キャンパス内での勝手な寝泊まりは、発見次第、通報されます。堅
く禁止しますので、参加者の皆様はご注意下さい。 

４．大会プログラムの要点 

口頭発表、ポスター発表、自由集会、酪農学園大学共催シンポジウム、大
会企画・将来構想委員会主催企画フォーラム哺乳類学会員若手交流会は酪農
学園大学で行います。受賞講演、総会、授賞式、公開シンポジウムは、札幌
市教育文化会館にて行います。 

受賞講演 

日本哺乳類学会学会賞と奨励賞の受賞講演を以下の日程で行います。 
8 月 24 日（日）9：20〜10：50 

2025 年度学会賞 

佐藤 淳「哺乳類の進化と生態：DNA にこだわり続けた四半世紀」 

2025 年度奨励賞 

内田 健太「リアルな現場と人の中で人と野生動物の相互作用の理解に挑
む」 

松本 悠貴「ゲノム情報を用いたネコ科動物の多様性解明と保全への応用」 

総会・授賞式 

8 月 24 日（日）札幌市教育文化会館にて 10:55〜12:15 に総会、授賞式（学
会賞、功労賞、奨励賞、論文賞、優秀発表賞）を行います。 

公開シンポジウム 

8 月 24 日（日）13:00〜16:20 に札幌市教育文化会館にて「ヒグマをもっと
知ろう！ ― 森の王者の進化・生態・人との関わり」を開催します。 
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酪農学園大学共催シンポジウム 

8 月 23 日（土）16:00〜18:30 に酪農学園大学 学生ホールにて「野生鳥獣と
の共存の未来を築くために〜”Wildlifer”の育成と課題〜」を開催します。 

企画フォーラム（大会企画・将来構想委員会主催哺乳類学会員若手交流会）  

本年度は、昨年度に引き続き、日々葛藤する若手主体の「交流会」を以下
の日程で開催します。さまざまな会員と自由闊達に交流ができる「場」とし
て、多くの方々の参加を歓迎します。  

8 月 22 日（⾦）17:30〜19:30 

懇親会 

懇親会会場（サッポロビール園）にはクロークがありません。懇親会会場
は建物の 2 階になりますが、階段でのご案内となります。エレベーターの利用
を希望される方は事前に大会事務局にご相談ください。札幌の各種ビールな
どの酒類、ソフトドリンク、ジンギスカンとアラカルトをビュッフェスタイ
ルでお楽しみいただける形を取ります。匂いが残りやすい可能性があります
ので、服装にご注意ください。地元の銘酒などありましたら、是非お持ち寄
り下さい。会場より酒類（ビール、日本酒、ワイン、ウィスキー、梅酒）の
持ち込みの了承をいただいております。この機会に是非とも全国の銘酒の試
飲会をしましょう！

５．発表・講演 

口頭発表・ポスター発表の演者は、学会員に限ります。発表（講演）をし
ない共同演者には非会員を含めることができます。言語は、日本語または英
語を使用して下さい。 

口頭発表 

会場に準備した PC（OS は Windows 10）を使用して PowerPoint ファイ
ル（PDF は不可、ソフトは MS Office PowerPoint 2021）を用いて発表して
下さい。各ファイルは 20MB 以下のサイズに収め、事前に動作確認をしてお
いて下さい。大会本部（中央館２階ロビー）に併設されたファイル受付でも
動作確認できます。
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 発表者は発表ファイルをファイル受付（大会本部：中央館２階ロビー）
へ提出して下さい。 

提出期限：23 日（土）発表分→22 日（⾦）大会本部開設時刻〜17 時 

  25 日（月）発表分→23 日（土）大会本部開設時刻〜17 時 

ファイル名を「演題番号̲氏名.pptx」とし、USB メモリ（タイプ A のみ）
に保存して提出して下さい。動画ファイルにも同様に名前を付けて下さい
（拡張子は異なる）。 

発表時間は 1 題 14 分（発表 12 分、質疑応答 2 分）とし、途中 10 分で 1
鈴、12 分で 2 鈴、14 分で 3 鈴が鳴ります（1 分交代時間）。演者の方は発表
後に、次の演題の座⻑をお願いします。対応が難しい場合は、共同発表者の
方がお務めください。なお、各会場の最初の演題の座⻑は実行委員会が担当
します。 

ポスター発表 

横 90cm､縦 180cm のポスターボード、および画鋲を用意いたします。発
表者は、8 月 23 日の 9:00 までにご自身の発表番号が付されているボードに、
ご自身でポスターを貼ってください。25 日 12:00 までに必ず撤去し、お持ち
帰りください。それまでに撤去されなかったポスターは廃棄します。 

ポスター発表のコアタイムは 8 月 23 日（土）のコアタイム①10:45〜11:45
（優秀発表賞応募ポスター）とコアタイム②11:45〜12:45（それ以外のポス
ター）の各 1 時間です。発表者はコアタイムには必ずポスターの前に立って
説明をして下さい。

優秀発表賞 

 優れたポスター発表には、日本哺乳類学会優秀発表賞規定により「優秀発
表賞」を表彰します。優秀発表賞の受賞者は 8 月 24 日総会後の授賞式にて発
表します。優秀発表賞への応募資格は以下の通りです。 

・日本哺乳類学会員であること。

・研究歴（※１）が概ね 10 年未満の者。

※1 大会中に発表を行う「代表発表者（申込者）」についての研究歴です。
おおむね学部４年生からの在学・研究期間が 10 年未満であることを想定して
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います（専門分野は問いません）。これまでに出産・育児・介護や、研究職
以外への就職等で 6 週間以上の研究中断期間がある場合は、中断した年度
（中断期間が 6 週間でも当該年度 1 年間分）を差し引いた期間とします。代
表発表者が発表できなくなった場合は賞の対象にはなりません。 

自由集会 

液晶プロジェクタと PC 接続用ケーブル（原則 HDMI ケーブル。HDMI ケ
ーブルが用意できない部屋については企画者へ事前連絡します）を用意しま
す。PC は企画者側で用意して下さい。 

6．その他 

・調査研究機器・出版物の紹介・販売などの企業展示ブースが設けられます。

14



受賞講演 



日本哺乳類学会 2025 年度学会賞受賞記念講演 

哺乳類の進化と生態：DNA にこだわり続けた四半世紀
Evolution and Ecology of Mammals: "Sticking to" DNA for 25 years

佐藤 淳（福山大学 生物科学科・グリーンサイエンス研究センター） 
Jun J. Sato (Fukuyama University, Department of Biological Science) 

わたしが北海道大学理学部生物科学科で卒業研究を始めたのは 23 歳の時であった。今
年で研究を始めてちょうど四半世紀が経つことになる。不思議な現象あふれるこの世の
中でよくぞここまで「哺乳類と DNA」にこだわり続けて研究ができたなと自分でも驚く
ことがある。⻑期にわたり、自由な研究を見守っていただいた皆様には感謝したい。 

わたしは学部 4 年生の時に、師の鈴木仁先生から DNA 分析という“包丁”を授かった。
最初に大根を切ってみるように言われ、切ってみると思いのほかよく切れ、感動した。
次に人参を切ってみた。その次は玉ねぎだ。ますます包丁で野菜を切ることが面白くて
たまらなくなった。そうこうしているうちに新しい“次世代の”包丁が編み出され、もっ
とおいしい料理を作ることが出来た。時代の後押しがあったのだ。 

しかしふと考えた。おいしい料理をつくるのに、材料を切った人が偉いのだろうか、
それとも包丁を編み出した人が偉いのだろうかと。四半世紀研究を続ける中で色々な“料
理人”と出会った。ある人は、「料理を作るにはやっぱり包丁から作らないと」と言う。
しかし、わたしは新しいアイデアで包丁を編み出すほどの頭を持ち合わせていなかった。
ある人は「その包丁で切ったって良い料理なんてできないよ」と言う。しかし、わたし
は切る前から切った後のことを想像するだけの頭を持ち合わせていなかった。 

わたしは目の前の材料を切り続けた。いろいろな材料をいろいろな角度から切ってそ
の切られた材料が意味するところを考えた。「最も大切なこと」は、単に切っただけで
はなく、それぞれの料理をお皿に載せるまで作りきったことだ。そのお皿に載った料理
は、世界中の人に評価され、批判され、意見交換の材料となった。そのうちお皿に載せ
る料理を評価する立場にもなった。科学の⻭⾞の⼀つとして生きていると実感できた。 

そんな料理をまとめると「哺乳類の進化と生態：DNA にこだわり続けた四半世紀」に
たどり着いた。本講演では、地方の大学で学生たちと悩み、楽しみながらも DNA 分析で
明らかにしてきた哺乳類の進化と退化、そして生態についての研究を紹介したい。主な
研究成果は、世界で初めて明らかにしたレッサーパンダの進化的位置づけ、イタチ科の
進化の時空間パターン、アザラシやアシカの味覚遺伝子の退化、アカネズミの遺伝的多
様性から見えてきた瀬⼾内海島嶼の形成史、日本の哺乳類の起源と生物地理、そして糞
中 DNA に基づく齧⻭類の⾷性の解明である。どんなに小さな研究も最後までやり抜くこ
とで大きくなる。小さな種から育った樹はやがて樹冠を形成し、枝が予期せぬ方向に重
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なり合いながら広い“領域”をカバーする。そして、そうした重なりが新しいアイデアの
種になっていく。大丈夫、誰に何を言われようと自分の研究を信じたらよい。 
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日本哺乳類学会 2025 年度奨励賞受賞記念講演 

リアルな現場と人の中で人と野生動物の相互作用の理解に挑む
Understanding human-wildlife interactions: engaging with people and 

wildlife in the real world 

内田 健太（東京大学）
Kenta Uchida (The University of Tokyo) 

人工知能（AI）をはじめとした科学技術の目覚ましい発展は、私たちの研究スタイル
を大きく変え始めている。AI とまでは言わなくとも、自動撮影カメラやバイオロギング
などの観測機器の進歩や、データサイエンス分野の台頭は、今後の哺乳類学の発展に多
大な貢献を果たすだろう。実際、こうした技術を駆使すれば、研究者⼀人でもインパク
トのある成果をあげられる時代が来ている。そのような時代にあって、私はあえて泥臭
いフィールドワークと古典的な野外観察を主軸に、分野横断的なチームを作って、人と
野生動物の相互作用の理解とその応用に挑む研究を行っている。その根底には、自分の
経験から得られる人間（研究者も含めた）と野生動物のリアルな情報に、すごく心躍る
からという理由があるのかもしれない。そして、そのリアルな体験の中に、研究を通じ
て人と野生動物の関わりを深く理解し、それを実社会の問題解決に活かすヒントがある
と考えている。

私は、幼いころから人間と野生動物の相互作用に興味があり、両者の関わりの最前線
地域ともいえる都市や自然観光地と、そこに生息する哺乳類をモデルに研究をしてきた。
こうした環境では、人と野生動物の相互作用を高い解像度で観察できるため、確実な実
証研究や新しい概念の発見につなげやすい。実際、対象種であるエゾリスやキバラマー
モットは、目の前で様々な人間との相互作用を見せてくれ、観察が非常に面白い！⼀方
で、人との距離が近いゆえに、市⺠と研究者の摩擦が生じやすく、都市生態学者の悩み
の種でもある。私の研究チームでは、地道な対話やアウトリーチ活動を通じて、市⺠と
の良好な関係を築くことに多くの時間を割いてきた。そこには、科学コミュニケーショ
ンなど地域社会を意識する研究の過程自体が、社会実装につながると考えているからで
ある。

また、私は、生態学・生理学・動物認知学・寄生虫学・都市計画の研究者と協働して、
分野横断的な研究を進めている。近年、技術進歩に伴う研究分野の細分化・専門化が、
学問分野の分断を生み、社会課題の解決を⼀層困難にしている。特に、生物多様性保全
に関する課題には、分野横断的な視点が不可欠である。私の研究チームでは、学生も含
む多様な研究者が協働することで、多角的な視点から、人と野生動物の相互作用に関す
る研究・教育の両面において、成果を上げること目指している。  
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私の研究内容や業績の整理は、生成 AI に任せられる時代である。だからこそ、本受賞
講演では、⼀連の研究の背景にある、リアルなエピソードなどを通じて、フィールドワ
ークの魅力や人と協働することのワクワク感を伝えたい。体験の機会が減り、人の繋が
りが希薄になる時代に研究に身を投じる若い世代（自分も若手ではあるが）にとって、
現場の面白さや、人と関わりながら研究をする楽しさが伝わることで、哺乳類研究がさ
らに盛り上がる⼀助となれば幸いである。  
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日本哺乳類学会 2025 年度奨励賞受賞記念講演 

ゲノム情報を用いたネコ科動物の多様性解明と保全への応用 
Whole genome analyses of felid diversity and its application to conservation 

松本 悠貴（アニコム先進医療研究所株式会社・麻布大学）
Yuki Matsumoto (Anicom Specialty Medical Institute Inc. Azabu University) 

今から約 15 年前、学部生だった私はアホウドリの子育てをするため、小笠原諸島の無
人島、聟島に滞在していた。この滞在で、島の豊かな自然と多種多様な動植物を目の当
たりにし、生物多様性の理解と保全について考えるようになった。その後、生物多様性
の構成要素の⼀つに遺伝子の多様性があり、遺伝情報をもとに生物多様性を理解し、保
全に活かせることを学び、遺伝学の研究者を目指すようになった。 

ちょうどその頃、遺伝子配列を高速かつ網羅的に解読できる次世代シークエンサーが
急速に普及し、すべての遺伝情報であるゲノムを対象とする研究が広がりつつあった。
その中で、様々な形質の遺伝的基盤が次々と明らかにされていたが、当時の研究はヒト
やマウスなどのモデル動物が中心であり、私が関心を持っていた野生動物や愛玩動物な
どの非モデル動物に関する研究は少なかった。そのため、非モデル動物での形質に関す
る遺伝的背景は未解明な部分が多かった。 

そこで私は、世界の様々な環境に適応したネコ科動物を対象に、その多様性を明らか
にするためにゲノム解析を行ってきた。代表的な愛玩動物であるイエネコでは、ゲノム
解析の基盤となる参照ゲノム配列の構築、品種内外における遺伝的多様性の解明と、形
質を生み出す遺伝子変異の特定に取り組んできた。 

また、イエネコに関する知見や解析手法を、同じネコ科で絶滅危惧種であるツシマヤ
マネコの保全にも応用してきた。本種をはじめとする絶滅危惧種では、⼀般に遺伝的多
様性が低く、従来の部分配列にもとづく解析では個体識別や血縁関係の推定精度に限界
があった。これに対し、ゲノム情報を用いることでその推定精度は大きく向上し、実際
に、この技術により動物園の飼育下個体群で精緻な血統管理が可能となった。さらに、
飼育下個体群で得た知見を野生個体群に応用し、その遺伝的多様性や家系構造を推定す
ることで、直接観察が難しい野生個体群においても、生態解明や保全戦略の構築に資す
る新たな情報が得られつつある。

こうした研究成果を社会に発信し、還元していくことも研究者の重要な役割であると
私は考えている。これまで、アートと科学を融合したサイエンスコミュニケーションの
実践、構築した参照ゲノム配列のギネス世界記録認定、国立科学博物館の特別展の⼀部
監修などを通じて、哺乳類学研究の成果をかみ砕いて⼀般市⺠に伝える活動を行ってき
た。本講演では、これまでの研究成果とともに普及啓発活動についても紹介したい。 
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ゲノムは膨大で複雑な情報であり、10 年以上研究を続けてきても分からないことだら
けである。しかし、研究を重ねることで、多様性を生み出すしくみが少しずつ見えてき
た。今後もゲノムに向き合いながら哺乳類の多様性の基盤を明らかにし、保全への応用
を進め、得られた知見を社会に広く伝えていきたいと考えている。  
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公開シンポジウム 
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公開シンポジウム

ヒグマをもっと知ろう！ ― 森の王者の進化・生態・人との関わり
Let’s learn more about the brown bear! — The mighty king of the forest: its 

evolution, life, and connection with humans 

日時：2025 年 8 月 24 日（日）13：00〜16：20 

会場：札幌市教育文化会館 大ホール 

主催：一般社団法人 日本哺乳類学会 

後援：北海道大学総合博物館 

協力：公益財団法人 アイヌ⺠族文化財団 

ヒグマは北⽶大陸からユーラシア大陸の⻄端まで広く分布し、日本では北海道にのみ
生息している日本最大の陸生大型哺乳類です。そのため、北海道を象徴する動物とみな
されています。しかし、ヒグマは人間活動の影響により、世界的に生息域と個体数が減
少してきました。ところが近年、北海道や北欧などでは生息圏が拡大しており、その結
果、ヒグマと人間との軋轢が社会的な問題となっている事態も発生しています。ヒグマ
は古今東⻄において畏敬や尊敬、敬愛の対象とされる⼀方で、恐怖の象徴としても認識
される、非常にアンビバレントな存在です。しかし、その多面的な話題性にもかかわら
ず、ヒグマに関する基礎的な知識は⼀般には十分に知られていないのが現状です。 

本シンポジウムでは、北海道を代表する哺乳類であるヒグマについての進化学や生態
学の最前線の研究成果を紹介します。また、ヒグマとアイヌ文化との関わりや、近年の
人間との摩擦に関する議論も行い、ヒグマとの共存に向けた理解を深めることを目指し
ています。またアイヌ文化の紹介と啓蒙のため、アイヌの伝統舞踊を披露します。最後
の演目「イヨマンテ リムセ」は、ヒグマの霊送りの儀式の際に演じられるものです。 

本シンポジウムを通じて、ヒグマを科学的研究や駆除、管理の対象としてだけでなく、
人を引き付ける魅力ある存在として注目いただけたら幸いです。
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公開シンポジウム 

アイヌ伝統舞踊
Traditional greeting ceremony and dance of Ainu 

ウポポイ（⺠族共生象徴空間）
Upopoy (National Ainu Museum and Park) 

アイヌの伝統芸能は、儀礼や日常のさまざまな場面で演じる生活に欠かせないもので
す。動植物をモチーフした踊り、魔祓いの踊りや杵つきなどの作業を表した踊り、その
時々の心情を表す叙情的な歌から、娯楽性のある舞踊劇など、その種類は多岐にわたり
ます。その土地ごとの特色を色濃く反映させながら各地で受け継がれています。今回は
以下の儀礼と演舞を行います。

ウウェランカラㇷ゚／正式な挨拶
正式な作法にのっとった挨拶で、それぞれが自分の節にのせ、格式高い特別な言葉を使
って行います。

タㇷ゚カㇻ／踏舞
宴のはじめに、男性が力強い動きと喉を駆使した発声を披露し、重要な客人やカムイを
もてなす踊りです。その声と身体の使い方で演じる者の個性が際立ちます。

サルルンカムイ リㇺセ／鶴の踊り
北海道各地に伝わる鶴を題材にした踊りのひとつです。親鶴が子鶴に羽ばたき方を教え、
⼀緒に大空に飛んでいく様子を表しています。

イヨマンテ リㇺセ
狩りで得た動物の魂をカムイの世界に送り帰す儀礼「イヨマンテ」や祝いの席で楽しむ
ために踊ります。いくつもの歌を歌いつなぎ、先歌に合わせて踊りが変化していきます。

サルルンカムイ リㇺセ

25



公開シンポジウム 

ヒグマの進化とヒトとの出会い
Evolution of the brown bear and their meeting with the human 

増田隆⼀（北海道大学 大学院理学研究院・特任教授／総合博物館・研究員）
Ryuichi MASUDA (Professor, Faculty of Science, Hokkaido University / Researcher, 

Hokkaido University Museum) 

現生のクマ科は 8 種で構成される。その中で、ヒグマは最も広い分布域をもち、主に
北半球の亜寒帯に生息する。かれらが多様な環境に適応できた理由として、天敵の不在、
雑⾷性、冬眠することなどがあげられる。本講演では、ヒグマの移動の歴史を進化とと
らえてお話しする。 

ヒグマの故郷はどこだろうか？ユーラシア内陸部の約 50 万年前の堆積物から出土した
ヒグマ化石が最も古いため、その周辺を起源として、古環境の変遷に影響されながら分
布の拡大と縮小を繰り返してきたと考えられる。

これまでの遺伝的研究によると、世界のヒグマは、⻄系列と東系列に大きく分かれる。
分布域の南端に相当する北海道のヒグマ集団には、東系列の中の 3 系統が別々の地域
（道南、道東、道北-道央）に分布する三重構造が見出された。ユーラシア大陸から北海
道に向けて、各系統のヒグマが上記のカッコ内の順番で別々の時期に計 3 回渡来したこ
とが示された。さらに、これら 3 系統は、同様の順番でユーラシア大陸からベーリング
陸橋を経て北⽶へ渡ったと考えられる。

また、ヒトの移動との関連性に着目すると、約 6 万年前にアフリカからユーラシアへ
進出した現生人類（ホモ・サピエンス）は、偶然的にヒグマと出会い、運命的な関係を
築いて行く。更新世末期には、両者はともにベーリング陸橋を経て、北⽶へ渡った。両
者の出会いから大陸内・大陸間を移動する過程で、ヒグマはヒトの狩猟対象となって以
来、徐々に精神文化的に深遠な存在として認識され、北半球の各地でクマ送り儀礼が行
われるようになったといえるだろう。 

⼀方、ユーラシアで出会ったホモ・サピエンスとヒグマに、更新世末期に絶滅したネ
アンデルタール人とホラアナグマを加えた 4 者の間における、進化的・文化的な交流と
はいかなるものか？ さらに、4 者の中で、なぜヒグマとホモ・サピエンスが現在まで生
存し、その文化的共存が深まったのか？ これらの問いについても考える。

参考図書：増田隆⼀『ヒトとヒグマ ― 狩猟からクマ送り儀礼まで』（岩波新書、2025 年）
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公開シンポジウム 

ヒグマはどのように草食に進化したのか：生態と生理からの考察
How did brown bears evolve to become vegetarians?: ecological and

physiological explanations

坪田敏男（北海道大学総合博物館・館⻑/大学院獣医学研究院・教授）
Toshio TSUBOTA (Director, Hokkaido University Museum / Professor, Faculty of 

Veterinary Medicine) 

北海道に生息するヒグマは、⻑い時間をかけて進化の中で、⾷⾁類に属しながら草⾷
性を獲得した動物といえる。鋭く尖った⽝⻭や単純なつくりの消化管を有するなど、形
態的にはいまだ⾷⾁類の名残を留めてはいるものの、生態上、中でも⾷性については草
⾷〜雑⾷に大きく舵を切った動物である。このように消化管は⾁⾷獣としての特徴を有
しながら、⾷物の 80〜90％は植物に依存している。反芻類などの草⾷獣と比べて、その
消化効率の悪さは、彼らの糞便を見れば⼀目瞭然である。その分採⾷量を増やすことで
あの大きな体を維持しているのであろう。また、草⾷に偏ったばかりに冬の餌の枯渇を
冬眠によって乗り切るという適応機構を獲得した。北海道のヒグマは、およそ 11〜翌 4

月 4〜5 ヶ月間ほど冬眠する。冬眠中は⼀切の摂⾷・飲水、排泄・排尿がなく、体温や代
謝を低下させてエネルギー消費を節約している。クマ特有のタンパク質リサイクル機構
も兼ね備えている。冬眠中に必要なエネルギーや栄養、さらには水分までも冬眠前に蓄
えた体脂肪により賄っている。この体脂肪蓄積（肥満）のための餌資源は重要であり、
とくにドングリ（ミズナラなどの堅果類）の占める割合は大きい。ドングリや他の液
果・堅果類が凶作になると、人里に出てきて庭先の果樹を荒らすことになる。それだけ
冬眠中に費やすエネルギーが必要であることを物語っている。さらに、冬眠をするよう
になった結果、最適な時期に交尾期と出産期を有するための調節機構をも獲得した。す
なわち、妊娠期間を延⻑するために着床遅延がみられる。ヒグマの交尾期はおよそ 5〜6

月、出産期が冬眠中の 1〜2 月である。この間見かけ上の妊娠期間はおよそ 7〜8 ヶ月で
あるが、実際の胎子発育は最後の 2 ヶ月だけである。その前の 5〜6 ヶ月は着床遅延期間
であり、子宮腔で胚が発育をほぼ停⽌している。このように、ヒグマの冬眠と繁殖は⻑
い時間をかけて作られた環境への適応機構の典型例といえる。本講演では、進化の中で
草⾷〜雑⾷に向かったヒグマのユニークな生態と生理を紹介する。 
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公開シンポジウム 

北海道のヒグマの個体数推定と管理 
Population estimation and management of brown bears in Hokkaido 

間野 勉（北海道立総合研究機構・フェロー）
Tsutomu MANO (Research fellow, Hokkaido Research Organization) 

北海道では、19 世紀後半に始まった近代開発以来、ヒグマの駆除が積極的に推し進め
られた。20 世紀後半にはヒグマの撲滅を掲げた春グマ駆除が 1966 年から 1989 年に実施
され、事実上規制のない捕獲圧による個体数の減少と分布域の縮小が進んだ。1990 年に
北海道は地域的絶滅回避のために撲滅政策を改め、人間とヒグマの共存を掲げて春グマ
駆除を廃⽌した。雑⾷性のヒグマは人間の⾷物資源も好み、その味を学習すると繰り返
し求めるようになる。このため、ゴミの適正保管や農作物への⾷害を抑⽌するための防
除によるヒグマが不適切な学習をすることの抑制、さらに人間を恐れぬ個体や人間由来
の⾷物採餌を学習した個体の積極的除去を盛り込んだ管理計画を 2000 年代以降提案し、
あつれきの抑⽌とヒグマ個体群の保全を目指した。しかし、計画を実施するための体制
と予算の欠如、地方を中心とする高齢化と過疎化の進行もあり、計画の実効性のない 20

年が経過した。この間、ヒグマが人間の生活圏に接近する頻度の増加、地域の拡大が進
み、あつれき拡大と共に捕獲も増加した。2010 年代以降は都市部や平野部への侵入も顕
在化した。このことの要因として、ヒグマ個体群の回復に伴う分布域の拡大のほか、人
間の社会経済活動の変化がヒグマの行動変容をもたらしたことも考えられる。2020 年代
になって札幌など大都市部への侵入や度重なる家畜被害、後を絶たぬ人身事故など、ヒ
グマの脅威に対する社会の関心が急速に高まった結果、個体数の抑⽌も含めた総合的な
対策実施の必要性が社会的に認められるようになった。計画的に野生動物の個体数削減
を図るためには、対象動物の個体数や増加率などを予め把握する必要がある。1980 年代
以降実施されてきた様々な野外調査研究やモニタリング結果によって得られた情報を活
用した個体群動態モデルを構築し、地域別に個体数を推定した。個体数を推定したプロ
セスを紹介すると共に、今後のヒグマ個体群管理の課題について述べる。
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公開シンポジウム 

カムイ（ヒグマ）とアイヌ（人）との再会はどのような意味を持つか
What is the significance of the reunion between the Kamuy (brown bear) and 

the Ainu (people)? 

北原モコットゥナㇱ（北海道大学アイヌ・先住⺠センター・教授）
Mokottunas KITAHARA (Professor, Center for Ainu and Indigenous Studies, Hokkaido 

University) 

村井龍全氏による本シンポジウムのポスターの原画には、儀礼のための盛装を身に付
けた子グマが描かれている。これは樺太アイヌのクマ送りの場面を描いたものである。
なぜクマが盛装するのかを考えると、樺太や北海道のアイヌ⺠族、および近隣の諸⺠族
にとってこの動物がどのような存在であったかがわかる。 

アイヌ語のカムイは日本語の神に近い言葉で、多くの場合「アペカムイ（火の神）」
など、その属性を表す言葉を伴う。これに対し、ただカムイと言えば、北海道のアイヌ
語ではヒグマを指し、その特別な地位が言語にも表れている。北海道大学の知里真志保
教授が遺した『分類アイヌ語辞典 動物篇』には、ヒグマに関する語彙が 83 語記載され、
エペンクワウㇱ（上部で杖を突く＝前⾜が⻑い）、エパンクワウㇱ（下部で杖を突く＝
後⾜が⻑い）など、個体差に注目した言葉もある。ヒグマを身近に感じて接し、利用す
る生活の中で生まれた表現である。

アイヌ⺠族は狩猟によって得た⾁や油、⽑⽪、胆のうなどを利用してきた。⽑⽪や胆
のうはアイヌ社会内で消費するほか、周辺社会との交易品ともなり、人々の暮らしを支
えた。神と呼ぶ動物を狩って利用することは、アイヌの精神文化と矛盾しない。それは
和文化において⽶ 1 粒に八十八の神が宿るとすることと同様である。アイヌの信仰は、
動植物や自然現象などを擬人化し、人はそれらによって生きる存在と見なす、世界各地
に広く見られるタイプのものである。人々はこうした恩恵をもたらす神々と良好で持続
的な関係を築くために儀礼を行い、謝意を表してきたのである。 

クマの生息地にはクマに対する儀礼が遍く存在すると言われるが、アイヌの儀礼は本
州とは異なり、シベリアや北⽶との類似性を有する。それらを表現した神話や祈り詞は
知るほどに興味が尽きないが、今日のアイヌにとっては、専門教育を受けない限り手の
届かないもので、クマそのものも遠い存在になってしまっている。在来知や動物とのつ
ながりを取り戻すことは、人と動物のウェルビーイングにとっても重要である。 
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公開シンポジウム 

パネルディスカッション 
「ヒグマと私たち—科学・文化・社会から考える関係性のこれから」 

Panel discussion 

コメンテーター：勝島日向子（北海道大学 地球環境科学研究院・特任助教）
パネリスト：増田隆⼀・坪田敏男・間野 勉・北原モコットゥナㇱ

Commentator: Hinako KATSUSHIMA (Assistant Professor, Faculty of Environmental 
Earth Science, Hokkaido University) 

Panelists: R. MASUDA, T. TSUBOTA, T. MANO and M. KITAHARA 

イヨマンテ リㇺセ

30



酪農学園大学共催シンポジウム 



酪農学園大学共催シンポジウム 

野生鳥獣との共存の未来を築くために 〜”Wildlifer”の育成と課題〜 
Creating the future of harmonious coexistence with wildlife 

- Developing “Wildlifers”: Training and challenges –

佐藤喜和・伊吾田宏正・伊藤哲治・立木靖之（酪農学園大学環境共生学類）・奥
村忠誠（株式会社野生動物管理事務所）・久郷真治（北海道庁）・浦田 剛（占
冠村）・宇野裕之（東京農工大学）・岸本真弓（元株式会社野生動物管理事務
所）

 近年、多くの野生鳥獣と人との間で、多種多様な問題が起きており、全国的にそれら
の問題解決が求められている。これまで問題の中心となっていた農作物被害や環境に関
わる問題だけでなく、人の生活圏に野生動物が侵出し、人身被害や生活被害が、頻繁に
起きている。これらの問題を解決するためには、行政・企業・専門家など、様々な立場
の人材が充分に野生鳥獣の生態や管理に精通し、各地域の実状に合った野生動物対策や
管理ができる体制を構築していかなければならない。そのためには、野生鳥獣に関する
教育と人材育成を促進していく必要がある。 

酪農学園大学の環境共生学類は、2011 年に野生動物コース（2026 年度から野生動物領
域に改名）を設置した。本コースでは、野生動物の保護と管理について、北海道を中心
としたフィールドで、幅広い生態学的なベースに立脚した理論と技術について学んだ人
材「Wildlifer」の育成を行っている。⻑年、野生鳥獣に関する人材を輩出してきた本学
ではあるが、さらに各地域で活躍する Wildlifer を増やし、日本の野生鳥獣問題の解決に
貢献していきたい。 

本シンポジウムは、酪農学園大学環境共生学類の野生鳥獣問題を解決するための人材
育成とその取り組みについて紹介する。そして、実際に野生鳥獣問題の最前線に立つ
様々な立場の Wildlifer の方々から、それぞれの立場での業務内容や学生のうちに学ぶべ
きこと・経験すべきこと・求められる能力について紹介していただき、これからの野生
鳥獣に関わる人材育成の在り方について整理し、共通認識を持つことを目指す。また、
本シンポジウムにより、Wildlifer を目指す若者たちが、迷いなくその道を進めるための
勇気づけになることを願う。 

・酪農学園大学野生動物コースの取組み：伊藤哲治

・野生動物の⺠間企業の仕事および必要とされる人材：奥村忠誠

・野生動物関連の行政（都道府県）の仕事および必要とされる人材：久郷真治

・野生動物関連の行政（市町村）の仕事および必要とされる人材：浦田 剛
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・酪農学園大学の野生動物コースのこれから：佐藤喜和

コメンテーター

宇野裕之・岸本真弓・伊吾田宏正

総合司会：立木靖之
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大会企画・将来構想委員会主催 
哺乳類学会員若手交流会 

（企画フォーラム） 



大会企画・将来構想委員会主催企画フォーラム 

哺乳類学会員若手交流会 

中島啓裕・東出大志・岡部晋也・勝島日向子・野尻康太
（大会企画・将来構想委員会）

【背景と目的】 

今年度の企画フォーラムでは、昨年に引き続き、学生や若手研究者が多様な立場の
方々と直接交流できる場を提供します。大学院生やポスドク、若手教員が、他大学・他
分野の同世代とつながりを深めることはもちろん、⻑年にわたり第⼀線で活躍してきた
研究者や、行政・⺠間などの現場で哺乳類学の知見を活かしている実務者とも自由に意
見を交わせる貴重な機会です。 

当日は、事前登録不要で参加できる自由交流型セッションを実施し、研究テーマ、キ
ャリア形成、フィールド調査の工夫など、日頃の悩みや疑問を気軽に話し合えるよう工
夫を凝らしています。会場には、多様な経験を持つ豪華なメンター陣も参加予定で、立
場や年齢を越えた活発な意見交換ができる場を目指しています。メンターの情報につい
ては、決まり次第、大会ホームページの企画シンポジウムのページにて随時公開してい
きます。 

さらに今年度は新たな試みとして、「個別交流の橋渡し」も行います。これは、希望
者が特定のメンターと 1 対 1 でじっくり話せるよう、事前に面談希望を募り、事務局が
コンタクトのきっかけづくりをサポートするものです。実際の面談の日時や方法（対
面・オンライン）は当事者間で調整いただきますが、自分からは声をかけづらいという
方にとっても、スムーズな交流の第⼀歩となることを期待しています。

進路に迷っている方、研究の方向性に悩んでいる方、他大学の研究室の雰囲気を知り
たい方など、どなたでも歓迎です。普段はなかなか得られない多様な視点に触れ、自身
の研究や将来を見つめ直す機会として、ぜひご活用ください。皆さまのご参加を心より
お待ちしております。 
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⾃ 由 集 会



8 月 22 日（金） 15:15〜17:15 

C1-301 

F01 齧⻭類の⽣態学 2025 

坂本 信介 1, 島田 卓哉 2, 齊藤 隆 3, 田村 典子 4（1 宮崎大・農・動物環境管理, 
2 森林総研・つくば, 3 北海道大・フィールド科学センター, 4 森林総研・多摩） 

C1-201 

F02 インドシナ山岳部における哺乳類の種多様性［２］

本川 雅治 1, Nguyen, Tao Thien2,  Sanamxay, Daosavanh3, Bui, Hai Tuan4 

（1 京都大学, 2Institute of Biology VAST, 3National University of Laos,  
4VNU ハノイ自然科学大学） 

C4-301 

F03 変わりゆく人間社会と日本の哺乳類研究 

池田 敬 1, 内田 健太 2（1 信州大学, 2 東京大学） 

C4-201 

F04 クマ類による人⾝事故情報の共有をより⼀層推進するために−クマ外傷医療とク
マ研究者の協働で⾒えてくるもの−

山﨑 晃司 1, 釣賀 ⼀二三 2, 中川 恒祐 3, 小坂井 千夏 4, 小林 喬子 8, 近藤 麻実
5, 白根 ゆり 2, 鵜野ー小野寺 レイナ 6,7（1 東京農大, 2 道総研, 3WMO, 4 農研機構, 5

秋田県自然保護課, 6 鶴岡市, 7 慶大先端⽣命, 8 自然研） 
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C4-101 

F05  【子連れ参加 OK！】 食べて、出す！ 
 

久保 ⻨野 1, 大⻄ 尚樹 2（1 東京大学大学院新領域創成科学研究科, 2 森林総合研究
所） 
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8 月 23 日（土） 13:45〜15:45 

C1-301 

F06  哺乳類学がなかった時代の日本の Mammalogy 
：僕が知っている北の獣のことなど 

 
安田 雅俊 1, 川田 伸⼀郎 2, 大舘 智志 3（1 森林総合研究所九州支所,  
2 国立科学博物館, 3 北海道大学） 

 

C1-201 

F07  海棲哺乳類の年齢情報取得とその利活用  
〜年齢推定における従来法から最新技術まで〜 

 
前田 ひかり 1, 金治 佑 1, 堀本 高矩 2, 八木 原風 3（1 水産研究・教育機構,  
2 稚内水試, 3 三重大学） 

  

C1-101 

F08  カモシカの研究の最近 2025 
 

高田 隼人 1, 饗場 木香 2, 中村 圭太 3,1, 山根 里実 1, 難波 鈴香 1, 菅野 友哉 1 

（1 東京農工大学, 2 自然環境研究センター, 3 富士山科学研究所） 

  

C4-301 

F09  ロードキル問題に沼る−多様な視点からの研究 
 

浅利 裕伸 1, 辻 大和 2, 立木 靖之 3, 鹿野 たか嶺 4（1 帯広畜産大学,  
2 石巻専修大学, 3 酪農学園大学, 4 岐北海道開発技術センター） 
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C4-201 

F10 ⾒えない⽣態のありのままを“撮る” 
：若手研究者が挑むカメラトラップ研究最前線 

栃木 香帆子 1, 寺山 佳奈 1, 栗原 洋介 2, 松岡 諒 3（1 国立環境研究所, 2 静岡大学, 
3 東京大学） 

C4-101 

F11 都市に出没する野⽣動物が保有する人獣共通感染症 
：感染症⽣態学による今後の展望 

松山 紘之 1, 日高 正人 1,4, 土井 寛大 2, 江口 勇也 3, 伊藤 萌林 4（1 道立衛⽣研, 
2 森林総研, 3 麻布大学, 4 北海道大学） 
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8 月 23 日（土） 16:00〜18:00 

C1-301 

F12  島嶼における外来ネズミ問題と殺鼠剤 
 

片山 雅史（国立環境研究所⽣物多様性領域） 

 

C1-201 

F13  哺乳類の高病原性鳥インフルエンザ感染を考える 
 

服部 薫 1, 大沼 学 2, 日尾野 隆大 3, 外山 雅大 4, 渡邊 有希子 5 

（1 水産研究・教育機構水産資源研究所, 2 国立環境研究所, 3 北海道大学,  
4 根室市歴史と自然の資料館, 5 猛禽類医学研究所） 

 

C1-101 

F14  増補版食虫類の自然史 12．今さら聞けない“アズマ”と“コウベ” 
 

川田 伸⼀郎 1, 山澤 泰 2, 横畑 泰志 2（1 国立科学博物館, 2 富山大学） 

 

C4-301 

F15  ゼロから始める野⽣化ネコ対策 
：「御蔵島野⽣化ネコ捕獲プロジェクト」の取り組み 

 
徳吉 美国 1, 野瀬 紹未 2, 亘 悠哉 3（1 東京大学, 2 北海道大学, 3 森林総合研究所） 

 

C4-201 

F16  小型〜中型哺乳類を対象としたテレメトリー調査のいま 
 

菊池 隼人 1,5, 藤谷 彰子 2, 鈴木 透 3, 瓜⽣ 大輔 4（1 鹿児島大学, 2 同志社大学,  
3 酪農学園大学, 4 株式会社サーキットデザイン, 5 琉球大学） 
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8 月 25 日（月） 10:00〜12:00 

C1-301 

F17  予防原則の成否が問われるとき 
：特定外来⽣物キョンの茨城県への分布拡大を止められるか？ 

 
亘 悠哉 1, 諸澤 崇裕 2,  小坂井 千夏 3, 土井 寛大 1, 加瀬 ちひろ 4, 秦 彩夏 3 

（1 森林総研, 2 東京農工大, 3 農研機構, 4 麻布大） 

 

C1-201 

F18  手の形態学 
 

武田 精⼀郎 1,2, 岡部 晋也 3（1 大阪大学, 2 東京大学総合研究博物館,  
3 国立科学博物館） 

 

C1-101 

F19  哺乳類学に求められる『サイエンスコミュニケーション』を探る 
 

林 航平 1, 伊藤 泰幹 2, 伊藤 彩乃 3, 石田 隆悟 4, 須藤 哲平 5, 池田 貴子 2 

（1 株式会社野⽣動物保護管理事務所, 2 北海道大学,  
3 愛媛県久万高原町 地域おこし協力隊, 4NHK エンタープライズ, 5 文⼀総合出版） 

 

C4-301 

F20  都市における食肉目動物研究 9：食肉目動物とグリーンインフラ 
 

金子 弥⽣ 1, 天池 庸介 2, （1 東京農工大学, 2 北海道大学） 
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C4-201 

F21 社会的ニーズの変遷と哺乳類研究の展開：時代とともに歩む研究の意義 

平田 滋樹 1, 小泉 亮子 1, 山端 直人 2, 小泉 透 3, 横山 真弓 2, 小寺 祐二 4, 
本田 剛 5, 相澤 あゆみ 6, 都丸 成示 7（1 農研機構, 2 兵庫県立大学,  
3 森林研究・整備機構, 4 宇都宮大学, 5 山梨県, 6 環境省東北地方環境事務所,  
7 株式会社パルス） 

C4-101 

F22 クマ糞分析はまだまだ使える！最新の活用事例と糞分析の未来

三國 和輝 1, 菊地 静香 2（1 兵庫県立大学, 2 酪農学園大学） 

43



自由集会発表

F01                齧⻭類の⽣態学 2025 
坂本 信介 1, 島田 卓哉 2, 齊藤 隆 3, 田村 典子 4（1 宮崎大・農・動物環境管理, 2 森林総研・つくば, 

3 北海道大・フィールド科学センター, 4 森林総研・多摩） 

齧⻭類は多様な環境に⽣息しており，環境に応じた⽣理応答や遺伝子変異，適応⾏動などを調べる良い
モデルとなっている．その中でも，ネズミ類は広範な環境に分布し，寿命が短いという特徴から，空間的
にも時間的にも⽣態学的なパターンやプロセスを野外で繰り返し観察しやすい．このような特色を⽣かし
て，例えば，堅果の豊凶や気候などの環境条件の変動に応じた個体群動態の解析などが進められてきた．
一方で，⽣態学的なパターンやプロセスを実際に観察し，解析できることにより，それらを⽣み出すメカ
ニズムに関する仮説検証のアイデアも⽣まれやすい．例えば，堅果（樹木）とネズミ類の⽣物間相互作用
の観点からは，ネズミ側の堅果に対する採餌戦略あるいは堅果側のネズミに対する防除戦略について，ユ
ニークで多様な研究が展開されている．本集会では，このような特色をいかした以下の研究について紹介
する．

「演題」 
1．齊藤 隆（北海道大・フィールド科学センター）「エゾヤチネズミの時間的なテイラー則に対する環境

変動性の効果」 
2．梶田 瑠依（名古屋大・森林保護学）「野ネズミのクリ・ミズナラの虫害堅果への反応」 
3．島田 卓哉（森林総研・つくば）「アカネズミのタンニン防御メカニズム解明の舞台裏〜上⼿くいかな

かった話」 
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自由集会発表  

F02          インドシナ山岳部における哺乳類の種多様性［２］ 
本川 雅治 1, Nguyen, Tao Thien2, Xayyavong, Boundone3, Vu, Yen Thi Huong2, 岡部 晋也 4, 島村 夏惟 1, 

池田 悠吾 5, Sanamxay, Daosavanh3, Bui, Hai Tuan6, Saveng, Ith7（1 京都大学, 2Institute of Biology VAST, 
3National University of Laos, 4 国立科学博物館, 5 東京大学, 6VNU ハノイ自然科学大学,  

7 王立プノンペン大学） 

 

This meeting is made in English. この自由集会は英語で実施します． 
<#%BR%#>ベトナムとラオスに位置するインドシナ山岳部は，種多様性が高い地域です．企画者らは

2023 年より⻑尾自然環境財団プロジェクトと⽇本学術振興会⼆国間共同研究として，現地調査をもとにし
た 3 カ国共同研究を進めてきました．その研究成果を共有し，幅広い議論と研究交流を目指します． 

 
Masaharu Motokawa, Nguyen Thien Tao (Kyoto Univ. / Inst. Biology VAST) 
   Introduction of the Indochina mammalian species diversity project 
Boundone Xayyavong (Natl. Univ. Laos) 
   The relationship between the large-antlered muntjac and old forests 
Vu Thi Huong Yen (Inst. Biology VAST) 
   Craniodental morphology and molecular study of Myotis bats in Vietnam 
Shinya Okabe (Natl. Mus. Nat. Sci.) 
   Genetic diversity of Rattus in Indochina mountains 
Kai Shimamura (Kyoto Univ.) 
   Three-nation scientific exchange through mammalogy in Japan 
Yugo Ikeda (Univ. Tokyo) 
   Comparison of bat wing morphology in northern Indochina 
Ith Saveng (Roy Univ. Phnom Penh) 
   Bat diversity and research in Cambodia 
Daosavanh Sanamxay (Natl. Univ. Laos) 
   Diversity and distribution of squirrels in Lao PDR 
Bui Tuan Hai (VNU Hanoi Univ. Sci.) 
   Diversity and biogeography of eulipotyphlans in Indochina 
General discussion 
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自由集会発表  

F03            変わりゆく人間社会と⽇本の哺乳類研究 
池田 敬 1, 内田 健太 2, 下鶴 倫人 3, 斎藤 昌幸 4, 江成 広斗 4（1 信州大学, 2 東京大学, 3 北海道大学,  

4 山形大学） 

 

⽣物多様性保全や野⽣動物管理において，人間活動が哺乳類に及ぼす影響の評価は必要不可欠である。
これまで国内外における様々な研究は，都市化や観光，農業などをはじめとした人間活動の拡大が，哺乳
類の⾏動や個体数，分布などにもたらす影響を報告してきた。その一方で，一部の先進国では，人口減少
や都市の縮退といった人間活動の新たなフェーズに移⾏しつつあるが，人間活動の後退が哺乳類に与える
影響に関する研究は限られている。特に，⽇本では急速な人口減少社会を迎え，農林業被害や人身被害，
感染症被害などの哺乳類との軋轢が増加する中で，既存の対策では十分に対応しきれない可能性が指摘さ
れている。 

本自由集会では，変化し続ける人間社会の中で，人間と哺乳類との関係の変化から哺乳類学者として今
何ができるのか，今後どのような研究が必要とされるのかを踏まえ，対象種や研究アプローチの異なる 4
名の講演者が，人間活動に対する哺乳類の応答に関する最新の研究成果と課題を紹介する。その後，近年
における⽇本の大きな課題である人口減少社会を見据えた研究上の課題や次世代の人材確保に関する内容
を中心としたパネルディスカッションから議論を深める。 

 
1．池田 敬（信州大学） 
「趣旨説明」 
2．内田 健太（東京大学） 
「リスとマーモットをモデルに現在とこれからの人―哺乳類の相互作用を考える」 
3．下鶴 倫人（北海道大学） 
「人間活動とヒグマの人馴れ：知床世界自然遺産地域が直面する悩ましい現実」 
4．斎藤 昌幸（山形大学） 
「人間活動と中型食肉目：とくにタヌキとキツネの違いに着目して」 
5．池田 敬 
「シカの⾏動と捕獲から考える人間活動に対する大型哺乳類の察知能力」 
6．総合討論< 
コメンテーター：江成 広斗（山形大学） 
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自由集会発表  

F04       クマ類による人身事故情報の共有をより一層推進するために 
−クマ外傷医療とクマ研究者の協働で見えてくるもの− 

山﨑 晃司 1, 釣賀 一⼆三 2, 中川 恒祐 3, 小坂井 千夏 4, 小林 喬子 10, 近藤 麻実 5, 白根 ゆり 2,  

鵜野ー小野寺 レイナ 6,7, 三田村 真太郎 8, 石垣 佑樹 9, 渡邉 颯太 5（1 東京農大, 2 道総研, 3WMO,  
4 農研機構, 5 秋田県自然保護課, 6 鶴岡市, 7 慶大先端⽣命, 8 北大医学研究院, 9 秋田大医学系研究科,  

10 自然研） 

 

クマ類（ヒグマ，ツキノワグマ）の管理を考える上での重大なポイントの１つは，人身事故を防止する
ことである。特に近年は，クマ類の分布拡大などにより人身事故件数が急増しているが，クマとの遭遇時
の適切な対応や重篤な人身被害発⽣の抑制に必要な「事故情報の収集と解析」は十分とは言えない。人身
事故発⽣時には多くの情報を得ることができる。それらは関連機関によって網羅的に収集される必要があ
り，近年では，自治体，警察，消防，研究者などの連携がようやく進められ，事故現場等で収集された情
報からの分析が進みつつある。一方で，医療機関に搬送された後の受傷者から得られる情報は，これまで
断片的にしか関係機関間で共有されていない。 

本集会では，哺乳類の研究者が事故現場で得た情報と，医師が医療現場で得た情報を双方が共有するこ
とで，クマ類による人身事故件数の低減や発⽣時の重篤な被害の抑制にどのように活用できるのかを議論
することを目的とし，北海道と秋田県を対象に，事故現場と医療現場で集めた情報を統合すると何が見え
てくるかについて，実例を挙げながら紐解く。 

 
第 1 部 
１ 人身事故現場からの情報収集と分析 
・加害個体からの丁寧な情報収集と管理への応用 
白根ゆり〇・釣賀一⼆三〇（道総研） 
2 受傷者からの情報収集と分析 
・北海道におけるヒグマ外傷に対する形成外科診療の現状 
三田村真太郎〇（北海道大学大学院医学研究院 形成外科学教室，⼿稲渓仁会病院形成外科） 
・クマによる防御姿勢は有効か？秋田県令和５年度データの解析 
石垣佑樹〇・木村⻯太・宮腰尚久（秋田大学大学院医学系研究科医学専攻機能展開医学系 整形外科学講

座） 
第 2 部 事故現場と医療現場での情報のすり合わせ 
１ 北海道におけるヒグマの事例（北大医学研究院・道総研） 
２ 秋田県におけるツキノワグマの事例（秋田大医学系研究科・秋田県自然保護課 渡邉颯太〇） 
３ 総合討論 進⾏ 山﨑晃司・中川恒祐 
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自由集会発表

F05       【子連れ参加 OK！】 食べて、出す！ 
久保 ⻨野 1, 大⻄ 尚樹 2, 神保 美渚 3, 饗場 木香 4, 王 雪瑩 5, 後藤 優介 6 

（1 東京大学大学院新領域創成科学研究科, 2 森林総合研究所, 3 北海道立総合研究機構,  
4 自然環境研究センター, 5 北海道大学大学院環境科学院, 6 ミュージアムパーク茨城県自然博物館） 

採餌から排泄に至るまでのプロセスは、すべての動物が⾏っている普遍的な事象である。このプロセス
の各ステップ、すなわち１）食べ物を探して食べる、２）食べ物を咀嚼する、３）消化管内で消化する、
４）消化後の残渣物を排泄する、において様々な研究が展開されているが、プロセスを一気通貫にながめ
る機会はあまり多くない。本集会ではこの基盤的な⽣物事象について、第一線で研究している演者から話
題提供いただき、【うんこのできるまで】の理解を深め、これからの研究を展望する機会にしたい。さらに
総計１７万人以上が来場した『うんち展』の企画者から、展示コンセプトの作成経緯、展示物準備、アン
ケート結果などを踏まえ、展示を通じた研究成果の普及についての話題提供を頂く。

また本研究集会は哺乳類学会大会での初の試みとして、会場内にキッズスペースを設置し、子連れ参加
が可能な形で実施する。本集会の企画を通じて、託児室を使わない（使えない）子連れ研究者でも、研究
集会にストレスなく参加できるような工夫について、参加者全員で考えるきっかけとしたい。大会に子連
れで参加している人は（仮に内容に興味がなくても）、ぜひご参加いただきたい。また、集会に参加する方
は会場内に子供がいることを事前にご承諾いただきたい。 

・趣旨説明
（大⻄ 尚樹、森林総合研究所）

・「“食べる”からみえてくる大型哺乳類のくらし」 
（神保 美渚、北海道立総合研究機構） 

・「骨からわかる死ぬ前のごはん：マイクロウェアと胃内容物の比較」 
（饗場 木香、自然環境研究センター） 

・「糞便から読み解く、パンダの健康と腸内細菌の関係」 
（王 雪瑩、北海道大学大学院環境科学院） 

・「うんこの化石から落とし主を探る」 
（久保 ⻨野、東京大学大学院新領域創成科学研究科） 

・「No Unchi, No Life！うんちの展示に込めた思い」 
（後藤 優介、ミュージアムパーク茨城県自然博物館） 
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F06   哺乳類学がなかった時代の⽇本の Mammalogy：僕が知っている北の獣のことなど 
安田 雅俊 1, 川田 伸一郎 2, 加藤 克 3（1 森林総合研究所九州支所, 2 国立科学博物館,  

3 北大北方セ・植物園博物館） 

 

この自由集会は「⽇本にまだ哺乳類学がなかった時代」における⽇本の mammalogy について語る試み
の第 3 回目である．今回は北海道を含む北方の哺乳類について語りたい．「いままで知らなかった何か」の
話で盛り上がりたいと思う方は，ぜひご参加ください． 

 
「はじめに」安田雅俊（森林総研九州支所） 
「哺乳類学がなかった時代の北海道の Mammalogy」加藤 克（北大北方セ・植物園博物館） 
「僕が知っている北の獣のこと」川田伸一郎（国立科学博物館） 
 
コメンテーターは会場のあなた！ 
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F07  海棲哺乳類の年齢情報取得とその利活用 〜年齢推定における従来法から最新技術まで〜 
前田 ひかり 1, 金治 佑 1, 堀本 高矩 2, 八木 原風 3, 磯野 岳臣 1（1 水産研究・教育機構, 2 稚内水試,  

3 三重大学） 

 

海棲哺乳類の年齢は、対象種の⽣理・⽣態特性把握や保全・管理において重要な基礎情報である。とく
に個体群の保全・管理を目的に個体数動向を把握・予測するためには、性成熟年齢、年齢組成、死亡率な
どの⽣物学的特性値の情報が不可欠で、個体群動態モデルにおいても重要なパラメーターとなっている。
そこで本集会では、まず海棲哺乳類の年齢情報を取得するために従来から実施されている⻭⽛などの年齢
形質を用いた⼿法について紹介する。さらに、近年急速に研究が進展しつつある DNA メチル化を利用した
年齢推定法に焦点をあてた事例を取り上げる。最後にこれらの年齢情報の利活用について、各⼿法のメリ
ット・デメリット、今後の課題を整理しつつ、それらの保全・管理への応用について議論する。 

 
開催趣旨説明：前田ひかり 
演題①：海棲哺乳類（鯨類）における年齢情報取得について 前田ひかり 
演題②：海棲哺乳類（鰭脚類）における年齢情報取得について 堀本高矩・磯野岳臣 
演題③：海棲哺乳類におけるエピジェネティッククロックを用いた年齢情報取得について 八木原風 
総合討論 
年齢情報の保全管理への利活用 金治 佑 
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F08              カモシカの研究の最近 2025 
高田 隼人 1, 饗場 木香 2, 中村 圭太 3,1, 山根 里実 1, 難波 鈴香 1, 菅野 友哉 1（1 東京農工大学,  

2 自然環境研究センター, 3 富士山科学研究所） 

 

カモシカに関する研究は 1970 年代から盛んに⾏われ、基礎⽣態に関する情報の多くが蓄積されてきた
が、2000 年代以降から研究数が減少し低迷期を迎えた。一方近年では、シカの急増に伴うカモシカの低密
度化や分布構造の変化、それらに伴う一部個体群の絶滅危惧、個体群のモニタリング⼿法の問題など、保
全管理の観点から新たな局面を迎えている。このような背景を受け、カモシカの研究の再興と保全管理に
向けた議論の活性化を目的に、企画者らは 2017 年からカモシカに関する自由集会を開催してきた。その
成果か、近年ではカモシカの研究が徐々に増加しており、新たな⼿法や⽣息環境での研究により、これま
で知られていなかったカモシカの知見が明らかになってきている。ただし、カモシカの基礎⽣態に関する
研究や保全管理に向けた応用研究は未だ⼿付かずの課題が山積している。本集会では、現在カモシカが置
かれている状況を整理し、基礎⽣態および保全管理に関する最新研究を紹介し、さらにそれぞれの領域で
今後取り組むべき課題を提案することにより、カモシカの研究と保全管理の更なる活性化を目指したい。 

 
話題 
髙田隼人：趣旨説明 
〇基礎⽣態 
難波鈴香：カモシカは匂いでなにを伝えている？−眼下腺こすりつけ頻度を左右する要因 
山根里実： カモシカは崖っぷち？−シカの増加がカモシカの⽣息地利用に与える影響 
 
〇保全管理 
菅野友哉：富士山周辺地域におけるカモシカ⽣息適地モデルの構築 
中村圭太・饗場木香：カモシカの適切な密度推定⼿法を探る 
饗場木香：総括 
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自由集会発表

F09   ロードキル問題に沼る−多様な視点からの研究

浅利 裕伸 1, 辻 大和 2, 立木 靖之 3, 森部 絢嗣 4, 片桐 未結 4, 佐藤 金八 5（1 帯広畜産大学, 
2 石巻専修大学, 3 酪農学園大学, 4 岐阜大学, 5 北海道開発技術センター） 

野⽣動物のロードキルは世界各地で発⽣しており，地域個体群への影響が懸念されているとともに，特
に大型種では人身事故によって死傷や経済損失がもたらされる．ロードキル問題に対しては，各種および
各地域においてロードキルの発⽣要因を明らかにする研究がすすめられており，道路近傍での野⽣動物の
⽣息地の存在や個体数の増加，野⽣動物の⽣態的もしくは⾏動的特性などの要因がみられる．また，道路
構造，速度や交通量，ドライバーの視認性などもロードキルの発⽣に影響すると考えられている．一方，
発⽣要因の解明だけではなく，新たな対策⼿法の開発や対策の効果検証など，応用研究も少しずつ進めら
れている．さらに近年では，ロードキルデータのマッピングによる分布域の把握やロードキル個体のサン
プリングによって食性を調査するなど，ロードキルをキーワードとした⽣態学的な研究が多分野でみられ
るようになっている．「ロードキル」は人（車両）と動物との軋轢であるが，道路があればどこでも発⽣す
る問題であり，問題解決にあたっての視点は多様化している．本自由集会では，野⽣動物のロードキルを
扱う研究を多様な視点から紹介するとともに，今後の研究の課題と発展を議論する． 
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F10   見えない⽣態のありのままを“撮る”：若⼿研究者が挑むカメラトラップ研究最前線 
栃木 香帆子 1, 寺山 佳奈 1, 栗原 洋介 2, 松岡 諒 3, 深澤 圭太 1（1 国立環境研究所, 2 静岡大学,  

3 東京大学） 

 

ここ数十年の間に、自動撮影カメラ（カメラトラップ）が世界各地で普及し、これまで人間の目では捉
えにくかった多くの哺乳類の⽣態や、それらが⽣態系に果たす機能を明らかにできるようになってきた。
さらに、リモートセンシングや気象データなどの環境情報と組み合わせることで、カメラトラップ研究の
幅は飛躍的に拡大している。 

カメラトラップ研究は世界各地で展開されている一方で、地域間のネットワークはごく最近になって構
築され始めた段階にあり、情報共有や比較研究の事例はまだ限られているのが現状である。 

本集会では、若⼿研究者による、カメラトラップを活用したさまざまな視点から哺乳類の⽣態に迫る最
新の研究事例を紹介し、カメラトラップ研究の今後の可能性と課題について議論することを目的とする。 

 
プログラム 
①趣旨説明 
②自動撮影カメラを使って森林における野⽣動物の働きを解明する：枯死木分解に注目して 
栗原洋介 1 

③森林構造が動物の種と⾏動の多様性に及ぼす影響：群集および種レベルの応答 
栃木香帆子 2,3、鈴木紅葉 2、岡野航太郎 2、深澤圭太 3、森章 2 

④台風時に野⽣動物はどう動く？自動撮影カメラで捉える極端気象下の活動パターン 
松岡諒 2、中島啓裕 4、亘悠哉 5 

⑤人里に近いほど動物の個体数量は増加する？ 準グローバル規模での異質性の解明 
寺山佳奈 3、深澤圭太 3、諸澤崇裕 6、中島啓裕 4、高木俊 7、横山拓真 8,9、安藤正規 10、飯島勇人 5、斎藤

昌幸 11、熊田那央 3、栃木香帆子 3,6、吉岡明良 3、船津沙月 10、小池伸介 6、榎本孝晃 12,13 

⑥総合討論 ・意見交換 
コメンテーター：深澤圭太 3 

 
1 静岡大学、2 東京大学、3 国立環境研究所、4 ⽇本大学、5 森林総合研究所、6 東京農工大学、7 兵庫県立大

学、8 椙山女学園大学、9 大阪大学、10 岐阜大学、11 山形大学、12 岩⼿大学大学院連合農学研究科、13 北海道
立総合研究機構 
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F11   都市に出没する野⽣動物が保有する人獣共通感染症：感染症⽣態学による今後の展望 
松山 紘之 1, ⽇高 正人 1,4, 土井 寛大 2, 江口 勇也 3, 伊藤 萌林 4（1 道立衛⽣研, 2 森林総研, 3 麻布大学,  

4 北海道大学） 

 

世界的な都市化の進展に伴い，ヒトと野⽣動物における⽣活圏の重複域が拡大し，人獣共通感染症の出
現・感染リスクが高まっている。都市環境は宿主や媒介⽣物の分布・⽣息密度，宿主-寄⽣虫間の相互作用
を変化させる固有の⽣態系を形成する。そのため，都市環境の人獣共通感染症リスク推定には，都市⽣態
系固有の宿主や病原体の⽣態，景観構造，⽣物間相互作用ネットワークといった⽣態学的要因との関連性
を深く理解する必要がある。しかし，国内の都市環境に出没する野⽣動物の問題では，人獣共通感染症リ
スクはほとんど着目されてこなかった。そこで，本集会では，都市に出没する哺乳類（食肉目，齧⻭類，
外来種など）に焦点を当て，これらが媒介する病原体の感染リスクを⽣態学的な視点から考察する。さら
に，本集会の発表内容を踏まえて，都市⽣態系の人獣共通感染症リスクを効果的に管理するためには，今
後どのような⽣態学的アプローチが必要であるか議論したい。 

 
1. 趣旨説明 
松山 紘之 
 
2. 都市キツネが媒介するエキノコックス 
⽇高 正人 
 
3. 都市近郊部に⽣息する中型哺乳類から得られた東洋眼虫 
土井 寛大 
 
4. 都市の外来リス類における内部寄⽣虫と外部寄⽣虫の空間分布：侵入先依存のスピルオーバー＆スピ

ルバックリスク 
江口 勇也 
 
5. 都市とその近郊におけるダニ媒介性感染症リスクの分布-道央の場合- 
伊藤 萌林 
 
6. 総合討論 
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F12       島嶼における外来ネズミ問題と殺鼠剤 
片山 雅史 4, 橋本 琢磨 1, 中山 翔太 2, 武田 一貴 3（1 自然環境研究センター第一研究部, 
2 北海道大学大学院獣医学研究院, 3 北里大学獣医学部, 4 国立環境研究所⽣物多様性領域） 

島嶼は貴重な⽣物多様性の保全において特に重要な地域として広く認識されている。この様な島嶼地域
では、クマネズミ、ドブネズミなどの齧⻭類が島嶼地域の⽣物多様性に大きな影響を与えている。ネズミ
類対策として殺鼠剤は有効な⼿法の一つとして認識されている。島嶼地域においても殺鼠剤によるネズミ
対策は有用であり、国内においては、小笠原諸島や北海道のユルリ・モユルリ島などで使用され、大きな
成果が得られている。一方で、殺鼠剤に対する耐性ネズミの出現や非標的種への影響など、検討すべき点
も挙げられている。本自由集会では、国内における先⾏地域と考えられる小笠原を中心として、島嶼にお
ける外来ネズミ問題と殺鼠剤に関して紹介をし、理解を深めることを目的とする。 

<発表者> 
橋本琢磨 自然環境研究センター第一研究部 
小笠原諸島での外来ネズミ類対策のこれまでと、これから進むべき道 

中山翔太 北海道大学大学院獣医学研究院 
抗凝血性殺鼠剤の非標的野⽣動物種に対する毒性影響の予測 

武田一貴 北里大学獣医学部 
⽇本の殺鼠剤事情：東京のスーパーラット・小笠原父島の外来クマネズミにおける殺鼠剤感受性評価 

片山雅史 国立環境研究所⽣物多様性領域 
殺鼠剤を使った島嶼におけるネズミ対策に向けて 
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自由集会発表  

F13          哺乳類の高病原性鳥インフルエンザ感染を考える 
服部 薫 1, 大沼 学 2, ⽇尾野 隆大 3, 外山 雅大 4, 渡邊 有希子 5（1 水産研究・教育機構水産資源研究所,  

2 国立環境研究所, 3 北海道大学, 4 根室市歴史と自然の資料館, 5 猛禽類医学研究所） 

 

今春、高病原性鳥インフルエンザ（HPAIV）感染による海鳥類の死亡が相次いで発⽣した北海道東部
で、ゼニガタアザラシおよびラッコの陽性事例が確認された。2022 年には北海道札幌市でキツネの感染が
２件確認され（環境省 2023）、2023 年にはサハリン・チュレニー島でキタオットセイの同ウイルス感染
によると考えられる大量死も確認されており（Sobolev et al. 2024）、国内外で哺乳類への HPAVI 感染が
広がっている。今回の事例では、当初哺乳類研究者の間では感染への危機意識は希薄であったが、鳥類研
究者との連携により、感染個体の早期検査へつながった。国内の哺乳類における感染事例はまだ非常に少
なく、今回の事例は獣医学会、野⽣動物医学会、ウイルス学会などでも高い関心を持って取り上げられる
予定であり、参加者が⽇常的に野⽣哺乳類と接触する機会のある哺乳類学会においても情報を共有する必
要があると考え、本集会を企画した。 

本集会では、死亡個体発見から回収、疫学的検査に至る今回の事例を報告し、見えてきた課題を共有す
るとともに、野⽣動物と接触する際の注意や今後の対応について議論する場としたい。 

 
趣旨説明：服部薫（水研機構） 
１．海棲哺乳類からの高病原性鳥インフルエンザ検出：⽇尾野隆大（北海道大学） 
２．海鳥から海棲哺乳類への広がり：外山雅大（根室市歴史と自然の資料館） 
３．モニタリング体制における課題：渡辺有希子（猛禽類医学研究所） 
４．ディスカッション〜今後の対応について考える〜：大沼学（国環研） 
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自由集会発表  

F14       増補版食虫類の自然史 12．今さら聞けない“アズマ”と“コウベ” 
川田 伸一郎 1, 山澤 泰 2, 横畑 泰志 2（1 国立科学博物館, 2 富山大学） 

 

本自由集会は 1999 年から 2011 年にかけて企画されたシリーズの続編として久しぶりに開催するもので
ある．今年度の大会開催地，北海道は「モグラなし都道府県」でありながら，近代的モグラ学の発展にお
いて重要な地である．北海道大学名誉教授の阿部 永博士は⻑年のフィールドワークによって本州の石川
県・岐阜県・⻑野県・静岡県にまたがるラインの北東側にアズマモグラ Mogera imaizumii が，南⻄側にコ
ウベモグラ M. wogura が分布することを明らかにした．さらに⻑野県を主とする 2 種の分布境界付近で
は，大型のコウベモグラが小型のアズマモグラの分布域へ北進しつつあることが，50 年間にわたる調査に
よって明らかにされている．この「東⻄モグラ合戦」は⽇本産哺乳類の分布や種間競争に関するトピック
の中でも最も広く一般にも知られるものであろう． 

「今さら，そんなことは百も承知」との声が聞こえてきそうである．だが，我々はこの最もよく知られ
た２種のモグラについてどれくらい知っているのだろうか．そもそも正確に見分けることすらなかなか難
しい．小＝アズマ，大＝コウベという認識は，それぞれの種に存在する地理的変異によりもろくも崩れ去
る．上顎切⻭列の特徴は識別点として挙げられるが，V 字＝アズマ，U 字＝コウベという認識も若い個体
限定のあいまいな特徴である．また近年でも⻄⽇本でアズマモグラの新産地が見つかるなどの発見もあ
る．今，両種の分布はどうなっているのだろうか．“アズマ”と“コウベ”はなかなか奥が深いのである． 

そんな２種のモグラについて考える時間としたい． 
 
趣旨説明，山澤 泰 
話題１，川田伸一郎：中部地方のアズマ・コウベ境界線は今どうなっているか 
話題２，横畑泰志：V 字と U 字，鑑別形質の究極要因を探る ―ミミズを速く食べるには 
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自由集会発表  

F15   ゼロから始める野⽣化ネコ対策：「御蔵島野⽣化ネコ捕獲プロジェクト」の取り組み 
徳吉 美国 1, 野瀬 紹未 2, 亘 悠哉 3（1 東京大学, 2 北海道大学, 3 森林総合研究所） 

 

イエネコ(以下ネコ)はあらゆる地域で野⽣化し，⽣態系被害や人獣共通感染症の伝播といった問題を引
き起こしている．しかしながら，野⽣化ネコの対策を実施している地域は国内では限られ，未だに問題解
決に至った地域は少ない．その理由としては，ネコ対策ならではの特別な課題がある．ネコは愛玩動物で
あることから対策策定に先立った社会調査が不可欠であるほか，⽇本の野⽣化ネコ対策のほとんどは「捕
獲」の後に「ネコの譲渡」が⾏われており，通常の外来種対策よりも多大な経済的・労力的なコストと複
雑なオペレーションが必要になる．さらには，特定外来⽣物に指定されていないことから⾏政機関にとっ
ては対策をとりづらい側面がある．  

伊豆諸島の御蔵島では，オオミズナギドリ最大繁殖個体群への野⽣化ネコによる捕食の影響が懸念され
てきた．そこで，私たちは，2021 年度から「野⽣化ネコ捕獲プロジェクト」を開始し，ネコの捕獲やオオ
ミズナギドリのモニタリングを実施してきた．本集会では，本プロジェクトの実施に至るまでの経緯と対
策の成果から，野⽣化ネコ問題への合意形成や対策ゼロの状況からのプロジェクトの実現，そしてネコゼ
ロを目指すために必要なプロセスと課題について議論する． 

 
 
1．野⽣化ネコ問題が「タブー視」から「島⺠・研究者・譲渡団体が連携した捕獲プロジェクトの実施」

に至るまで（野瀬 紹未・北海道大学） 
2．野⽣化ネコ捕獲プロジェクトの４年間の試⾏錯誤とその成果（徳吉 美国・東京大学） 
3．御蔵島の野⽣化ネコゼロを目指す上で解決すべき課題（亘 悠哉・森林総研） 
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F16    小型〜中型哺乳類を対象としたテレメトリー調査のいま 
菊池 隼人 1,5, 藤谷 彰子 2, 鈴木 透 3, 瓜⽣ 大輔 4（1 鹿児島大学, 2 同志社大学, 3 酪農学園大学, 

4 株式会社サーキットデザイン, 5 琉球大学） 

哺乳類の個体追跡等において，離れた場所から動物の居場所を特定できるテレメトリー調査は，とても
有効な⼿段として認識されている．特に近年は GPS 機器の小型化が進んだことによって，小型哺乳類に対
しても，調査者の負担が小さいとされる GPS テレメトリーが可能になりつつある．しかし GPS 機器の導
入にあたっては，対象種の⽣活様式に由来する測位成功率の違いや，機器の価格，追跡期間，機器の回収
の可否といった頭を悩ませる要素が存在するため，調査者はこれらを天秤にかけて導入の可否を決めてい
ることが予想される． 

そのため状況によっては，従来⾏われてきた電波発信器を用いるラジオテレメトリーのほうが有効な場
合もあると考えているが，電波発信機においても，近年は電波法の改正によって国内で小型哺乳類に使用
可能な発信機は限られている．加えて，過去の同じサイズの機器と比べて，性能面で違いがみられる． 

そこで本集会では，小型〜中型哺乳類を対象とした GPS テレメトリーとラジオテレメトリー調査の事例
を紹介すると同時に，GPS 機器および電波発信機そのものに対する基礎知識および最新の取り組みを紹介
する．これらを通して，これから小〜中型哺乳類を対象としたテレメトリー調査を⾏おうと考えている人
の，意思決定に役立つ情報を共有したい． 

主旨説明 
１．オリイオオコウモリへの小型 GPS ロガー装着とデータ回収 
  藤谷彰子（同志社大学） 
２．中型哺乳類に適用可能な GPS 首輪の開発と検証 
  鈴木 透（酪農学園大学） 
３．GPS/VHF テレメトリーを併用した樹上性小型哺乳類の追跡 
  菊池隼人（鹿児島大学，琉球大学） 
４．電波法と発信器開発 

瓜⽣大輔（株式会社サーキットデザイン）<#%BR%#>質疑応答，議論 
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F17 予防原則の成否が問われるとき：特定外来⽣物キョンの茨城県への分布拡大を止められるか？ 
亘 悠哉 3, 後藤 優介 1, 加瀬 ちひろ 2, 小坂井 千夏 4, 土井 寛大 3（1 茨城県自然博物館, 2 麻布大, 

3 森林総研, 4 農研機構） 

⽇本において今まさに外来種対策で最も重要な原則である予防原則（侵入阻止／初期対策）の成否が問
われている事例が，千葉県に⽣息する特定外来⽣物キョンの隣接地域への侵入である．茨城県では既に複
数のキョン確定情報が得られており，利根川を越えたキョンの移動が現実に起きている．ここで初期対応
を誤り，利根川以北に定着を許せば，その先の関東平野中に分布が拡大し，甚大な被害を引き起こすこと
が懸念される． 

本集会では，キョンの⽇本における侵入状況やキョンの⽣態や被害についての概要を紹介するととも
に，千葉県のキョンの茨城県や関東平野他地域への分布拡大阻止に向けて今年度からスタートした環境研
究総合推進費（4MF-2501）「特定外来⽣物キョンの関東平野への分布拡大阻止に向けた監視および早期防
除システムの開発」の計画内容に沿って，乗り越えるべき課題や研究の今後の方向性について議論する． 

また，キョンの侵入阻止の実践を想定すると，既存の制度では対応が困難であると考えられることか
ら，有事の際にとるべき⼿段や体制などについて会場からもアイディアや意見を募りたい． 

【内容】 
１．茨城県へのキョンの侵入状況 <#%BR%#>〇後藤優介（茨城県自然博物館） 
２．キョンの⾏動特性・被害・対策の状況 
〇加瀬ちひろ（麻布大）・諸澤崇裕（東京農工大学） 
３．環境研究総合推進費（4MF-2501）「特定外来⽣物キョンの関東平野への分布拡大阻止に向けた監視

および早期防除システムの開発」の目指すところ 
〇亘悠哉（森林総研）・諸澤崇裕（東京農工大）・小坂井千夏（農研機構）・土井寛大（森林総研）・加瀬

ちひろ（麻布大）・秦彩夏・山本哲史（農研機構） 
４．千葉県のキョンによる媒介性感染症のリスク 
〇土井寛大・亘悠哉（森林総研） 
５．環境 DNA によるキョン検知の試み 
〇小坂井千夏・秦彩夏・山本哲史（農研機構）<#%BR%#>６．総合討論 
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F18                  ⼿の形態学 
武田 精一郎 1,2, 岡部 晋也 3, 玉井 誠 4,5, 主森 亘 6,3,7（1 大阪大学, 2 東京大学総合研究博物館,  

3 国立科学博物館, 4 医療法人⼿のクリニック, 5 ⻄ 18 丁目・⼿のクリニック, 6 帯広畜産大学,  
7 足寄動物化石博物館） 

 

哺乳類は土中を掘り進み、水中を泳ぎ、木に登り、草原を駆けるなど、多様な運動様式を持つ動物群で
あるが、その全てにおいて核ともいえる機能を果たす器官が「⼿」であり、多様なかたちを示す。たとえ
ば、土を掘る、物を把持する、水を掻く、地面を蹴るといった動作によって、掘削・登攀・遊泳・走⾏と
いった運動を可能としており、それらは⼿の形態的特徴に反映されている。この多種多様な形態へと進化
した⼿は、哺乳類が地球上の様々な環境へと適応放散した証しともいえる。 

⼿から得られる情報は大きい。運動様式と⼿の形態を比較することで、特定の運動を可能にする形態的
特徴を抽出することができ、特にヒトを含む哺乳類の⼿の形態理解は、医療分野における診断や治療、さ
らにはロボット工学など工学的応用にも寄与している。加えて、種間比較を通して分類学的な形質を見出
すことも可能であり、⼿の形態進化は哺乳類の進化史における新たな⽣息環境への挑戦を記録している。
こうした多分野への橋渡しとなる「⼿」の形態学をキーワードに、この自由集会では分類・医療・古⽣
物・機能解析の異なる立場からその魅力を語り合いたい。形態学という切り口から、「⼿」という我々哺乳
類にとって欠かせない器官の面白さを感じていただければ幸いである。 

 
1)趣旨説明 武田 
2)「モグラ科の前肢形態」岡部 
3)「ヒトの⼿の進化と機能解剖」玉井誠(医療法人 ⼿のクリニック，⻄ 18 丁目・⼿のクリニック) 
4)「鰭脚類の⼿部骨格：泳ぎ、掴み、体重支持する“ヒレ”」主森亘(帯畜大解剖，科博⽣命史，足寄博) 
5)「シカにできればウマにもできるのか ―機能形態学から見る鵯越の逆落とし―」武田 
6)総合討論 
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F19      哺乳類学に求められる『サイエンスコミュニケーション』を探る 
林 航平 1, 伊藤 泰幹 2, 伊藤 彩乃 3, 石田 隆悟 4, 須藤 哲平 5（1 株式会社野⽣動物保護管理事務所,  

2 北海道大学, 3 愛媛県久万高原町 地域おこし協力隊, 4NHK エンタープライズ, 5 文一総合出版） 

 

哺乳類学の研究成果は、学術的な深化に加え、近年のクマ類の市街地出没のような社会課題の解決に不
可欠な専門的視点を提供する。このような状況で、研究成果や専門知識をアカデミア外に伝え、多様な関
係者と共有し、理解や合意形成を目指す活動の重要性が高まっている。これは一般に「サイエンスコミュ
ニケーション（以下、SC）」と呼ばれ、「科学のおもしろさや科学技術をめぐる課題を人々へ伝え、ともに
考え、意識を高めることを目指した活動」と定義される。これは、研究者から⾏政、市⺠など、様々なス
テークホルダー間での双方向的な対話や協働を含む。 

本集会は、哺乳類学に関わる SC の現状を多角的な視点から明らかにし、そこから見えてくる課題や、
今後の実践、新たなニーズを発見することを目的とする。集会では多様な立場の実践者が登壇し、それぞ
れの経験や知見に基づき、科学と社会、市⺠をつなぐ活動について論じる。野⽣動物管理の現場での協
働、地域の博物館の役割、書籍出版の過程など、多様なタッチポイントでの実践例が報告される。 

総合討論では、哺乳類学における SC の全体像を参加者とともに描き出し、様々な現場に共通する課題
や協働の可能性を議論する。SC の⽣態系を考える視点から、知産知承モデルなどを土台とした議論を進め
る予定である。本集会が、哺乳類学の知見を社会に還元し、より良い共存関係を築くために不可欠な SC
を深める一助となることを期待する。 

 
プログラム 
1.趣旨説明 
2.野⽣動物管理を地域と協働する 林航平 
3.都市住⺠と野⽣動物問題を考えるコミュニケーション 伊藤泰幹 
4.地域の博物館と地域をつなぎたい 伊藤彩乃 
5.ボードゲームで伝えるエキノコックス〜「ECHINO!」の開発と運用〜 石田隆悟 
6.本という媒体について 須藤哲平 
7.総合討論：知産知承モデルを土台にサイエンスコミュニケーションの⽣態系を考える 
コメンテーター 池田貴子 
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F20       都市における食肉目動物研究 9：食肉目動物とグリーンインフラ 
金子 弥⽣ 1, 天池 庸介 2, 蔵本 洋介 3, 周 浩羽 1, 上遠 岳彦 4, 王 牧芸 4（1 東京農工大学, 2 北海道大学, 

3 ⽣物多様性条約事務局, 4 国際基督教大学） 

食肉目の一部は都市環境にも適応している。過去 8 回の都市の食肉目動物研究自由集会では、在来種の
⽣態の特徴と保護管理、外来種の管理、感染症対策について議論を進めてきた。今回は、グリーンインフ
ラストラクチャ―（以下グリーンインフラ）と食肉目動物の関係に焦点をあてる。グリーンインフラと
は、自然の機能や仕組みを活用した社会資本整備や社会の在り方を目ざす考え方である。道路空間や河
川、都市公園は、食肉目動物の⽣息・繁殖の場、コリドーとしても機能を有し、同時に都市においては防
災や避難場所としての機能も発揮することが利点として挙げられている。食肉目動物は、グリーンインフ
ラをどのように利用しているのだろうか。本集会では、グリーンインフラについての基礎知識を高め、最
新の調査事例を紹介することで、今後の研究の取り組みを鼓舞したいと考えている。学会期間後に旭川の
キツネについての現地視察（8 月 26 ⽇）も予定しているため、ふるってご参加いただきたい。

講演 1．⽣態系を基盤とする取組とグリーンインフラ：国内外の動向
蔵本洋介（⽣物多様性条約事務局）

講演 2. 道路空間のグリーンインフラとしての役割：もばら︵どうぶつのはしの事例
金子弥⽣（東京農工大）

講演 3. 都市公園や河川敷緑地におけるキツネの空間利用：北海道旭川市の事例
天池庸介（北海道大学）

講演 4. 東京の都市河川のニホンイタチの⽣息地としての役割：渡辺茂樹先⽣による今後の視点の紹介
周 浩羽（東京農工大学）

コメント 都市食肉目の⽣きられるグリーンインフラとは：東京都市部のアナグマの⻑期研究の紹介
上遠岳彦・王牧芸（国際基督教大学）

総合討論 
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F21      社会的ニーズの変遷と哺乳類研究の展開：時代とともに歩む研究の意義 
平田 滋樹 1, 小泉 亮子 1, 山端 直人 2, 小泉 透 3, 横山 真弓 2, 小寺 祐⼆ 4, 本田 剛 5, 相澤 あゆみ 6, 

都丸 成示 7（1 農研機構, 2 兵庫県立大学, 3 森林研究・整備機構, 4 宇都宮大学, 5 山梨県,  
6 環境省東北地方環境事務所, 7 株式会社パルス） 

ここ 10〜20 年の間で野⽣動物のマネジメントは、保護から管理へと方向性が変化した。この変化は単
に個体数増加や分布域拡大だけでなく、人との軋轢回避と言った社会的ニーズにも起因する。 

一方で調査研究においては、対象となる種や現象、職や活動費の得やすさ、成果のアウトプットや自身
の社会的役割などが変わることもある。例えばイノシシ研究では、農作物被害への対応に始まり、個体数
半減目標に向けた捕獲強化、捕獲個体の有効活用が求められてきたが、豚熱発⽣により畜産学や疫学との
連携も必要となった。野⽣動物のマネジメントは多様化の時代に突入したと言える。 

本集会では、様々な立場で調査研究を続けてきた演者から対象種や分野、活用した事業と成功や失敗談
等を話題提供し、総合討論では野⽣動物を取巻く環境の変化と社会的ニーズの変遷、研究におけるキャリ
アパスの変化、哺乳類研究の今後の展望を議論する。

なお、本集会は農林水産省 令和５年度 安全な農畜水産物安定供給のための包括的レギュラトリーサイ
エンス研究推進委託事業のうち短期課題解決型研究「野⽣イノシシにおけるアフリカ豚熱防疫措置の具体
化に関する緊急実証研究」により開催する。
①趣旨説明とイノシシにおけるアフリカ豚熱対策：オオカミ少年、アフリカ豚熱と叫ぶ（平田滋樹・小

泉亮子 農研機構） 
②ニホンジカ研究の先を読む（小泉透 森林研究・整備機構）
③野⽣動物保全管理の時勢、森林から市街地まで（横山真弓 兵庫県立大学）
④ニホンザル管理から⾏き着いた「けもの・人・社会」の研究（山端直人 兵庫県立大学）
⑤イノシシ管理学を続けて（小寺祐⼆ 宇都宮大学）
⑥土壌肥料から獣、そして鳥類まで（本田剛 山梨県）
⑦ザリガニ研究から始まった⽣物多様性保全業務（相澤あゆみ 環境省東北地方環境事務所）
⑧イノシシのわなにかかった鳥好きの男（都丸成示 株式会社パルス）
⑨総合討論（小泉亮子 農研機構）
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F22        クマ糞分析はまだまだ使える！最新の活用事例と糞分析の未来 
三國 和輝 1, 菊地 静香 2, 堺 萌絵 3, 横尾 操 4, 白根 ゆり 5, 森 智基 6, 小坂井 千夏 7, 佐藤 喜和 2 

（1 兵庫県立大学, 2 酪農学園大学, 3 北海道大学, 4 岩⼿大学, 5 北海道立総合研究機構, 6 岐阜大学, 7 農研機構） 

 

雑食動物であるクマ類（ヒグマ、ツキノワグマ）は、食物資源の時空間的な変動に応じて、様々な食物
を利用することが知られている。こうした変動はクマ類の栄養状態や繁殖、⾏動に影響を及ぼすため、採
食⽣態は過去から現在に至るまで最も重要な研究テーマの一つであり続けている。クマ類の採食調査で、
糞に含まれる未消化物の定量分析（以下、糞分析）は最も一般的な⼿法として広く活用されてきた。その
簡便さから、初心者から熟練の研究者まで⽇本全国で数多くの調査に利用され、クマ類の採食⽣態に関す
る貴重な知見をもたらしている。しかし、⻑年にわたる研究蓄積や、食性を評価する新たな⼿法が開発さ
れつつある昨今、古典的な糞分析を⼿法の軸とした研究は「古い」と見られがちかもしれない。そこで本
自由集会ではこの見方を覆すような新たな研究の方向性や、クマとヒトとの軋轢緩和に向けた糞分析の活
用事例を紹介することで、糞分析の重要性を再確認することを目的とする。また、参加者も交えた活発な
ディスカッションを通じて、本⼿法の未来を共に探求していきたい。 

 
1．趣旨説明（三國和輝・菊地静香） 
2．糞分析の活用例 
①ヒグマの⽣態を追い続けて半世紀：学⽣サークルの活動と近年の糞分析結果(堺萌絵：北海道大学) 
②地域に還元する学⽣サークルのフン分析・調査活動（横尾操：岩⼿大学） 
③糞内容物分析を用いたヒグマの食性の経年的変化（菊地静香：酪農学園大学） 
④糞分析で明らかにする超低標高域におけるツキノワグマの食性（三國和輝：兵庫県立大学） 
⑤糞内容物分析による ヒグマの大量出没要因の解明（白根ゆり：北海道立総合研究機構） 
⑥GPS と糞分析の組み合わせで広がるクマ食性研究の可能性：食性の個体差（森智基：岐阜大学） 
3．総合討論（コメンテーター：小坂井千夏：農研機構） 
4．総括（佐藤喜和：酪農学園大学） 
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8 月 23 日（土） 午前 

＊が付いている講演は英語で発表予定 

C1-301 

8:45〜10:30 行動 

 

OA-01 8:45〜9:00 
台湾玉山国立公園における森林性有蹄類 3 種 
（タイワンカモシカ、キョン、サンバー）の群れ行動 
〇高田 隼人 1, Nick Ching-Min Sun3, Yu-Jen Liang2, Kurtis Jai-Chyi Pei2 

（1 東京農工大学, 2Taiwan Wildlife Society,  
3National Pingtung University of Science and Technology） 

OA-02 9:00〜9:15 
極端気象が野⽣草⾷獣の⻑距離移動や個体群間交流に及ぼす影響 
：⻑期継続および多個体同時追跡の重要性 
〇伊藤 健彦 1,2, 菊地 デイル万次郎 3, 多田 陸 4, 永谷 黎 4, 小山 里奈 4,  
中野 智子 5, Lhagvasuren Badamjav6, Uugannbayar Munkhbat7,  
Chimeddorj Buyanaa7（1 北海道立総合研究機構, 2 麻布大学, 3 東京農業大学,  
4 京都大学, 5 中央大学, 6 モンゴル科学アカデミー, 7WWF モンゴル） 

OA-03 9:15〜9:30 
着床遅延期間中の過受胎：考えられるメスへの利益 
〇山口 誠之（オックスフォード大学） 

OA-04 9:30〜9:45 
野⽣アカギツネ（Vulpes vulpes）の行動発達を直接観察する  
―社会行動の変化に着目して 
〇吉村 恒熙（京都大学）
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OA-05 9:45〜10:00 
ニホンザルにおけるヘビへの行動反応 
〇石塚 真太郎 1, 鳥越 秀美 1, 香田 啓貴 2（1 福山大⽣命工学部⽣物科学科,  
2 東大大学院総合文化研究科） 

OA-06 10:00〜10:15 
アカネズミの季節的な分散行動の変異は離乳行動における 
Pace of life シンドロームとリンクしているか？ 
〇坂本 信介 1, 日比 奎南 2, 堀谷 壮太 2（1 宮崎大・農・動物環境管理,  
2（元）宮崎大・農・動物環境管理） 

OA-07 10:15〜10:30 
モモジロコウモリの冬眠集団における交尾行動と交尾中の音声構造 
〇安藤 誠也 1,2, 中林 雅 2（1 島根県立三瓶自然館,  
2 広島大学統合⽣命科学研究科）
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C1-201 

8:45〜10:30 基礎⽣態・分類・系統地理 

OB-01 8:45〜9:00

九州におけるヒメヒミズの⽣息記録について 
〇安田 雅俊 1, 岡部 晋也 2（1 森林総合研究所九州支所, 2 国立科学博物館） 

OB-02 9:00〜9:15

雪中冬眠したコテングコウモリの出現状況、および体重変化 
〇⻑坂 有 1, 平川 浩文 2（1 道総研フェロー, 2 無所属） 

OB-03 9:15〜9:30

ミナミハンドウイルカのコドモ期における⽣存率と死亡要因について
〇多田 光里 1, 八木 原風 2, 酒井 麻衣 1, 小木 万布 3, 小笠原 樹 4, ⻘木 拓哉 4

（1 近畿大学大学院農学研究科,
2 三重大学⽣物資源学部 / 三重大学研究基盤推進機構鯨類研究センター,
3 合同会社みくラボ, 4 一般社団法人御蔵島観光協会）

OB-04 9:30〜9:45

大阪府立茨木高等学校から再発見された「オットセイ」剥製標本の再検討 
〇林 咲良, 小川 颯太, 山下 隼司, 柳 匠悟, 神野 吉城, 有明 京子 
（大阪府立茨木高等学校）

69



OB-05* 9:45〜10:00

Phylogeography of Red Spiny Rats Maxomys surifer (Miller, 1900) (Mammalia: 
Rodentia: Muridae) based on Cytochrome b in peninsular Thailand 
〇AWATSAYA PIMSAI1, Yugo Ikeda2,3,4, Shinya Okabe2,4,5, Masaharu Motokawa2

（1Princess Maha Chakri Sirindhorn Natural History Museum, Prince of 
Songkla University, Hat-Yai, Songkhla, 90110 Thailand, 2The Kyoto University 
Museum, Kyoto University, Kyoto 606-8501, Japan, 3Graduate School of 
Agricultural and Life Sciences, The University of Tokyo, Tokyo 113-8657, 
Japan, 4Research Fellow of Japan Society for the Promotion of Science, 
Kojimachi Business Center Building, 5-3-1 Kojimachi, Chiyoda-ku, Tokyo 102-
0083, Japan, 5National Museum of Nature and Science, 4-1-1 Amakubo, 
Tsukuba, Ibaraki 305-0005, Japan） 

OB-06* 10:00〜10:15

あの日見たモルラの名前を僕達はまだ知らない 
〇HE, KAI1, 岡部 晋也 3, 本川 雅治 2（1 広州大学, 2 京都大学総合博物館, 
3 国立科学博物館） 

OB-07 10:15〜10:30

中期更新世以降の気候変動に駆動されたミトコンドリア DNA 系統分化と 
その進化速度の推定 
〇鈴木 仁（北海道大学）
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C1-101 

8:45〜10:30 ⾷性 

OC-01 8:45〜9:00

里山環境におけるニホンテンの柔軟な⾷性 
：糞中 DNA メタバーコーディング分析 
〇佐藤 淳, 小坂家 ⻯聖, 加登 堅吾, 山口 泰典（福山大学・⽣物科学） 

OC-02 9:00〜9:15

炭素・窒素安定同位体比に基づくイタチ属 2 種の⾷性比較 
〇鈴木 聡 1, 安原 伶香 2, 村上 あぐり 2, 山川 颯太 2, 三谷 奈保 2, 對馬 孝治 2, 
炭山 大輔 2, 立脇 隆文 3（1 神奈川県立⽣命の星・地球博物館, 2 日本大学,  
3 人間環境大学） 

OC-03 9:15〜9:30

東北地方に⽣息するタヌキ (Nyctereutes procyonoides) の採⾷戦略 
伊藤 孝亮, 〇辻 大和（石巻専修大学） 

OC-04 9:30〜9:45

胃内容物分析による瀬⼾内海東部におけるスナメリの⾷性に関する研究 
〇岩田 高志 1, 町野 美沙希 1, 中村 清美 2, 袖山 修史 3, 酒井 海里 3, 伊東 隆臣 3

（1 神⼾大学大学院海事科学研究科, 2 神⼾須磨シーワールド, 3 海遊館） 

OC-05 9:45〜10:00

北海道に漂着したコビレゴンドウ Globicephala macrorhynchus の胃内容物 
〇松田 純佳 2,3, 梅北 陽菜 1, 松石 隆 2,3（1 北海道大学水産学部,  
2 北海道大学大学院水産科学研究院, 3 ストランディングネットワーク北海道）

71



OC-06 10:00〜10:15 
北東北のニホンジカにとってのスギの葉 
〇高橋 裕史 1, 相川 拓也 2（1 森林総研東北, 2 森林総研） 

OC-07 10:15〜10:30 
タヌキの⻭の微細な傷から⾷性の季節変化を捉える 
〇高橋 尭大 1, 甲能 純子 2, 辻 大和 1, 久保 ⻨野 2（1 石巻専修大学, 
 2 東京大学大学院）
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C4-301 

8:45〜10:30 保護管理 

 

OD-01 8:45〜9:00 
景観の通り抜けやすさを組み込んだ新たな空間標識再捕獲モデル 
〇深澤 圭太 1, 東出 大志 2（1 国立環境研究所, 2 石川県立大学） 

OD-02 9:00〜9:15 
奈良県におけるツキノワグマのカメラトラップ調査 
〇⻘山 祐輔 1, 飯島 勇人 2（1 奈良県森林技術センター, 2 森林総合研究所） 

OD-03 9:15〜9:30 
出没報告の累積頻度に基づくツキノワグマの出没パターンの類型化 
〇高木 俊 1,2（1 兵庫県立大学, 2 兵庫県森林動物研究センター） 

OD-04 9:30〜9:45 
北海道東部のニホンジカ個体群における加入率の年変動 
〇宇野 裕之 1, 飯島 勇人 2（1 東京農工大学大学院農学研究院,  
2 森林研究・整備機構 森林総合研究所） 

OD-05 9:45〜10:00 
知床岬のエゾシカの爆発的増加が森林植⽣に与えた影響 
〇梶 光一（兵庫県森林動物研究センター） 

OD-06 10:00〜10:15 
摩周湖南部外輪山におけるエゾシカの⽣息密度の推定 
〇宮下 雅史, 立木 靖之（酪農学園大学） 

OD-07* 10:15〜10:30 
北海道沿海における小規模漁業とトドの関係のヒューマンディメンション 
〇Fleur Emelyn Christel Brochut1, 小林 由美 1, 神保 美渚 2, 山村 織⽣ 1 

（1 北海道大学 / Hokkaido University,  
2 北海道総合研究機構 / Hokkaido Research Organization）
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C4-201 

8:45〜10:30 気候変動・人為攪乱 

 

OE-01 8:45〜9:00 
多雪地に分布を広げはじめたニホンジカの採⾷様式：積雪量の年変動に注目して 
〇江成 広斗 1, 赤松 萌鈴 2, 金山 望 1, 山下 純平 3, 江成 はるか 1 

（1 山形大学, 2（株）野⽣動物保護管理事務所, 3 岩手大学大学院連合農学研究科） 

OE-02 9:00〜9:15 
飲⾷店密集地域においてドブネズミが出現しやすいゴミ集積方法の特徴の評価 
〇島村 夏波, 竹下 和貴（東洋大学大学院） 

OE-03 9:15〜9:30 
ホエールウォッチング・スイムツアーにおけるザトウクジラへの短期的影響評価 
〇小林 希実 1, Stephanie Stack2,3, 尾澤 幸恵 1, 岡部 晴菜 1 

（1（一財）沖縄美ら島財団, 2Griffith University, 3Pacific Whale Foundation） 

OE-04 9:30〜9:45 
ニホンカワウソ（Lutra lutra nippon）の絶滅（減少）に至る経緯と原因の時系列
的検証（その２）−四国⻄南部における研究結果の全国展開の試み− 
〇⻘山 郷（⻄日本野⽣動物研究会） 

OE-05 9:45〜10:00 
北多摩地域に⽣息するタヌキはどのようにして都市環境に適応しているのか？ 
〇藤田 翔伍 1, 吉村 恒熙 2, 須崎 晴也 1, 諸澤 崇裕 1, 金子 弥⽣ 1 

（1 東京農工大学, 2 京都大学） 

OE-06 10:00〜10:15 
新石垣空港建設が絶滅危惧コウモリ類に及ぼした影響を再考する 
〇石井 信夫（東京女子大学）
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OE-07 10:15〜10:30

GPS ロガーにより明らかになったイリオモテヤマネコの道路利用 
〇中⻄ 希 1, 鈴木 愛 2, 伊澤 雅子 3（1 北九州市立自然史・歴史博物館, 

2 立命館大学 OIC 総合研究機構, 3 琉球大学）
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8 月 25 日（月） 午前 

C1-301 

8:45〜9:45 外来種・保全 

 

OA-08 8:45〜9:00 
希望か絶望か，尖閣諸島魚釣島の裸地面積増加が止まった？ 
〇横畑 泰志 1, 横山 寛明 2,4, 吉村 暢彦 3（1 富山大・学術研究部・理学系,  
2 富山大・院・理工学, 3 酪農学園大・農⾷環境学・環境共⽣,  
4 現．建設環境研究所（株）） 

OA-09 9:00〜9:15 
屋久島における国内外来種ホンドタヌキによるウミガメ被害防除体制の構築に向
けて 
〇池田 透 1,2, 上田 博文 3, 内田 桂 4（1 株式会社外来種防除円卓会議,  
2 北海道大学, 3NPO 法人屋久島うみがめ館,  
4NPO 法人おおいた環境保全フォーラム） 

OA-10 9:15〜9:30 
足括り罠猟の獲物選択性：アフリカ熱帯雨林における地域主体型の狩猟マネジメ
ントに向けて 
MOPO DIESSE, Valdeck V.1,2, 〇本郷 峻 2,3,4, DZEFACK, Zeun's C. B.5,  
NYAM ANONG, Marcel A.1,2, MASSUSSI, Jacques A.6,7,1,  
KAMGAING, Towa O. W.3,8,2, DJIÉTO-LORDON, Champlain1,2, 安岡 宏和 3,2

（1University of Yaoundé I, 2 総合地球環境学研究所, 3 京都大学,  
4 総合研究大学院大学, 5Projet Coméca, 6African Wildlife Foundation, 
7Agricultural Research Institute for Development, 8 日本学術振興会） 

OA-11 9:30〜9:45 
N-mixture モデルに基づく個体群動態の推定：性能とロバストネス 
〇北門 利英（東京海洋大学）
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C1-201 

8:45〜9:45 形態・進化 

 

OB-08 8:45〜9:00 
アマミノクロウサギ Pentalagus furnessi の四肢骨と椎骨の成⻑について 
〇川田 伸一郎 1, 伊藤 結 2, 木元 侑菜 3, 晝間 さよこ 3, 白石 大晴 4,  
糸井 朝飛 3, 鈴木 真理子 3（1 国立科学博物館, 2 奄美いんまや動物病院,  
3 奄美野⽣⽣物保護センター, 4 大和村役場） 

OB-09* 9:00〜9:15 
ミャンマーチン州ナトマタウン国立公園の Apodemus draco の⾅⻭の形態的変異 
〇WAI, THU MIN1, Shinya Okabe2, Thida Lay Thwe3, Masaharu Motokawa1

（1The Kyoto University Museum, Kyoto University, Kyoto, Japan,  
2National Museum of Nature and Science, Tsukuba, Japan,  
3Department of Zoology, University of Yangon, Yangon, Myanmar） 

OB-10 9:15〜9:30 
コウベモグラとアズマモグラの頸部にある棒状の組織について 
〇佐々木 彰央 1, 廣井 裕子 1, 佐々木 歩 2（1 アンフィ合同会社,  
2 和歌山県立自然博物館） 

OB-11 9:30〜9:45 
曲鼻猿類の適応放散を支えた脳エンドキャスト形態の多様化 
〇豊田 直人 1,2, Dominique Gommery3, ⻄村 剛 4 

（1 京都大学ヒト行動進化研究センター, 2 京都大学理学研究科,  
3Center for Research on Palaeontology - Paris, 4 大阪大学人間科学研究科）
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C1-101 

8:45〜9:45 被害対策・管理 

OC-08 8:45〜9:00

野⽣動物の侵入防止用緩衝帯の効果について〜石川県金沢市の事例〜 
〇大井 徹, 玉腰 朋也（石川県立大学⽣物資源環境学部） 

OC-09 9:00〜9:15

農業被害低減を目指した地域政策としてのシカ管理のあり方 
〇山端 直人 1,2, ⻤頭 敦史 3, 飯場 聡子 4, 六波羅 聡 5, 東 りさ 6, 藤井 佳子 6, 
高橋 完 6（1 兵庫県立大学, 2 兵庫県森林動物研究センター,  
3 三重県中央農業改良普及センター, 4 三重県農業研究所,  
5NPO 法人サルどこネット, 6 株式会社アイエスイー） 

OC-10 9:15〜9:30

野⽣動物による夜の学校 〜校門に変わるフェンス⽳〜 
〇井上 茉優 1,2, 北村 亘 3, 笹木 優 1（1 海城中高, 2 日本野鳥の会 東京, 
3 東京都市大学） 

OC-11 9:30〜9:45

秋ソバの発芽期におけるタヌキの採⾷被害と被害評価手法の再検討 
〇吉田 洋（（合）獣害対策研究所）
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C4-301 

8:45〜9:45 行動・⽣態 

OD-08 8:45〜9:00

ヒグマは森林棲哺乳類間の匂いネットワークを駆動し、鳥類の採餌場を創出する
〇勝島 日向子 1, 伊藤 泰幹 1, 市原 晨太郎 2, 小泉 逸郎 1（1 北海道大学,
2 株式会社ウエスコ）

OD-09 9:00〜9:15

GIS を用いた雄アライグマ(Procyon lotor)の分散時の行動解析 
〇奥山 みなみ 1,2, 鶴成 悦久 1, 島田 健一郎 3, 内田 桂 4 

（1 大分大学減災・復興デザイン教育研究センター, 2 大分大学医学部, 
3 大分市環境部環境対策課, 4NPO 法人おおいた環境保全フォーラム） 

OD-10 9:15〜9:30

アカネズミにヒッチハイクする小さな同居人
：標識再捕獲で明らかにするオオヤドリカニムシの便乗行動
〇島田 卓哉 1, 岡部 貴美子 1, 牧野 俊一 1, 中村 祥子 2, 藤井 佐織 1 

（1 森林総合研究所, 2 森林総合研究所・多摩）

OD-11 9:30〜9:45

ニホンジカの高密度下に設置された植⽣保護柵は森林性野ネズミに隠れ場所と
⾷物資源のどちらを提供するのか？
〇大石 圭太 1, 安田 和真 2, 小池 伸介 2, 谷脇 徹 1 

（1 神奈川県自然環境保全センター, 2 東京農工大学）
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C4-201 

8:45〜9:45 ⾷性・⽣態 

OE-08 8:45〜9:00

バイオロギング・ウェアラブルカメラ端末を用いた 
野⽣ツキノワグマ(Ursus thibetanus) のしょう果類の採⾷時間の年次変動 
〇森光 由樹（兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 

OE-09 9:00〜9:15

北海道のトガリネズミ 4 種における腸内細菌の比較解析 
〇早川 卓志 1,5, 佐藤 理子 1, 大舘 智志 1,2, 本田 直也 3,4, 小林 木野実 4, 
飯島 なつみ 4, 河原 淳 6（1 北海道大学大学院環境科学院,  
2 北海道大学低温科学研究所, 3 野⽣⽣物⽣息域外保全センター,  
4 札幌市環境局円山動物園, 5 北海道大学大学院地球環境科学研究院, 6-） 

OE-10 9:15〜9:30

カメラトラップによる小型哺乳類の⽣息調査法とその応用可能性
〇森部 絢嗣, 安井 萌実（岐阜大学）

OE-11 9:30〜9:45

野⽣下鯨類の遺伝子採取を目指した噴気採取媒体とスワブの検討 
〇北 夕紀 1, 野坂 裕一 1, 中原 史⽣ 2, 斎野 重夫 3, 三谷 曜子 4, 大泉 宏 5,  
吉岡 基 6（1 東海大学⽣物学部, 2 常磐大学人間科学部, 3 神⼾動植物環境専門学校, 
4 京都大学野⽣動物研究センター, 5 東海大学海洋学部,  
6 三重大学鯨類研究センター）
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OA-01 

台湾玉山国立公園における森林性有蹄類 3 種（タイワンカモシカ、キョン、サンバー）の群れ行動 
〇高田 隼人 1, Nick Ching-Min Sun3, Yu-Jen Liang2, Kurtis Jai-Chyi Pei2（1 東京農工大学,  

2Taiwan Wildlife Society, 3National Pingtung University of Science and Technology） 
 

グラミノイドを主食とするグレイザーは体サイズが大きく、大きな群れを形成する傾向があるのに対
し、木本を主食とするブラウザーは体サイズが小さく、単独もしくは小群で暮らす傾向にある。このこと
は、サバンナに同所的に生息するアンテロープ類の種間比較により示されてきたものの、同所的に生息す
る森林性有蹄類にも当てはまるか否かは知られていない。そこで、本研究は台湾の玉山国立公園に同所的
に生息する食性と体サイズの異なる森林性有蹄類 3 種（キョン：12 ㎏，ブラウザー/中間型；タイワンカ
モシカ：25 ㎏，ブラウザー；サンバー：200 ㎏，グレイザー）の群れサイズと構成を検討した。乾季およ
び雨季に、温帯雲霧林および常緑針葉樹林を内包する林道を対象に、夜間スポットライトを用いて動物を
捜索し、発見した動物の群れサイズおよびその性齢構成を記録した。合計 60 ㎞を踏査し、合計 197 回動
物と遭遇した。カモシカ、キョン、サンバーの平均（最大）群れサイズはそれぞれ 1.1（2）、1.2（3）、1.4
（5）頭であり、有意差はみられなかった。カモシカとキョンでは複数の成獣メスにより構成される群れが
観察されなかったのに対し、サンバーでは頻繁に（55.5％）観察された。森林性有蹄類では、開放環境で
見られるようなグレイザー・体サイズの増加に応じた群れサイズの増大は起きないものの、群れサイズの
増加の基盤となりうるメス群の形成が起こることが示唆された。 

OA-02 

極端気象が野生草食獣の⻑距離移動や個体群間交流に及ぼす影響：⻑期継続および多個体同時追跡の
重要性 

〇伊藤 健彦 1,2, 菊地 デイル万次郎 3, 多田 陸 4, 永谷 黎 4, 小山 里奈 4, 中野 智子 5,  
Lhagvasuren Badamjav6, Uugannbayar Munkhbat7, Chimeddorj Buyanaa7（1 北海道立総合研究機構, 

2 麻布大学, 3 東京農業大学, 4 京都大学, 5 中央大学, 6 モンゴル科学アカデミー, 7WWF モンゴル） 
 

環境変動や極端気象は⻑距離移動性動物の移動パターンや個体群間交流に影響を及ぼすことが予想され
るが、⻑期かつ広域での多個体調査が必要であるため、その実証は容易ではない。しかし、2002 年からの
モンゴルの草原地帯における野生有蹄類モウコガゼルの継続的な移動追跡と、2023–24 年の冬に発生した
極端寒波がこの影響評価を可能にした。そこで、極端寒波がモウコガゼルの移動パターンや個体群間交流
に及ぼす影響の解明と、環境条件悪化に備えた広域の移動可能性確保の必要性の検証を目的とした。解析
には過去の追跡個体 48 頭（追跡開始地域：北部 27 頭、南部 21 頭）と、極端寒波発生直前の 2023 年 9 月
に追跡を開始した 18 頭（北部 11 頭、南部 7 頭）の移動データを用いた。2023 年からの追跡では、4 月上
旬までに 13 頭の死亡が推測されたが、秋から冬にかけての追跡期間だけで、本種最⻑かつ陸上動物におけ
る世界最⻑級の 600 km 以上の直線的移動が確認された。また、分布域北部と南部の個体間の行動圏重複
も初めて確認された。極端気象がモウコガゼルの死亡率だけでなく、移動パターンや個体群間交流に影響
を及ぼすことを示唆した本研究は、極端気象を考慮した⻑距離移動性動物の保全対策の必要性を実証する
とともに、動物の遺伝的多様性や進化と極端気象の関係を理解するうえでも重要な事例となるだろう。 
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OA-03 

着床遅延期間中の過受胎：考えられるメスへの利益 
〇山口 誠之（オックスフォード大学） 

 

There is a particular type of combination of embryonic diapause and superfoetation where fertilised 
ova enter embryonic diapause (delayed implantation) at the blastocyst stage, during which, even if 
mating is successful, the oestrous cycle continues and females are capable of superfetation 
(conception during pregnancy). This combination is known to occur only in four species in mammals, 
which are American mink, European badger, stoat, and American black bear. This may increase female 
fitness by facilitating polyandry, and reduce the risk of infanticide by resident males through paternity 
confusion. Superfoetation during embryonic diapause may occur widely in the taxa where embryonic 
diapause is known to occur. If so, the behavioural ecology of those taxa needs re-evaluation, and new 
finding will be very useful for studies of sexual conflict in the reproduction of mammals. 

OA-04 

野生アカギツネ（Vulpes vulpes）の行動発達を直接観察する ―社会行動の変化に着目して 
〇吉村 恒熙（京都大学） 

 

イヌ科では行動発達と社会性の関係が注目されており、単独性の強いアカギツネは成熟とともに他個体
との交渉を減らし、探索行動を増やし、最終的に出生地から分散すると想定されてきた。一方で、飼育下
では攻撃的交渉が発達とともに増加するという報告もある。しかしこれまで、野生下で幼獣を数か月にわ
たって観察した研究はなかった。 

本研究では北海道野付崎の繁殖集団 2 つを対象とし、2023 年 6 月から 9 月に行動観察を行った。幼獣を
個体追跡し、幼獣の状態（起きている／寝ている）、近接個体数、社会的遊び、添い寝、親和的接触、喧
嘩、攻撃的行動、GPS の移動軌跡情報を記録した。 

行動変化を 3 期間に分けて比較した結果、両集団で移動速度と範囲、起きている時間が成⻑とともに増
加していた。また、片方の集団では幼獣間の近接および幼獣・成獣との親和的接触が減少していたが、社
会的遊びと添い寝は変化しなかった。攻撃的交渉はほとんど記録されず、増加もしなかった。 

近接や親和的接触が減少し、移動速度・範囲や起きている時間が増加するという結果は、交渉が減り、
探索行動が増えるとする先行研究の見解を支持している。一方、本研究で社会的遊びと添い寝は減少して
おらず、攻撃的交渉がほとんどなかった点は先行研究と異なる。先行研究の多くは飼育下で行われてお
り、個体間距離が制限されている。行動発達を考える際には、そうした環境要因も考慮に入れる必要があ
ることが示唆された。 
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OA-05 

ニホンザルにおけるヘビへの行動反応
〇石塚 真太郎 1, 鳥越 秀美 1, 香田 啓貴 2（1 福山大生命工学部生物科学科, 

2 東大大学院総合文化研究科） 

ヘビは霊⻑類にとって代表的な危険種であり、霊⻑類の行動や生態、認知の進化の原因になったと考え
られている。しかしながら、ヘビへの行動反応についての情報は不⾜している。霊⻑類の行動は性や年齢
によって大きく異なることから、ヘビへの行動反応にも性差や年齢差が見られる可能性がある。本研究は
香川県小豆島の野外ニホンザル集団を対象とし、模型を用いた行動実験によってヘビへの行動反応とその
性差・年齢差を評価した。３種類の模型(マムシ柄、⿊⾊、緑⾊)を提示し、模型の注視時間、模型から離
れたか否か、警戒音の有無を分析した。合計 49 回の実験結果を分析したところ、コドモの方がオトナより
も模型への注視時間が⻑かった。模型から離れたについては、コドモでは性差が見られなかった反⾯、オ
トナでは性差が見られ、メスは離れることが多い反⾯、オスは離れることが少なかった。警戒音の有無に
ついては、性や年齢による差は見られなかった。すべての行動指標において、模型による行動反応の差は
認められなかった。コドモの⻑い注視時間は、危険生物であるヘビの学習に貢献していると考えられる。
オトナのメスは子の存在が原因となってヘビから距離をとる傾向にある反⾯、身体的に頑強なオスは距離
を取ることが比較的少ないと考えられる。本研究は、霊⻑類におけるヘビへの行動反応が性や年齢によっ
て柔軟に変化することを示した点で意義がある。

OA-06 

アカネズミの季節的な分散行動の変異は離乳行動における
Pace of life シンドロームとリンクしているか？ 

〇坂本 信介 1, 日比 奎南 2, 堀谷 壮太 2 

（1 宮崎大・農・動物環境管理, 2（元）宮崎大・農・動物環境管理） 

Sakamoto et al .(2015)は，アカネズミの同一集団内の季節繁殖コホート間で，メスの分散行動に可塑性
があり，春は巣立ち後早い時期に分散行動が起こりやすく，秋は春よりも分散が遅れることを報告してい
る．このような行動の季節変異は，個性の変異を生活史理論によって説明する Pace of life シンドローム
仮説と相性が良いが，生活史に基づく一貫した行動傾向が繁殖に至るまで維持されうるかはさまざまに議
論されている．そこで，本研究では，産子数と子の体サイズ間のトレードオフに季節的な変異があるアカ
ネズミでは，これらのより生活史戦略に直結した形質の変異が，分散に先立って起こる離乳のプロセスに
影響を与えるかを実験的に調べた．半野外パドックの行動試験用オープンフィールドに，巣箱と床敷を入
れた飼育ケージ 2 つを 45 ㎝の透明パイプで接続した観察用実験装置を設置し，採集した妊娠雌を入れた．
生まれた子が 0-28 日齢に至るまでの録画データから，子の移動のタイミングや移動回数を解析した．その
結果，移動開始日に測定誤差が生じたが，一腹の子の移動の開始は同時的であり，出生時の体サイズが大
きいほど巣立ち行動の起こりが早いことが示唆された．また，この傾向はオスよりメスで強かった．この
ような結果は，先行研究（Sakamoto et al. 2015）での分散の観察結果と矛盾しなかった．
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OA-07 

モモジロコウモリの冬眠集団における交尾行動と交尾中の音声構造 
〇安藤 誠也 1,2, 中林 雅 2（1 島根県立三瓶自然館, 2 広島大学統合生命科学研究科） 

 

温帯の小型コウモリ類の多くは一般に秋に交尾を行い、受精遅延を経て春に妊娠するとされてきた。こ
の内の一部の種で、冬から春にかけても交尾行動が確認されている。モモジロコウモリの冬眠集団内での
交尾行動については断片的な報告しかない。そこで本研究では、モモジロコウモリの交尾に至るまでのプ
ロセスや雌雄のコミュニケーションを明らかにするために、自動撮影カメラと超音波自動録音機を設置し
て行動と音声を記録した。調査は島根県の廃坑において 12 月〜3 月に行った。 

その結果、12 月〜3 月にかけて交尾行動を記録した。オスは冬眠集団の外から飛来している可能性があ
り、冬眠中の個体を嗅ぐ等の探索行動をしてから交尾を行った。メスは冬眠状態であり、十分な覚醒と抵
抗が出来ない状態での強制交尾になっていることが示唆された。 

交尾中にメスから少なくとも２パターンの音声が確認され、１つは 10〜20 ㎑程度の音域で 1 パルス内
において FM-QCF 音となる音声が連続するものだった。もう１つは連続または断続するノイジーな音声
（持続時間は 50〜300ms 程度）の後に、30 ㎑前後の波打ったパルスが組み合わさったものが記録され
た。 

これらの結果から、オスは冬眠中のメスから発せられる何らかの匂いを察知し交尾を行っていることが
考えられる。また、交尾中にメスが発する音声はオスに対する何らかのシグナルと考えられる。今後はそ
うした音声がもつ意味も究明する予定である。 
OA-08 

希望か絶望か，尖閣諸島魚釣島の裸地⾯積増加が止まった？ 
〇横畑 泰志 1, 横山 寛明 2,4, 吉村 暢彦 3（1 富山大・学術研究部・理学系, 2 富山大・院・理工学,  

3 酪農学園大・農食環境学・環境共生, 4 現．建設環境研究所（株）） 
 

昨年までの本学会大会において，人工衛星画像データを用いた ISO データ法と正規化植生指数（NDVI）
に基づく尖閣諸島魚釣島の植生変化の分析結果について報告してきた（吉村和倫ら，2022；横畑ら，
2023；横山ら，2024）．分析手法によって結果が異なるが，それまで増加の一途を辿り，近年その増加速
度が増大の傾向にあった魚釣島の裸地⾯積が減少，もしくは増加が停滞しているという兆候が認められた
（ISO データ法：2020 年；NDVI：2018 年）．上陸調査の不可能な現状ではその実態は不明であるが，一
つの可能性として野生化ヤギ Capra hircus の個体群崩壊が起きたのかもしれない．そうであればセンカク
モグラ Mogera uchidai などの固有種の存続にとってヤギの減少が有益である反⾯，魚釣島の自然環境がヤ
ギ自身にとってすら生息困難なまでに破壊されているということであり，多くの固有種の存続はもはや望
めないのかもしれない．現在も分析は継続中であり，最新の結果について報告し，考察を行いたい． 
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OA-09 

屋久島における国内外来種ホンドタヌキによるウミガメ被害防除体制の構築に向けて 
〇池田 透 1,2, 上田 博文 3, 内田 桂 4（1 株式会社外来種防除円卓会議, 2 北海道大学,  

3NPO 法人屋久島うみがめ館, 4NPO 法人おおいた環境保全フォーラム） 
 

屋久島北⻄部に位置する永田浜は、屋久島国立公園に指定され、ラムサール条約湿地にも登録されてい
るが、アカウミガメの上陸数は日本の 30〜40％を占め、北太平洋最大のアカウミガメ産卵地として知られ
ている。屋久島にはホンドタヌキが 1980 年代に導入されたと推察され、1992 年頃から島の北⻄部で目撃
情報が記録され、2001 年には島全体に生息域が拡大し、現在は高山帯にも侵入していると考えられてい
る。この国内外来種ホンドタヌキの増加に伴って、永田浜におけるアカウミガメの卵や孵化幼体の捕食が
増大し、四ツ瀬エリアにおいては全産卵巣の 70〜80%がホンドタヌキによる攪乱を受けているという報告
も出されている。 

これまでは地域の NPO 法人をはじめとするウミガメ保護に携わる人々が自主的に防除を試みてきたが、
ホンドタヌキの生息数は増加を続けていると予想され、本格的な防除体制の構築が望まれている。一方
で、屋久島のホンドタヌキは国内外来種であるために外来生物法の対象種とはなっておらず、特定外来生
物防除等対策事業による交付金の支援対象ともならず、本格的防除の実施においては法的問題の整理、実
行可能な防除目標の設定と効果的な防除手法の検討から始める必要がある。本報告では、屋久島における
ホンドタヌキの法的位置づけを再整理し、生息状況及びウミガメ被害状況を基に、実行可能なホンドタヌ
キ防除手法の提案を試みる。 
OA-10 

⾜括り罠猟の獲物選択性：アフリカ熱帯雨林における地域主体型の狩猟マネジメントに向けて 
MOPO DIESSE, Valdeck V.1,2, 〇本郷 峻 2,3,4, DZEFACK, Zeun's C. B.5, NYAM ANONG, Marcel A.1,2, 

MASSUSSI, Jacques A.6,7,1, KAMGAING, Towa O. W.3,8,2, DJIÉTO-LORDON, Champlain1,2,  
安岡 宏和 3,2（1University of Yaoundé I, 2 総合地球環境学研究所, 3 京都大学, 4 総合研究大学院大学, 
5Projet Coméca, 6African Wildlife Foundation, 7Agricultural Research Institute for Development,  

8 日本学術振興会） 
 

⾜括り罠猟は、中部アフリカ熱帯雨林の狩猟者が最もよく使う狩猟法のひとつである。狩猟者は鉄製ワ
イヤーを束ねて作った罠を、中型の森林性アンテロープであるダイカー類を主なターゲットとして獣道上
などに設置する。⾜括り罠猟では、ターゲット以外のより大型な希少種（ヒョウや類人猿など）も混獲さ
れることがあり、この非選択性が野生動物保全上の問題とされる。しかし、狩猟者は動物相の空間的変異
や罠の挙動に関する深い知識を有しており、何らかの方法で獲物を選択している可能性もある。本研究で
はカメルーン東南部の熱帯雨林において、2 村の罠猟キャンプ 9 地点を対象に狩猟調査を行い、①狩猟者
はキャンプ地によって罠の太さ（束ねるワイヤーの本数）を変えているか、②罠の太さによって捕獲され
る動物種の割合が異なるかを調べた。32 人の狩猟者の協力を得て、彼らが設置する罠（計 2758 か所）の
ワイヤー本数、および各罠で捕獲された動物（計 21 種 642 個体）の種と体重を記録した。その結果、①

狩猟者は村からより遠いキャンプではより太い罠を設置しており、②同じキャンプ地でも太い罠ほど大型
種の捕獲割合が大きかった。狩猟者は場所ごとの動物相に応じて罠の太さを調整し、大型種が多い遠方の
キャンプでは、それらを選択的に捕獲していることが示唆される。狩猟者の知識に基づく選択的な罠猟を
応用すれば、大型希少種の混獲を抑えた狩猟マネジメントが可能になるかもしれない。 
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OA-11 

N-mixture モデルに基づく個体群動態の推定：性能とロバストネス 
〇北門 利英（東京海洋大学） 

 

N-mixture モデルは，個体の標識を必要とせず，繰り返し観測によって個体数を推定できる手法であ
り，ドローン調査などとの親和性も高いという利点がある．一方で，仮定のずれに起因する推定バイアス
の他，パラメータの識別可能性の問題などが指摘されている．オリジナルの N-mixture モデルは，空間的
に異なるエリアにおける繰り返し観測を前提とし，密度のランダム効果や共通の発見率（あるいは共変量
依存）などの仮定の下で，各エリアの個体数および総個体数を推定する手法として利用されてきた．これ
らの空間的ランダム効果の代わりに，過程誤差と共に異なる時間における個体動態を串刺しすることで，
オリジナルの N-mixture の仮定を時間軸に沿った枠組みに導くことも可能であり，統合モデルなどに応用
されている．本研究では，ラプラス近似を用いた状態空間モデルに N-mixture 構造を組み込む可能性につ
いて検討し，モデル仮定に対する推定結果のロバストネスや推定性能等を，シミュレーションおよび実デ
ータへの適用可能性の観点から評価する． 

OB-01 

九州におけるヒメヒミズの生息記録について 
〇安田 雅俊 1, 岡部 晋也 2（1 森林総合研究所九州支所, 2 国立科学博物館） 

 

九州のヒメヒミズ Dymecodon pilirostris（真無盲腸目モグラ科）は熊本，大分，宮崎の 3 県に分布し，
各県のレッドリスト掲載種である（それぞれ CR，CR，DD）．20 世紀半ばに，くじゅう連山や九州山地の
高標高地に分布することが知られていたが，近年は生息を確認することがきわめて困難となっている．そ
こで我々は，九州における本種の分布やアバンダンスの現状を明らかにすることを目的として，まず過去
の生息記録を整理し，次に既知の分布域の一部において生息調査を実施した．2024 年秋と 2025 年春，九
州山地の標高 770m 以上の森林や渓流においてシャーマントラップによる捕獲調査を行い，2025 年春に熊
本県八代市の標高 1000m 付近の 2 地点（2 次メッシュコード: 4830-66 および 4830-67）から計 9 頭を得
た．このとき捕獲したメスの一部に胎仔が認められ，九州個体群では春に繁殖することが示唆された．分
布は局所的であった．さらに本発表では，過去と現在の生息記録を検討し，さらなる調査の方法論を議論
する． 
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OB-02 

雪中冬眠したコテングコウモリの出現状況、および体重変化 
〇⻑坂 有 1, 平川 浩文 2（1 道総研フェロー, 2 無所属） 

 

日本の多雪地においてコテングコウモリが雪中越冬し、春先の残雪期に雪⾯上に出現することが知られ
ている（Hirakawa & Nagasaka、2018）。しかし、積雪が始まる初冬にどのような条件下で雪中に入り、
春までの数か月どのように冬眠しているのかはわかっていない。そこで、北海道空知地方の多雪地におい
て、根雪が始まる 12 月〜1 月に積雪下を探索したところ、地上 20〜30 ㎝程度のしまり雪上で冬眠中と思
われる個体 3 頭を見つけることができた（2017.12.9、2020.1.22、2020.12.23）。発見時の積雪深はそれぞ
れ、48，64、120 ㎝で、1，2 頭目は新雪との境界付近、3 頭目はしまり雪の中であった。3 頭目のみ、発
見直後に速やかに体重測定を行い、いずれもなるべく刺激しないようにもとの積雪状態に埋め戻した。2
頭目については、40 ㎝ほど埋め戻した新雪から翌日に脱出され、いなくなったが、残り 2 頭は春に同位置
で目覚めを確認した。発見時、いずれも深さ 6 ㎝程度の筒状の穴底に居たため、冬眠中の一時覚醒による
縦穴の拡大が考えられた。これら２頭は埋め戻した時のマーク位置よりも上方の雪⾯から出現しており、
冬眠期間中に雪中で移動した可能性を示唆した。3 頭目の個体（雌）は春の再捕獲時にも体重測定を行っ
たところ、7.6ｇ→6.5ｇと冬眠期間中 128 日間（12.23〜4.29）で約 1ｇの減少が確認された。 

OB-03 

ミナミハンドウイルカのコドモ期における生存率と死亡要因について 
〇多田 光里 1, 八木 原風 2, 酒井 麻衣 1, 小木 万布 3, 小笠原 樹 4, ⻘木 拓哉 4 

（1 近畿大学大学院農学研究科, 2 三重大学生物資源学部 / 三重大学研究基盤推進機構鯨類研究センタ
ー, 3 合同会社みくラボ, 4 一般社団法人御蔵島観光協会） 

 

ミナミハンドウイルカ（Tursiops aduncus）は、コドモ期の死亡率が高く、44％が離乳前に死亡する
（Mann et al., 2000）。しかし、死亡した個体の月齢や死因は明らかでない。本研究では、御蔵島に生息す
る⺟イルカ 68 頭とコドモ 308 頭を対象に、年齢・月齢別の生存率と死亡要因を調査した。1994〜2024 年
の映像データを用い、個体識別に基づいて翌シーズンに再確認されなかった場合はロストと定義した。コ
ドモの 49％が 5 歳までにロストし、その多くが 0 歳時に集中していた。月齢が特定できた個体の 88％は
生後 1 カ月以内にロストしており、出生直後が特に脆弱であると考えられた。痩せや外傷、体の陥没など
も確認された。また、子育て中に⺟がロストした場合、0〜2 歳のコドモは全頭ロストし、単独での生存は
見られなかった。一方で、3 歳以上では多くが生存した。生後 3 年間は⺟の存在がコドモの生存に不可⽋
であると示唆された。 
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OB-04 

大阪府立茨木高等学校から再発見された「オットセイ」剥製標本の再検討 
〇林 咲良, 小川 颯太, 山下 隼司, 柳 匠悟, 神野 吉城, 有明 京子（大阪府立茨木高等学校） 

 

大阪府立茨木高校に数多く残されている剥製標本の中に、ラベルに「オットセイ」と記載されている標
本がある。府立岸和田高校の類似した標本が、DNA 鑑定でニホンアシカと同定されていたため、本校の標
本も同様に「オットセイ」ではない可能性が考えられた。しかし本校では DNA 鑑定ができないため、形
態と歴史的な資料による同定を試みた。まず形態的には、後肢の⾜指と被毛部の特徴からアシカ属である
と判断した。次に歴史的資料として本校にある明治大正初期の写真と、先に DNA 鑑定で同定された岸和
田高校と大手前高校にあるニホンアシカ標本が本校標本と外部形態がよく一致していることから、同時期
に剥製業者が納めたニホンアシカ標本である可能性が高いと判断した。さらに CT 撮影を行い永久⻭と乳
⻭の有無と萌出状態、天王寺動物園のニホンアシカ幼獣の剥製標本と比較したときの体⻑などから、3 校
の標本とも幼獣ではなく胎仔ではないかと考えた。 

私達は形態と歴史資料により、本校の「オットセイ」はニホンアシカである可能性が極めて高いと同定
したが、DNA 分析でこの標本がニホンアシカと確定することができれば、これは世界で 19 体目のニホ
ンアシカの剥製標本となる。またこの研究によって、大正以前に購入されたラベルが「オットセイ」とな
っている剥製標本は、ニホンアシカの可能性が高いと考えられる。 

OB-05* 

Phylogeography of Red Spiny Rats Maxomys surifer (Miller, 1900) (Mammalia: Rodentia: Muridae) based 
on Cytochrome b in peninsular Thailand 

〇AWATSAYA PIMSAI1, Yugo Ikeda2,3,4, Shinya Okabe2,4,5, Masaharu Motokawa2（1Princess Maha Chakri 
Sirindhorn Natural History Museum, Prince of Songkla University, Hat-Yai, Songkhla, 90110 Thailand, 2The 
Kyoto University Museum, Kyoto University, Kyoto 606-8501, Japan, 3Graduate School of Agricultural and 
Life Sciences, The University of Tokyo, Tokyo 113-8657, Japan, 4Research Fellow of Japan Society for the 
Promotion of Science, Kojimachi Business Center Building, 5-3-1 Kojimachi, Chiyoda-ku, Tokyo 102-0083, 

Japan, 5National Museum of Nature and Science, 4-1-1 Amakubo, Tsukuba, Ibaraki 305-0005, Japan） 
 

Spiny rats (Genus Maxomys) comprise 18 species. The phylogeography of M. surifer in Thailand and 
peninsular Thailand is presented in this study. A phylogenetic tree was reconstructed to comprehend the 
geographic variation. 92 individuals of M. surifer were included to determine the cytb with 898 base pairs. The 
ML phylogenetic tree revealed five highly divergent lineages within M. surifer. Three lineages, I, II, III, were found 
in peninsular Thailand. Clades IV&V involved specimens from the Indochinese subregion. The results extended a 
view proposed in previous studies that M. surifer comprises several highly differentiated phylogenetic lineages 
possibly belonging to several distinct species. This study, clearly showed five distinct clades found in Thailand 
with geographic overlapping between Clade I&II, II&III, and IV&V. As well, the island populations were included in 
Clade II, and showed the genetic difference between the distant islands. Peninsular Thailand is suggested to 
have been a place for the isolation and speciation of three clades (I, II, III) and the subsequent dispersal events 
made the complicated and mosaic distribution with overlapping ranges in peninsular Thailand. 
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OB-06* 

あの日見たモルラの名前を僕達はまだ知らない 
〇HE, KAI1, 岡部 晋也 3, 本川 雅治 2（1 広州大学, 2 京都大学総合博物館, 3 国立科学博物館） 

 

On 27 August 2017, a Mogera specimen was captured at 1,300 m elevation along a rocky mountain 
stream near Shinshu University Mt. Nishikoma Field Station, Nagano Prefecture, Japan. The specimen 
(42.4g; HBL: 112 mm) resembles an Oreoscaptor mizura, but with a typical Mogera dentation. 

Phylogenetic reconstruction using mitochondrial genome places the specimen within the Japanese 
Mogera clade (bootstrap support = 100%). It is a highly divergent sister lineage to the Sado mole 
(Mogera tokudae) and Echigo mole (Mogera etigo) (BS= 84%), confirming its status as a distinct, yet 
undescribed species. 

Morphologically, the pelage is dense and black dorsally, fading to dark grey ventrally. The snout is 
very slender, and the short tail bears long, dense, black, bristly hairs. The rostrum and mandible are 
exceptionally gracile, exceeding the slenderness of all other Mogera species and somewhat similar to 
that of O. mizura. This suite of characters suggests this species may be a relict of an early radiation of 
the genus. Despite repeated survey efforts at the type locality, this individual remains the only known 
specimen. 

OB-07 

中期更新世以降の気候変動に駆動されたミトコンドリア DNA 系統分化とその進化速度の推定 
〇鈴木 仁（北海道大学） 

 

核ゲノム解析が発展する一方で、哺乳類の系統地理学的研究においては、ミトコンドリア DNA
（mtDNA）が依然として時間的情報の指標として重要視されている。しかし、その進化速度把握は不十分
で分岐時間の推定には不確実性がある。種内の mtDNA 多様性を見ると、一般的に、地域を代表する系統
が存在し、その末端に変異の乏しいハプロタイプが集結する傾向がある。本研究では、集団の一⻫放散
は、最終氷期後の温暖期だけではなく、中期更新世以降の約 10 万年周期の氷期−間氷期ごとに繰り返さ
れ、種内の主要系統の派生にも影響を及ぼしたと考え、主要系統間の塩基置換数に階層性が見られるかを
検討した。データベースから抽出したチトクローム b 遺伝子（1,140 bp）とミトコンドリアゲノム（アミ
ノ酸コード領域、約 11,400 bp）を用い、コウモリ類、霊⻑類、食⾁類など 6 分類群にわたり、種内系統
分岐の塩基地関数を解析した。その結果、いずれの領域でも 5〜６のクラスター（階層）が認められた。
各階層の平均的塩基置換数は分類群を超えて類似し、おおよそ等間隔で分離した。これらの結果は、氷期
後の温暖期に単一ハプロタイプに起源を発する一⻫放散と空間的拡散が、種内系統の形成に寄与してきた
ことを示唆する。氷期終焉を較正点として用いると、塩基置換速度は、両 DNA 領域とも 1 サイトあたり
100 万年あたり 0.026〜0.030 と算出された。 
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OB-08 

アマミノクロウサギ Pentalagus furnessi の四肢骨と椎骨の成⻑について 
〇川田 伸一郎 1, 伊藤 結 2, 木元 侑菜 3, 晝間 さよこ 3, 白石 大晴 4, 糸井 朝飛 3, 鈴木 真理子 3 

（1 国立科学博物館, 2 奄美いんまや動物病院, 3 奄美野生生物保護センター, 4 大和村役場） 
 

交通事故等で死亡したアマミノクロウサギ Pentalagus furnessi の骨格標本 1070 点を収集し，骨の成⻑
を調査した．神経弓と椎体の癒合は第三から第五頸椎で開始し，その後頸椎全体に広がるとともに，後位
の腰椎から前方へ向かって進行した．これらは最終的に第七〜第十胸椎および少し遅れて第一頸椎で完了
したが，そのころには四肢の骨端のうち肘を構成する上腕骨遠位，橈骨近位が閉鎖を開始した．少し遅れ
て頸椎と胸椎の移行部において近位骨端の閉鎖が起こり，尺骨近位骨端も閉鎖した．これ以降は個体によ
り不規則な閉鎖順であったが，四肢の骨端は踵，お尻，肩の順に進行し，手首と膝が最も遅い傾向があっ
た．また椎骨の近位骨端は必ず遠位骨端よりも先に癒合することが分かった．その進行順は頸部と腰部後
端に始まり胸腰部接続部で完了したが，近位・遠位それぞれに二つのモードがあり，これらは性に関連し
ている可能性が示唆された．一方で仙骨は比較的早期に３つから最大５つの仙椎が癒合したが，奄美大島
と徳之島で仙椎数の頻度に差異が見られた．調査総数に占める各成⻑段階の頻度を算出し，妊娠の有無や
先行研究による年齢推定のデータを勘案すると，アマミノクロウサギの骨の成⻑はかなりゆっくりと進行
する可能性が高く，これは本種が 10 年以上生存するという知見を支持している． 

OB-09* 

ミャンマーチン州ナトマタウン国立公園の Apodemus draco の⾅⻭の形態的変異 
〇WAI, THU MIN1, Shinya Okabe2, Thida Lay Thwe3, Masaharu Motokawa1（1The Kyoto University 

Museum, Kyoto University, Kyoto, Japan, 2National Museum of Nature and Science, Tsukuba, 
Japan, 3Department of Zoology, University of Yangon, Yangon, Myanmar） 

 

Phenotypic variations of the upper first molar (UM1) are useful diagnosis characters for the 
taxonomic identification and key features in the evolution of Apodemus species. Morphological 
features of Apodemus draco along the elevational gradients of Natma Taung (Mt. Victoria) National 
Park, Chin State, Myanmar were investigated using landmark-based geometric morphometric of the 
upper first molar of 42 specimens from two different elevational groups, 13 specimens of E1 (3 
specimens: 2668m and 10 specimens: 2672m) and 29 specimens of E2 (7 specimens: 2972m, 13 
specimens: 3044m and 9 specimens: 3055m). The size variation was attributed to the E2 specimens, 
having larger molars compared to E1 specimens. Although E1 overlapped with E2 specimens in 
principal component analysis (PCA), E1 specimens had elongated anterior and posterior most points 
and the outline curvatures of t1 and t7 were inwardly atrophied on the lingual side. In this study, 
additional cusps or accessory cusps were also found in two cases (4.76%) on the lingual side of the 
upper first molar. This suggests that evolution on the elevational gradients seems to promote 
phenotypic adaptation in rodent molars. 
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OB-10 

コウベモグラとアズマモグラの頸部にある棒状の組織について 
〇佐々木 彰央 1, 廣井 裕子 1, 佐々木 歩 2（1 アンフィ合同会社, 2 和歌山県立自然博物館） 

 

真無盲腸目 Eulipotyphla モグラ科 Talpidae のコウベモグラ Mogera wogura とアズマモグラ Mogera 
imaizumii について、アールエフ社製の CT（Computed Tomography）を用いて骨格構造を観察していた
ところ、頸部背⾯に棒状の組織を観察した。組織の硬さの感知レベルを変更しながら注意深く観察してみ
ると、鼻骨先端の軟骨と同様の階層で棒状の組織が出現するようであった。また、他の真無盲腸目におけ
る棒状の組織の有無を調べるため、ミズラモグラ Oreoscaptor mizura 、ヒミズ Urotrichus talpoides 、
ヒメヒミズ Dymecodon pilirostris 、カワネズミ Chimarrogale platycephalus 、シントウトガリネズミ 
Sorex shinto 、ニホンジネズミ Crocidura dsinezumi 、ジャコウネズミ Suncus murinus についても同
様の方法で確認をしたところ、ヒミズ、ヒメヒミズでは確認ができ、それ以外の種については確認するこ
とができなかった。確認できた種については頭骨最大⻑に対する棒状の組織のサイズ比を記録した。今後
も様々なサンプルを観察し、棒状の組織の有無を明らかにしていきたい。 

OB-11 

曲鼻猿類の適応放散を支えた脳エンドキャスト形態の多様化 
〇豊田 直人 1,2, Dominique Gommery3, ⻄村 剛 4（1 京都大学ヒト行動進化研究センター,  

2 京都大学理学研究科, 3Center for Research on Palaeontology - Paris, 4 大阪大学人間科学研究科） 
 

霊⻑類は、哺乳類のなかでも発達した脳を基盤に様々な生態的ニッチを占めるよう適応放散を遂げてき
た。なかでも曲鼻猿類は霊⻑類全体の生態的ニッチを網羅するほど広範な放散を成し遂げており、その進
化過程における脳の役割を明らかにすることは、脳進化と生態的適応の関連を理解するうえで極めて重要
である。本研究では、現生曲鼻猿類全属および複数の半化石種から得られた CT データをもとに計 139 点
の脳エンドキャストを仮想的に再構築し、表⾯上に約 1500 点のランドマークを配置することで、幾何学
的形態計測と系統種間比較法による解析を行った。まず、食性、活動パターン、俊敏性などの生態学的変
数と脳形態を対応付ける部分最小二乗（PLS）解析により、脳の適応進化を特徴付ける主要な形態変化軸
を特定した。その結果、複数の領域が連動して変化するパターンと、特定の脳領域が選択的に拡大する変
化との両方が検出された。さらに、確率モデルに基づく進化モデリングの結果、これらの形態変化は曲鼻
猿類の進化史初期に集中して生じていたことが示された。これらのことから、曲鼻猿類の適応放散は、シ
ステム全体で適応的変化を遂げることで脳全体の構造上の統合性を維持する進化と、特定の生態的ニッチ
に対応して個別の脳領域が選択的に拡大・退縮する進化とを組み合わせた柔軟な脳進化によって支えられ
ていると結論づけられる。 
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OC-01 

里山環境におけるニホンテンの柔軟な食性：糞中 DNA メタバーコーディング分析 
〇佐藤 淳, 小坂家 ⻯聖, 加登 堅吾, 山口 泰典（福山大学・生物科学） 

 

昨今，里山は生物多様性保全の上で有効な場と考えられている．福山大学は森と田畑に囲まれた里山環
境にあるため，キャンパスには多くの野生哺乳類が生息している．本研究では，キャンパス内の 2 地点に
おいて 2020 年 6 月から 2022 年 7 月の 2 年間に，72 個のニホンテンのものと思われる糞を採取し，独自
に開発したミトコンドリア DNA チトクローム b 遺伝子マーカーで種同定を行った．その結果，28 サンプ
ル（39％）がニホンテン（Martes melampus）の糞であると同定された．同地点で採取した糞であること
と，糞の形状から 72 サンプル全てをニホンテンの糞であると仮定し，植物の核 ITS2 領域，および無脊椎
動物のミトコンドリア COI 遺伝子をターゲットとしたマーカーを用いて，DNA メタバーコーディング分析
を行った．その結果，検出された多くの植物（キヅタ，ヤマモモ，キイチゴ，カキノキ，モチノキ，ク
ワ，サクラ等）は果実が利用可能な時期にあったことから，ニホンテンは季節に合わせて果実を採餌して
いることが示唆された．さらに，コウチュウ，セミ，スズメガ，バッタ，ミミズ等の無脊椎動物を採餌す
ることが示された．冬季には唯一の脊椎動物であるヒヨドリが検出された．これらのことから季節に合わ
せたニホンテンの柔軟な食性が明らかになると共に，本種の食性分析に DNA メタバーコーディング法が有
効であることが示された． 

OC-02 

炭素・窒素安定同位体比に基づくイタチ属 2 種の食性比較 
〇鈴木 聡 1, 安原 伶香 2, 村上 あぐり 2, 山川 颯太 2, 三谷 奈保 2, 對馬 孝治 2, 炭山 大輔 2,  

立脇 隆文 3（1 神奈川県立生命の星・地球博物館, 2 日本大学, 3 人間環境大学） 
 

日本固有種のニホンイタチ Mustela itatsi と近縁種で本州・四国・九州等に導入された外来種シベリア
イタチ M. sibirica は、本州中部地方から⻄の多くの地域において同所的に分布している。食性について
は、ニホンイタチは⾁食性が強いこと、シベリアイタチは雑食性で人工物もよく利用することが報告され
ている。ただし既報では、同所的に分布する両種の食性を比較していないため、種間の違いは必ずしも明
確でない。本研究では、愛知県岡崎市内で回収されたイタチ類のロードキル 48 個体（ニホンイタチ：28
個体；シベリアイタチ：20 個体）の体毛を用いた炭素・窒素安定同位体比により、食性の定量的評価と種
間の比較を行った。δ13C 値は、シベリアイタチ（平均 -20.0‰）の方がニホンイタチ（平均 -22.5‰）よ
り有意に高く（t = -7.82, P < 0.01）、ばらつきも大きかったが（F = 0.35, P < 0.05）、範囲の重なりは比
較的小さかった。δ15N 値については、シベリアイタチ（平均 8.7‰）がニホンイタチ（平均 7.4‰）より
有意に高かった（t = -2.12, P < 0.05）。両種の値の範囲は大きく重なっていたが、個体間のばらつきはニ
ホンイタチの方が有意に大きかった（F = 2.85, P < 0.05）。同所的に生息するイタチ類 2 種の食性には個
体差はあるものの、種間差もあり、ニホンイタチと比べてシベリアイタチはやや栄養段階が高く、人工物
を多く利用していることが示唆された。 
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OC-03 

東北地方に生息するタヌキ (Nyctereutes procyonoides) の採食戦略 
伊藤 孝亮, 〇辻 大和（石巻専修大学） 

 

宮城県石巻市に生息するタヌキ Nyctereutes procyonoides の食物構成を評価し、主要食物の利用可能
性との関連性を調べて彼らの採食戦略を検討した。2020 年から 2024 年にかけて採取した糞サンプル 138
個を分析し、その組成（⾯積割合、出現頻度）を評価した。果実、徘徊性昆⾍、げっ⻭類の利用可能性を
評価するため、フェノロジー調査並びに各種トラップを用いた捕獲調査を実施した。タヌキの食性は、果
実（⾯積割合 60%、出現頻度 99%）、昆⾍（22%と 84%）、および葉（11%と 87%）で構成されていた。脊
椎動物と人間由来の食物（ゴミなど）の割合は低かったが、冬と春に増加した。 1) 果実の利用可能性と
脊椎動物の採食割合および食物多様性の間に負の相関関係があること、2) 昆⾍の利用可能性と昆⾍類の採
食割合の間に正の相関関係があること、そして 3) 昆⾍の利用可能性と人間由来の食物の採食割合の間に
負の相関関係があることが分かった。以上の結果は、タヌキの日和見的な採食戦略を示唆する。タヌキは
地上の果実や昆⾍を好み、果実や昆⾍が少ない季節には脊椎動物や人間由来の食物を代替食として摂取し
ていた。このような食物選択の可塑性の高さが、タヌキが東アジアの広い地域に生息し、また導入された
ヨーロッパ諸国で定着できた要因だと考えられる。今回得られた知見は、タヌキの生態学的役割や、同所
的な動植物との種間相互作用を理解する上でも重要である。 

OC-04 

胃内容物分析による瀬⼾内海東部におけるスナメリの食性に関する研究 
〇岩田 高志 1, 町野 美沙希 1, 中村 清美 2, 袖山 修史 3, 酒井 海里 3, 伊東 隆臣 3 

（1 神⼾大学大学院海事科学研究科, 2 神⼾須磨シーワールド, 3 海遊館） 
 

沿岸生態系に生息する小型ハクジラ類のスナメリは、絶滅危惧種に指定されているが、食性を含む基礎
的な生態情報は十分に明らかにされていない。食性の把握は、人間との共存や保全の観点から重要である
が、報告は一部の海域に限られている。本研究では瀬⼾内海東部（大阪湾および播磨灘）におけるスナメ
リの食性を明らかにすることを目的とした。 

2011〜2025 年にかけて収集した死亡個体 25 体を対象に胃内容物分析を行った。胃内容物から魚類の耳
石や頭⾜類の顎板などの消化されにくい組織・器官をもとに餌生物の同定をし、個体数比（任意の種の餌
生物数／総餌生物数）と出現頻度（任意の種が出現した個体数／総個体数）を算出した。 

合計 2802 個体の餌生物が検出された。個体数比では、テンジクダイ科が 816 個体（29 %）、ヤリイカ科
が 777 個体（28%）、ハゼ科が 235 個体（8 %）の順で多かった。出現頻度では、ヤリイカ科が 18 個体
（72 %）、テンジクダイ科が 11 個体（44 %）、コウイカ科が 9 個体（36 %）の順で検出された。また、大
阪湾ではテンジクダイ科やハゼ科、播磨灘ではヤリイカ科やコウイカ科の個体数比および出現頻度が高か
った。 

瀬⼾内海東部におけるスナメリは、ヤリイカ科を主要な餌生物とし、大阪湾では魚類、播磨灘では頭⾜
類中心の採餌傾向を示すことが明らかになった。テンジクダイ科やハゼ科などの底魚類の捕食は、スナメ
リが浅い海域を好むことを示唆している。 

93



一般口頭発表 ＊が付いている講演は英語で発表予定  

OC-05 

北海道に漂着したコビレゴンドウ Globicephala macrorhynchus の胃内容物 
〇松田 純佳 2,3, 梅北 陽菜 1, 松石 隆 2,3（1 北海道大学水産学部, 2 北海道大学大学院水産科学研究院,  

3 ストランディングネットワーク北海道） 
 

コビレゴンドウは世界中の熱帯から亜熱帯に生息するハクジラ類で体⻑ 4m から 7m まで達する。日本
周辺海域では沖縄から北海道にかけて広く分布しており，6 月から 10 月に北海道太平洋側で漂着報告があ
る。日本周辺海域におけるコビレゴンドウの食性は，過去に鮎川での捕鯨個体の胃内容物のみが報告され
ており，主に頭⾜類を摂餌していた。本研究では，2009 年から 2023 年に北海道に漂着したコビレゴンド
ウ 7 個体の胃内容物を調査し，本種の北海道周辺海域における餌生物を明らかにした。胃から出現した餌
生物について出現頻度と個体数組成を求めた結果，頭⾜類 4 科 6 種，魚類 2 科 2 種が同定され，アカイカ
科イカ類とテカギイカ科イカ類が高い出現頻度と個体数組成を示した。種まで同定可能だったものの中で
は，スルメイカ Todarodes pacicus，ドスイカ Berryteuthis magister，スケトウダラ Gadus 
chalcogrammus が高い値を示した。スルメイカは表層から中深層の日周鉛直移動を行い，ドスイカは主に 
300-600 m に生息する。また，出現した顎板は小型のものが多く，コビレゴンドウは幅広い水深で比較的
小型の頭⾜類を摂餌していたと考えられる。また，出現したタラ科魚類の推定標準体⻑は約 46cm であ
り，中深層性の大型タラ科魚類も本種の重要な餌生物であることが示唆された。 

OC-06 

北東北のニホンジカにとってのスギの葉 
〇高橋 裕史 1, 相川 拓也 2（1 森林総研東北, 2 森林総研） 

 

北東北において分布を回復し、生息数を増加させているニホンジカ（以下シカ）について、激害化を防
止するために生息密度の抑制と、その効率化のために餌利用の解明が求められている。シカによる冬期の
餌利用としてこれまで主にササの食痕に着目したが、より包括的に把握するため、ムラノほか（2024）に
ならい、シカの糞中に含まれる植物片の DNA メタバーコーディング解析を用いて採食された植物種の推定
を試みた。2025 年 1 月に秋田県田沢湖周辺においてシカの出没を観測した３地点で、地点ごとに糞粒の大
きさが異なる複数の新しい糞塊それぞれから 10 粒程度を採取した。10 粒中 2-3 粒をニホンジカ・カモシ
カ識別キットを用いてシカの糞であることを確かめたうえで、3-4 粒を DNA 分析に供した。分析は生物技
研（株）に委託した。その結果、糞塊 8 例中 8 例からスギが検出された。植物種を判定できた配列（リー
ド数）のうちスギが占める割合は糞塊あたり 15%〜60%となった。これらのことから、スギを採食する個
体は多い可能性と、スギの採食量は他の植物種に比べて相対的に多い可能性のあることがわかった。糞中
のスギが苗木由来であるかどうかや、スギのどの部位を採食したのかは不明であるものの、自動撮影画像
や食痕からシカがスギ壮齢木の下枝の生葉を採食したことが確認された。スギ壮齢木の葉は北東北におい
て積雪期のシカにとって重要な餌となりうる。 
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OC-07 

タヌキの⻭の微細な傷から食性の季節変化を捉える 
〇高橋 尭大 1, 甲能 純子 2, 辻 大和 1, 久保 ⻨野 2（1 石巻専修大学, 2 東京大学大学院） 

 

動物の食性の復元のために、⻭のエナメル質表⾯に形成される微細な傷（マイクロウェア）のパターン
を分析する手法が注目されている。これまで草食動物や⾁食動物での適用が多く、食性の種内差が大きい
雑食の野生動物での研究事例は限られている。本研究は、タヌキ Nyctereutes procyonoides の食性の季
節差、年齢差、性差がマイクロウェア形状分析に与える影響を明らかにすることを目的とした。2000 年か
ら 2024 年にかけて宮城県石巻市周辺で収集された交通事故死体 (n = 65) から⻭試料を取得した。共焦点
レーザー顕微鏡を用いて 1) 左下顎第一大⾅⻭ (M1) の⻭型および 2) 左下顎第二大⾅⻭ (M2) の表⾯の
3D 表⾯データを取得した。これらのデータから 36 個のマイクロウェアパラメータを算出して、主成分分
析で要約した。同時期に実施されたタヌキの糞分析の結果から、季節を主要食物の内容に基づいて分類
し、マイクロウェア形状分析の結果との関連性を評価した。M1 の⻭表⾯の傷の大きさと M2 の傷の細か
さには季節差がみられた。果実・脊椎動物の採食割合が高い季節には、昆⾍の採食割合が高い季節に比べ
て M1 の傷が大きかった。この要因として、咀嚼時に骨や種子といった硬い部位と⻭が接触したことが考
えられた。以上より、マイクロウェア形状分析により、雑食性動物の食性の種内変異を捉えられることが
確認された。 

OC-08 

野生動物の侵入防止用緩衝帯の効果について〜石川県金沢市の事例〜 
〇大井 徹, 玉腰 朋也（石川県立大学生物資源環境学部） 

 

野生動物の住宅地，農地への侵入を防止する方法の一つとして，住宅地，農地と森林の境界を帯状に伐
採し見通しをよくする緩衝帯整備がある。その効果を改善するため，自動撮影カメラを用い、石川県金沢
市の 4 箇所で整備された緩衝帯の実態を把握，効果を検証した。緩衝帯とその背後の森林に設置したカメ
ラで，15 種類の哺乳類が撮影された。3 箇所では緩衝帯で撮影された種数，撮影イベント数は森林内より
少なく，背後の森林で行動している動物は緩衝帯に侵入しにくいと考えられたが，1 箇所では，緩衝帯で
撮影された種数，撮影イベント数は森林内とほぼ同じであった。また，ツキノワグマが撮影された緩衝帯
が 2 箇所，イノシシが撮影された緩衝帯が 3 箇所あった。いずれの緩衝帯でも動物が撮影された時間帯の
81％以上は夜間であり，人通りが少なくなる夜間には侵入防止効果が低くなると考えられた。緩衝帯の侵
入防止効果は、その形状、立地など諸条件により変化すると考えられた。さらに多くの事例に基づいた検
討が必要である 
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OC-09 

農業被害低減を目指した地域政策としてのシカ管理のあり方 
〇山端 直人 1,2, ⻤頭 敦史 3, 飯場 聡子 4, 六波羅 聡 5, 東 りさ 6, 藤井 佳子 6, 高橋 完 6 

（1 兵庫県立大学, 2 兵庫県森林動物研究センター, 3 三重県中央農業改良普及センター,  
4 三重県農業研究所, 5NPO 法人サルどこネット, 6 株式会社アイエスイー） 

 

シカによる農作物被害は営農意欲低下による耕作放棄地の増加などの要因にもなっている．その低減に
は，適切な防護柵の設置・管理と加害個体の捕獲が重要であるとされ，地域住⺠が主体的に防御と捕獲に
取り組む獣害対策の体制構築が重要である．しかし，人口減少に伴い獣害対策の担い手も減少するなか，
防御と捕獲の体制構築も困難となる事例も増加しつつあると考えられる． 本研究では，集落防護柵の維持
管理がなされていても開口部からの侵入によりシカの農業被害が深刻な集落を対象とし，地域住⺠と学校
区単位の自治組織が主体となった加害個体の捕獲活動を実施することで，シカによる農業被害を軽減し得
ることを実証した．実証では柵開口部で年間 10 頭以上のシカが 5 年間継続して捕獲され，被害は両集落と
もほぼゼロにまで低減し，ライトセンサスの結果でも， 300m のバッファ内ではシカの出没が減少する傾
向が見られた．そして，住⺠へのインタビュー結果でも集落内の農地における農業被害低減を評価する声
と同時に，シカの目撃も少なくなったことを実感する発言が増加した．結果として，防御と加害個体捕獲
という基本的な技術を実践するため，集落単位では捕獲者の不在から加害個体の捕獲が不可能になる集落
があるなど，単一の集落で不可能なことを学校区などの複数集落に跨る組織で調整し，捕獲に必要な作業
が滞りなく実施可能な体制を構築することが有効であることを示すことができた． 
OC-10 

野生動物による夜の学校 〜校門に変わるフェンス穴〜 
〇井上 茉優 1,2, 北村 亘 3, 笹木 優 1（1 海城中高, 2 日本野鳥の会 東京, 3 東京都市大学） 

 

近年、日本全国で野生動物が人里に降りて来る機会が増え、問題になっている。野生動物との距離を保
つための方法が試されているが、未だその件数は横ばいのまで、農作物への被害は１６４億円に上る。本
研究では被害を防ぐ方策を考案するための情報を得ることを目的として、フェンスに開いた穴を野生動物
は利用するのか、どんな種が利用するのかを探ることとした。調査は八王子市にある東京純心学園と隣接
する滝山との境にあるフェンスとし、トレイルカメラを仕掛け、撮影された野生動物を確認した。その結
果、写った１７６枚のうち、人と犬が写ったものを省いた１５８枚から、アライグマ（４０%）、タヌキ
（２２%）、コジュケイ（１８%）、イノシシ（１３%）等が確認された。また、実際に穴を使用していたケ
ースは４３%であった。これらのことから、特定外来種であるアライグマがよく出現すること、フェンス
穴は危険生物であるイノシシの侵入および脱出経路となっていること、約半分の確率でフェンス穴を使用
していることがわかった。本研究では、一箇所の穴のみをトレイルカメラで撮影したが、今後、複数箇所
での設置を行うことで構内へ侵入する目的がわかる可能性がある。また、発見された穴はトタンで塞いで
いたが、異なる場所にさらに穴があくことが多く確認された。そのため、現状とは異なる穴の塞ぎ方の実
験をすれば野生動物侵入の正しい防ぎ方がわかる可能性がある。 
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OC-11 

秋ソバの発芽期におけるタヌキの採食被害と被害評価手法の再検討 
〇吉田 洋（（合）獣害対策研究所） 

2024 年秋、徳島県那賀町内のソバ畑において、発芽直後の芽がタヌキに採食され、再播種された被害区
と、無被害の対照区を比較調査した。被害区の乾燥収量は 527g/m2、無被害区は 1,062g/m2 を記録し、両
区の差から収量ベースの被害率は 50.4%と算出された。また、花序数では 67.5%、株数では 78.3%の被害
率が見られ、被害の程度は評価指標によって異なっていた。被害金額は一般に「庭先価格×標準収量×被害
率×被害⾯積」で算出されるが、被害率の基準となる比較対象や標準収量の設定によって結果が大きく変わ
る。無被害区の収量が標準収量（590g/m2）を大きく上回っている場合、実際には大きな差があっても、
標準との比較では被害が過小評価される。本事例は、被害率と標準収量の在り方に見直しが必要であるこ
とを明確に示している。 

OD-01 

景観の通り抜けやすさを組み込んだ新たな空間標識再捕獲モデル 
〇深澤 圭太 1, 東出 大志 2（1 国立環境研究所, 2 石川県立大学） 

空間標識再捕獲モデル(SCR)は野生動物の個体密度推定に広く用いられている。従来、SCR で仮定され
るホームレンジ形状として正規分布やその最小コストパス空間への拡張が考えられてきたが、不均一な景
観における動物移動がもたらすホームレンジのゆがみを適切に表現できていなかった。演者らは、移動プ
ロセスに基づくホームレンジ形成を組み込んだ新たなモデル「移流拡散標識再捕獲モデル(ADCR)」を提案
した。この手法を用いることで、個体密度と同時に景観の透過性(=抵抗性の逆数)を推定することができ
る。移動シミュレーションに基づいて生成したデータにこの手法を適用し、個体密度および透過性の推定
の確かさについて従来の手法と比較を行った。その結果、従来の手法ではサンプリング地点が景観要素に
対して偏った分布である場合に個体密度推定にバイアスがかかったが、ADCR を用いることでより頑健な
推定が得られた。また、富山県東部においてカメラトラップ調査で収集したツキノワグマの標識再捕獲デ
ータに本手法および従来の最小コストパス SCR を適用した。その結果、最小コストパスモデルでは河川の
浸透性が周囲の陸地よりも高いという直観に反する結果になった一方、ADCR では河川が移動障壁である
という妥当な結果となった。本手法は、標識再捕獲データ解析において個体移動と個体群パターンの統合
的理解を助ける有用なツールになりうると考えられる。
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OD-02 

奈良県におけるツキノワグマのカメラトラップ調査 
〇⻘山 祐輔 1, 飯島 勇人 2（1 奈良県森林技術センター, 2 森林総合研究所） 

 

紀伊半島地域個体群のツキノワグマは、奈良県、三重県、和歌山県に分布する地域個体群であり、環境
省レッドリスト２０２０には「絶滅のおそれのある地域個体群」と掲載されているが、個体数等の生息状
況は未解明な部分が多い。そこで、生息地の中心となる奈良県のツキノワグマの生息状況を調べるため、
空間明示型標識再捕獲法によるカメラトラップ調査を行った。２０２３年８〜１１月および２０２４年７
〜１１月に奈良県上北山村と同天川村でスギおよびヒノキ人工林と落葉広葉樹林が混交する森林にカメラ
トラップ合計２５台を設置し、誘引餌でツキノワグマの直立姿勢を誘導して胸部の斑紋を撮影した。斑紋
により個体を識別し、空間明示型標識再捕獲法により各調査地の生息密度を推定した。２０２３年度調査
では上北山村で１２頭、天川村で１１頭の識別個体が得られ、推定生息密度の中央値は上北山村で０．６
９頭/㎢、天川村で０．９７頭/㎢であった。２０２４年度調査では上北山村で６頭、天川村で８頭の識別
個体が得られ、推定生息密度の中央値は上北山村で０．４３頭/㎢、天川村で０．５３頭/㎢であった。発
表では、本調査結果と過去の調査結果との比較について検討する。 

OD-03 

出没報告の累積頻度に基づくツキノワグマの出没パターンの類型化 
〇高木 俊 1,2（1 兵庫県立大学, 2 兵庫県森林動物研究センター） 

 

近年、ツキノワグマの出没増加が全国的な問題となっており、人とクマとの軋轢の軽減のために、出没
状況のモニタリングと地域の出没状況に応じた対策が必要となっている。クマ類では年ごとの出没数に大
きな変動が知られており、⻑期的な対策の評価においては、資源の豊凶等に起因する年ごとの変動成分
と、⻑期的な出没傾向の増減トレンドを分離して評価する必要がある。本発表では、兵庫県における 2001
年から 2024 年の出没・痕跡報告について、報告数の累積和に基づき、地域ごとの出没傾向のクラスタリ
ングを行った。 

4 グループでのクラスタリングの結果、2010 年ごろまで出没の増加が見られ以後頭打ち傾向の地域（グ
ループ 1）、2015 年以降に出没の増加が顕著な地域（グループ 2）、明確な増減傾向が見られない地域（グ
ループ 3）、2010 年以降減少傾向が見られる地域（グループ 4）に大別された。また、集落アンケート調査
の回答状況から、出没報告が増加傾向にある地域では、出没に対する恐怖心が増加しているという回答も
多く、出没の増加により軋轢が強くなっている状況が示唆された。出没の減少傾向が見られる地域は、過
去に柿の木伐採など集落での出没対策を重点的に実施しており、出没防止の対策の推進が、出没被害や軋
轢緩和に有効と考えられた。 
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OD-04 

北海道東部のニホンジカ個体群における加入率の年変動 
〇宇野 裕之 1, 飯島 勇人 2（1 東京農工大学大学院農学研究院, 2 森林研究・整備機構 森林総合研究

所） 
 

野生動物の個体群動態を理解するためには、加入率の年次変動に影響を与える要因を明らかにすること
が重要である。我々は 1995 年 12 月から 2007 年 4 月までの 12 年間にわたり、北海道東部に位置する阿
寒摩周国立公園の固定ルートにおいて、群れカウントを実施し、ニホンジカ個体群の加入率を調査した。
その結果、毎年 1 月から 4 月にかけて幼獣-成雌比（雌 100 頭あたりの幼獣数）が減少する傾向が観察さ
れた。さらに、加入率（4 月の幼獣-成雌比）には有意な年変動がみられた。一般化線形混合モデルを用い
て、応答変数に成雌の子連れの有無の割合、説明変数にニホンジカの相対密度、積雪水量、風速、調査
日、ランダム効果に調査年を用いて、加入率に及ぼす影響を分析した。モデル選択の結果、積雪水量、風
速、調査日を含むモデルが選択され、積雪水量と風速が加入率を決める決定的な要因であることが明らか
となった。一方、相対密度は加入率に影響を及ぼさなかった。餌資源（主にクマイザサ）の利用可能量の
低下と、積雪と風による冬の厳しさが、幼獣の栄養失調による死亡率の上昇につながったと考えられた。 

OD-05 

知床岬のエゾシカの爆発的増加が森林植生に与えた影響 
〇梶 光一（兵庫県森林動物研究センター） 

 

知床岬のエゾシカは過去に一度絶滅したが、1970 年代に自然定着し、1986 年 4 月の 54 頭（11 頭
/km2）から 1998 年 2 月には 592 頭（118 頭/km2）へと年率 21％で増加を続けてピークの個体数に達
し、翌冬（1988/1999 年）に大量死亡が発生した。崩壊後に個体数は速やかに回復し、個体数が約 600 頭
（約 120 頭/km2）に達すると崩壊することを繰り返した。 

初回の爆発的増加期に、利用可能な落葉広葉樹の枝被覆率、ササの稈高・被度・稈数が密度依存的に減
少して消失した。樹皮剥ぎによる枯死は小径木に集中して、直径階分布が L 字型から一山型に変化した。
一方でニレ属などシカ選好性の高い樹種では大径木も選択的に採食されて枯死した。初回の爆発的増加期
の選択的な樹皮剥ぎ、およびその後の慢性的な採食が森林植生に強い影響を与えており、強度な個体数管
理を実施しても森林植生の回復は困難な状況が続いている。知床岬の事例は、シカの個体数管理はシカに
よる森林植生への影響が顕在化する以前から着手する必要があることを示唆している。 
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OD-06 

摩周湖南部外輪山におけるエゾシカの生息密度の推定 
〇宮下 雅史, 立木 靖之（酪農学園大学） 

 

北海道東部の阿寒摩周国立公園内ではエゾシカによる自然環境への被害が甚大である。当公園内の摩周
湖周辺でも、樹木や高山植物の減少、不嗜好性植物の増加が確認されている。しかし、エゾシカの季節的
な生息密度の変化についての研究はされておらず詳細は不明である。そこで、本研究は摩周湖南部外輪山
の森林においてエゾシカの生息密度（頭/km2）を把握するため REST（Random Encounter and Staying 
Time）モデルを用いて生息密度の季節変化の推定を試みた。 

摩周湖第一駐車場から摩周岳へ続く登山道沿いに 1km メッシュを計 8 つ設定しメッシュ内に 3 台ずつ、
計 24 台の自動撮影装置を設置した。得られた動画から REST モデルによって生息密度の推定を行った。本
発表では、2024 年 9 月〜2025 年 4 月末までの期間のデータを使用した。月毎に、各メッシュ内の「平均
推定生息密度」を算出し、その合計値を調査地全体の「合計推定生息密度」とした。摩周岳麓の「合計推
定生息密度」は 2024 年 10 月に 9.76 頭/km2 が最大であった。一方、2025 年 2 月と 3 月は 0.02 頭/km2
が最小となった。「合計推定生息密度」の増減はエゾシカの繁殖期や積雪深による行動の変化が要因と考え
られる。また 2 月〜3 月の生息密度は低下し 4 月以降に増加が確認された。よって、小規模ながらエゾシ
カが越冬していることが明らかになった。 

OD-07* 

北海道沿海における小規模漁業とトドの関係のヒューマンディメンション 
〇Fleur Emelyn Christel Brochut1, 小林 由美 1, 神保 美渚 2, 山村 織生 1（1 北海道大学 / Hokkaido 

University, 2 北海道総合研究機構 / Hokkaido Research Organization） 
 

The conflict between coastal fisheries and Steller sea lions (SSL, E. jubatus) in Hokkaido is harmful 
to both fishers’ livelihood and SSL’s conservation. Mitigation strategies are based on damage level; 
however, the human dimension, an important component of human-wildlife conflict, remains mostly 
unexplored. This research aims to clarify the factors influencing humans’ perception of this conflict in 
Hokkaido. 

We conducted interviews with gill- and set-netters (n=29) and onsite questionnaire surveys with the 
public (n=486) to inquire about their perception of the conflict, attitude toward SSL and opinion on 
mitigation methods. 

On the results, gill-netters perceived the conflict as having a strong impact on their livelihood and 
were less tolerant toward SSL than set-netters. While fishers approved of population control, the public 
was mostly opposed. Text-mining revealed more nuanced opinions and attitudes. Fishers stated that 
the burden of SSL damage is related to the difficulty of the fishing business, whereas the public 
showed a concern for both fishers’ livelihood and the natural ecosystem, and both groups were open to 
the development of methods allowing coexistence with SSL. 
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OD-08 

ヒグマは森林棲哺乳類間の匂いネットワークを駆動し、鳥類の採餌場を創出する 
〇勝島 日向子 1, 伊藤 泰幹 1, 市原 晨太郎 2, 小泉 逸郎 1（1 北海道大学, 2 株式会社ウエスコ） 

 

哺乳類は種内コミュニケーションのために匂いシグナルが集積した「マーキングサイト」を作り出す。
先行研究ではしばしばホストの種に焦点があてられ、これらのサイトが他種に与える影響は見過ごされて
きた。本研究では、ヒグマのマーキングサイトが同所的に生息する森林棲哺乳類および鳥類にどのように
利用されているのかを検証した。ヒグマのサイト特異的な訪問と行動を検出するため、マーキングサイト
の外観を模した人工的なコントロールサイトを作出し、マーキングサイトとコントロールで訪問種と行動
頻度を比較した。哺乳類では「匂い嗅ぎ」「匂い付け」行動、鳥類では採餌行動を記録した。野外調査を 2
年間おこなったところ、哺乳類 16 種のうち、シカ、中型食⾁類 4 種、齧⻭類 3 種が、マーキングサイト
から何らかの嗅覚情報を得ていること、そのうち 6 種が自らの情報を残していることがわかった。これら
の行動に基づくネットワーク解析では、ヒグマを中心とする密な匂い情報ネットワークが確認された。鳥
類 39 種のうち、2 種はマーキングサイトでの採餌頻度がコントロールよりも有意に多く、16 種はマーキ
ングサイトでのみ採餌していた。このことから、サイトが一部鳥類の採餌場としても機能することが示唆
された。ヒグマはマーキングサイトの創出を通して、同所的に生息する哺乳類の匂いを介した情報ネット
ワークを駆動し、同時に鳥類の採餌機会も創出していることが明らかとなった。 

OD-09 

GIS を用いた雄アライグマ(Procyon lotor)の分散時の行動解析 
〇奥山 みなみ 1,2, 鶴成 悦久 1, 島田 健一郎 3, 内田 桂 4 

（1 大分大学減災・復興デザイン教育研究センター, 2 大分大学医学部, 3 大分市環境部環境対策課, 
4NPO 法人おおいた環境保全フォーラム） 

 

出生地からの雄の分散は餌資源や交配相手をめぐる競争を減らすだけでなく、近縁雌との繁殖を避ける
意味も持つ。アライグマの雄の分散時期は、原産地の北米では生息地によって異なることが報告されてい
るが、分散時の行動の詳細は不明である。本研究では、GIS を用いて雄アライグマの分散中の行動を詳細
に評価し、分散前後の行動との違いを明らかにすることを目的とした。大分県内の隣接する市町村で捕獲
された雄アライグマ２頭に、麻酔下で GPS 首を装着した。GPS は毎日 18:00-6:00 の間に１時間ごとに衛
星から測位データを取得し、定期的に位置データをダウンロードした。取得したデータから直線移動距
離、移動速度を算出した。捕獲時に当歳であった雄 A は、Yearing になった 5 月 22 日から分散を開始し 5
月 29 日に再捕獲された。雄 B（Yearing）は首輪装着、放獣後の 1 月 1 日から 1 月 2 日にかけて大きく移
動したことから、分散途中で捕獲されたものと推測された。その後は一定の場所に定着した。いずれの個
体も、定住中に比べ、分散中の移動速度（m/h）は速く、一日当たりの総移動距離（m/Day）は⻑かっ
た。今回、雄 2 個体の分散時期が初夏あるいは冬と、大きく異なった。同一県内でも、外来種に対する防
除の負荷には行政区ごとに濃淡があることから、個体密度や資源をめぐる競争にも地域差があり、雄の分
散時期に差が生じる可能性が示唆された。 
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OD-10 

アカネズミにヒッチハイクする小さな同居人 
：標識再捕獲で明らかにするオオヤドリカニムシの便乗行動 

〇島田 卓哉 1, 岡部 貴美子 1, 牧野 俊一 1, 中村 祥子 2, 藤井 佐織 1 

（1 森林総合研究所, 2 森林総合研究所・多摩） 
 

便乗とは，ある生物が他のより大きな生物に付着して移動する分散行動の一形態である．カニムシは捕
食性の小型節⾜動物であり，多くの種は森林のリター層や樹皮下に生息するが，一部は小哺乳類の体表に
便乗し，巣内に生息するなど，これらの動物と密接な関係を持つことが知られている．南⻄諸島を除く日
本列島にはオオヤドリカニムシ（Megachernes ryugadensis）が生息しており，野ネズミなどの森林性小
型哺乳類への便乗がしばしば観察されているが，オオヤドリカニムシと宿主との関係，そして便乗行動の
生態学的な意義は未解明である．本研究では，アカネズミ（Apodemus speciosus）に便乗するオオヤド
リカニムシを対象として，ホストと便乗者を同時に標識する標識再捕獲調査によって，便乗行動の解明を
試みた．2019 年秋から 2021 年春にかけて 132 頭のオオヤドリカニムシに標識を行った結果，再捕獲され
たのは 5 頭のみであった．いずれも 1 ヵ月後の調査時に再捕獲されており，それ以下の間隔での再捕獲は
観察されなかった．また，2 日以上連続して便乗するカニムシ個体も認められなかった．以上のことか
ら，オオヤドリカニムシの便乗は頻繁に行われる行動ではなく，便乗後は速やかに脱落するという便乗行
動の特性が明らかになった． 

OD-11 

ニホンジカの高密度下に設置された植生保護柵は 
森林性野ネズミに隠れ場所と食物資源のどちらを提供するのか？ 

〇大石 圭太 1, 安田 和真 2, 小池 伸介 2, 谷脇 徹 1（1 神奈川県自然環境保全センター,  
2 東京農工大学） 

 

二ホンジカの過採食により下層植生の衰退が進む環境に設置された植生保護柵（以下、柵）は植生の増
加を通じて、生態系の保全に様々な効果を及ぼすと考えられる。本研究では、行動圏が柵の大きさと同程
度の森林性野ネズミ（アカネズミとヒメネズミ）に着目し、⻑期の設置により低木層まで発達した柵の効
果を検証した。低木層が発達した柵内は、野ネズミにとって捕食者から身を隠すのに適した環境であるこ
とが想定される。また、発達した低木層は食物供給源としても機能する可能性がある。そこで、本研究で
は、丹沢山堂平のブナ林にある設置後 20 年以上経過した柵を含め、低木層が発達した柵の内外で 6 年間の
捕獲調査と糞の DNA メタバーコーディング解析による食性調査を実施した。その結果、野ネズミは低木層
が発達した柵内で多く捕獲され、柵外では餌が豊富なブナ豊作年を含めて捕獲数が少なかった。また、柵
外では柵に隣接した罠でも捕獲数が少なく、柵内を集中利用していることが明らかとなった。一方、食性
分析の結果、ブナ豊作年はブナを多く利用し、ブナ凶作年にはブナ以外の高木種を多く利用しており、低
木種や草本種の利用頻度はブナの豊凶に関わらず低かった。これらのことから、下層植生の衰退が進むブ
ナ林に⻑期間設置された柵は、野ネズミの隠れ場所として機能しており、そこに生息する野ネズミは低木
よりも高木由来の食物資源に依存していることが示唆された。 
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OE-01 

多雪地に分布を広げはじめたニホンジカの採食様式：積雪量の年変動に注目して 
〇江成 広斗 1, 赤松 萌鈴 2, 金山 望 1, 山下 純平 3, 江成 はるか 1 

（1 山形大学, 2（株）野生動物保護管理事務所, 3 岩手大学大学院連合農学研究科） 

多雪は大型植食動物の生理・行動コストを上昇させるため、種の分布を強く制約する要因となることは
世界各地の先行研究でよく知られている。しかし、ニホンジカは最大積雪深が２ｍを超える多雪地にも分
布を広げはじめている。そこで、本研究では多雪環境下における越冬戦術を、採食様式の観点から評価し
た。調査対象は、豪雪地帯の奥会津に分布を広げ、冬季もその場に留まるニホンジカとした。積雪量の年
変動が大きかった 2021 年から 2023 年の冬季に、計 450km を山スキーで踏査し、木本植物に残された本
種による採食痕（部位・採食量）を記録し、採食物の構成と選択性を明らかにした。主な結果は以下の 4
点である。①冬季に樹皮・枝先・冬芽を採食する他の哺乳類（ニホンザル・ノウサギ・カモシカ）の約 4
倍を意味する、計 112 種の木本植物をニホンジカは採食していた。②採食樹木種の構成は積雪量に応じて
大きく年変動した（種構成の非類似度を示す Bray–Curtis 指標はすべての年間で 0.5 以上）。③選択性の高
い樹木種はその年の積雪量に強く影響され、毎年選択された樹木種は 1 種（ヤマグワ）のみだった。④多
雪年（100 ㎝以上の積雪日が冬季の 7 割）において、樹皮食への依存度が高まり、寡雪年（同条件の日が
3 割）の 7 倍に達した。これらの結果から、冬季も多雪地に留まるニホンジカは、積雪量に応じた採食
物・採食様式のスイッチングに特徴づけられる、強い広食性を持つことが示唆された。 

OE-02 

飲食店密集地域においてドブネズミが出現しやすいゴミ集積方法の特徴の評価 
〇島村 夏波, 竹下 和貴（東洋大学大学院） 

都市部におけるドブネズミによる衛生的・経済的な問題を緩和するためには、ドブネズミの主要な餌資
源である食品ゴミの適切な管理が重要である。都市部でドブネズミが多く出現するエリアの一つである飲
食店密集地域においては、店舗あるいは建物ごとに異なる方法でゴミが集積されることがしばしばあるが
（例：プラスチック製のバケツ型ゴミ箱、金網製の大型収納庫）、これらはドブネズミの餌資源へのアクセ
ス性や利用可能量に大きな違いをもたらすと考えられる。しかし、ドブネズミが出現しやすいゴミ集積方
法の特徴を評価した研究は殆どない。

国内のある飲食店密集地域のゴミ集積場所（延べ 774 か所）においてドブネズミの出現状況調査を実施
したところ、プラスチック製のバケツ型ゴミ箱や飲料自動販売機併設の専用ゴミ箱の周辺では、他の集積
方法よりもドブネズミの観測数が顕著に少なかった。一方、金網製の大型収納庫の周辺では、今回調査し
た集積方法の中では最もドブネズミの観測数が多い傾向がみられた。また、ゴミ箱が破損していたり雨ど
いに隣接していたりすると、ドブネズミの観測数が顕著に増加した。これらの集積方法の条件の組み合わ
せ次第ではドブネズミの観測数の予測値が 10 個体を超える場合もみられ、ドブネズミと人間との接触リス
クの低減を目指す上での食品ゴミの適切な管理の重要性が本研究によって改めて示された。
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OE-03 

ホエールウォッチング・スイムツアーにおけるザトウクジラへの短期的影響評価 
〇小林 希実 1, Stephanie Stack2,3, 尾澤 幸恵 1, 岡部 晴菜 1 

（1（一財）沖縄美ら島財団, 2Griffith University, 3Pacific Whale Foundation） 
 

ザトウクジラは、冬季に繁殖のため沖縄等の低緯度海域へ回遊する。繁殖期はほとんど摂餌を行わず、
夏季の摂餌期に蓄えたエネルギーのみで交尾、出産、育児を行う。本研究では、繁殖海域での観光産業が
本種に与える影響を評価することを目的とし、沖縄におけるホエールウォッチング（WW）およびホエー
ルスイムツアー（WS）実施時の本種の短期的な行動変化について調査した。2022 年から 2024 年にかけ
て、約 75 時間（102 群）の WW と約 23 時間（27 群）の WS において、BACI 法を用い、潜水、呼吸、移
動、休息などの行動変化を分析した。その結果、対象鯨の行動変化の割合がツアータイプ間および
「Before」「During」「After」のフェーズ間で有意に異なることが確認された。特に WS の「During」で
は、WW や他のフェーズ比べ、対象鯨の潜水持続時間や浮上時呼吸回数が優位に増加し、この影響はツア
ー終了後も持続する傾向が確認された。さらに船の距離が対象鯨に近い程、行動変化が増加する傾向にあ
った。また WS の約 6 割が、エネルギー消費量の高い授乳期のメスや成⻑期の新生児を対象に、特に「休
息時」に実施される傾向にあり、新生児の生存率や個体群動態に⻑期的影響を与える可能性が懸念され
る。鯨類への影響を最小限に抑えた持続可能な観光産業と保全の両立に向け、科学的根拠に基づいた地域
適応型ガイドラインの早急な整備が求められる。 

OE-04 

ニホンカワウソ（Lutra lutra nippon）の絶滅（減少）に至る経緯と原因の時系列的検証（その２） 
−四国⻄南部における研究結果の全国展開の試み− 

〇⻘山 郷（⻄日本野生動物研究会） 
 

戦後、四国⻄南部におけるニホンカワウソ 146 頭の死亡等の原因は、１期：農薬 DDT・BHC、２期：同
パラチオン等、３期：国有林の除草剤の不純物ダイオキシンと考えられることを昨年の大会で発表した。 

全国の国有林で同除草剤が使われたが、四国⻄南部の中小河川以外では死体の記録は見あたらない。全
国の最終確認等の時期は北日本で早く⻄南日本で遅く、当該地域以外では同除草剤使用時期までに河川上
流部までカワウソは消滅していた可能性が高い。しかし、行動圏が広いカワウソを上流部まで密猟で獲り
尽くすことは考え難い。この問題については、下流における農薬の影響が「適地性勾配に沿った上流側か
らの移動の連鎖」により上流に及ぶ可能性を見出した。また、南北での最終確認時期の差は温度に伴う適
地性・上流個体群の増殖力の差に起因し、増殖数より下流への移動数が優れば上流個体群は消滅すると考
えられた。 

河川のカワウソが四国⻄南部のみに生き残ったのは、陸地に比べ密猟や農薬禍を被りにくく増殖力のあ
る宇和海から連なる海棲個体群がソースとして機能していたためと考えられた。 

明治期からの捕獲数の動向で、北海道の 1907 年以降の激減は、乱獲以上に新規導入の農薬ヒ酸鉛、ニ
コチンが大きく影響したと判断された。また、富山県、福島県の激減も銅剤の使用開始後に生じた。 
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OE-05 

北多摩地域に生息するタヌキはどのようにして都市環境に適応しているのか？ 
〇藤田 翔伍 1, 吉村 恒熙 2, 須崎 晴也 1, 諸澤 崇裕 1, 金子 弥生 1（1 東京農工大学, 2 京都大学） 

 

近年、東京の都市部においてホンドタヌキ (Nyctereutes procyonoides viverrinus) の再分布が認められ
ている。しかし、北多摩地域におけるタヌキの生態の研究は少なく、どのように都市環境に適応している
のか未だ不明である。そこで本研究では北多摩地域北東部に位置する、武蔵野中央公園（⾯積 10.1ha）、
小金井公園（⾯積 80.2ha）、グリーンパーク遊歩道（⾯積 0.9ha）において、カメラトラップ 13 台を用い
て 2024 年 8 月 28 日〜2025 年 3 月 29 日の 214 日にわたりタヌキの生態を観察した。その結果、公園は 2
カ所ともおよそ 20%の動画において複数での行動が確認されたが、遊歩道では全て単独であった。また、
3 カ所すべてで探索行動が確認され、加えて両公園ではマーキングやペア内のコミュニケーション行動が
撮影された。また、武蔵野中央公園ではネコも撮影され、時間帯ごとのネコの撮影回数とタヌキの撮影回
数は反比例する傾向が見られた。タヌキの撮影時間のピークはネコよりも 1 時間遅く、ネコの少ない小金
井公園よりも特定の時間帯に集中していた。更に、両種が利用する通路においてネコ 1 頭とタヌキ 1 頭が
鉢合わせとなりネコがタヌキを避ける様子も確認された。以上の結果から、都市環境において一定以上の
⾯積の緑地はタヌキにとってコアエリアとなり、小規模な緑地はそれらを結ぶコリドーの役割を果たして
いることが考えられる。また、タヌキは高密度のネコに対する耐性が高いものと思われる。 

OE-06 

新石垣空港建設が絶滅危惧コウモリ類に及ぼした影響を再考する 
〇石井 信夫（東京女子大学） 

 

2013 年に供用が開始された新石垣空港の建設に際しては、その影響を明らかにするため、工事期間の前
後を含めて 2002〜2018 年度に、洞穴棲コウモリ類３種（ヤエヤマコキクガシラコウモリ、カグラコウモ
リ、リュウキュウユビナガコウモリ）の生息状況が調査された。日本哺乳類学会は、この調査に関して
2008 年と 2012 年の 2 度、沖縄県に対して要望書を提出した。もっとも懸念されたことの一つは所在が不
明であったリュウキュウユビナガコウモリの繁殖洞に及ぼす影響であったため、2 回目の要望書ではリュ
ウキュウユビナガコウモリの再生産を確認する調査を提案した。県は 2010〜2012 年度に調査を実施し、
再生産が継続していることが明らかになった。一方で、2018 年度までの調査では、リュウキュウユビナガ
コウモリが石垣島全体で減少傾向にあるという結果が得られている。しかし、調査全般に関する正式な報
告書は未公表で、2019 年度以降は県による調査が行われておらず、空港建設がコウモリ類に及ぼした影響
についての評価もされていない。今回、これまで公表されたデータを元に、空港建設がコウモリ類３種の
生息状況に及ぼした影響を考察し、今後の課題を整理してみたい。 
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OE-07 

GPS ロガーにより明らかになったイリオモテヤマネコの道路利用 
〇中⻄ 希 1, 鈴木 愛 2, 伊澤 雅子 3（1 北九州市立自然史・歴史博物館,  

2 立命館大学 OIC 総合研究機構, 3 琉球大学） 
 

⻄表島でおよそ 100 個体の個体群を維持してきたイリオモテヤマネコにとって、ロードキルは深刻な脅
威である。イリオモテヤマネコの行動圏の中に幹線道路が敷設されていることから、道路利用を完全に防
ぐことは難しく、効果的なロードキル対策が⻑年の課題となっている。これまでのロードキル発生地点は
⻄表島沿岸部を⾛る約 50 km の幹線道路全域に分散しており、イリオモテヤマネコが具体的にどの場所で
道路に出没しやすいのかは不明であった。また、ドライバーへのより効果的な注意喚起の方法を立案する
ためにも、道路上でのイリオモテヤマネコの行動パターンの把握が必要である。そこで本研究では、小型
GPS ロガーをイリオモテヤマネコに装着し、短時間間隔での測位により道路周辺での移動経路を明らかに
することを目的とした。2024 年 12 月から 2025 年 1 月にかけて、オス 4 個体、メス 2 個体の計 6 個体に
小型 GPS ロガーを装着し、5 分間隔で位置情報を取得した。メスの 1 個体では GPS ロガーに不具合が生
じたが、残りの個体からは 12〜15 日間の測位データを取得することができた。測位成功率は 14.5〜29.7%
と低かったが、上空が開けた道路上の移動軌跡は比較的連続して測位に成功した。その結果、イリオモテ
ヤマネコは道路を横断しているだけではなく、全ての個体が複数回にわたり⻑距離移動するために道路沿
いを利用していることが明らかになった。 

OE-08 

バイオロギング・ウェアラブルカメラ端末を用いた野生ツキノワグマ(Ursus thibetanus) のしょう果
類の採食時間の年次変動 

〇森光 由樹（兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 
 

近年、全国でツキノワグマの夏期の人里への出没が増加している。これは夏期の餌資源の不⾜が影響し
ている可能性が高いと考えられるが詳細は不明である。野生ツキノワグマを直接観察して情報収集するこ
とは難しく、糞による分析は労力がかかる。そこで、ウェアラブルカメラを生体に装着し採食物の情報収
集を実施した。2021 年および 2024 年８月下旬に兵庫県氷ノ山山系で捕獲された成獣個体に自作したウェ
アラブルカメラ端末と GPS 発信機を計 16 台装着した。画像収集はスキャニングサンプリング法を採用
し、10 分間隔で 1 回に 30 秒撮影できるよう設定した。２ヶ月後にドロップオフ装置を用いて脱落させた
後、装置を回収し動画分析を実施した。撮影時間の１頭あたりの平均は 1207 分±12 (94.5%)であった。ク
マが利用したしょう果類の４か年の調査平均採食時間割合を分析したところ、アオハダ 39、ミズキ 28、
ヤマボウシ 14、クロモジ 9、タカノツメ 7、ウラジロノキ 2、その他 1 の割合の順で利用が多かった。年
次時変化を分析すると、アオハダは 2021 年、2022 年、ミズキとヤマボウシは 2023 年最もよく利用され
それぞれの樹種で豊作であった可能性が考えられた。しかし、2024 年は、しょう果類の採食動画の記録は
ほとんど記録されていなかった。昆⾍やシカの死体の採食記録はあったが捜索している行動が多かった。
2024 年は 6 種のしょう果で凶作となり、クマの出没が増加した原因の一つであると考えられた。 

106



一般口頭発表 ＊が付いている講演は英語で発表予定  

OE-09 

北海道のトガリネズミ 4 種における腸内細菌の比較解析 
〇早川 卓志 1,5, 佐藤 理子 1, 大舘 智志 1,2, 本田 直也 3,4, 小林 木野実 4, 飯島 なつみ 4, 河原 淳 6 

（1 北海道大学大学院環境科学院, 2 北海道大学低温科学研究所, 3 野生生物生息域外保全センター,  
4 札幌市環境局円山動物園, 5 北海道大学大学院地球環境科学研究院, 6-） 

 

真無盲腸目のトガリネズミ亜科動物は、主に寒冷地の地表、半地下、地上、半水棲、半乾燥地の多様な
ハビタットに適応した小型の哺乳類である。北海道には 4 種のトガリネズミ亜科動物が生息し、地下から
地上部までの異なる空間階層や資源を利用することで棲み分けている。主に無脊椎動物を捕食し、高い代
謝率を持つが、消化のメカニズムについては詳しくわかっていない。そこで本研究では北海道のトガリネ
ズミ 4 種の腸内共生細菌を比較解析した。まず北海道浜中町においてオオアシトガリネズミ、エゾトガリ
ネズミ、ヒメトガリネズミの 3 種を捕獲して観察し、捕獲直後の糞便の DNA に対して 16S rRNA 解析をお
こなって、腸内細菌組成を明らかにした。その結果、全種において、宿主の免疫に関係しうる Candidatus 
Dwaynesavagella 属の細菌が検出された。一方で、野生由来だがある程度飼育期間が経過した、チビトガ
リネズミを含む 4 種の個体の糞からは検出されなかった。次に、飼育個体について、フタホシコオロギを
給餌する群としない群に分けたところ、コオロギ食群には、昆⾍の外骨格を形成するキチンを分解する可
能性のある細菌が存在した。これらのことは、トガリネズミの腸内細菌組成は、生活環境や食餌内容に影
響を受け、免疫にも関連しうることを意味し、飼育下でより野生らしい環境を提示することが望ましいこ
とを示唆している。 
OE-10 

カメラトラップによる小型哺乳類の生息調査法とその応用可能性 
〇森部 絢嗣, 安井 萌実（岐阜大学） 

 

小型哺乳類の生態や生息状況を調査する際には，非侵襲的かつ効率的な手法としてカメラトラップの有
効性が注目されている．本研究では，岐阜県の森林域において，広角レンズを備えたハイクカム SP3 自
動撮影カメラを用いて映像データを収集した．静止画モードは使用せず，動画モードを 10 秒または 15 秒
に設定することで，省電力と記録容量の節約を両立しつつ，種同定や行動観察に必要な映像を効率的に取
得した．その結果，ネズミ類，ヤマネ，ヒミズ・トガリネズミ類，コウモリ類，オコジョなど，複数種の
小型哺乳類が撮影された．とくに出現頻度が低く，従来の捕獲調査では確認が困難であった種の生息記録
に加え，自然下における活動時間帯や採食行動に関する映像も得られ，行動生態学的研究において有用な
情報が得られた点は，本手法の有用性を示している．一方で，映像のみでは判別が困難な種も存在するこ
とから，正確な種同定には捕獲調査などの補完的手法が不可⽋である．カメラトラップの記録は，捕獲調
査の実施地点や時期の選定に資する基礎情報となり，両者を併用することで調査精度の向上が期待され
る．今後は，レッドリスト評価や⻑期モニタリング手法への展開を視野に入れ，小型哺乳類に対する本手
法の適用可能性をさらに検証し，撮影条件の最適化を進めていく必要がある． 
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OE-11 

野生下鯨類の遺伝子採取を目指した噴気採取媒体とスワブの検討 
〇北 夕紀 1, 野坂 裕一 1, 中原 史生 2, 斎野 重夫 3, 三谷 曜子 4, 大泉 宏 5, 吉岡 基 6（1 東海大学生
物学部, 2 常磐大学人間科学部, 3 神⼾動植物環境専門学校, 4 京都大学野生動物研究センター, 5 東海大学

海洋学部, 6 三重大学鯨類研究センター） 
 

野生下鯨類の遺伝学的情報は生態型の判別や個体群構造の解明に重要である。一方、遺伝子採取には侵
襲的な手法が用いられてきたが、近年の動物倫理の観点や、観光船等を利用した調査においては、非侵襲
的な手法が求められている。我々は鯨類の噴気に注目し、2021 年より採取方法、保存方法、抽出方法を検
討してきたが 2023 年時点では個体群分析レベルのゲノム DNA の獲得には至っていなかった。本研究で
は、鯨類の噴気が上がった際にのみ採取袋の口を開くことで、コンタミネーションを軽減可能な開閉式噴
気採取棒を新規に開発し、得られた噴気を常温保存可能な 4N6 FLOQSwabs w/a drying system 
(QIAGEN) にて拭い、科学捜査等に用いられるようなゲノム DNA 抽出キットを用いることにより、野生
下鯨類の噴気由来 DNA の獲得が可能かどうかの検討を行った。その結果、2024 年 5 月 7 日〜10 日および
2025 年 5 月 10 日〜16 日に実施された知床羅⾅沖における鯨類調査にて、2024 年 5 月 10 日 はシャチの
生態型を判別できるレベル (300 bp) で、2025 年 5 月 16 日にはシャチとナガスクジラの Cyt-b 全領域 
(1140 bp) のゲノム DNA 獲得に成功した。本手法は糞などの他の非侵襲的なサンプルを得ることのできな
い鯨類や、ドローンなどでの接近が困難なシャチなどの小型鯨類において有効であると示唆された。 
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ポ ス タ ー 発 表



8 月 22 ⽇〜25 ⽇ 

優秀発表賞選考対象（★マーク） 

8 月 23 ⽇ 10:45〜11:45（コアタイム①）：選考対象 

8 月 23 ⽇ 11:45〜12:45（コアタイム②） 

8 月 23 ⽇（土） 10:45〜11:45（コアタイム①：選考対象） 

C4-102（ポスター000 番台） 

P001★ クビワオオコウモリにおける行動圏の個体差に年齢が影響しているのか？ 
-エピジェネティッククロックによるアプローチ-
〇兼 祐翔 1, 村山 美穂 2, 井上 英治 3, 飛龍 志津子 4, 藤岡 慧明 4, 藤谷 彰子 4,
小林 峻 5, 金尾 由恵 6, 中村 智映 6, 山内 悦子 6, 大沼 美聡 7, 山田 透生 7,
福井 大 1（1 東京大学, 2 京都大学, 3 東邦大学, 4 同志社大学, 5 琉球大学,
6 沖縄こどもの国, 7 平川動物公園）

P002★ 炭素・窒素安定同位体比からみたハナゴンドウとスジイルカにおける摂餌生態と 
社会構造の関係
〇塚田 秋葉 1, 淀 太我 1, 大泉 宏 2, 前田 ひかり 3, 金治 佑 3, 船坂 徳子 1 

（1 三重大学大学院生物資源学研究科, 2 東海大学海洋学部,  
3 水産研究・教育機構水産資源研究所） 

P004★ アナグマとタヌキの家屋侵入被害の低減を目的とした超音波の影響に関する研究
〇牛木 健太郎 1, 郡司 龍治 2, 神田 剛 3, 金子 弥生 1（1 東京農工大学, 
2 アドキン環境株式会社, 3 東京野生生物研究所） 

P006★ ニホンジカの増加はニホンカモシカの食性と生息地利用に影響を与えるのか？
〇山根 里実, 難波 鈴香, 髙田 隼人（東京農工大学）
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P007★ 環境の異なる三地域におけるニホンカモシカ Capricornis crispus 個体群動態モデ
ルの構築

〇菅野 友哉, 髙田 隼人（東京農工大学） 

P009★ 核リボソーム RNA 遺伝子の進化における保存性と変異性
〇田中 晴 1, 明主 光 2, 岩佐 真宏 1（1 ⽇本大学大学院 生物資源科学研究科, 
2 ⽇本大学 生物資源科学部） 

P011★ 北海道の天然針広混交林におけるエゾモモンガ Pteromys volans orii の個体数変
動 〜14 年間の⻑期野外観察結果から〜

〇野中 咲葉, 押田 龍夫（帯広畜産大学） 

P013★ ヒナコウモリの性差ある移動分散パターン：mtDNA と核ゲノムの比較による解析
〇上山 隼平 1, 尾針 由真 2, 梶原 将大 2, 河合 久仁子 3 

（1 東海大学大学院生物学研究科, 2 北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所, 
3 東海大学生物学部） 

P014★ 浅間山におけるホンドオコジョの排糞場環境の季節変化
〇髙田 幸作, 髙田 隼人（東京農工大学） 

P016★ ⽇本産ユビナガコウモリの季節移動の空間スケールとその性差の推定
〇秋山 礼, 兼 祐翔, 後藤 晋, 福井 大（東京大学大学院農学生命科学研究科） 

P018★ ヒグマにおける肝臓および筋肉 DNA のメチル化レベルを指標とした年齢推定の 
試み
〇筒井 涼太 1, 中村 汐里 1, 松林 良太 2, 新庄康平 康平 2, 山中 正実 2,  
白根 ゆり 3, 萩野 恭伍 4, 伊藤 英之 5, 坪田 敏男 1, 山﨑 淳平 1, 下鶴 倫人 1 

（1 北大獣医, 2 知床財団, 3 北海道立総合研究機構, 4 のぼりべつクマ牧場,  
5 京都市動物園） 

P020★ スナメリの肺におけるマイクロプラスチックの曝露実態
〇⻲山 優子, 内田 皐陽, 八木 光晴, 天野 雅男（⻑崎大学） 

P021★ 北海道におけるトドの摂餌生態
〇古屋 賢人 1, 桑原 凪沙 2, 堀本 高矩 3, 磯野 岳臣 2, 服部 薫 2, 後藤 陽子 3, 
山村 織生 1（1 北海道大学水産科学院, 2 水研機構水資研, 3 稚内水試）
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P023★ ⻑期モニタリングからみたケナガネズミの樹洞利用パターン
〇東 哲平 1, 小林 峻 2（1 琉球大学大学院理学部理工学研究科, 
2 琉球大学理学部海洋自然科学科） 

P025★ ニホンジカ増加がホンドギツネの生態に与える影響
〇福島 瑳音, 宇野 裕之（東京農工大学） 

P026★ 北海道・知床半島におけるヒグマの体毛中の水銀濃度
〇Tan, Joshaniel1, 松林 良太 2, 新庄 康平 2, Beyene Yared3, 神保 美渚 4,  
白根 ゆり 5, 中山 翔太 3,6, 池中 良徳 7, 石塚 真由美 3, 敏男 坪田 1, 下鶴 倫人 1,7

（1Laboratory of Wildlife Biology and Medicine, Faculty of Veterinary Medicine, 
Hokkaido University, 2Shiretoko Nature Foundation, Shari, Japan, 3Laboratory 
of Toxicology, Department of Environment Veterinary Science, Hokkaido 
University, 4Central Fisheries Research Station, Fisheries Research 
Department, Hokkaido Research Organization, 5Research Institute of Energy, 
Environment and Geology, Hokkaido Research Organization, 6School of 
Veterinary Medicine, The University of Zambia, 7One Health Research Center, 
Hokkaido University） 

P028★ 鳥取県江府町鏡ヶ成にて確認されたタヌキによるヒキガエルの捕食とその行動
〇佐藤 幹太（鳥取県江府町役場 奥大山パークレンジャー） 

P030★ ⽇本国内複数地点で捕獲されたドブネズミの VKOR 遺伝子多型
〇飯島 央也 1, 和田 菜々星 1, 江口 勇也 2, 片平 浩孝 1, 神⼾ 嘉一 3, 谷川 力 3, 
木村 悟朗 3, 坂⻄ 梓里 1（1 麻布大学 生命・環境科学部,  
2 麻布大学 環境保健学研究科, 3 イカリ消毒株式会社） 

P032★ 中型食肉目動物を対象とした低侵襲的遺伝子サンプリングのための箱型ヘアトラ
ップの改良と評価

〇大竹 優輝 1, ⻄田 義憲 2, 小林 啓介 3, 中山 慎一 3, 森崎 耕一 4, 生田 聡 4, 
金子 弥生 1（1 東京農工大学, 2 北海道大学, 3 東⽇本高速道路株式会社,  
4 株式会社ネクスコ東⽇本エンジニアリング） 
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P033★ 景観遺伝的解析からみる信州伊那谷におけるツキノワグマの空間的遺伝構造
〇松本 拓馬 1, 小井土 凛々子 1,2, ⿊江 美紗子 3, 中下 留美子 4, 遠藤 優 5,  
齋藤 剛 6, 岸田 拓士 7, ⻄岡 佑一郎 8, 山本 俊昭 9, 瀧井 暁子 10, 泉山 茂之 11, 
大⻄ 尚樹 4, 津田 吉晃 12（1 筑波大院, 2 京大 FSERC 瀬⼾,  
3 ⻑野県環境保全研究所, 4 森林総合研究所, 5 国立遺伝学研究所,  
6 静岡県くらし・環境部 環境局, 7 ⽇本大学, 8 ふじのくに地球環境史ミュージアム, 
9 ⽇本獣医生命科学大学, 10 けもの調査室, 11 信州大学, 12 筑波大・山岳セ・菅平） 

P035★ アザラシ類のストレス評価に向けたバイオマーカーに関する研究
〇臣 和音 1, 中陳 遥香 1, 森口 裕太 1, 山田 研祐 2, 伊東 隆臣 3, 木村 里子 1 

（1 京都大学, 2 京都水族館, 3 海遊館） 

P037★ 温泉に入るニホンザルの腸内微生物群集の解析からハダカのつきあいの効果を探
る

〇北山 遼 1, 熊倉 大騎 2,3, 井副 和貴 4, 王 雪瑩 1, 松本 卓也 5, 早川 卓志 6 

（1 北海道大学大学院環境科学院, 2 北海道大学大学院生命科学院,  
3 理化学研究所数理創造プログラム（iTHEMS）, 4 京都大学大学院理学研究科, 
5 信州大学理学部, 6 北海道大学大学院地球環境科学研究院） 

P038★ マイクロミニピッグとリュウキュウイノシシの透明帯アミノ酸配列の同一性評価
〇生川 敏希 1, 杉山 陽大 2, 高須 正規 3, 淺野 玄 1（1 岐阜大学応用生物科学部, 
2 岐阜大学大学院自然科学技術研究科, 3 岐阜大学高等研究院） 

P040★ マレーシアの三つの動物園におけるマレーバクの腸内細菌叢予備解析
〇QILUAN LIM1, 近藤 ⻁太郎 1, NORSYAMIMI ROSLI2, 早川 卓志 1 

（1 北海道大学, 2PERHILITAN） 
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C4-202（ポスター100 番台） 

P101★ 標識再発見データを用いた小笠原群島周辺海域に生息するミナミハンドウイルカ 
の個体群動態解析
〇細井 彩香 1,2, 辻井 浩希 1, 北門 利英 2 

（1 一般社団法人小笠原ホエールウォッチング協会, 2 東京海洋大学） 

P102★ 積雪深は同所的に生息するイノシシ、ニホンジカおよびカモシカの 
冬季生息地利用にどのような影響をあたえるか
〇船津 沙月 1, 中森 さつき 2,1, 野澤 秀倫 1, 安藤 正規 3 

（1 岐阜大学大学院連合農学研究科, 2 岐阜県立森林文化アカデミー, 
3 岐阜大学応用生物科学部） 

P104★ 隠岐諸島島後におけるアズマモグラ隔離個体群の実態
〇山澤 泰 1, 横畑 泰志 2 

（1 富山大学大学院理工学研究科, 2 富山大学学術研究部理学系） 

P105★ 北海道渡島半島におけるアカギツネの食性
〇生和 成壱斗 1, 斎藤 健 1, 榎本 孝晃 2,3, 斎藤 昌幸 1,2（1 山形大学, 2 岩手連大, 
3 北海道立総合研究機構） 

P107★ 人間による景観の改変が四国のツキノワグマの空間利用に与える影響
〇BAEK SEUNGYUN1, 山田 孝樹 2, 安藤 喬平 2, 坪田 敏男 3, 小池 伸介 1 

（1 東京農工大学, 2 四国自然史科学研究センター, 3 北海道大学） 

P108★ ホンドオコジョの分布実態と生息適地環境
〇安井 萌実 1, 野紫木 洋 2, 森部 絢嗣 1（1 岐阜大学自然科学技術研究科, 
2 自然情報センター代表） 

P110★ ⻑野県における外来シベリアシマリス Eutamias sibiricus の基礎生態 
−食性、繫殖期・冬眠期、在来ネズミ類との巣⽳共有−
〇阿部 智己, 松本 卓也（信州大学 進化人類学研究室）
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P111★ 沖縄島北部におけるケナガネズミの出現地点と周辺植生の関係
〇大賀 優斗 1, 小林 峻 2 

（1 琉球大学大学院/理工学研究科, 2 琉球大学/理学部/海洋自然科学科） 

P113★ フィールドサインからの DNA による小型哺乳類の非侵襲的生息モニタリング法の 
検討
〇廣瀬 雅惠 1, ⻄堀 正英 1, 米澤 隆弘 1, 畑瀬 淳 2, 野田 亜矢子 2 

（1 広島大学大学院統合生命科学研究科, 2 広島市安佐動物公園） 

P114★ ヒトの恵みがタヌキのリスクに？–人為的餌資源利用と脂肪蓄積との関係
〇荒井 菜花, 浅利 裕伸（帯広畜産大学） 

P116★ 北海道産 4 種のトガリネズミ類の繁殖状況の季節変動について（予察）
〇谷川 弘樹 1, 佐藤 陽子 2, 鳥居 佳子 3,5, 本田 直也 3,4, 小林 木野実 3,  
飯島 なつみ 3, 松本 直也 3, 柳川 洋二郎 5, 大舘 智志 1,6 

（1 北海道大学 環境科学院, 2 鳥取大学 農学部 共同獣医学科,  
3 札幌市円山動物園, 4 野生生物生息域外保全センター, 5 北海道大学 獣医学研究院, 
6 北海道大学 低温科学研究所） 

P117★ 都市におけるニホンアナグマ（Meles anakuma）の生息環境利用
〇KAE FUKUSHIMA1, Yuki SAKAMOTO2, Hisashi MATSUBAYASHI1 

（1 東京農業大学大学院, 2 東京農業大学） 

P119★ 春から夏における中小型食肉目による農地利用：庄内地方における事例
〇林 るり, 斎藤 昌幸（山形大学農学部食料生命環境学科） 

P121★ 冬季の積雪環境における中型食肉目の餌選択：野外実験による評価
〇瀧内 善基, 斎藤 昌幸（山形大学） 

P123★ クマの「渡り」の経路は歳を重ねると直線的になる?
〇牧野 珠子 1, Baek, Seungyun1, 山﨑 晃司 2, 小池 伸介 1 

（1 東京農工大学, 2 東京農業大学） 

P125★ 食痕調査による秋田県沿岸域マツ林のニホンノウサギの食性
〇寺田 涼音 1, 星崎 和彦 1, 坂田 ゆず 2（1 秋田県立大学, 2 横浜国立大学） 

115



P127★ ユルリ島・モユルリ島に生息するラッコがゼニガタアザラシに与える影響
〇関 優太郎 1, 三浦 雄大 1, 生田 駿 2, 小林 駿 3, 小林 万里 1,2,3 

（1 東京農業大学大学院生物産業学研究科, 2NPO 北の海の動物センター, 
3 東京農業大学生物産業学部） 

P129★ カメラ搭載 GPS 首輪を用いたモンゴルの野生草食獣と放牧家畜の遭遇検出
〇多田 陸 1, 伊藤 健彦 2,3, 菊地 デイル万次郎 4, 木下 こづえ 1,  
Uuganbayar, Munkhbat5, Chimeddorj, Buyanaa5（1 京都大学,  
2 北海道立総合研究機構, 3 麻布大学, 4 東京農業大学, 5WWF モンゴル） 

P131★ 岐阜市における自由行動ネコの食性
〇堀江 勇斗, 杉山 美千代, 浅井 鉄夫, 齋藤 大蔵, 只野 亮, 森部 絢嗣 
（岐阜大学） 

P133★ 東京都町田市におけるプレイバック法を用いたムササビの生息調査
〇金井 健悟 1,3, 島田 将喜 1,2, 繁田 真由美 3 

（1 帝京科学大学大学院理工学研究科アニマルサイエンス専攻, 
 2 帝京科学大学生命環境学部アニマルサイエンス学科, 
3 町田ムササビ保全研究グループ） 

P135★ 水族館で飼育されている 2 種のイルカの音声の特徴と類似性
〇⻄尾 羽未 1, 畑 紗彩 1, 加藤 愛 1, 松代 真琳 2, 郡山 尚紀 1（1 酪農学園大学, 
2 帝京平成大学） 

P137★ 野生カマイルカのバーストパルスシリーズの音響特性
〇加藤 愛 1, 村里 夏菜 1, 小山田 鈴 1, 江橋 命樹 1, 松代 真琳 2, 郡山 尚紀 1 

（1 酪農学園大学, 2 帝京平成大学） 

P139★ 伊豆諸島の大島・新島・神津島・三宅島・八丈島における 
コキクガシラコウモリ飛翔音の音声変異
〇野嵜 歩 1, 上條 隆志 2, 安井 さち子 3（1 筑波大学理工情報生命学術院,
2 筑波大学環境系, 3 なし）

P140★ 積丹沖に来遊する野生カマイルカの出現と潮汐との関連性
〇此田 凜 1, 小屋敷 萌香 1, 加藤 愛 1, 江橋 命樹 1, 松代 真琳 2, 郡山 尚紀 1 

（1 酪農学園大学, 2 帝京平成大学） 
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C1-202（ポスター200 番台） 

 
P203★ クマ鈴やラジオは野生動物との遭遇回避に有効か 

：捕獲圧の異なる地域における音声再生実験による評価 
〇山下 純平 1, 角田 裕志 2, 江成 広斗 3（1 岩手大学大学院連合農学研究科,  
2 ⻑野大学, 3 山形大学学術研究院） 

 
P206★ 大腿骨骨髄内脂肪量によるヤクシカの栄養診断 

〇吉田 和真 1, 水川 真希 2, 竹中 康進 2, 牧瀬 一郎 3, 八代田 千鶴 4, 鈴木 正嗣 1

（1 岐阜大学応用生物科学部, 2 環境省屋久島自然保護官事務所, 3 上屋久猟友会,  
4 森林総合研究所関⻄⽀所） 

 
P209★ 近年増加するアナグマ被害に対して有効な電気柵とは 

−現状の問題点と実験的検証− 
〇室屋 敦紀 1,2, 末松 謙一 2, 宇佐美 二朗 2, 迫中 千晴 2, 坂本 信介 1 

（1 宮崎大学 農学研究科 動物環境管理学分野, 2 株式会社 末松電子製作所） 
 
P212★ ドングリの豊凶だけがヒグマによる農作物被害を決定しているわけではない！？ 

〜農作物と堅果の利用可能性を考慮したヒグマの農作物利用メカニズムの解明〜 
〇金杉 尚紀 1,2, 伊藤 伊藤泰幹 1,3, 大竹 賢登 1, 葉山 翔太 1, 酒井 颯汰 1,  
遠藤 優 4, 勝島 ⽇向子 1,5,6, 中村 一輝 1, 古巻 翔平 1, 新保 了 1, 坪田 敏男 7 

（1 北大ヒグマ研究グループ, 2 北海道大学理学院, 3 北海道大学文学院,  
4 北海道大学理学部, 5 北海道大学地球環境科学研究院,  
6 北海道大学総合イノベーション創発機構, 7 北海道大学大学院獣医学研究院） 

 
P215★ 神奈川県内の牛舎で見られた家ネズミ類 2 種における内部寄生虫相の違い 

〇筒井 修, 重松 悠太, 坂⻄ 梓里, 片平 浩孝 
（麻布大学生命 ・ 環境科学部環境科学科） 

 
P218★ 外来ネコによる在来種捕食の実態：7 年間のカメラトラップ調査から 

〇木村 開人 1, 小椋 崇弘 2, 塩野﨑 和美 2, 浅利 裕伸 1 

（1 帯広畜産大学, 2 株式会社奄美自然環境研究センター） 
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P221★ 巣の中には誰がいる？クリハラリスの巣材から得られた都市有害生物
〇江口 勇也 1, 津守 海斗 1, 辻野 拓海 1, 矢島 広樹 1, 舩越 優実 1, 嶌本 樹 2, 
新田 梢 1, 片平 浩孝 1（1 麻布大学生命・環境科学部環境科学科,  
2 ⽇本獣医生命科学大学獣医学部獣医保健看護学科） 

P224★ 神奈川県央部のクリハラリス分布拡大地域における個体の遺伝的特性 
：分散ルートの推定 に向けて
〇種田 皓太 1, 江口 勇也 1, 坂⻄ 梓里1, 片平 浩孝 1, 嶌本 樹 2 

（1麻布大学生命・環境科学部環境科学科,  
2⽇本獣医生命科学大学獣医学部獣医保健看護学科） 

P227★ 東京都千代田区内に生息する家ネズミにおける 
広東住血線虫 Angiostrongylus cantonensis の寄生状況について
〇和田 健太郎 1, 清水 里沙 1, 坂⻄ 梓里 1, 小泉 信夫 2, 三浦 こずえ 3, 
片平 浩孝 1, 高橋 克也 4, 元木 康真 4, 小松 謙之 4 

（1 麻布大学 生命・環境科学部, 2 国立感染症研究所 細菌第一部,  
3 東京大学大学院 農学生命科学研究科, 4(株)シー・アイ・シー） 

P230★ 深麻酔下でのイノシシの採血部位の検討
〇松田 鈴 1, 板屋 拓希 1, 奥田 ゆう 1, 奥田 圭 2（1 岡山理科大学獣医学部, 
2 広島修道大学人間環境学部） 

P233★ ニホンザルのヒトへの「恐れ」はいかにして下がるのか？ 
：恐れと加害性の関連性を探る
〇三谷 友翼 1, 千本木 洋介 2, 江成 広斗 3（1 岩手大学大学院連合農学研究科, 
2BOULDER（株）, 3 山形大学農学部） 

P235★ 定置網漁業によるネズミイルカ混獲とその軽減のための間隙通過可能性の推定
〇柴田 夏実 1, 梶 征一 2, 角川 雅俊 2, 松石 隆 1（1 北海道大学, 2 おたる水族館） 

P237★ 兵庫県における人とツキノワグマの軋轢緩和ー出没抑制の社会生態学的分析ー
〇山内 明⽇花 1, 高木 俊 2（1 兵庫県立大学大学院環境人間学研究科, 
2 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 
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P239★ 地方中枢都市におけるネコとその他野生哺乳類の関係
〇白木 麗, 森部 絢嗣（岐阜大学大学院連合農学研究科） 

P241★ 浜中町霧多布半島におけるエゾシカの調査と対策立案に関する報告
〇大橋 知広 1, 逢坂 明紀 1,2, 立木 靖之 1（1 酪農学園大学, 2 現：JA ようてい） 

P243★ 千葉県におけるセンサーカメラを用いたキョン（Muntiacus reevesi）の 
検出の特徴と行動特性
〇多計 和真, 澤田 集一朗, 諸澤 崇裕（東京農工大学） 

P245★ 丹沢山堂平地域におけるニホンジカの捕獲圧強化による密度指標の変化
〇小澤 海斗 1, 山本 新 1, 永田 幸志 2, 田村 淳 3, 羽太 博樹 1, 石川 烈 4,  
永井 広野 5（1 神奈川県自然環境保全センター 自然保護公園部野生生物課,  
2 神奈川県庁環境農政局緑政部自然環境保全課,  
3 自然環境保全センター 研究企画部研究連携課,  
4 県⻄地域県⻄総合センター 森林部林道課, 5 東京都水道局水源管理事務所） 

P247★ 秋田県のツキノワグマによる人身事故の分析：事故防止に向けて
〇早坂 萌（秋田県自然保護課） 

P249★ アライグマ (Procyon lotor) 防除におけるモニタリングツールとしての
Chewcard の有効性評価

〇國永 尚稔, 神田 幸亮, 小松 仁, JO, Jaeick, 村上 貴恵美 
（福島県環境創造センター） 

P251★ シカの出没状況把握に向けた汎用的画像識別器の構築と評価
〇中川 竣介 1, 山本 慶悟 1, 廣瀬 誠 1, 高橋 完 2, 山端 直人 3, 江碕 修央 1 

（1 鳥羽商船高等専門学校, 2 株式会社アイエスイー, 3 兵庫県立大学） 

P253★ 千葉県における特定外来生物キョンの音声による個体検出の検討
〇澤田 集一朗 1, 多計 和真 1, 加瀬 ちひろ 2, 諸澤 崇裕 1 

（1 東京農工大学, 2 麻布大学） 

P255★ アフリカ豚熱の発生がマレーシア国立公園の野生哺乳類に与える影響
〇髙倉 小百合（東京都立大学院） 
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C1-302（ポスター300 番台） 

P301★ オオアシトガリネズミにおける冬期のサイズ縮小と頭骨形状の季節変化―デーネ
ル現象の検証

〇池田 悠吾 1,2, 諏訪 友葵奈 3, 大舘 智志 3,4（1 東京大学農学生命科学研究科,  
2 ⽇本学術振興会特別研究員 PD, 3 北海道大学大学院環境科学院生物圏科学専攻, 
4 北海道大学低温科学研究所） 

P302★ エゾモモンガ Pteromys volans orii の地上利用行動に関する基礎研究 
−地上における採食行動および排泄行動の理由を探る−

〇田中 雪 1, 菊池 隼人 2, 押田 龍夫 1 

（1 帯広畜産大学, 2 鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室）

P304★ ヒメネズミ Apodemus argenteus の巣材運搬行動は降雨によって制限されるか？
〇照内 歩, 押田 龍夫（帯広畜産大学） 

P305★ MIG-seq 法で探る瀬⼾内海島嶼のアカネズミの遺伝的分化
〇川辺 透也, 安田 皓輝, 渡邊 裕, 松本 将成, 石塚 真太郎, 佐藤 淳 
（福山大学・生物科学） 

P307★ エゾシカの尾部におけるポクリン腺由来の変形腺の形態学的解析
〇新垣 ミミ 1, 村上 拓弥 2, 金川 晃大 2, 浦田 剛 3, 近藤 大輔 1, 冨安 洵平 1 

（1 帯広畜産大学, 2 知床財団, 3 占冠村役場） 

P308★ カモシカはなぜ眼下腺をこするのか？：眼下腺こすり行動の頻度に影響する要因
〇難波 鈴香, 山根 里実, 髙田 隼人（東京農工大学） 

P310★ 齧⻭類におけるロコモーションの多様性に関連する四肢骨形態の比較解析
〇野尻 康太 1,2, 遠藤 秀紀 1 

（1 東京大学総合研究博物館, 2 東京大学大学院農学生命科学研究科） 
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P311★ プレイバック実験を用いたハンドウイルカの音声交換にみられる 
発音重複の成立機構の解明 
〇寺田 知功 1, Alban Lemasson2, 三島 由夏 3, 森阪 匡通 4, 弓削 ほたる 5,  
香田 啓貴 1（1 東京大学大学院 総合文化研究科, 2Université de Rennes,  
3 東京海洋大学 海洋資源エネルギー学部門, 4 三重大学 生物資源学部,  
5 アドベンチャーワールド） 

 
P313★ カメラ付き GPS 首輪を用いたエゾシカの行動解析 

〇範 越 1, 清水 広太郎 1, 山中 正実 2, 坪田 敏男 1, 下鶴 倫人 1 

（1 北海道大学, 2 知床財団） 
 
P314★ カンガルー類における椎骨の比較機能形態学的研究 

〇中川 梨花 1,2, 遠藤 秀紀 1 

（1 東京大学総合研究博物館, 2 東京大学大学院 農学生命科学研究科） 
 
P316★ 人為的捕獲圧がニホンジカ（Cervus nippon）の空間分布とその性差に与える影響 

〇中村 圭太 1,2, 小池 伸介 1, 髙田 隼人 1（1 東京農工大学, 2 富士山科学研究所） 
 
P317★ 食糞を阻止したロシアハタネズミの血液生化学値の変化 

〇竹ノ内 瑞月 1,2, 名倉 悟郎 2, 高橋 俊浩 3, 越本 知大 2, 篠原 明男 2 

（1 宮崎大学大学院医学獣医学総合研究科,  
2 宮崎大学フロンティア科学総合研究センター, 3 宮崎大学農学部） 

 
P319★ 瀬⼾内海⻄部におけるドローンを用いた野生スナメリの行動観察 

〇羽賀 陸 1, 小川 真由 1,2, 木村 里子 3（1 京都大学大学院農学研究科,  
2JAMSTEC, 3 京都大学東南アジア地域研究研究所） 

 
P320★ 伊豆諸島御蔵島と南⻄諸島奄美群島のミナミハンドウイルカにおける腹部斑点模
様の出現に関する個体群間差異 

〇八木 原風 1, ⻘木 拓哉 2, 小笠原 樹 2, 比嘉 克 3, 小林 希実 3 

（1 三重大学大学院生物資源学研究科, 2 御蔵島観光協会, 3 沖縄美ら島財団） 
 
P322★ アズマモグラ腹部の脂腺複合体の組織学的特徴とその意義 

〇酒井 景子 1,2, 平松 ⻯司 1, 奥山 みなみ 3, 近藤 貴英 2, 金井 克晃 1 

（1 東京大学農学生命科学研究科, 2 さいたま市, 3 大分大学医学部） 
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P323★ ワタセジネズミの頭骨における形態変異
〇島村 夏惟 1, 本川 雅治 2, 池田 悠吾 3（1 京都大学大学院理学研究科, 
2 京都大学総合博物館, 3 東京大学大学院農学生命科学研究科） 

P325★ スナメリにおける脊椎骨の部位別骨端癒合期間の推定
〇内田 皐陽, 天野 雅男（⻑崎大学） 

P326★ 太平洋におけるネズミイルカの形態比較
〇名倉 のどか, 松石 隆（北海道大学） 

P328★ 特定外来生物クリハラリスにおける頭骨の形態変異：定着地域間での比較
〇和田 桜子 1, 野島 拓海 1, 江口 勇也 1, 嶌本 樹 2, 片平 浩孝 1 

（1 麻布大学生命・環境科学部環境科学科,  
2 ⽇本獣医生命科学大学獣医学部獣医保健看護学科） 

P329★ GPS 首輪に付属の振動センサーを用いたニホンジカの行動推定と 
環境選択解析への応用
〇久山 高平, 吉原 佑（三重大学大学院 生物資源学研究科） 

P331★ ヌートリアの口腔内ヒダについて
〇髙山 陸都, 奥田 ゆう, 中村 進一（岡山理科大学 獣医学部） 

P332★ 食肉目動物の尾における比較解剖学的研究
〇Kotaro Akabane1, Nozomi Kurihara2 

（1 宇都宮大学大学院地域創生科学研究科, 2 宇都宮大学農学部） 

P334★ カメラトラップデータの性判別を目的とした 
ニホンアナグマの性的二型に関する検討
〇代田 圭吾 1, 鈴木 聡 2, 金子 弥生 1 

（1 東京農工大学, 2 神奈川県立生命の星・地球博物館）

P335★ 中型・大型哺乳類の脛骨における遠位関節面溝(脛骨ラセン)の傾斜比較
〇武田 精一郎 1,2, 増田 容一 1, 遠藤 秀紀 2 

（1 大阪大学, 2 東京大学総合研究博物館） 
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P337★ 沖縄島北部におけるケナガネズミの体毛と⻭の摩耗度を用いた齢推定の 
整合性および成⻑の雌雄間比較 
〇中山 好乃 1, 中⻄ 希 2, 小林 峻 3（1 琉球大学大学院 理工学研究科,  
2 北九州市立自然史・歴史博物館, 3 琉球大学 理学部） 

 
P338★ 新奇物の形状の違いが 6 種の野生動物の警戒行動に及ぼす影響 

〇柏木 もも代 1, 加瀨 ちひろ 1, 坂倉 健太 2, 江口 祐輔 1 

（1 麻布大学, 2 島根県 中山間地域研究センター） 
 
P340★ 開放環境も怖くない 

：市街地と山に生息するニホンジカ（Cervus nippon）の逃避行動の違い 
〇成瀬 光 1, 中村 圭太 1,2, 髙田 隼人 1（1 東京農工大学, 2 富士山科学研究所） 

 
P341★ エゾシカ（Cervus nippon yesoensis）における眼窩下洞腺の組織学的検索 

〇石⿊ 佑紀 1, 渋谷 隆伸 2, 堂元 菜々実 3, 近藤 大輔 2, 佐々木 基樹 2 

（1 酪農学園大学, 2 帯広畜産大学, 3 えりも町郷土資料館） 
 
P343★ 北アルプス北部地域におけるニホンジカの冬季行動圏利用 

〇位田 宗一朗 1, 瀧井 暁子 2, 泉山 茂之 1, 大窪 久美子 1 

（1 信州大学, 2 けもの調査室） 
 
P344★ ニホンザルとホンドギツネの接近事例の報告 

〇土橋 彩加 1, 竹中 將起 2, 田島 知之 3, 大谷 洋介 4, 林 浩介 5, 池上 知之新 1, 
松本 卓也 1 

（1 信州大学, 2 筑波大学, 3 玉川大学, 4 大阪大学, 5NHK エンタープライズ） 
 
P346★ 飼育イロワケイルカにおける胸ビレ前縁部の鋸⻭状構造 

〇⻑谷川 拓人 1, 若林 郁夫 2, 寺沢 真琴 3, 酒井 麻衣 1 

（1 近畿大学, 2 鳥羽水族館, 3 仙台うみの杜水族館） 
 
P347★ ハンドウイルカ（Tursiops truncatus）の皮筋に関する一知見 

〇丸屋 唯, 栗原 望（宇都宮大学） 
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P349★ ニホンジカ(Cervus nippon)の索餌行動に影響する嗅覚刺激とその誘引効果
〇米山 恭平 1, 和久 大介 2（1 東京農業大学大学院国際食料農業科学研究科, 
2 東京農業大学国際食料情報学部） 

P350★ 北海道厚岸町における市街地を利用するエゾシカの行動圏と生息地利用
〇本山 爽香 1, 立木 靖之 1, 澤 真和 2 

（1 酪農学園大学, 2 構研エンジニアリング（株）） 

P352★ 北海道のヒグマ Ursus arctos における頭骨の縫合について
〇茂木 葉南, 栗原 望（宇都宮大学農学部） 
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8 月 23 ⽇（土） 11:45〜12:45（コアタイム②） 

C4-102（ポスター000 番台） 

P003 同所的に生息する有蹄類の農地に対する行動特性の違い
〇池田 敬 1, 七條 知哉 2 

（1 信州大学, 2 岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター） 

P005 市⺠調査による東京都におけるタヌキの分布と生態
〇徐 ジュン, 金子 弥生（東京農工大学） 

P008 タヌキの食性における地理的変異：メタ解析による評価
〇榎本 孝晃 1,2, 斎藤 昌幸 3（1 岩手連大, 2 北海道立総合研究機構, 3 山形大学） 

P010 照葉樹林が広がる河川上空 41m を飛ぶクロホオヒゲコウモリ 
：垂直空間利用の新知見

〇中川 智裕 1,2, 坂田 拓司 2, 渡邉 ⻯己 2,3 

（1 熊本県立大学, 2 熊本野生生物研究会, 3 熊本市立必由館高等学校） 

P012 北海道におけるヒグマとエゾシカの種子散布機能
〇綱本 良啓 1, 釣賀 一二三 1, 宇野 裕之 2, 朝倉 卓也 3, 小林 木野実 3, 
祐川 猛 3, 池田 智亮 3, ⻑ 雄一 1, ⽇野 貴文 1 

（1 北海道立総合研究機構, 2 東京農工大学, 3 札幌市円山動物園） 

P015 DNA 多型解析を用いた札幌市におけるヒグマの遺伝的集団構造
〇萩埜 由香 1, 熊谷 翼斗 2, 大久保 瑛美 2, 菊地 静香 1, 早稲田 宏一 3,  
中村 秀次 3, 伊藤 哲治 1,2, 佐藤 喜和 1,2（1 酪農学園大学大学院酪農学研究科, 
2 酪農学園大学環境共生学類, 3EnVision 環境保全事務所） 

P017 堅果類の資源状況と季節的変化がツキノワグマに対する巣蜜の誘引性と 
捕獲効率に及ぼす影響
〇姜 兆文 1, 大竹 崇寛 1, 福井 聡 2, 加藤 敬介 1, 大⻄ 勝博 1, 中野 祐二 1 

（1㈱野生動物保護管理事務所, 2 一般財団法人⽇本気象協会） 
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P019 テンは太らないって本当？−飼育下におけるホンドテンの体重の季節変化
〇大河原 陽子（井の頭自然文化園） 

P022 一体どのくらいいるの？雪中で越冬するコウモリの密度下限値を推定する
〇平川 浩文 1, ⻑坂 有 2（1 無所属, 2 道総研フェロー） 

P024 埼玉県の水田地帯におけるコウモリの生息地利用
〇牧 貴大, 安野 翔（埼玉県環境科学国際センター） 

P027 ラッコは北海道にどれだけいるのか？〜ボランタリーなセンサスから〜
〇服部 薫 1, 外山 雅大 2, 小林 由美 3, 片岡 義廣 4, 石川 慎也 5, 有田 茂生 6, 
河口 真梨 7, 小谷 祐介 8, 鈴木 一平 9, 冨山 昌弘 7, 三谷 曜子 10 

（1 水産研究・教育機構水産資源研究所, 2 根室市歴史と自然の資料館,  
3 北海道大学農学部, 4NPO 法人エトピリカ基金, 5 えりも町, 6 根室市観光協会,  
7 無所属, 8 鳥獣保護区管理員, 9 北海道大学北方生物圏 FSC, 10 京都大学 WRC） 

P029 イノシシのネクロフィリア行動の記録
〇稲垣 亜希乃 1, 奥田 圭 2, 小池 伸介 1（1 東京農工大学, 2 広島修道大学） 

P031 東京都内の繁華街に生息するドブネズミの集団遺伝構造 
および殺鼠剤抵抗性遺伝子 VKORC1 の変異
〇片平 浩孝 1, 江口 勇也 1, 坂⻄ 梓里 1, 舩越 優実 1, 小田 知輝 1, 関本 征史 1, 
前田 健 2, 小泉 信夫 3, 清川 泰志 4, 小松 謙之 5, 谷川 力 5 

（1 麻布大学生命・環境科学部,  
2 国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所獣医科学部,  
3 国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所細菌第一部,  
4 東京大学大学院農学生命学研究科, 5 東京都ペストコントロール協会） 

P034 占冠村におけるヒグマの各季節の行動域と利用環境
〇伊藤 哲治 1, 井上 慎太郎 1, 今井 和歩 1, 髙橋 響 1, 根本 唯 2, 下鶴 倫人 3,  
坪田 敏男 3, 浦田 剛 4（1 酪農学園大学 野生鳥獣管理学研究室,  
2 東京農業大学 奥多摩演習林, 3 北海道大学大学院獣医学研究院 野生動物学教室, 
4 占冠村） 
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P036 ゼニガタアザラシの血中 DNA メチル化レベルに基づく年齢査定 
〇丹野 おもい 1, 中村 汐里 2, 下鶴 倫人 2, 山崎 淳平 2, 東 典子 3, 生田 駿 3,  
小林 万里 1,3（1 東京農業大学大学院生物産業学研究科, 2 北海道大学大学院獣医学
研究院, 3NPO 法人 北の海の動物センター） 

 
P039 北海道東部に来遊するカマイルカの集団遺伝構造解析 

〇萬谷 真季 1, 東 典子 2, 小林 万里 1,2 

（1 東京農業大学大学院生物産業学研究科, 2NPO 法人 北の海の動物センター） 
 
P041 イルカ血清のマイクロアレイ解析による妊娠マーカー候補 microRNA の同定 

〇松橋 珠子 1, 北野 侑 2, 山本 桂子 3, 白木 琢磨 2,1, 安斎 政幸 1 

（1 近畿大学先端技術総合研究所, 2 近畿大学生物理工学部,  
3 オキナワマリンリサーチセンター） 

 
P042 Mammal Study の S2O を利用して研究成果を世界に広げよう 

⽇本哺乳類学会 英文誌編集委員会 
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C4-202（ポスター100 番台） 

 
P103 マッコウクジラのオスの群れはどのように形成されるのか？ 

〇小林 駿 1, ⻘木 かがり 2, 杉原 奈央子 3, 柏木 伸幸 4, ⻄田 伸 5,  
白井 厚太朗 6, 天野 雅男 7（1 東京農業大学生物産業学部,  
2 帝京科学大学生命環境学部, 3 海洋生物環境研究所, 4 かごしま水族館,  
5 宮崎大学教育学部, 6 東京大学大気海洋研究所, 7 ⻑崎大学総合生産科学研究科） 

 
P106 糞中 DNA 分析による富士山地域のニホンヤマネ Glirulus japonicus の食性解析 

〇饗場 葉留果 1, 布目 三夫 2, 佐藤 淳 3, 湊 秋作 1 

（1(一社)ヤマネ・いきもの研究所, 2 岡山理科大学, 3 福山大学） 
 
P109 福島県内の帰還困難区域におけるイノシシの食性解析 

〇小松 仁 1, 神田 幸亮 1, 村上 貴恵美 1, 生島 詩織 2 

（1 福島県環境創造センター, 2 国立環境研究所） 
 
P112 分布最前線のニホンジカは何を食べている？ 
―茨城県における消化管内容物 DNA を用いた食性解析事例― 

〇後藤 優介（茨城県自然博物館） 
 
P115 北海道阿寒白糠地域におけるヒグマ個体群の空間遺伝構造の検討 

〇小田中 温 1, 菊地 静香 2, 福島 那月 2, 伊藤 哲治 3, 石橋 靖幸 4, 佐藤 喜和 2

（1 占冠村役場農林課林業振興室, 2 酪農学園大学野生動物生態学研究室,  
3 酪農学園大学野生鳥獣管理学研究室, 4 森林総合研究所北海道⽀所） 

 
P118 北海道阿寒白糠地域におけるヒグマによる樹皮剥ぎ行動 

⻄田 隆聖, 菊地 静香, 〇佐藤 喜和（酪農学園大学） 
 
P120 蒜山の半自然草原におけるニホンノウサギの基礎生態調査 
―捕獲、生息数推定、雪上の足跡追跡 

〇中本 敦 1, 中⻄ 希 2, 布目 三夫 1 

（1 岡山理科大学, 2 北九州市立自然史・歴史博物館） 
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P122 アカネズミの野生個体および⻑期飼育個体の個性解析 
〇田代 洸喜 1, 葛原 大希 2, 山本 明⽇香 2, 右京 里那 3, 坂本 信介 1 

（1 宮崎大 農 動物環境管理学, 2 元 宮崎大 農 動物環境管理学,  
3 宮崎大 農 動物生殖制御学） 

 
P124 個体識別を用いたゴマフアザラシの夏の生息地の⻑期的な利用 

〇中村 莉希 1, 上山 志乃 3, 深津 佳歩 3, 土橋 陸 3, 小林 万里 1,2 

（1 東京農業大学大学院生物産業学研究科, 2NPO 法人北の海の動物センター,  
3 元東京農業大学） 

 
P126 ⻑野県伊那谷のツキノワグマにみられる空間利用と食性の違い 
：個体ごとの炭素・窒素安定同位体比と脂肪酸組成の分析から 

〇中下 留美子 1, 瀧井 暁子 2, 飯島 勇人 1, 泉山 茂之 3 

（1 森林総合研究所, 2 けもの調査室, 3 信州大学山岳科学研究拠点） 
 
P128 カメラ首輪を用いたツキノワグマの昼間の休息場所選択の評価 

〇⻑沼 知子 1, 小坂井 千夏 2, 小池 伸介 3, 山﨑 晃司 4 

（1 帯広畜産大学, 2 農研機構, 3 東京農工大学, 4 東京農業大学） 
 
P130 オオアシトガリネズミ (Sorex unguiculatus) の外部環境 (室温) における代謝変化 

〇葛⻄ 陸穏 1, 服部 寛 1, 大舘 智志 2, 河合 久仁子 3, 本田 直也 1 

（1 一般社団法人野生生物生息域外保全センター, 2 北海道大学, 3 東海大学） 
 
P132 鳥取県におけるツキノワグマの捕獲個体から得られた情報解析①  
ツキノワグマ捕獲個体の外部計測による栄養状態評価 

〇中島 彩季, 野瀬 遵（株式会社野生動物保護管理事務所） 
 
P134 伊豆諸島八丈島および新島におけるコウモリ類の生息洞⽳の報告 

〇安井 さち子 1, 上條 隆志 2, 野嵜 歩 3 

（1 なし, 2 筑波大学生命環境系, 3 筑波大学生物資源科学学位プログラム） 
 
P136 鳥取県におけるツキノワグマ捕獲個体から得られた情報解析②  
秋期行動特性と堅果類豊凶の関係―大規模 VHF 追跡データに基づいて 

〇野瀬 遵, 中島 彩季（株式会社野生動物保護管理事務所）
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P138 エゾオオカミの食性にかかる理解・認識の史的変遷 
〇梅木 佳代（北海道大学） 
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C1-202（ポスター200 番台） 

P201 移入シカ 〜あなたの周りのシカはどこから？〜
〇高木 俊人 1, 兼子 伸吾 2, 永田 純子 3 

（1 神⼾⼥学院大学, 2 福島大学, 3 森林総合研究所） 

P202 スギ人工林におけるクマ剥ぎ行動の分析
〇石橋 整司 1, 前原 忠 2 

（1 東京大学, 2 東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林田無演習林） 

P204 アライグマ市町村集中捕獲事業評価 （その１ 評価手法の検討）
〇浅田 正彦（合同会社 AMAC） 

P205 ニホンザルの群れの分裂と捕獲圧―北限のサル調査 30 余年の記録より―

〇表 渓太 1,2, 福浦 岳志 2, 鈴木 克哉 3,2, 田中 俊明 4,2（1 北海道博物館,  
2 佐井のサル調査会, 3 特定非営利活動法人里地里山問題研究所, 4 梅光学院大学） 

P207 特定外来生物アライグマの施設侵入事例から考える野生動物管理の優先順位
〇上野 真由美 1, 池田 透 3, 田中 一典 3, 中山 小夏 2, 星野 佑太 2 

（1 北海道大学 文学研究院, 2 北海道大学 農学部,  
3 株式会社外来種防除円卓会議、北海道大学） 

P208 捕獲によるシカ密度低減は植生回復を促すのか：9 年間のデータによる検証
〇幸田 良介, 石塚 譲, 原口 岳（大阪環農水研・多様性） 

P210 ノウサギの好物コウヨウザンの食べ易い形と周囲の雑草木との関係
〇南波 興之, 礒辺 山河（（一社）⽇本森林技術協会） 

P211 ニホンザル多頭捕獲後の行動圏変化と被害拡大の可能性
〇海老原 寛, 藏元 武藏, 箕浦 千咲（株式会社野生動物保護管理事務所） 

P213 北海道後志地方におけるクマイザサの一⻫開花と幼齢カラマツ類造林地における 
野ネズミ被害
〇明石 信廣, 南野 一博（北海道立総合研究機構林業試験場） 
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P214 ツキノワグマの「ゾーニング管理」で出没は減らせるのか？ 
〇横山 真弓, 中条 寧々, 高木 俊（兵庫県立大学） 

 
P216 都市部におけるアライグマ Procyon lotor の生息状況 
-北海道大学札幌キャンパスの事例- 

〇中山 小夏 1, 星野 佑太 1, 上野 真由美 2, 池田 透 3, 愛甲 哲也 4,  
佐鹿 万里子 5, 伊藤 萌林 6（1 北海道大学 農学部, 2 北海道大学 文学研究院,  
3 株式会社外来種防除円卓会議 北海道大学, 4 北海道大学 農学院,  
5 北海道大学 獣医学研究院, 6 北海道大学 国際感染症学院） 

 
P217 保護管理に向けたニホンザルの遺伝的モニタリング 
：関東地方の地域個体群の事例研究 

〇川本 芳 1, 加藤 敬介 2, 海老原 寛 2, 豊川 春香 2 

（1 高宕山のサル観察クラブ, 2(株)野生動物保護管理事務所） 
 
P219 卵巣および子宮の観察による兵庫県のツキノワグマの繁殖状況評価 

〇中条 寧々1,2, 横山 真弓 1,2（1 兵庫県立大学, 2 兵庫県森林動物研究センター） 
 
P220 全国の生息密度・被害データに基づくニホンジカ捕獲強化地点の選定 

〇木村 響 1, 関 香菜子 1, 河崎 裕太 1, 本橋 篤 1, 宮﨑 博之 1, 平山 寛之 1,  
藤木 大介 2, 幸田 良介 3, 丸山 哲也 4, 高木 俊 2, 石塚 譲 3, 岸本 康誉 1 

（1 株式会社野生動物保護管理事務所, 2 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所,  
3 大阪府立環境農林水産総合研究所 生物多様性センター, 4 栃木県林業センター） 

 
P222 ひとめでわかる！奄美大島におけるフイリマングースの根絶  
−世界最大規模の島嶼におけるマングースの根絶はどのように成し遂げられたのか？− 

〇浅野 真輝 1, 橋本 琢磨 1, 阿部 愼太郎 2, 後藤 義仁 1,3, 松田 維 1,3, 細川 伸 1,3, 
真島 吾郎 1,3, 龍﨑 善行 1,3, 北浦 賢次 1, 川本 朋慶 1, 荒谷 友美 1,  
菊池 しゅき 1, 諸澤 崇裕 4,1, 環境省 奄美群島国立公園管理事務所 5 

（1（一財）自然環境研究センター, 2 奄美哺乳類研究会,  
3 奄美マングースバスターズ, 4 東京農工大学,  
5 環境省奄美群島国立公園管理事務所） 

 
P223 琉球諸島の陸生哺乳類の研究と保全の歴史 

〇山田 文雄 1, 伊澤 雅子 2 

（1 沖縄大学 / アマミノクロウサギミュージアム QuruGuru, 2 琉球大学） 
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P225 高山帯における人間のレクリエーション活動がツキノワグマの行動に及ぼす影響
〇森 智基 1,2, 池田 敬 3, 美濃輪 晃人 4, ⽇下部 智一 5, 川部 満紀 6 

（1 岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター,  
2 岐阜県野生動物管理推進センター, 3 信州大学農学部, 4 岐阜県環境生活政策課, 
5 岐阜県恵那農林事務所, 6 飛騨農林事務所） 

P226 常緑樹林帯で実施した次世代 GPS 首輪「LoggLaw G2C」の実証実験について
〇藏元 武藏 1, 浅見 真生 1, 藤本 将也 2 

（1 野生動物保護管理事務所, 2 徳島県つるぎ町産業経済課） 

P228 自動撮影カメラを用いた外来種アカゲザル(Macaca mulatta)の 
個体数カウント調査の試行

〇山根 理貴, 難波 有希子（株式会社野生動物保護管理事務所） 

P229 リン化亜鉛殺そ剤の効果比較 「紙袋 5 粒入り」と「紙袋に入れない 5 粒」
〇雲野 明, 南野 一博, 時田 勝広, 明石 信廣 
（北海道立総合研究機構林業試験場） 

P231 A24 Trap によるエゾヤチネズミの捕殺効果の検証
〇南野 一博, 時田 勝広（北海道立総合研究機構 林業試験場） 

P232 北海道雨⻯沼湿原の保全に向けたエゾシカの GPS 首輪による追跡結果を活用した 
越冬地捕獲の試み
〇中村 秀次 1, 小林 恒平 1, 石名坂 豪 2, 熊谷 隼 1, 佐々木 純一 3, 早稲田 宏一 1

（1NPO 法人 EnVision 環境保全事務所, 2 野生動物被害対策クリニック北海道,  
3 雨⻯沼湿原を愛する会） 

P234 北海道鷹栖町におけるアライグマ対策 ―春期捕獲の現状と課題―

〇中島 卓也 1, 加藤 佳亨 2, 丸山 立一 1 

（1 株式会社構研エンジニアリング, 2 鷹栖町産業振興課） 

P236 GPS 行動追跡データを用いて、野生動物の行動特性を考慮した保全管理が可能か？
〇高畠 千尋 1, 馬谷 佳幸 2, 間宮 渉 2, 浪花 彰彦 2, 下鶴 倫人 1, 坪田 敏男 1 

（1 北海道大学獣医学研究院,  
2 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター中川研究林） 
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P238 カメラトラップからニホンジカの密度を推定するときに 
どのような局所環境が影響するか？ 
〇林 耕太（山梨県森林総合研究所） 

 
P240 冬期の餌供給はハタネズミによる果樹被害を軽減できるか 

〇ムラノ 千恵（弘前大学 農学生命科学部） 
 
P242 ツキノワグマによる牛舎跡地周辺の利用実態とその経年変化 
：牛舎閉鎖前後 13 年間の記録 

〇濱口 あかり 1, 瀧井 暁子 1,2, 中下 留美子 1,3, 朝倉 美波 1, 三浦 博之 1,  
安田 祥豪 1, 林 秀剛 1 

（1 信州ツキノワグマ研究会, 2 けもの調査室, 3 森林総合研究所） 
 
P244 避妊ワクチン開発に向けたブタとニホンジカの透明帯遺伝子配列の比較 

〇淺野 玄 1, 生川 敏希 1, 杉山 陽大 2 

（1 岐阜大学応用生物科学部, 2 岐阜大学大学院自然科学技術研究科） 
 
P246 ササが繁茂する地域における REST 法の適用に関する検討 

〇平川 亮太 1, 内田 翔太 1, 河野 実里 2, ⻘柳 信太 2, 小川 博史 1 

（1 株式会社 野生動物保護管理事務所, 
 2 環境省 富士箱根伊豆国立公園管理事務所） 

 
P248 行政のモニタリングデータを活用した島根県における野生動物の分布状況 

〇田川 哲, 坂倉 健太, 澤田 誠吾（島根県中山間地域研究センター） 
 
P250 ヒグマの市街地出没の最前線で何が起きているか？ 

〇早稲田 宏一 1, 牧野 楓 1, 中村 秀次 1, 釣賀 一二三 2, 白根 ゆり 2, 清尾 崇 3

（1NPO 法人 EnVision 環境保全事務所,  
2 北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所,  
3 札幌市環境局環境都市推進部環境共生担当課） 

 
P252 ドローン画像及び DNA 個体識別を用いたヒグマによるデントコーン被害状況の把握 

〇白根 ゆり 1, 釣賀 一二三 1, 近藤 麻実 2, 三浦 一輝 1, ⽇野 貴文 1 

（1 北海道立総合研究機構, 2 秋田県庁） 
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P254 2024 年秋の鳥取県でのツキノワグマの捕獲状況 
〇⻄ 信介（鳥取県林業試験場） 
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C1-302（ポスター300 番台） 

 
P303 中型食肉目動物に対する転移学習型姿勢推定モデルの応用 

〇村上 隆広（ヤマザキ動物看護大学） 
 
P306 広島市安佐動物公園に連続出没した野生ツキノワグマとその対応 

〇畑瀬 淳（広島市安佐動物公園） 
 
P309 京都大学ヒト行動進化研究センターが所蔵する哺乳類標本コレクションの概要と 

展望 
〇富谷 進 1, 八神 未千弘 2, 豊田 直人 2 

（1 京都大学ヒト行動進化研究センター資料委員会形態部,  
2 京都大学大学院理学研究科） 

 
P312 半水棲ビーバーにおける副嗅覚系の形態学解析 

〇冨安 洵平, 近藤 大輔（帯広畜産大学） 
 
P315 八重山諸島固有種であるカグラコウモリ Hipposideros turpis の 

網羅的調査によって明らかになった新知見 
〇河合 久仁子 1,2, 上山 隼平 2,5, 田村 常雄 3, Echenique-Diaz, Lazaro Miguel4 

（1 東海大学生物学部生物学科, 2 東海大学生物学部研究科,  
3NPO 法人沖縄鍾乳洞協会, 4 山形大学学士課程基盤教育院, 5 株式会社造景） 

 
P318 ニホンジカの落角をかじったのは誰？−カメラトラップによる行動観察− 

〇東出 大志, 山口 実莉（石川県立大学） 
 
P321 北アルプス立山地域におけるカメラトラップ法によるイノシシとニホンジカのモニ
タリング調査（2011〜2024 年） 

〇間宮 寿頼, 赤座 久明（富山県自然博物園ねいの里） 
 
P324 安定同位体と⻭のマイクロウェア形状解析から 

⽇本に生息したオオカミの食性を探る 
〇甲能 純子 1, 門叶 冬樹 2, 甲能 直樹 3,4, 久保 ⻨野 1（1 東京大学大学院,  
2 山形大学高感度加速器質量分析センター, 3 国立科学博物館, 4 筑波大学大学院）
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P327 北半球アシカ類における前ヒレの形状解析 
〇新井 優一 1, 主森 亘 2,3,4, 堀本 高矩 5,6, 三谷 曜子 7, 小林 万里 8, 李 何萍 7, 
小林 駿 8, 生田 駿 9, 佐々木 基樹 2（1 三重大学, 2 帯広畜産大学,  
3 国立科学博物館, 4 足寄動物化石博物館, 5 道総研, 6 稚内水産試験場, 7 京都大学,  
8 東京農業大学, 9 北の海の動物センター） 

 
P330 純音、生物由来音および非生物由来音に対するキョンの反応 

〇加瀬 ちひろ 1, 髙瀬 未来 2, 江口 祐輔 1（1 麻布大学, 2 伊香保グリーン牧場） 
 
P333 ツキノワグマの鋭い嗅覚を示唆する行動事例 

〇瀧井 暁子 1, 中下 留美子 2, 泉山 茂之 3（1 けもの調査室, 2 森林総合研究所,  
3 信州大学山岳科学研究拠点） 

 
P336 ベトナム産の真無盲腸類における⻭の異常に関する最初の研究 

〇HAI, TUAN BUI1,2, Nguyen, Huong Thi1, Motokawa, Masaharu3 

（1Faculty of Biology, VNU University of Science, Hanoi, VIETNAM,  
2Institute of Biology, Vietnam Academy of Science and Technology, Hanoi, 
VIETNAM, 3Kyoto University Museum, Kyoto University, Kyoto, JAPAN） 

 
P339 ニホンヤマネ Glirulus japonicus のミトコンドリア調節領域の多型性評価 

饗場 葉留果 1, 安田 俊平 2, 本池 幹太 3, 佐藤 淳 4, 湊 秋作 1, 〇布目 三夫 5 

（1 ヤマネ・いきもの研究所, 2 都医学研・難聴,  
3 岡山理科大学・院理工・自然科学, 4 福山大学・生物科学,  
5 岡山理科大学・理・動物） 

 
P342 クリハラリス雄個体における陰茎骨の形態比較：捕獲地域と遺伝的背景に着目して 

〇本橋 篤 1, 古荘 寿奈 1, 江口 勇也 2, 片平 浩孝 2, 嶌本 樹 3 

（1(株)野生動物保護管理事務所, 2 麻布大学, 3 ⽇本獣医生命科学大学） 
 
P345 小型ハクジラ類における反響定位器の形態と音伝搬特性の種間比較 

〇⿊田 実加 1,2, 松石 隆 1,2 

（1 北海道大学, 2 ストランディングネットワーク北海道） 
 
P348 シバヤギ（Capra hircus）の骨端閉鎖時期について 

〇吉村 文孝, 安藤 洋（東海国立大学機構名古屋大学） 
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P351 加速度データロガーを用いたアライグマの行動類型判別の試み 
〇吉岡 憲成 1, 石塚 譲 2, 幸田 良介 2, 原口 岳 2, 高橋 能理子 3, 二井 綾子 3,  
片石 隆斗 1, 中野 一樹 1, ⻑島 文香 1（1 株式会社 KANSO テクノス,  
2 大阪環農水研・多様性, 3 到津の森公園） 
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ポスター発表 ★が付いている講演は優秀発表賞選考対象  

P001★ 

クビワオオコウモリにおける行動圏の個体差に年齢が影響しているのか？  
-エピジェネティッククロックによるアプローチ- 

〇兼 祐翔 1, 村山 美穂 2, 井上 英治 3, 飛龍 志津子 4, 藤岡 慧明 4, 藤谷 彰子 4, 小林 峻 5,  
金尾 由恵 6, 中村 智映 6, 山内 悦子 6, 大沼 美聡 7, 山田 透生 7, 福井 大 1（1 東京大学, 2 京都大学,  

3 東邦大学, 4 同志社大学, 5 琉球大学, 6 沖縄こどもの国, 7 平川動物公園） 
 

年齢は、動物の行動において個体差を引き起こす主要な要因のひとつであるが、野生動物の年齢情報を
得ることは通常困難である。近年、エピジェネティッククロックを活用した年齢推定法の開発が進み、野
生動物の年齢に関連した研究の進展が期待されている。本研究は、クビワオオコウモリを対象として DNA
メチル化率に基づく年齢推定モデルを確立し、行動圏に年齢が及ぼす影響を明らかにすることを目的とす
る。 

年齢既知の飼育個体より飛膜組織を採取し、MS-HRM 法によりメチル化率を検出した。年齢と相関する
領域を用いて回帰モデルを構築し、交差検証によりモデル精度を評価した。野生個体を捕獲して飛膜組織
を採取するとともに、GPS ロガーによって採餌時の位置情報を 2 分間隔で取得した。メチル化率に基づく
年齢と、位置情報に基づく行動圏を算出し、線形混合モデルにより行動圏に年齢が及ぼす影響を評価し
た。 

実年齢と相関する 4 領域を使用した年齢推定モデルの平均絶対誤差は、最大寿命の７％以内となる 1.96
年であった。このモデルを用いて推定した野生個体の年齢と行動圏との関連を分析したところ、若い個体
ほど行動圏が広く、高齢な個体ほど狭いことが明らかとなった。また、行動圏の広い個体のほとんどが若
いオスに偏っていた。本研究では、エピジェネティッククロックによるアプローチでコウモリの行動の個
体差に年齢が影響することを初めて実証した。 
P002★ 

炭素・窒素安定同位体比からみたハナゴンドウとスジイルカにおける摂餌生態と社会構造の関係 
〇塚田 秋葉 1, 淀 太我 1, 大泉 宏 2, 前田 ひかり 3, 金治 佑 3, 船坂 徳子 1 

（1 三重大学大学院生物資源学研究科, 2 東海大学海洋学部, 3 水産研究・教育機構水産資源研究所） 
 

 鯨類の社会構造は多様であり，これまで個体の同伴率，群れ内の個体の年齢や性状態等から推定され
てきた．群れ形成の意義の１つに採餌効率の向上が挙げられるが，摂餌生態と社会構造の関連性を調べた
研究はほとんどない．本研究では，群れのメンバーシップが安定的な種では群れ間より群れ内で摂餌が類
似し，流動的な種では類似しないという仮説を立て，これを検証した． 

2023 年 9 月から翌 2 月に和歌山県太地町で行われた鯨類追込網漁業で水揚げされたハナゴンドウ 5 群
24 頭とスジイルカ 10 群 108 頭から筋肉と表皮を採取した．試料を乾燥，粉末化，脱脂後，炭素・窒素安
定同位体比を分析した．同位体比の分散の指標値である標準楕円面積（SEAc）（‰²）を群れ毎および種毎
に算出し，種の同位体比の SEAc に対する群れの SEAc の割合を種間で比較した． 

筋肉と表皮の同位体比における各種の SEAc に対する群れの SEAc の割合は，ハナゴンドウでそれぞれ
14.0±7.1％と 23.6±12.8％，スジイルカで 62.6±28.0％と 71.7±51.2％となり，流動的な社会を形成するス
ジイルカの方が高い値を示した．これは，メンバーシップが流動的な種では群れ内で摂餌が類似しないと
いう仮説を支持することから，同位体比には各種の社会構造が反映されており，鯨類における群れ内の摂
餌傾向の類似性は社会構造の解明に資する重要な情報になり得ると考えられた． 
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P003 

同所的に生息する有蹄類の農地に対する行動特性の違い 
〇池田 敬 1, 七條 知哉 2（1 信州大学, 2 岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター） 

 

野生動物による農作物被害を減らすためには，侵入防止対策と加害個体の捕獲を中心とした被害管理が
不可欠である。農地周辺に生息する野生動物の特性に合わせた効果的な捕獲を実施する必要がある一方
で，農地に対する行動特性を検証した事例は限られている。そこで本研究は，カメラトラップ調査から同
所的に生息するニホンジカ，イノシシ，ニホンカモシカにおける農地に対する行動特性の違いを評価する
ことを目的とした。 

カメラトラップ調査は，2023 年と 2024 年の 6 月から 11 月において岐阜県内 6 地域で実施した。各地
域における自動撮影カメラは，農地から約 1.6km の範囲内に各 20 台設置した。各種の行動特性は，各カ
メラの有効撮影範囲内における滞在時間，各カメラにおける夜間撮影割合と相対生息密度を算出した。そ
の後，農地から各カメラまでの最短距離を算出し，一般化線形混合モデルを用いて各行動特性との関係性
を調査した。 

その結果，ニホンジカは農地周辺において夜間を中心に活動し，人間活動をあまり警戒していない一方
で，イノシシは農地周辺をあまり利用せず，人間活動に対して敏感に反応している可能性がある。また，
ニホンカモシカは人間活動に対して敏感に反応していない一方で，農地周辺をあまり利用していないこと
が示唆された。以上の結果，農地周辺に生息する各種の人間活動に対する特性を考慮し，手法や地点を検
討した捕獲が効果的だろう。 
P004★ 

アナグマとタヌキの家屋侵入被害の低減を目的とした超音波の影響に関する研究 
〇牛木 健太郎 1, 郡司 龍治 2, 神田 剛 3, 金子 弥生 1（1 東京農工大学, 2 アドキン環境株式会社,  

3 東京野生生物研究所） 
 

中型食肉目動物は、家屋侵入による汚染や騒音などの生活被害を発生させることが知られている。音に
よる防除は、海外では一般に利用されているが、日本における超音波による忌避の研究はされていない。
本研究では、ニホンアナグマ（以下アナグマ）・ホンドタヌキ（以下タヌキ）に対する超音波の忌避効果を
検証することを目的として、東京都日の出町の森林内において、ランダムに音が変化する音圧発生装置
「まもるくんⅡ」（アドキン環境株式会社製）を設置しカメラトラップによる行動観察を行った（2024 年
5 月〜7 月）。実験期間を装置設置前・装置設置中・装置設置後に区分し、各期間における撮影頻度指標
（RAI）の変化、受信強度の強い・弱い範囲への侵入の頻度の比較等を行った。その結果、両種の装置設置
中の RAI は減少しなかったが、タヌキにおいて受信強度の強い範囲への侵入の割合が有意に減少した。次
に、アナグマによる床下の侵入被害が発生している⺠家１軒における実験（2023 年 11 月〜2024 年 7 月）
を実施し、装置を設置した初日にアナグマが立ち去る様子が観察された。これらの結果から、超音波装置
はアナグマには短期間の忌避効果があること、タヌキは超音波を認識し、強い音の範囲を避ける傾向があ
るものと考えられる。一方で両種とも季節性の行動変化が実験に影響した可能性があり、より⻑期や他季
節における実験を行う必要がある。 
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P005 

市⺠調査による東京都におけるタヌキの分布と生態 
〇徐 ジュン, 金子 弥生（東京農工大学） 

 

住宅地や商店街などの人間活動が多い私有地では、タヌキ (Nyctereutes procyonoides viverrinus) の生
態情報を把握することが困難である。日本ではまだ事例のなかったマスメディアと共同の市⺠参加型調査
を実施し（NHK シチズンラボプロジェクト「タヌキ大調査！」）、東京都におけるタヌキの分布と生態につ
いて考察を行った。市⺠による情報提供は、HP サイト内へ直接投稿する。本研究では 2022 年 2 月から
2023 年 1 月までに収集されたデータ 183 件を使用した。データの写真や動画を参照し、種、時間、目撃
地点として入力された住所を地図上で確認し、分析用のデータベースとして整えた。データや投稿者のコ
メントやタヌキの被毛と皮膚の状態から健康状態についてもデータベース上に入力した。その結果、投稿
された情報の位置は主に⽂京区と多摩地域に隣接する区部⻄部に集中していた。タヌキは市⺠の自宅の庭
や道路などの住宅地において、最も多く観察されていた。このことはタヌキが既存報告にあるような都市
公園の緑地や水路に生息しているだけでなく、市⺠の住環境の中にも生息していることが本研究によって
初めて証明され、人間活動への適応性を示していることが考えられる。今回東京都において市⺠に目撃さ
れたタヌキのうち約 3 分の 1 には、少なくとも皮膚に病気と思われる異常が見られた。 

P006★ 

ニホンジカの増加はニホンカモシカの食性と生息地利用に影響を与えるのか？ 
〇山根 里実, 難波 鈴香, 髙田 隼人（東京農工大学） 

 

種間競争の直接的な証拠の一つとして、ある種が他方の種の食性や生息地ニッチに与える負の影響の検
出が挙げられる。有蹄類において、在来種間では進化の過程でニッチ分化が発達しており、種間競争は生
じにくいためニッチシフトが示された研究はない。日本では近年のシカ個体数の爆発的な増加と、それに
伴うカモシカの個体数の減少などから、2 種間で種間競争が生じている可能性が指摘されている。  しか
し、シカの増加がカモシカの食性・生息地ニッチに与える影響は明らかになっていない。そこで本研究で
は、シカの増加前後でカモシカの食性、生息地利用を比較することで、種間競争の可能性を検討した。調
査は⻑野県浅間山で実施し、シカの相対密度の推定には糞塊調査、食物資源量の評価にはバイオマス指数
を用いた。カモシカの食性と生息地利用は直接行動観察により評価した。その結果、シカ低密度期に比べ
て高密度期に食物資源量、特にカモシカが好む広葉草本が減少した。カモシカの食性は、シカの増加前後
で変化しなかった。一方、カモシカの生息地利用は、シカ低密度期に比べて高密度期で崖付近の利用が有
意に増加した。崖は植生の被覆が少なく食物資源が乏しい環境であるが、カモシカは平坦地を好むシカを
避けるために崖の利用を優先した可能性がある。本研究は、シカの増加がカモシカの生息地利用と食物資
源に負の影響を与えることを示し、2 種で種間競争が生じている可能性を示唆した。 
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P007★ 

環境の異なる三地域におけるニホンカモシカ Capricornis crispus 個体群動態モデルの構築 
〇菅野 友哉, 髙田 隼人（東京農工大学） 

 

近年、ニホンカモシカ(以下カモシカ)は、ニホンジカ(以下シカ)の増加に伴う植生劣化や、くくり罠によ
る錯誤捕獲の影響などで個体数が減少しており、保全のためにはこれらの減少要因が個体群動態に及ぼす
影響を明らかにする必要がある。⻑期的な個体の生存・繁殖データを用いて個体群行列を構築すること
で、個体群動態の将来予測が出来る。これまでの有蹄類の個体群動態の将来予測研究では、気候変動や捕
食・狩猟圧、植生変化の影響を扱っており、他草食獣による資源消費や錯誤捕獲の影響を検討した例はな
い。さらにカモシカは生息環境により食性や配偶システム、繁殖成功率が異なるため、これらの減少要因
は個体群により異なる影響力も持つ可能性がある。そこで本研究では、植生やカモシカ・シカ密度の異な
る富士山（4 年）、浅間山中腹（5 年）、浅間山高山帯（10 年以上）において蓄積されたカモシカの直接観
察による個体識別データから、カモシカの年齢別の生存・繁殖率のパラメータを推定し、個体群行列を構
築し、成⻑段階毎の生存・繁殖率変動の影響を感度解析により評価する。そして三地域のカモシカ個体群
それぞれでシカ増加とそれに伴う餌資源変化、錯誤捕獲影響下での将来シナリオをシミュレートする。こ
れにより、各個体群の保全のために効果的な対策を提示することを目指す。 

P008 

タヌキの食性における地理的変異：メタ解析による評価 
〇榎本 孝晃 1,2, 斎藤 昌幸 3（1 岩手連大, 2 北海道立総合研究機構, 3 山形大学） 

 

 食性の地理的変異の理解は、対象種の採食生態の理解や将来的な環境変化に対する応答を予測するう
えで重要である。タヌキの食性は日本や移入地域であるヨーロッパで広く報告されているものの、その地
理的パターンは明らかになっていない。本研究ではタヌキの食性の地理的パターンを明らかにすることを
目的として、メタ解析により食性と環境要因の関係を評価した。 

2024 年 1 月時点までに報告されたタヌキの食性研究をレビューし、46 報 51 地点（アジア 29 地点、ヨ
ーロッパ 22 地点）の食性研究を解析に用いた。食性と環境要因の関係を評価するため、餌項目（哺乳類、
鳥類、両生・爬虫類、魚類、無脊椎動物、果実類、人工物）の出現頻度や食性のニッチ幅を目的変数、季
節、NDVI（植生活性度の指標）、HFI（人間活動の指標）、調査地域（アジア/ヨーロッパ）を説明変数とす
る GLMM を構築した。 

解析の結果、タヌキは無脊椎動物と果実類を主要な餌資源としつつも、地域によっては哺乳類や鳥類、
両生爬虫類、魚類、人工物などを高頻度に利用していることが明らかになった。また、各環境要因はタヌ
キの食性や食性幅に有意な影響を与えていた。本研究により、タヌキは地理気候的な餌資源量の違いに応
じて食性を変化させる柔軟な採食戦略を有していることが示された。将来的な気候や土地利用の変化は、
タヌキの採食戦略の変化を通じて種間関係や生態系に影響を与えるかもしれない。 
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P009★ 

核リボソーム RNA 遺伝子の進化における保存性と変異性 
〇田中 晴 1, 明主 光 2, 岩佐 真宏 1（1 日本大学大学院 生物資源科学研究科,  

2 日本大学 生物資源科学部） 
 

多重遺伝子族の核リボソーム RNA 遺伝子（rDNA）は，コピー間の協調進化により変異が均質化すると
される．複数の領域からなる rDNA は，各領域で進化速度が異なるが，特に 28S，18S，5.8S 領域は進化
速度が遅く，大進化を推定する指標として有効である．またタンパク質をコードする遺伝子と異なり，リ
ボソーム RNA（rRNA）は，その高次構造がリボソームの構造に直接関与する．そこで本研究は，齧⻭目
Rodentia，真無盲腸目 Eulipotyphla を対象に 18S rDNA 領域の塩基配列（約 1.8 kb）を決定し，塩基配列
の保存性・変異性と rRNA 二次構造との関係について検討した．その結果，わずかな塩基置換と局所的な
塩基数の変異を伴う極めて保存的な配列が全分類群間で認められた．通常，真核生物の 18S rRNA 二次構
造は変異が少ない non-variable region と多い variable region（V1〜V9）を有するが，本研究の塩基置換
は non-variable region と variable region の双方に認められ，塩基数の変異は V2 にのみ集中していた．ま
た科レベルでの高い相同性は認められたが，他の遺伝子で示唆される分類群間の系統関係は認められなか
った．したがって 18S rDNA は，リボソームの高次構造による制約を受けながら，高次分類群ごとに独自
の分化を遂げてきたと推察された． 

P010 

照葉樹林が広がる河川上空 41m を飛ぶクロホオヒゲコウモリ：垂直空間利用の新知見 
〇中川 智裕 1,2, 坂田 拓司 2, 渡邉 ⻯⼰ 2,3（1 熊本県立大学, 2 熊本野生生物研究会,  

3 熊本市立必由館高等学校） 
 

クロホオヒゲコウモリ Myotis pruinosus は、日本固有の森林性コウモリであり、本州から九州にかけ
て断続的に分布が報告されている。しかし、その捕獲記録は限られる。特に九州において、生息域の縮小
や分断化が懸念されており、レッドデータブックくまもと 2019 では絶滅危惧ⅠA 類に指定されている。本
研究では、熊本県球磨郡相良村の椎葉谷川に架かる橋梁に設置した粘着トラップにより、本種の雌の当歳
獣 1 個体を偶発的に捕獲した。捕獲地点は水面から約 41m の高度にあり、本種が高高度を飛翔可能である
ことを直接示した初の記録である。さらに、同所で行った水生昆虫の垂直分布調査では、30〜40m の高度
でも一部の分類群の羽化水生昆虫が確認され、本種がこれらを採餌対象としていた可能性が示唆された。
そこで、食性解析のため胃内容物のメタバーコーディングを試みたものの、対象とした節足動物および河
川底生無脊椎動物の DNA 増幅ができなかった。本種は照葉樹林をねぐらや採餌場所として利用することが
知られ、今回の確認地点も原生的な照葉樹林に隣接していた。今後は照葉樹林の面的連結性に加え、垂直
方向の空間構造の維持が生息地保全にとって重要となる。また、高高度を飛翔することから、風力発電施
設との衝突リスクも懸念され、非殺傷的かつ高所対応型の調査手法の導入と、それを用いた本種の生態解
明が今後の課題といえる。 
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P011★ 

北海道の天然針広混交林におけるエゾモモンガ Pteromys volans orii の個体数変動  
〜14 年間の⻑期野外観察結果から〜 

〇野中 咲葉, 押田 龍夫（帯広畜産大学） 
 

採食資源の豊凶や感染症などの様々な要因で，哺乳類の個体数は変動することが知られている．これま
でに北半球に生息するネズミ類を対象として個体数変動に関する多くの研究結果が報告されており，例え
ば北海道のエゾヤチネズミでは 4 年周期の変動を示すことが確認されている．しかし，同じ齧⻭類であっ
てもリス類ではこのような周期的な変動パターンは知られていない．そこで本研究では周期的変動がネズ
ミ類以外の齧⻭類でもみられるかを検証するため，タイリクモモンガの北海道個体群（亜種エゾモモンガ
Pteromys volans orii）を研究対象とし，個体数の変動パターンを解明することを目的とした．調査地は富
良野市に位置する東京大学北海道演習林内のトドマツ優占天然針広混交林とした．2020 年を除く 2010 年
から 2024 年の 14 年間にわたって約 5.4ha の調査区を継続設置し，60 個の巣箱を用いて本亜種の成獣お
よび亜成獣個体を捕獲した．得られたデータを用いて個体数の変動を検討した結果，エゾヤチネズミのよ
うな周期的な変動は見られなかったが，年ごとに個体数は不規則に増減しており，特にオス個体の増減が
大きいことが明らかになった．メス個体よりも行動圏が広いオス個体の在否によって，面積が限定された
調査区内の個体数が影響を受けている可能性が示唆された． 

P012 

北海道におけるヒグマとエゾシカの種子散布機能 
〇綱本 良啓 1, 釣賀 一二三 1, 宇野 裕之 2, 朝倉 卓也 3, 小林 木野実 3, 祐川 猛 3, 池田 智亮 3,  

⻑ 雄一 1, 日野 貴⽂ 1（1 北海道立総合研究機構, 2 東京農工大学, 3 札幌市円山動物園） 
 

北海道に広く分布するヒグマとエゾシカは、移動能力が高く様々な植物を採食する大型哺乳類である。
したがって、周食種子散布者として植物の世代更新や分布拡大に貢献している可能性がある。本研究で
は、ヒグマとエゾシカの種子散布機能の解明を目的として、飼育個体を用いた採餌試験、排泄種子を用い
た発芽試験、野生個体の GPS 追跡データの解析を実施した。 

ヒグマ：液果樹木 3 種（サルナシ、ヤマブドウ、ウワミズザクラ）について、調べたところ、種子の消
化管通過時間は平均約４〜7 時間であり、排泄種子からの発芽が全ての種で確認できた。種子散布距離
は、最大 6 ,112 m と推定された。一方で、サルナシ種子は、果肉が付いた状態で排泄された場合に発芽率
が低かった。果肉が硬い段階で採食された場合は、果肉が消化されず種子散布効率が低下する可能性があ
る。 

エゾシカ：液果樹木（ヤマブドウ、サルナシ、ハマナス）の場合は、多くの種子が消化過程で破壊され
るが、健全な状態で排泄された種子は発芽可能であった。最大種子散布距離は、18,496 m と推定され、特
に越冬地への移動中は⻑距離散布への貢献度が高かった。また、外来牧草であるナガハグサの種子も、発
芽可能な状態で排泄された。GPS データと植生図を用いて推定したところ、牧草種子を、周囲の農地や森
林など様々な環境に散布していると考えられた。 
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P013★ 

ヒナコウモリの性差ある移動分散パターン：mtDNA と核ゲノムの比較による解析 
〇上山 隼平 1, 尾針 由真 2, 梶原 将大 2, 河合 久仁子 3（1 東海大学大学院生物学研究科,  

2 北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所, 3 東海大学生物学部） 
 

哺乳類の多くは出生地にメスが留まり，オスが分散する傾向が知られ，多くのコウモリでも同様の傾向
が報告されている．ヒナコウモリ Vespertilio sinensis は北海道から本州まで広く分布し，⻑距離飛翔が可
能な翼形態を持つことから夏と冬のねぐら間を季節的に移動すると考えられている．これまで，ミトコン
ドリア DNA（mtDNA） の解析により，北海道と本州間の季節的移動がないことが示唆されたが，地域間
における移動・分散パターンの性差や遺伝子流動の方向は不明であった．本研究では，国内 11 集団（夏の
出産哺育集団：6 集団，冬眠集団：5 集団）の計 273 個体について，ゲノムワイド一塩基多型（SNP）を
MIG-seq 法によって取得し，Admixture および DAPC 解析により遺伝的集団構造を評価した．その結果，
Admixture 解析では K=1 が選ばれ，DAPC 解析でも明確な地域的分化は認められなかった．これらの結果
から，⺟系遺伝子（mtDNA）では北海道と本州間など地域内で留まる傾向があるのに対し，核遺伝子は高
い遺伝子流動が起きていることが示唆された．すなわち，本種のメスは出生地にとどまる傾向にあるが，
オスは海峡（津軽海峡）を超えて分散するなど，広範囲に遺伝的分散が起きている可能性が高い．以上の
ことから，本種において性に偏った分散が，遺伝的集団構造に大きな影響を与えていることが明らかにな
った． 

P014★ 

浅間山におけるホンドオコジョの排糞場環境の季節変化 
〇髙田 幸作, 髙田 隼人（東京農工大学） 

 

オコジョ（Mustela erminea）の生息地選択は、食性に強く影響されると考えられており、高緯度地域
では、主要な餌資源である小型哺乳類の豊富な環境を利用することが知られている。日本産の一亜種のホ
ンドオコジョは小型哺乳類だけでなく、季節に応じて昆虫や果実も主食とする。したがって、ホンドオコ
ジョの生息地利用は食性と対応した季節変化がある可能性があるものの、これまでに情報がない。そこで
本研究では、ホンドオコジョの排糞場の環境を評価し、その季節変化を明らかにすることを目的とした。
⻑野県浅間山において、2023 年 8 月〜2025 年 1 月にかけて山地帯から亜高山帯の登山道計 300 km を踏
査し糞を 98 個発見し、各発見地点の植生タイプ、標高、斜度、河川からの距離を記録した。その結果、排
糞場の植生タイプは季節変化し、春と冬は針葉樹および広葉樹林、夏はそれらに加えて草原や裸地、秋は
裸地で多かった。本地域におけるホンドオコジョの主食は、森林性小型哺乳類であるが、これに加えて夏
は草原性の昆虫類、秋は裸地に自生する矮性のベリー類を利用する。こうした主要な餌資源の季節変化に
合わせて生息地利用を変化させた可能性が示唆された。本結果は草原や裸地といった開放環境を忌避する
とする海外の個体群とは対照的である。以上より、ホンドオコジョは季節的な餌資源の変動に対応し、独
自の生息地選択を行っている可能性が示唆された。 
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P015 

DNA 多型解析を用いた札幌市におけるヒグマの遺伝的集団構造 
〇萩埜 由香 1, 熊谷 翼斗 2, 大久保 瑛美 2, 菊地 静香 1, 早稲田 宏一 3, 中村 秀次 3, 伊藤 哲治 1,2, 

佐藤 喜和 1,2（1 酪農学園大学大学院酪農学研究科, 2 酪農学園大学環境共生学類,  
3EnVision 環境保全事務所） 

 

近年札幌市ではヒグマ Ursus arctos の個体数が増加したことに伴い森林が市街地に接する地域にまで分
布拡大し、市街地や人の生活圏へ出没する事例が増えている。適切な保護管理活動のため、こうした地域
個体群の回復と分布拡大の状況を科学的に説明し、必要な情報をまとめて行くことが重要となる。 

本研究では、ヒグマの遺伝的集団構造を推定し、分布拡大過程の理解を通じて今後の保護管理に役立つ
情報の提供を目的とする。 

方法：2018 年〜2024 年に札幌市の森林内における生態調査および市内のヒグマ出没対応によって収集
された問題個体を含む体毛・肝臓など 176 試料を用いたマイクロサテライト遺伝子解析情報から、127 個
体を識別し、解析ソフトウェア（Structure ver.2.3．4）を用いて分集団構造の推定を行った。 

結果：札幌市のヒグマ個体群は大きく 2 つの分集団からなる可能性が高かった。個体識別された 127 サ
ンプル中 89 サンプルが純系、31 サンプルが交雑、7 サンプルが F2 であった。また、分集団の地図上の分
布を確認し、性別・集団カテゴリー別で分布に異なる傾向が見られた。これらのことから、札幌に生息す
るヒグマの分集団は現在交雑が進行している段階であることが示唆された。 

P016★ 

日本産ユビナガコウモリの季節移動の空間スケールとその性差の推定 
〇秋山 礼, 兼 祐翔, 後藤 晋, 福井 大（東京大学大学院農学生命科学研究科） 

 

コウモリは飛翔によって⻑距離を移動する能力を有し、中には 2000km を超える移動を行う種も知られ
ている。コウモリの移動の実態を明らかにすることは、風力発電施設との衝突リスク評価や人獣共通感染
症の拡大予測に貢献するため、極めて重要である。日本を含む温帯域に生息するコウモリでは、一部の種
において夏季に出産・哺育を行うために特定のねぐらに集合し、その後、越冬のために別のねぐらへ移動
するという季節移動を行う。しかし、従来の標識再捕獲法を用いた研究では、コストが大きい割に非効率
であったため、季節移動の空間スケールや性差については、限られた種や地域でしか調査が進んでいなか
った。 

本研究では、200 km 以上の移動が確認されているユビナガコウモリを対象に、出産哺育地および越冬地
で採取した組織サンプルを用いて、ミトコンドリア DNA および核マイクロサテライト領域を対象とした集
団遺伝学的解析を実施した。そして、両者を比較することで、1. 季節移動の空間的なスケール、2. 雌雄で
の差異について、解明を試みた。本発表では、夏季と冬季でのハプロタイプの分布の変化や遺伝的多様性
の地理的傾向の比較から、日本におけるユビナガコウモリの季節移動のスケールについて考察を行う。加
えて、雌雄別に集団遺伝構造を比較することで、移動生態の性差についても扱う。 
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P017 

堅果類の資源状況と季節的変化がツキノワグマに対する巣蜜の誘引性と捕獲効率に及ぼす影響 
〇姜 兆⽂ 1, 大竹 崇寛 1, 福井 聡 2, 加藤 敬介 1, 大⻄ 勝博 1, 中野 祐二 1 

（1㈱野生動物保護管理事務所, 2 一般財団法人日本気象協会） 
 

本研究では、宮城県・山形県境の国有林およびその周辺地域を対象に、2020 年 6 月から 2024 年 11 月
までの期間、ドラム缶わなを用いてツキノワグマの巣蜜による誘引と捕獲の実態を調査した。巣蜜の誘引
性および捕獲効率が季節的変化や堅果類資源の豊凶における影響を明らかにすることを目的とした。調査
は年ごとに異なる設置地点数で実施され、2020 年は 5 地点、2021 年は 3 地点、2022 年および 2023 年は
9 地点、2024 年は 10 地点であり、誘引と捕獲時期も異なった。クマの誘引・捕獲回数を集計し、年次お
よび季節変化を解析するとともに、堅果類の資源状況との関連性についても検討した。誘引回数は全体で
135 回（2020 年 33、2021 年 19、2022 年 12、2023 年 27、2024 年 44）になり、捕獲回数は全体で 20
回（2020 年 5、2021 年 1、2022 年 1、2023 年 8、2024 年 5）であった。年次誘引率（誘引回/日;％表
記）は、2020 年 8.57、2021 年 4.37、2022 年 2.49、2023 年 4.41、2024 年 5.43、年次捕獲効率（捕獲回
/日;％表記）は、2020 年 2.11、2021 年 4.35、2022 年 0.24、2023 年 6.02、2024 年 0.92 であった。誘引
率と捕獲率には年と季節による差異が見られた。この要因として、誘引物の設置時期による影響や堅果類
の豊凶が考えられた。発表内容として、より詳細な季節による違いや堅果類の豊凶との関係性の分析結果
に基づき議論と考察する予定である。本発表は、日本気象協会の委託業務において得られたデータをもと
に取りまとめたものである。 
P018★ 

ヒグマにおける肝臓および筋肉 DNA のメチル化レベルを指標とした年齢推定の試み 
〇筒井 涼太 1, 中村 汐里 1, 松林 良太 2, 新庄康平 康平 2, 山中 正実 2, 白根 ゆり 3, 萩野 恭伍 4,  

伊藤 英之 5, 坪田 敏男 1, 山﨑 淳平 1, 下鶴 倫人 1（1 北大獣医, 2 知床財団, 3 北海道立総合研究機構,  
4 のぼりべつクマ牧場, 5 京都市動物園） 

 

野生動物を対象とした研究において、特定の DNA 領域に認められる、加齢に伴うメチル化レベルの変化
を指標とした年齢推定が行われ始めている。我々は近年、ヒグマにおいて血液 DNA のメチル化レベルを指
標とした年齢推定法を確立した。しかし死亡個体からの血液採取は時に困難であるため、より簡便に収集
可能な試料を用いた年齢推定法を確立するのが望ましい。本研究では、肝臓・筋肉から抽出したヒグマ
DNA を用いた年齢推定法を確立するため、年齢とメチル化レベルが相関する DNA 領域を特定することを
目的とした。肝臓・筋肉は、年齢が明らかである飼育下（雌 3 個体、24〜31 歳）および野生下（雌雄計
23 個体、0〜19 歳）のヒグマから死後に収集した。抽出した DNA を Bisulfite 処理した後、15 の DNA 領
域を対象として PCR 増幅を行い、次世代シーケンサーを用いてメチル化レベルを解析した。この結果、肝
臓由来の DNA では、6 領域 11 メチル化部位で年齢とメチル化レベルとの間に強い正の相関（R2 > 0.7）
が認められた。一方、筋肉由来の DNA では、解析したいずれの領域においても年齢とメチル化レベルとの
間に相関は認められなかった。以上より、肝臓由来 DNA のメチル化レベルを指標としてヒグマの年齢を推
定できることが示唆された。今後は肝臓における上記 6 領域のメチル化レベルに基づき年齢推定モデルを
構築し、精度を検証する予定である。 
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P019 

テンは太らないって本当？−飼育下におけるホンドテンの体重の季節変化 
〇大河原 陽子（井の頭自然⽂化園） 

 

餌条件の厳しい時期に対して哺乳類が持つ備えの一つとして、脂肪組織の蓄積が挙げられる。季節変化
が明瞭な日本においては、様々な動物で体重や採食量が季節的に変化し、餌資源量の増減と対応すること
が知られる。テン属他種を対象にしたこれまでの研究では、本属は季節を問わず体脂肪が少なく、冬に備
えて脂肪を蓄積しないと考えられてきた。しかしながら実証例は限られており、日本に生息するホンドテ
ンについては不明である。そこで本研究では、本種における体脂肪を蓄積する能力の有無を検証すること
を目的とした。 

飼育下のオスのホンドテン 3 個体に通年一定量の餌を給餌し、2 週間に 1 回体重を計測した。期間は
春、夏、秋、冬に分けた。 

その結果、体重の季節変化には個体差が見られた。個体 A の増加率は 2.7%（最大：秋 1.57±0.05kg、最
小：冬 1.53±0.03kg）で、ほとんど変化がなかった。一方、個体 B は 27.8%（最大：冬 1.73±0.06kg、最
小：夏 1.35±0.12kg）、個体 C は 18.4%（最大：冬 1.61±0.07kg、最小：春 1.36±0.13kg）と季節的な変化
が見られ、両個体とも冬に体重が最も重かった。したがって、ホンドテンの体重には季節的な増減が確認
される場合があることが明らかになった。このことは、野生下における季節的な餌資源量の減少がテン属
の体重増加の制限要因のひとつになっていることを示唆する。 

P020★ 

スナメリの肺におけるマイクロプラスチックの曝露実態 
〇⻲山 優子, 内田 皐陽, 八木 光晴, 天野 雅男（⻑崎大学） 

 

マイクロプラスチック( MPs )は, 肺に影響を与える可能性があり, 呼吸器系への健康被害が懸念されて
いる. 特に沿岸域に生息する鯨類は, MPs に晒されている可能性が高いが, 肺に関する知見が乏しいのが現
状である. そこで本研究では, 沿岸域に生息するスナメリに着目し, 肺における MPs の曝露実態を明らか
にすることを目的とした. 

⻑崎県周辺で漂着または混獲されたスナメリ計 9 個体(内 1 個体は胎児個体)の肺を用いた. スナメリの
肺を 3 つの部位に分け, 各々から内部組織を 10 g 摘出した. 摘出した組織は, 約 2 週間, 過酸化水素 30 ％
溶液に浸し, 震盪インキュベーター(110 rpm, 55 ℃）を用いて溶解した. 溶液は, ステンレスメッシュフィ
ルター(孔径 20 ㎛), PTFE メンブレンフィルター(孔径 5 ㎛）の順に 2 枚のフィルターに吸引濾過した. 濾
過したフィルターを観察し, MPs の大きさ, 色, 形状を記録した. また, μ-FTIR を用いてポリマー種を特定
した. 

9 個体のうち胎児個体を除く 8 個体から計 30 個の MPs が検出された. 検出された MPs の大きさの範
囲は 5.95〜767.81 ㎛, 形状は繊維, 色は⻘色, ポリマーは PE が最も多かった. 個数と年齢に正の相関がみ
られなかったこと, 全体の 53 %が血管へ移行しやすいと考えられている 83 ㎛以下の大きさであったこと
から, 肺に吸入された MPs の約半数は, 血液を通じて他臓器へ移行している可能性がある. 
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P021★ 

北海道におけるトドの摂餌生態 
〇古屋 賢人 1, 桑原 凪沙 2, 堀本 高矩 3, 磯野 岳臣 2, 服部 薫 2, 後藤 陽子 3, 山村 織生 1 

（1 北海道大学水産科学院, 2 水研機構水資研, 3 稚内水試） 
 

トド Eumetopias jubatus は秋季から初夏にかけてロシア繁殖場から北海道沿岸に来遊する。その主要
餌はタラ類やニシンなどの大・中型魚類や、ミズダコなどの頭足類だが、年代や海域によって変化するこ
とが知られており、近年のトド自身あるいは餌生物の豊度と分布の変化に応じて食性が変化している可能
性が考えられる。そこで本研究では、近年の北海道各地のトドの食性を明らかにすることを目的とする。 

2020〜23 年の各年 11 月〜翌年 6 月に北海道各地（根室海峡、宗谷、礼⽂および石狩以南）で採捕され
た 167 個体のトド胃試料の胃内容物分析を行い、硬組織から各餌生物の湿重量組成を算出した。また、各
海域で出現頻度（FO%）、重量割合および相対重量組成を算出した。さらに、トド各個体の餌生物重量組成
の Horn 非類似度指数を目的変数、採捕年度、期間（11-1 月、2-3 月および 4-6 月）および海域を説明変
数とした制限付き主座標分析（CAP）を行った。 

各海域の主要餌として、根室海峡ではスケトウダラ、宗谷ではタコ類、礼⽂ではホッケ、石狩以南では
ニシンが挙げられた。特にニシンは宗谷を除く全ての海域で出現し（FO%≥25%）、各海域における本種の
回復傾向を反映した。また、CAP の主座標プロットでは、4-6 月、2-3 月、11-1 月の順でニシンの近くに
位置した。これは、産卵期に沿岸域に来遊したニシンを本種が利用していることの反映と考えられた。 

P022 

一体どのくらいいるの？雪中で越冬するコウモリの密度下限値を推定する 
〇平川 浩⽂ 1, ⻑坂 有 2（1 無所属, 2 道総研フェロー） 

 

多雪地のコテングコウモリは積雪中で越冬する。今回初めて、現実味のある越冬密度の下限値を推定で
きたので報告したい。雪中越冬は単独で行われる。春、雪解けにより越冬個体は雪面に現れる。個体は積
雪の底近くにいるため、その出現は残雪が消える直前になる。日中、雪面に出現した個体は日没を過ぎる
とその場を離れる。露出から日没までの間、雪中で越冬した個体を確認できる。探索で出現個体全数を把
握できれば、越冬密度を推定できる。しかし、どんなに大きな探索努力を払っても全数把握は難しく、探
索努力や見落とし率の数値化も難しい。我々はこのため、密度に代わって密度下限値の推定を試みた。密
度とは面積当たりの個体数。見落としを前提にする下限密度推定では、計算の分子に発見個体数を当てて
よい。問題は分⺟となる面積で、我々の探索方法でその範囲は明確に定められない。そこで探索範囲の想
定を要しない面積の算出方法を考案した。その原理は単純で堅固。2 個体以上の発見があれば面積を算出
でき、探索努力情報に依存せず、探索の結果のみから下限値推定が可能となる。ただ、この下限値がどの
程度、実質的な意味を持つかの問題は残る。昨年（2024 年）春、英 BBC による冬眠明け個体撮影のた
め、総勢 8 人で集中的な探索を行った。その結果初めて参考に値する密度下限値を推定できた。この発表
では面積算出の原理、その適用方法と結果について報告する。 
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P023★ 

⻑期モニタリングからみたケナガネズミの樹洞利用パターン 
〇東 哲平 1, 小林 峻 2（1 琉球大学大学院理学部理工学研究科, 2 琉球大学理学部海洋自然科学科） 

 

樹上性齧⻭類にとって、樹洞は捕食回避や繁殖に不可欠な微環境である。そのため、樹洞利用パターン
の把握は、生態や生活史を理解する上で重要である。ケナガネズミ Diplothrix legata は、沖縄島、奄美大
島および徳之島に固有の国内最大のネズミ類である。本研究では、ケナガネズミの樹洞利用の季節・年変
化、および営巣樹洞の特徴を明らかにすることを目的とした。2019 年 7 月から 2025 年 2 月までの約 5 年
間に、のべ 46 個の樹洞に向けて自動撮影カメラを設置し、本種の樹洞への出入りを撮影した。また、対象
とした樹洞の形質と調査地の気温を記録した。46 個中 16 個（約 35％）の樹洞でケナガネズミの樹洞利用
が撮影され、このうち 4 個（約 9％）の樹洞で営巣行動が撮影された。本種の撮影頻度は冬季に高く、夏
季に低くなり、昼間の平均気温が 30℃を超える月は樹洞で撮影されなかった。同じ樹洞でも、年によって
撮影頻度はばらつき、同一樹洞に 2 年連続で営巣することはなかった。営巣が確認された樹洞は、営巣が
確認されなかった樹洞より有意に高い位置にあった。在来食肉目が生息していない沖縄島では、地上性の
ヘビ類による捕食を回避するために高い位置の樹洞を利用していると考えられる。同一樹洞で 2 年連続し
て営巣しないのは、捕食者に樹洞を学習されるのを防ぐためであると考えられる。また、夏季には樹洞内
の気温が上昇し、昼間の休息場所として適さないため利用頻度が減少した可能性がある。 

P024 

埼玉県の水田地帯におけるコウモリの生息地利用 
〇牧 貴大, 安野 翔（埼玉県環境科学国際センター） 

 

食虫性コウモリ類（以下コウモリ）は農業害虫を捕食し、その個体数を抑制する生態系サービスを持つ
ことが知られている。コウモリの生息地利用は周辺環境に大きく依存する。そのため、その生態系サービ
スを維持及び積極的に利用するためには、農地景観におけるコウモリと周辺環境との関係性についての知
見が必要不可欠である。そこで、本研究では埼玉県の水田地帯においてコウモリの活動、特に採餌行動と
周辺の景観要因の関係性の検証を行った。 

2025 年 5 月 12 日から 6 月 5 日にかけて埼玉県の農業用水路（見沼代用水）においてコウモリの録音調
査を行った。水路沿いの計 31 地点にて 5 分間の録音調査を 2 回ずつ行った 。録音した音声ファイルを 5
秒間ごとに分割し、専用ソフト(Kaleidoscope Pro)にて可視化することで、種またはギルド単位での識別
を行った。各分類群において音声が記録されたファイル数を生息地利用の指標である活動量と定義した。
また、コウモリが採餌する際に発する音声（採餌音）を採餌行動の指標として同時に記録した。 

本調査ではアブラコウモリ、ヤマコウモリ、ヒナコウモリの 3 種が識別された。アブラコウモリの音声
は 2248 ファイル記録され、ヤマコウモリ及びヒナコウモリの音声は 1067 ファイル記録された。採餌音は
アブラコウモリが 667 ファイル、ヤマコウモリ・ヒナコウモリが 75 ファイルに記録された。本発表では
上記のコウモリの活動量と景観要因の関係について議論する。 
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P025★ 

ニホンジカ増加がホンドギツネの生態に与える影響 
〇福島 瑳音, 宇野 裕之（東京農工大学） 

 
大型草食獣は生態系の構造や機能に対して強い影響力を持っており、その生息密度の増加は生物多様性

に負の影響を与えることがある。しかし、頂点捕食者によるトップダウン効果に比べ、大型草食獣が生物
間相互作用に及ぼすボトムアップ効果について検討された例は少なく、高次栄養段階の哺乳類を含む捕食
者―被捕食者間の相互作用への影響についてはほとんど検討されていない。そこで本研究では、ボトムア
ップ的なカスケード効果に着目し、ニホンジカがホンドギツネに与える影響を評価することを目的とす
る。 

本研究では、ニホンジカが高密度に生息する八ヶ岳中信高原国定公園中央部の霧ヶ峰地域を調査対象と
した。高層湿原・半自然草原・落葉広葉樹林・カラマツ植林地を含む全 19 地点で 2024 年 10 月〜12 月に
センサーカメラを設置し、各動物種の利用頻度を記録した。ネズミ類については 2024 年 10 月及び 2025
年 5〜6 月に捕獲調査を行った。さらに、各地点で植生調査を行うとともに、近隣の歩道および車道上を踏
査しキツネ糞を定期的に採取して、ポイントフレーム法により食性を調べた。本発表では、ニホンジカが
植生や獲物動物を介してホンドギツネの生息地利用や食性に及ぼす影響について議論する。 

P026★ 

北海道・知床半島におけるヒグマの体毛中の水銀濃度 
〇Tan, Joshaniel1, 松林 良太 2, 新庄 康平 2, Beyene Yared3, 神保 美渚 4, 白根 ゆり 5, 中山 翔太 3,6, 池中 良

徳 7, 石塚 真由美 3, 敏男 坪田 1, 下鶴 倫人 1,7（1Laboratory of Wildlife Biology and Medicine, Faculty of 
Veterinary Medicine, Hokkaido University, 2Shiretoko Nature Foundation, Shari, Japan, 3Laboratory of 
Toxicology, Department of Environment Veterinary Science, Hokkaido University, 4Central Fisheries 

Research Station, Fisheries Research Department, Hokkaido Research Organization, 5Research Institute of 
Energy, Environment and Geology, Hokkaido Research Organization, 6School of Veterinary Medicine, The 

University of Zambia, 7One Health Research Center, Hokkaido University） 
 

Mercury contamination in terrestrial carnivores is relatively unexplored, particularly regarding the land use 
context of their habitat. Mercury from dietary sources accumulates in their bodies and is deposited during hair 
growth, giving a reliable record of the time of exposure. We assessed total mercury concentrations in the hair of 
Hokkaido brown bears to investigate how factors such as sex, age class, location, and weight influence overall 
exposure. Hair samples (n = 117) were collected from bears culled in the Shiretoko Peninsula between 2020–
2023 and analyzed using Direct Thermal Decomposition-Gold Amalgamation-cold vapor atomic absorption 
spectroscopy. We applied linear mixed-effects models to test the relationship between mercury levels and 
individual traits, with the year of hair growth as a random effect. Individual variance was huge (0-6.403�g/g), 
significantly higher (224%) in ones that lived in the tip, and increased with weight. Evident yearly variation also 
suggested the availability of marine food sources influenced exposure. Our findings suggest that areas with less 
human activity and access to such food sources may inadvertently increase pathways to contaminants. 
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P027 

ラッコは北海道にどれだけいるのか？〜ボランタリーなセンサスから〜 
〇服部 薫 1, 外山 雅大 2, 小林 由美 3, 片岡 義廣 4, 石川 慎也 5, 有田 茂生 6, 河口 真梨 7,  
小谷 祐介 8, 鈴木 一平 9, 冨山 昌弘 7, 三谷 曜子 10（1 水産研究・教育機構水産資源研究所,  

2 根室市歴史と自然の資料館, 3 北海道大学農学部, 4NPO 法人エトピリカ基金, 5 えりも町,  
6 根室市観光協会, 7 無所属, 8 鳥獣保護区管理員, 9 北海道大学北方生物圏 FSC, 10 京都大学 WRC） 

 

ラッコの生息は、1990 年代後半から 2000 年代初頭、北海道東部沿岸への断続的な出現にとどまってい
た。その数および出現頻度は徐々に増加傾向にあり、2014 年に初めて幼獣を連れたメス成獣が確認され
た。その後、北海道東部沿岸への分布は確実となり、出産も毎年確認されている。分布したラッコによる
漁業被害も一部では顕在化しており、保全上の観点からも生息状況の把握が急務である。そこで、2017 年
から北海道東部沿岸において、生息状況の把握を目的に目視調査を実施した。 
 2017 年、22 年、24 年に、8 月下旬もしくは 10 月中旬に各 1−2 日間の調査期間を設け、襟裳岬から根
室半島までの生息が確認されている地点を中心に調査員を配置し、同時的に陸上からもしくは船舶を用い
て目視観察した。調査には、主に対象海域で鳥類や鰭脚類などの観察をしている者がボランタリーに従事
した。その結果、2017 年には幼獣 1 頭を含む 15 頭、5 年後の 2022 年には幼獣 8 頭を含む 46 頭、その 2
年後の 2024 年には幼獣 6 頭を含む 48 頭が観察された。これにより生息域の広がりと、個体数が増加傾向
にあることが確認された。陸上から観察できない海域も多く、また 2024 年の調査では生息している大⿊
島の調査ができなかったことから、50 頭を超える本種が北海道東部沿岸に生息していると考えられた。今
後は、このようなボランタリーな調査の定期的な実施とともに、調査地点を広げる努力も必要である。 
P028★ 

鳥取県江府町鏡ヶ成にて確認されたタヌキによるヒキガエルの捕食とその行動 
〇佐藤 幹太（鳥取県江府町役場 奥大山パークレンジャー） 

 

ニホンヒキガエル（Bufo japonicus japonicus）は、有毒な皮膚分泌物を持ち、多くの捕食者から忌避さ
れる両生類である。しかし一部の哺乳類は、毒を回避しつつ捕食する行動をとることが知られている。本
報告では、鳥取県日野郡江府町鏡ヶ成において観察された、タヌキ（Nyctereutes procyonoides）による
ニホンヒキガエルの捕食行動について紹介する。 

 
2024 年 4 月、繁殖期に多くのヒキガエルが集まる U 字溝付近に設置したセンサーカメラにより、タヌ

キがヒキガエルを捕食する様子が記録された。映像からは、捕食に先立ち、前肢でヒキガエルを転がす
「ローリング行動」が約 1 分間にわたり観察された。この行動は、有毒な皮膚腺の分泌を促し、捕食前に
毒素を排出させる適応的な行動であると考えられ、アライグマに報告された行動と類似する。 
 

さらに、2022 年および 2023 年にも、同地で腹部が欠損し皮膚が剥がれたヒキガエルの死体が複数確認
されており、本地域においてタヌキが継続的にヒキガエルを餌資源として利用している可能性がある。本
報告は、有毒両生類に対する哺乳類の捕食行動の理解を深める一助となる。 
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P029 

イノシシのネクロフィリア行動の記録 
〇稲垣 亜希乃 1, 奥田 圭 2, 小池 伸介 1（1 東京農工大学, 2 広島修道大学） 

 

同種または近縁種の死体との交尾を試みることをネクロフィリアという。ネクロフィリアは、哺乳類に
おいては鯨類、鰭脚類、霊⻑類、食肉類、齧⻭類で報告があるものの、各分類群にて 5 事例以下しか存在
せず、稀な現象といえる。本研究では、偶蹄類であるイノシシ（Sus scrofa）のネクロフィリア行動を世
界で初めて報告する。 

2023 年 10 月に栃木県日光市において、センサーカメラを用いてメス成獣のイノシシ死体の消失過程を
観察した。イノシシ死体が完全に消失するまでの期間、合計 335 本の動画を取得し、そのうち 189 本
（94.5 分）で 3 個体のイノシシ（オス成獣、メス亜成獣、性別不明成獣）が記録された。このうち、オス
成獣は 12 回にわたり死体に訪問するとともに、死体へのマウント行動（ネクロフィリア）が確認された。
また、死体の腐敗状況に関わらず、死体を動かす行動や死体の隣で休息する行動も観察された。これま
で、ネクロフィリアの記録は瞬間的な直接観察のみで報告されることが多い。一方で、本記録では約 1 ヶ
月にわたってメスのイノシシ死体に対する複数のイノシシの反応を定量化することで、ネクロフィリアと
それに関連する行動の意義について考察する。 

P030★ 

日本国内複数地点で捕獲されたドブネズミの VKOR 遺伝子多型 
〇飯島 央也 1, 和田 菜々星 1, 江口 勇也 2, 片平 浩孝 1, 神⼾ 嘉一 3, 谷川 力 3, 木村 悟朗 3,  

坂⻄ 梓里 1（1 麻布大学 生命・環境科学部, 2 麻布大学 環境保健学研究科, 3 イカリ消毒株式会社） 
 

ワルファリン等の抗血液凝固性殺鼠剤に対して抵抗性をもち、致死量を摂取しても死なないネズミをワ
ルファリン抵抗性ネズミという。抵抗性ネズミは、殺鼠剤の標的であるビタミン K エポキシド還元酵素
（VKOR）をコードする VKORC1 遺伝子の配列が変異し、ワルファリンが作用しにくい構造に変化してい
ると考えられている。実際、抵抗性ネズミの多くはこの VKORC1 のアミノ酸配列に変異を持っており、ヨ
ーロッパに生息する抵抗性を持つ個体では VKORC1 の 139 番目のアミノ酸の変化が報告された。日本で
は、ドブネズミ （Rattus norvegicus）におけるワルファリン抵抗性の報告はごく最近のことであり、本
種の抵抗性の獲得状況は不明である。そこで今回、国内 17 地域（北海道から愛媛県まで）で捕獲されたド
ブネズミ 74 個体について、VKORC1 遺伝子のスクリーニングを行った。その結果、Exon1 領域の 33 番
目のアルギニンがプロリンに置き換わるミスセンス変異が検出された。このアミノ酸変異は⻘森県で確認
された本邦初のワルファリン抵抗性ドブネズミで見られた変異と同じであり、抵抗性の原因であると推測
されている。本発表では、その他の変異も含め、ドブネズミにおける VKORC1 遺伝子の変異の保有状況に
ついて考察する。 
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P031 

東京都内の繁華街に生息するドブネズミの集団遺伝構造および殺鼠剤抵抗性遺伝子 VKORC1 の変異 
〇片平 浩孝 1, 江口 勇也 1, 坂⻄ 梓里 1, 舩越 優実 1, 小田 知輝 1, 関本 征史 1, 前田 健 2,  

小泉 信夫 3, 清川 泰志 4, 小松 謙之 5, 谷川 力 5（1 麻布大学生命・環境科学部, 2 国立健康危機管理研
究機構国立感染症研究所獣医科学部, 3 国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所細菌第一部,  

4 東京大学大学院農学生命学研究科, 5 東京都ペストコントロール協会） 
 

ドブネズミはヒトの生活圏に依存して暮らす衛生動物である。本種はヒトに感染しうる病原体を媒介す
るほか、食材や製品を食害し、特には電気ケーブルやガス管を破損して火災や都市機能への被害をもたら
す。原産は東南アジアであるが、自然分散や随伴侵入によって世界各地に広まり、都市部においては衛生
面および経済的観点から管理すべき対象とされてきた。一方で、国内の生物学的な理解については、これ
まで駆除に主な関心が向けられてきたため、他の家ネズミ類と比べて充足していない。特に遺伝的背景に
ついては、殺鼠剤抵抗性との関わりを含めて系統関係すら未詳であった。そこで本研究では、都内複数地
域で個体を捕獲し、ミトコンドリア DNA の D-loop 領域と殺鼠剤抵抗性遺伝子 VKORC1 遺伝子の変異を
調べた。2023 年 5 月から 12 月にかけて渋谷、新宿、上野、高田馬場で捕獲された計 128 個体を解析した
結果、D-loop 領域について 11 種のハプロタイプが得られ、場所間で異なる組成が認められた。VKORC1
遺伝子については、Exon 1 領域で 2 個、Exon2 領域で 3 個のミスセンスおよびサイレント変異が得られた
が、いずれも殺鼠剤抵抗性が報告されている変異ではなかった。これらはすなわち、個体の移動に伴うジ
ーンフローが都内で広く生じているというよりも、各地域における開発の歴史に応じた個別の集団形成と
感受性の維持を表していると考えられる。 
P032★ 

中型食肉目動物を対象とした低侵襲的遺伝子サンプリングのための箱型ヘアトラップの改良と評価 
〇大竹 優輝 1, ⻄田 義憲 2, 小林 啓介 3, 中山 慎一 3, 森崎 耕一 4, 生田 聡 4, 金子 弥生 1 

（1 東京農工大学, 2 北海道大学, 3 東日本高速道路株式会社, 4 株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング） 
 

野生食肉目の遺伝学的研究では、安定した DNA を大量に得られる筋肉や血液などのサンプルが主に用い
られてきたが、捕獲や採血などの侵襲的処置を伴うため、近年では代替として糞や体毛といった低侵襲的
サンプルの利用が進んでいる。日本国内ではヒグマ Ursus arctos やツキノワグマ U. thibetanus を対象に
ヘアトラップが採用されているが、中型食肉目への適用事例は確認されていない。本研究では、アメリカ
でアライグマ Procyon lotor などを対象に用いられた Belant (2004)のトラップを改良し、中型食肉目への
適用可能性を検討した。改良トラップは箱わなを基に、内部から扉を押し開けて脱出できる構造とし、扉
に金属ブラシを取り付けて通過時に体毛を擦り取る機構を備えた。2024 年 5 月に東京都府中市（東京農工
大学府中キャンパス）、7 月〜11 月に千葉県茂原市（もばら︵どうぶつのはし）の 2 か所において延べ 77
トラップナイト設置した。その結果、トラップは 12 回作動し、うち 8 回から 14 サンプル、平均 16.1 本
（1〜62 本）の体毛を採取した。動物の負傷や死亡は確認されなかった。得られた体毛から DNA を抽出
し、ミトコンドリア DNA を対象とした増幅断片⻑多型解析（AFLP）による種判別の結果、体毛 54 本の 1
サンプルについて、アライグマ由来であると判定された。今後は DNA 解析の成功率向上のために毛根付き
体毛を確実に採取できるよう、トラップ構造やブラシの改良が必要と考える。 
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P033★ 

景観遺伝的解析からみる信州伊那谷におけるツキノワグマの空間的遺伝構造 
〇松本 拓馬 1, 小井土 凛々子 1,2, ⿊江 美紗子 3, 中下 留美子 4, 遠藤 優 5, 齋藤 剛 6, 岸田 拓士 7, 

⻄岡 佑一郎 8, 山本 俊昭 9, 瀧井 暁子 10, 泉山 茂之 11, 大⻄ 尚樹 4, 津田 吉晃 12（1 筑波大院,  
2 京大 FSERC 瀬⼾, 3 ⻑野県環境保全研究所, 4 森林総合研究所, 5 国立遺伝学研究所,  
6 静岡県くらし・環境部 環境局, 7 日本大学, 8 ふじのくに地球環境史ミュージアム,  
9 日本獣医生命科学大学, 10 けもの調査室, 11 信州大学, 12 筑波大・山岳セ・菅平） 

 
本研究では、日本屈指の山岳域である⻑野県南部・信州伊那谷を対象に、ツキノワグマ（以下、クマ）の景観遺

伝的構造を評価し、遺伝的多様性と遺伝構造形成に関わる景観要因を明らかにすることを目的とした。中央アルプ
ス 423 個体、南アルプス 79 個体のクマを対象にミトコンドリア(mt)DNA および核 DNA マイクロサテライト領域
16 座（核 SSR）の多型データを収集した。MtDNA および核 SSR 多型データどちらからも、天⻯川を境にその両岸
に位置する中央および南アルプスに対応する 2 つの遺伝的グループが検出され、遺伝的多様性は mtDNA では南ア
ルプス集団、核 SSR では中央アルプス集団の方が高い傾向にあった。個体間の遺伝距離と、標高や傾斜度など景観
を考慮した各種の地理的距離の相関についてマンテル検定を行った結果、中央アルプス集団では雌雄ともに傾斜度
の変動係数に基づいた最小コスト距離を用いた場合に、有意かつ最も高い相関係数がみられた。一方、南アルプス
集団については、雄では遺伝距離と標高の変動係数に基づく最小コスト距離で最も高い相関係数がみられたが、雌
では有意な景観遺伝学構造はみられなかった。本研究から中央アルプスの傾斜、起伏に富む地形はクマの遺伝的抵
抗となることで山岳地域では遺伝構造が形成されることがわかった。南アルプス集団については今後よりサンプル
数を拡充させ、さらに解析を進めていく予定である。 
P034 

占冠村におけるヒグマの各季節の行動域と利用環境 
〇伊藤 哲治 1, 井上 慎太郎 1, 今井 和歩 1, 髙橋 響 1, 根本 唯 2, 下鶴 倫人 3, 坪田 敏男 3, 浦田 剛 4

（1 酪農学園大学 野生鳥獣管理学研究室, 2 東京農業大学 奥多摩演習林,  
3 北海道大学大学院獣医学研究院 野生動物学教室, 4 占冠村） 

 

連続した森林地帯が広がる道央地域に生息するヒグマ個体群について、行動圏や環境利用に関する情報
は少ない。本研究は、ヒグマの行動圏、季節的な環境利用を明らかにすることを目的として、北海道勇払
郡占冠村の圃場にて、2021〜2024 年度に、7 頭のヒグマに GPS 首輪（１時間１回測位）を装着し追跡調
査を実施した。GPS 首輪から得られた測位点のデータを春、初夏、晩夏、秋、および冬に区分し、ヒグマ
が集中して利用していた地点を集中行動域として、50％、70％および 95％の k-LoCoH 法で解析を行っ
た。得られた集中行動域について、冬を除いた各季節計 47 箇所において、プロットを作成し、樹種および
胸高直径等を記録し、ヒグマが利用していた環境の植生および餌資源を調査した。その結果、春はシカ
（骨）、フキなどの草本類などが多く確認された。初夏および晩夏ではアリの巣やミヤママタタビが確認さ
れた。秋にはヤマブドウなどの液果類が確認された。今後の課題として、集中行動域ではない測位点の少
ない地点の調査を行うことで利用環境の比較をし、餌資源の有無がヒグマの行動要因に深く影響を与える
ことを示していきたい。 
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P035★ 

アザラシ類のストレス評価に向けたバイオマーカーに関する研究 
〇臣 和音 1, 中陳 遥香 1, 森口 裕太 1, 山田 研祐 2, 伊東 隆臣 3, 木村 里子 1 

（1 京都大学, 2 京都水族館, 3 海遊館） 
 

アザラシ類の多くは高緯度海域に生息し、地球温暖化に伴う海氷減少や水温上昇により、生息環境が急
速に変化している。さらに、航路の北上や資源開発など人間活動も拡大しており、これらの環境変化は種
や個体群に深刻な影響を及ぼす可能性がある。 

生物が受けるストレスは適応度や繁殖成功と関連するため、定量化が重要である。近年、染色体末端の
テロメアが⻑期的なストレス指標として注目されているが、アザラシ類では知見が乏しく、他のストレス
指標との関係も明らかになっていない。 

本研究では飼育個体数の多いゴマフアザラシ Phoca largha（13 個体：海遊館、京都水族館）とワモンア
ザラシ Pusa hispida（3 個体：海遊館）を対象とし、血液からテロメア配列を検出し、配列の繰り返し数
を反映するテロメア⻑を測定した。また、テロメア⻑に関連する指標としてコルチゾール濃度、酸化的損
傷、抗酸化力、リンパ球の割合を複数回測定し、種差、個体差（年齢、性）およびストレス指標との関係
を検討した。 

その結果、テロメア⻑に有意な種差は認められなかった。ゴマフアザラシでは、年齢とリンパ球の割合
において有意な負の相関関係がみられた。ただし、本研究の対象個体は年齢構造、性比差、サンプリング
回数の偏りがあるため、今後様々な発達段階を含むより多くの個体を対象とした継続的なモニタリングが
必要である。 
P036 

ゼニガタアザラシの血中 DNA メチル化レベルに基づく年齢査定 
〇丹野 おもい 1, 中村 汐里 2, 下鶴 倫人 2, 山崎 淳平 2, 東 典子 3, 生田 駿 3, 小林 万里 1,3 

（1 東京農業大学大学院生物産業学研究科, 2 北海道大学大学院獣医学研究院,  
3NPO 法人 北の海の動物センター） 

 

これまで哺乳類では、⻭の年輪を読み取る方法で年齢査定が行われてきた。しかし、この方法は技術者
でないと年輪の読み取りが困難であり、高齢になるにつれ年輪は読み取りづらいといった問題点があっ
た。近年、人をはじめとした様々な動物において、年齢に伴って DNA の CpG 部位のメチル化レベルが変
化する領域があることが発見された。そこで、本研究では、30 歳以上まで生きるが、⻭の年齢査定では
20 歳までしか年輪が読めないゼニガタアザラシを対象に DNA メチル化レベルによる年齢査定を試みた。
同じ食肉目のヒグマで年齢と DNA メチル化レベルに有意な相関がみられた１つの遺伝子領域(SLC12A5)の
４つの CpG 部位を解析し、ゼニガタアザラシの年齢推定モデルを作成した。その結果、４つの CpG 部位
すべてにおいて、⻭による年齢査定で得られた年齢と DNA メチル化レベルに有意な相関が得られた。最も
精度の高いモデルは 3 つの CpG 部位のメチル化レベルを利用したモデルで、推定誤差は約 2.7 年であっ
た。さらに、ゼニガタアザラシの身体データ(体⻑、体重)を付け加えたモデルも作成した結果、最も精度
の高いモデルは２つの CpG 部位のメチル化レベルと体重を利用したモデルで、推定誤差は約 2.2 年とな
り、DNA メチル化レベルのみを用いたモデルより精度が高くなった。このことから、血液と体重から年齢
を推定できることが明らかとなった。 
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P037★ 

温泉に入るニホンザルの腸内微生物群集の解析からハダカのつきあいの効果を探る 
〇北山 遼 1, 熊倉 大騎 2,3, 井副 和貴 4, 王 雪瑩 1, 松本 卓也 5, 早川 卓志 6 

（1 北海道大学大学院環境科学院, 2 北海道大学大学院生命科学院,  
3 理化学研究所数理創造プログラム（iTHEMS）, 4 京都大学大学院理学研究科,  

5 信州大学理学部, 6 北海道大学大学院地球環境科学研究院） 
 

温泉に入るのはヒトだけではない。⻑野県・地獄谷温泉のニホンザル（Macaca fuscata）はヒト以外の
野生動物として唯一、恒常的な温泉入浴行動が報告されている。1960 年代の初観察以来、60 年以上にわ
たり、世代を超えた入浴という⽂化的行動を示す。従来の研究では泉温や成分がヒトの生理や健康に与え
る効果が注目されてきたが、温泉での共同入浴がもたらす生物学的影響はほとんど検証されていない。温
泉に入るニホンザルは恰好のモデルである。本研究では腸内微生物群集に注目した。地獄谷野猿公苑にお
いて、頻繁な入浴行動が観察される冬季に野外調査を実施し、温泉水（源泉及び浴槽）とサル糞便の採取
をおこなった。ショットガンメタゲノム解析によりサンプル中の微生物ゲノムを網羅的に決定した。腸内
微生物群集の組成を比較したところ、温泉入浴群は非入浴群に比べ、群集組成が互いに有意に似ているこ
とが明らかになった。浴槽と糞便には共通微生物が存在する一方、源泉の微生物は糞便では検出されなか
った。また非入浴個体も浴槽の水は飲む。つまり、温泉微生物の摂取ではなく、浴槽に浸かるという行動
が腸内微生物群集の類似性をもたらすことが示された。共同入浴は腸内微生物の共有を通じて、腸内環境
の迅速な回復や集団の頑健な微生物群集の維持に貢献する可能性がある。ヒトの「ハダカのつきあい」の
⽂化の背景にも、共生微生物を通じた繋がりが存在するかもしれない。 
P038★ 

マイクロミニピッグとリュウキュウイノシシの透明帯アミノ酸配列の同一性評価 
〇生川 敏希 1, 杉山 陽大 2, 高須 正規 3, 淺野 玄 1（1 岐阜大学応用生物科学部,  

2 岐阜大学大学院自然科学技術研究科, 3 岐阜大学高等研究院） 
 

演者らは、透明帯（ZP）を抗原とするイノシシに種特異的な経口避妊ワクチンの開発に取り組んでい
る。最適なワクチン抗原の作出には、イノシシを用いた動物実験が理想だが、様々な制約から難しい。本
研究では、イノシシ経口避妊ワクチン開発に向け、イノシシのモデル動物として期待されるマイクロミニ
ピッグ（MMP）の遺伝学的評価を目的に、MMP とリュウキュウイノシシの ZP cDNA 配列を取得し、予
測された両者の ZP アミノ酸配列の同一性を評価した。 

MMP とリュウキュウイノシシ各 1 個体の卵巣から抽出した RNA と、RefSeq から取得したブタ ZP 構
成タンパク質である ZP2, ZP3, ZP4 の mRNA 配列を基に設計したプライマーを用いて RT-PCR を行っ
た。産物のシーケンスにより得た塩基配列からアミノ酸配列を予測した。MMP では ZP2：1,737bp、
ZP3：1,152bp、ZP4：1,389bp、リュウキュウイノシシでは ZP2：2,019bp、ZP3：1,271bp、ZP4：
1,626bp の部分 cDNA 配列を決定した。両者の ZP 部分アミノ酸配列の同一性は、ZP2：100％（558aa）、
ZP3：100％（349aa）、ZP4：99.3％（443aa）であった。 

分類学的に同種とされる MMP とリュウキュウイノシシの各 ZP アミノ酸配列は極めて類似していたこ
とから、MMP はイノシシ経口避妊ワクチン開発におけるモデル動物として有用であることが示された。
今後はニホンイノシシも含めた ZP アミノ酸配列の解析を進める。 
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P039 

北海道東部に来遊するカマイルカの集団遺伝構造解析 
〇萬谷 真季 1, 東 典子 2, 小林 万里 1,2（1 東京農業大学大学院生物産業学研究科,  

2NPO 法人 北の海の動物センター） 
 

カマイルカは、北太平洋で最も広く分布している小型鯨類である。北太平洋沖と日本沿岸域では遺伝的
に異なる集団が生息していることが報告されており、日本沿岸域においては遺伝的に異なる 2 集団が生息
していることが報告されている。北海道沿岸域の個体は、その 1 集団に属することが示されている。しか
し、北海道沿岸域にて行われた過去の衛星発信機による追跡調査や目視調査では、繁殖期である６月から
８月に複数個所で集団での観測が報告されている。そのため、北海道全域の個体全てが同集団に属するか
は不明である。さらに、過去の報告には北海道東部の個体が含まれていなかった。そこで、本研究では北
海道東部の個体を用いて、ミトコンドリア DNA の制御領域の塩基配列分析より、過去に報告されている北
太平洋沖個体群,日本沿岸個体群の遺伝子頻度組成と比較を行った。 

結果、道東個体群におけるハプロタイプ多様度は、日本沿岸個体群に比べて遺伝的多様性が高いことが
示された。また、日本沿岸個体群とされる遺伝子型グループ以外に属する個体が存在し、それらは北太平
洋沖にのみ見られた遺伝子型に近縁であった。しかも、日本沿岸個体群におけるハプロタイプネットワー
クでは、末端に位置する遺伝子型を持つ個体が多かった。以上より、道東個体群は日本の他地域とは遺伝
子頻度組成が異なり、日本沿岸域と北太平洋沖の 2 つの個体群をつなぐ遺伝子流動を担っていると示唆さ
れた。 
P040★ 

マレーシアの三つの動物園におけるマレーバクの腸内細菌叢予備解析 
〇QILUAN LIM1, 近藤 ⻁太郎 1, NORSYAMIMI ROSLI2, 早川 卓志 1（1 北海道大学, 2PERHILITAN） 

 

Endangered Malayan tapirs (Tapirus indicus), hindgut fermenters with poor chewing efficacy may 
rely on gut microbiota to compensate the mechanical limitations in digestion. With scarce prior 
research (three studies in tapirs), this study profiled nine Malayan tapirs from three Malaysian zoos 
using full-length 16S rRNA sequences. Bacillota and Bacteroidota (> 90%) that play crucial role in 
plant-fiber digestion dominated the microbial community, with Waltera intestinalis, Sporobacter 
termiditis, and Ruminococcus champanellensis as top species. Alpha diversity showed A'Famosa Zoo 
(n = 5) in overall had the highest richness, diversity, and evenness, followed by Kemaman Zoo, then 
Melaka Zoo (n = 2). Beta diversity (weighted Unifrac UMAP) revealed strong facility-based clustering 
(p=0.0021; permutational MANOVA), irrespective of sex. ANCOM-BC2 (FDR < 0.05) identified 58-86 
differentially abundant species between facilities. TaxSEA analysis (FDR < 0.1) showed enriched taxa 
producing dopamine, serotonin, tyramine in A'Famosa or Kemaman vs. Melaka. Future comparative 
studies with Japanese zoo tapirs will offer insights for captive management, nutrition, and 
conservation. 

158



ポスター発表 ★が付いている講演は優秀発表賞選考対象  

P041 

イルカ血清のマイクロアレイ解析による妊娠マーカー候補 microRNA の同定 
〇松橋 珠子 1, 北野 侑 2, 山本 桂子 3, 白木 琢磨 2,1, 安斎 政幸 1（1 近畿大学先端技術総合研究所,  

2 近畿大学生物理工学部, 3 オキナワマリンリサーチセンター） 
 

公益社団法人日本動物園水族館協会（JAZA）加盟施設では、追い込み漁によるイルカ類の導入を行わず
にイルカの数を維持するため、施設内でイルカを安定的に増殖する技術を整える必要が生じている。しか
し国内施設内ではイルカの妊娠判定が難しく流産や死産、新生児の出生後早期死亡など様々な課題が生じ
ており繁殖率が低いことが課題となっている。また、イルカにおける⺟体や胎児の繁殖生理自体について
も不明な点が多い。そこで本研究では、血液中に存在し腫瘍マーカーなどとして注目されている血中
microRNA に着目し、イルカの妊娠を反映するバイオマーカーmicroRNA を探索することを試みた。人工
授精で妊娠したハンドウイルカ（Tursiops truncatus）４個体の妊娠前、人工授精約１ヶ月後、人工授精約
２ヶ月後の血清サンプルを用いて、マイクロアレイ解析で妊娠バイオマーカーとなる microRNA の探索を
行った。その結果、妊娠マーカー候補として 4 種類の microRNA を同定した。今後は新たな個体で妊娠マ
ーカー候補 microRNA の追跡を行いその有効性を検証するとともに、流産個体は妊娠個体の比較により。
ハンドウイルカの妊娠維持や妊娠の早期発見に寄与する新たな妊娠バイオマーカーの開発に繋げたいと考
えている。 

P042 

Mammal Study の S2O を利用して研究成果を世界に広げよう 
日本哺乳類学会 英⽂誌編集委員会 

 

今ではネット上で論⽂情報を見つけることは容易になりました。しかしその論⽂ pdf ファイルが有料で
あった場合、みなさんは入手を躊躇しませんか？このように論⽂が費用の壁の向こうにある場合、その論
⽂が読まれて引用される機会は減ってしまいます。これを避けるため、著者は OA 化を希望しますが、現
在一般的な OA 費を著者が払うしくみ（APC）では、その費用は高価で、特に若手研究者にとっては大き
な負担です。Mammal Study は、学会員に対して比較的低価格の OA 費を設定していますが、それでも高
額であることには変わりありません。一方最近では、研究成果は公共のものであるという考えから、その
OA 化を推進する動きが広がっています。このような状況の中、Mammal Study が参加している BioOne
という非営利出版組織は S2O(Subscribe to Open)モデルを提案しました。これは、一定数の購読機関が購
読料を支払うと、その年の S2O 参加雑誌の掲載論⽂が自動的にそして永続的に OA になる仕組みです。こ
のモデルにより、研究者の負担を軽減しつつ、持続的な OA 化を実現することが期待されています。
Mammal Study は、2026 年から BioOne の S2O の試験運用に参加することを決定しました。まだ S2O の
成立の可能性は未知ですが、成立すれば追加費用なしで論⽂を OA 化でき、若いみなさんには研究成果を
広く世界中に届ける大きなチャンスになります。みなさんの投稿を待っています。 
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P101★ 

標識再発見データを用いた小笠原群島周辺海域に生息するミナミハンドウイルカの個体群動態解析 
〇細井 彩香 1,2, 辻井 浩希 1, 北門 利英 2（1 一般社団法人小笠原ホエールウォッチング協会,  

2 東京海洋大学） 
 

小笠原群島の沿岸には，ミナミハンドウイルカが通年生息している．本海域ではドルフィンスイムやウ
ォッチングが 30 年以上行われ，継続的な個体識別調査も実施されている．しかし，本種の個体群動態に関
する知見は乏しく，保全管理に必要な基礎情報が不足している．そこで本研究では，2003 年から 2024 年
までの 22 年間に得られた標識再発見データを用い，個体数および生存率を推定することを目的とした．各
パラメータの推定にはベイズ法を用い，マルコフ連鎖モンテカルロ法で事後分布をシミュレートした．調
査努力量を共変量として組み込み，発見率に年ごとの変動を考慮した Jolly-Seber 型モデルを仮定した結
果，調査期間中に本海域に生息していた推定個体数はおよそ 360 頭であった．個体数は 120 頭前後で緩や
かな変動を示したものの，⻑期的には概ね横ばい傾向であった．また，年間生存率は年および個体間で一
定と仮定した場合に 90.6％（95％CI = 89.3–91.7）と推定された．一方で，標識データからは新生児の生
存率が低い可能性が示唆され，生活史ステージによって生存率が異なることが考えられる．しかし，本デ
ータで年齢が判明している個体は全体の約 2 割にとどまっており，今後は年齢推定法の確立と，生活史ス
テージを取り入れたモデルへの拡張が課題である． 

P102★ 

積雪深は同所的に生息するイノシシ、ニホンジカおよびカモシカの冬季生息地利用に 
どのような影響をあたえるか 

〇船津 沙月 1, 中森 さつき 2,1, 野澤 秀倫 1, 安藤 正規 3（1 岐阜大学大学院連合農学研究科,  
2 岐阜県立森林⽂化アカデミー, 3 岐阜大学応用生物科学部） 

 

積雪は動物の生息地利用の制限要素となり得る。イノシシ（Sus scrofa）、ニホンジカ（Cervus nippon, 
以下シカ）およびカモシカ（Capricornis crispus）の偶蹄類 3 種が同所的に生息する地域において、3 種
の積雪への応答を解析した事例はない。本研究では、積雪深がそれらの冬季生息地利用に与える影響を明
らかにすることを目指した。岐阜大学位山演習林にて 2015 年〜2024 年の 10 年間、計 20 地点でカメラト
ラップ調査を実施した。このうち冬季（12 月〜2 月）のデータをもとに、3 種の撮影回数を応答変数、各
地点のササの被度や傾斜等の 6 つの環境要因と、3 種の積雪深への非線形な応答を表現するため積雪深（2
月に 1 回計測）の一乗項と二乗項を説明変数として、一般化線形混合モデルを構築した。 

カメラの総稼働日・台は 17,106 日・台であり、イノシシは 2,033 回、シカは 4,031 回、カモシカは 437
回撮影された。イノシシは積雪深の一乗項が有意に負の係数となり、撮影回数は積雪深に対し緩やかに単
調減少した。シカは二乗項が有意に負の係数となり、撮影回数は積雪深 0 cm を最大として、積雪深に対
し急激に減少した。イノシシ・シカの撮影回数は積雪深に対し単調減少したが、カモシカは一乗項が有意
に正の係数、二乗項が有意に負の係数となり、撮影回数は積雪深約 64cm で最大となる一山型の応答を示
した。 
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P103 

マッコウクジラのオスの群れはどのように形成されるのか？ 
〇小林 駿 1, ⻘木 かがり 2, 杉原 奈央子 3, 柏木 伸幸 4, ⻄田 伸 5, 白井 厚太朗 6, 天野 雅男 7 

（1 東京農業大学生物産業学部, 2 帝京科学大学生命環境学部, 3 海洋生物環境研究所,  
4 かごしま水族館, 5 宮崎大学教育学部, 6 東京大学大気海洋研究所, 7 ⻑崎大学総合生産科学研究科） 

 

マッコウクジラのメスは⺟系を基盤とした安定的な群れで生涯を過ごすが、オスは性成熟前に出自集団
を離れて同じような成⻑段階のオス同士で群れをつくる。しかしながら、この群れがどのように形成され
るのかは明らかになっていない。本研究では、2017 年 3 月に鹿児島県南さつま市に集団座礁した 6 頭のオ
スのマッコウクジラの年齢査定と安定同位体比分析、遺伝子分析を行い、群れの組成を調査した。6 頭の
体⻑は 10.85m から 11.86m、年齢は 16 歳(#3)、10 歳(#1)、残り 4 頭(#2, #4, #5, #6)が 11 歳と推定され
た。象⽛質の各成⻑層から採取した構造炭酸塩と有機物炭素の δ13C のプロファイルは、4 頭(#1, #3, #4, 
#5)と 2 頭(#2, #6)からなる 2 つのグループに分けられ、この群れが形成される以前の食性または生息域が
異なっていたことが示唆された。また、前者 4 頭のうち 3 頭(#1, #3, #4)では特に有機物炭素の δ13C の個
体間の相関係数が高く、3 頭(#3, #4, #5)は mtDNA ハプロタイプを共有していた。以上のことから、オス
のマッコウクジラの群れは、同じ⺟型集団の個体、同じ海域を利用していた異なる⺟型集団の個体、異な
る海域を利用していた、または同じ海域を利用していても食性が異なる⺟系集団の個体など、様々な出自
の個体により形成されることが示唆された。 

P104★ 

隠岐諸島島後におけるアズマモグラ隔離個体群の実態 
〇山澤 泰 1, 横畑 泰志 2（1 富山大学大学院理工学研究科, 2 富山大学学術研究部理学系） 

 

日本の主要なモグラ科動物であるコウベモグラ（Mogera wogura）とアズマモグラ（M. imaizumii）
は、生息場所をめぐる激しい種間競合の関係にある。比較的大型であるコウベモグラは、先に大陸から日
本列島に進入したアズマモグラを競争排除によって北方へ追いやり、現在は⻑野県などを境として⻄日本
にコウベモグラが、東日本にアズマモグラが主に分布している。 

⻄日本に位置する隠岐諸島島後においても、これまでコウベモグラのみが生息するとされてきた。しか
し、島北東部の卯敷地区でアズマモグラ 2 個体の捕獲が報告され、その隔離個体群の存在が示唆された
（角井ら 2023）。アズマモグラ隔離個体群は本州にもいくつか存在し、急峻な地形や劣悪な土壌環境がコ
ウベモグラの侵出を阻むことで存続しているのではないかと推察されている。 

そこで、隠岐諸島島後にてトンネルの内径の測定および捕獲調査によりモグラ科 2 種の分布を調べたと
ころ、アズマモグラ隔離個体群は山地を隔てて島北東部の限られた範囲に存在すると考えられた。同時
に、隠岐諸島独自の地質構造から生まれた急峻な山地の存在とその土壌の物理特性が、本種の隔離個体群
の存続に寄与している可能性が示唆された。今後は、地形や土壌環境の詳細を定量評価し、アズマモグラ
隔離個体群の存続機構を解明することが必要である。 
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P105★ 

北海道渡島半島におけるアカギツネの食性 
〇生和 成壱斗 1, 斎藤 健 1, 榎本 孝晃 2,3, 斎藤 昌幸 1,2 

（1 山形大学, 2 岩手連大, 3 北海道立総合研究機構） 
 

雑食性で広域に分布するアカギツネの採食生態を把握するためには、さまざまな地域で食性データを蓄
積する必要がある。本研究では北海道渡島半島におけるアカギツネの食性を明らかにすることを目的とし
た。2022 年 10 月と 2024 年の 8 月、10 月に、北海道南⻄部に位置する渡島半島の林道や農道で約 40 個
の糞サンプルを採取した。調査地にはニホンテンやニホンイタチも生息するが、糞の形態や直径サイズか
らアカギツネであることを確認した。発表では、総観察法によって糞を分析し、各餌項目における出現頻
度と乾燥重量比を算出し、渡島半島のアカギツネの食性について報告する。 

P106 

糞中 DNA 分析による富士山地域のニホンヤマネ Glirulus japonicus の食性解析 
〇饗場 葉留果 1, 布目 三夫 2, 佐藤 淳 3, 湊 秋作 1（1(一社)ヤマネ・いきもの研究所, 2 岡山理科大学, 

3 福山大学） 
 

国の天然記念物であるニホンヤマネは、県別レッドリストでは、ほぼ全県で「準絶滅危惧種」以上のカ
テゴリあるいは「情報不足」に指定されている。現在、世界的にも生物多様性保全が求められており、雑
食の本種は植物では花の蜜や花粉、無脊椎動物ではアブラムシ類などを餌資源とすることが知られてい
る。このように様々な生物資源と関わり、生息する本種について調査し、保全策を講じることは日本の森
の生物多様性の保全につながる。しかし、本種は希少種であり捕獲に基づく生態調査は限定的である。そ
こで、我々は、2021 年から日本各地で本種の糞を採取し、DNA メタバーコーディングによる食性解析を
進めてきた。 

今回は、世界遺産である富士山の富士スバルラインにて実施した、樹上性動物用のコリドー設置に向け
た生態調査の過程で得た糞の DNA 分析の結果を報告する。調査期間は 2023 年、2024 年の 2 年間であ
り、2023 年は 5 月〜11 月に毎月 1 回、2024 年は 4 月〜10 月の期間に毎月 2 回実施した。調査地は、
2023 年は 8 地点、2024 年は 2 地点で実施した。ヤマネ糞と同定された計 64 サンプルを分析に用いた。植
物用に ITS2 領域、無脊椎動物用に COI 遺伝子をターゲットとして DNA 分析を行った。 

その結果、植物では、マタタビ属、カラマツ属、キイチゴ属、サクラ属、ウツギ属などが、無脊椎動物
ではガの仲間、アブラムシ科などが検出された。植物、無脊椎動物共に 2 年間連続で確認されたものもあ
った。 
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P107★ 

人間による景観の改変が四国のツキノワグマの空間利用に与える影響 
〇BAEK SEUNGYUN1, 山田 孝樹 2, 安藤 喬平 2, 坪田 敏男 3, 小池 伸介 1（1 東京農工大学,  

2 四国自然史科学研究センター, 3 北海道大学） 
 

動物の空間利用に対する景観構成の影響は、保全生態学における重要な課題である。人為的な大規模景
観の改変は、多くの動物に対し生息地の縮小や分断、局所的な絶滅など深刻な影響を及ぼす。過去の森林
開発等によって森林構造が大きく変化した四国では、ツキノワグマ（以下、クマ）が絶滅の危機に瀕して
いる。本研究では、これまで四国に生息するクマに装着した GPS 受信機で取得したクマの移動情報と
Step Selection Function を用いて、クマの空間利用パターンを定量的に解析した。その結果、クマは道路
や登山道の周辺、および針葉樹人工林を明確に忌避する傾向を示した。これは人間活動が頻繫な景観であ
る道路だけでなく、人間によって造成された人工林もやはりクマの空間利用を制限する重要な要因である
ことを示唆する。本結果は四国のクマ個体群保全や生息地管理に有用な知見を提供するとともに、今後は
効果的な保全戦略の提案に寄与する科学的な知見を供する研究の展開が求められる。 

P108★ 

ホンドオコジョの分布実態と生息適地環境 
〇安井 萌実 1, 野紫木 洋 2, 森部 絢嗣 1（1 岐阜大学自然科学技術研究科, 2 自然情報センター代表） 

 

ホンドオコジョ(Mustela erminea nippon)は，日本の本州固有亜種であり，環境省レッドリスト 2020
において準絶滅危惧(NT)に指定されている．本種は，世界に広く分布するオコジョ（Mustela erminea）
の中で、自然分布南限に位置し，主に本州中部以北の冷涼な高山帯に生息する．人里離れた生息地やその
生態特性から，容易な観察や捕獲は困難とされ，これまで広域的な分布や環境に関する研究は限られてき
た．本種を含む高山生物は，近年，温暖化やシカ・サルなどの高山帯侵入に伴う影響が懸念される一方，
中・低標高域（〜標高 1,400 m）の谷筋や岩礫地でも多数の出現が報告されており，従来の認識以上に広
範な環境に適応する可能性が示唆されている． 

本研究では，2002 年 4 月から 2025 年 5 月までに，⽂献や SNS などから収集した全国のホンドオコジ
ョの目撃記録を，種分布モデル MaxEnt を用いて解析した．標高，傾斜度，年平均気温，年降水量，植
生，土壌条件を環境変数に取り入れ，最新の分布予測図を作成した．また，各環境要因に対する生息適性
を詳細に分析した．特に，中緯度低標高域における目撃例に注目し，分布予測図との比較・検討を通じ
て，低標高における新たな生息可能性について考察した． 

さらに，岐阜県乗鞍岳山麓周辺（標高 1,000〜1,400 m）で実施した，カメラトラップ調査および誘引餌
を用いた罠調査の結果についても報告する． 
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P109 

福島県内の帰還困難区域におけるイノシシの食性解析 
〇小松 仁 1, 神田 幸亮 1, 村上 貴恵美 1, 生島 詩織 2（1 福島県環境創造センター, 2 国立環境研究所） 

 

福島県内の帰還困難区域ではイノシシの放射性セシウム濃度が高く、食性が影響するため年間を通した
食性把握が重要である。本研究では、福島県双葉郡内の帰還困難区域で捕獲されたイノシシ 135 個体の胃
内容物等を DNA メタバーコーディング法で分析した。 

植物質は主要な餌で、マメ科（クズ、シロツメクサ、アズキ等）が通年で高頻度に検出された。特に栽
培由来のアズキ等の検出は、耕作放棄地の植物利用を示唆する。冬季はブナ科（堅果）やナデシコ科（越
冬葉）の利用が著しく増加し、重要な餌資源となっていた。夏から秋季は結実期のアサ科カナムグラが高
頻度に検出された。キノコ類の多くは偶発的摂取とみられ、ハラタケ属等は能動的摂食の可能性もある。
動物質ではフトミミズ科が優占し、特にヘンイセイミミズが夏秋季に集中利用された。冬季は動物質利用
の低下が示された。 

本研究により、帰還困難区域のイノシシはマメ科植物を通年利用しつつ、冬季はブナ科堅果やナデシコ
科、夏秋季はアサ科果実やフトミミズ科動物を季節戦略的に利用することが明らかになった。 

P110★ 

⻑野県における外来シベリアシマリス Eutamias sibiricus の基礎生態   
−食性、繫殖期・冬眠期、在来ネズミ類との巣⽳共有− 
〇阿部 智⼰, 松本 卓也（信州大学 進化人類学研究室） 

 

外来種による生態系への影響を評価するには、定着先での基礎生態情報の把握が不可欠である。本研究
では、定着先での生態が未報告で影響評価も不明瞭なシベリアシマリスについて、比較的個体数が安定
し、希少植物も自生する⻑野県美ヶ原山域で調査を行った。本調査では食性、繁殖期・冬眠期、在来ネズ
ミ類との関係に着目した。活動期を通した計 34 日間の直接観察により、採食行動 412 回を記録し、植物
32 種、動物 17 種、菌類 1 種の利用が確認された。主な食性は北海道の在来個体群と共通していたが、シ
ラタマタケの採食など新たな記録も得られた。なお、希少植物種自体の採食は見られなかった。 

繁殖期と冬眠期の推定には直接観察および 2022 年 9 月〜2025 年 8 月にかけて設置したシマリスの巣⽳
前と通り道の計 4 地点におけるトレイルカメラの記録を用いた。冬眠期は調査年間における個体の初発・
最終観察日から推定した。繁殖期は観察された幼獣から成⻑ステージを特定し、交尾日と出生日を逆算し
推定した。結果、本地域では春と秋の二峰性の繁殖が示唆された。また、巣⽳前に設置したトレイルカメ
ラにより、アカネズミやヒメネズミが巣⽳に食物や落葉を持ち込む様子も確認された。 

以上から、シベリアシマリスは北海道亜種より早い個体数増加が可能であることや、在来ネズミ類と生
活空間を共有する可能性が示されたが、定着先における侵略性は現時点で高くないと考えられた。 
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P111★ 

沖縄島北部におけるケナガネズミの出現地点と周辺植生の関係 
〇大賀 優斗 1, 小林 峻 2（1 琉球大学大学院/理工学研究科, 2 琉球大学/理学部/海洋自然科学科） 

 

ケナガネズミは中琉球固有の樹上性の齧⻭目である。本種は樹上性であるものの、路上に出現すること
があり、交通事故対策が課題となっている。路上への出現はリュウキュウマツ林が優占する環境で増加す
るとされているが、先行研究の調査地は一部に偏りがある。本研究では本種の出現場所と周辺植生の関連
性を明らかにすることを目的とした。2023 年 10 月から 2024 年 9 月に、生活道と林道を含む全⻑ 28.5 
km のセンサスルートを、各月 5 日程度、日没後に原動機付自転車で約 20 km/h で走行した。本種を発見
した場合、出現地点、出現環境（樹上、路上）を記録した。また、本種の出現した地点からセンサスルー
トの前後 20 m の林冠の連続性の有無を記録した。センサスルートを 1 km 毎の区間に分割し、各区間につ
いて出現個体数を 3 段階（0 個体、1〜2 個体、3 個体以上）に区分した。次にセンサスルートの左右にバ
ッファを発生させ、環境省自然環境局生物多様性センターが提供する植生図の各植生区分の面積を算出し
た。これらの結果から、出現個体数と各区間の植生との関係を検討する。さらに、ルートセンサスで得ら
れた本種の出現地点からバッファを発生させ、 バッファ内の各植生区分の面積を算出した。植生割合や林
冠の連続性が出現環境に与える影響について一般化線形モデルを用いて検討する。本講演では、これらの
解析結果を先行研究と比較し、本種の路上への出現傾向について議論する。 

P112 

分布最前線のニホンジカは何を食べている？ 
―茨城県における消化管内容物 DNA を用いた食性解析事例― 

〇後藤 優介（茨城県自然博物館） 
 

大正時代以降、ニホンジカの記録が途絶えた茨城県は、100 年近くにわたり「シカのいない県」とされ
てきた。茨城県は北部に森林地帯、南部に広大な平野部をもつ地形的な特徴を持つが、近年、いずれの地
域においても、ニホンジカの目撃情報や捕獲例が相次いでいる。前者は、隣接する栃木県や福島県におけ
る増加個体の流入、後者は河川敷を経由した上流域からの分布拡大が指摘されている。 

本研究では、これら環境が大きく異なる 2 つ地域に進出したニホンジカについて、消化管内容物由来の
DNA を用いた食性解析を行った。試料は、2023 年 12 月に県北部の森林地帯で捕獲された個体（以下、森
林個体）、および 2022 年 8 月に県南⻄部の国道で交通事故死した個体（以下、平野個体）から胃および腸
内容物を採取し、分析は（株）生物技研に依頼した。 

解析結果から一定数以上のリードが得られたターゲットを抽出し、また相同性が高い種のリストから各
地域における植生調査結果をもとに該当種を判断したところ、森林個体では 22 科 25 種、平野個体では 12
科 25 種の採食植物が認められた。このうち採食植物として既存の報告がない種が森林個体では 2 種
（8％）であったのに対し、平野個体では 14 種（56％）と多く、茨城県で準絶滅危惧種に指定されている
タコノアシが含まれていた。 

全国的に課題となっているニホンジカの密度増加に伴う植生衰退が茨城県においても今後危惧されるこ
とが具体化した結果となった。 
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P113★ 

フィールドサインからの DNA による小型哺乳類の非侵襲的生息モニタリング法の検討
〇廣瀬 雅惠 1, ⻄堀 正英 1, 米澤 隆弘 1, 畑瀬 淳 2, 野田 亜矢子 2 

（1 広島大学大学院統合生命科学研究科, 2 広島市安佐動物公園） 

フンや食痕、足跡などの生物由来の痕跡は、特定の生物種の生息を非侵襲的に裏付ける有力な手がかり
となる。本研究では、広島県において絶滅危惧種Ⅰ類に指定されているニホンリス(Sciurus lis)を対象に、
県内における生息地の把握を目的として、痕跡調査および DNA 解析を実施した。本種はアカマツ球果の種
子を採食し、形が特徴的なアカマツ球果食痕を残すことで知られている。しかし、同様の痕跡をニホンモ
モンガやムササビ、アカネズミ、外来種のタイワンリスなどの小型哺乳類も残すことが知られており、そ
の視認による判別には限界がある。また、これまでアカマツ球果食痕から DNA を抽出する際に、アカマツ
由来の PCR 阻害物質の影響を受け、ニホンリス DNA を検出することは困難であった。そこで本研究で
は、新たに DNA 抽出法および精製法を確立すると共に、ニホンリスに種特異的な PCR プライマーを設計
し、ニホンリス DNA の検出を試みた。その結果、アカマツ球果食痕からの生物由来 DNA の抽出とニホン
リス DNA の増幅に成功した。さらに、同地点で採取したフンからの DNA 抽出およびシーケンス解析を行
い、食痕の DNA 解析結果と一致することを確認した。本手法は、目撃情報のみにとどまる地域や、未確認
地域における確実な生息確認を可能にする有効な手法であることが示唆され、今後の分布調査や生息確認
手法への適用が期待される。

P114★ 

ヒトの恵みがタヌキのリスクに？–人為的餌資源利用と脂肪蓄積との関係
〇荒井 菜花, 浅利 裕伸（帯広畜産大学） 

食品廃棄物や農作物などの人為的餌資源は広く存在し，野生動物が利用することが知られている．安定
同位体を用いた研究や人為的餌資源を有する生息地利用に関する研究によって，人為的餌資源の利用が野
生動物の健康状態を良化させるといった正の影響をもたらすことが示唆されている．しかし，詳細な人為
的餌資源の採食調査や採食に伴う影響については明確になっていない．そこで，本研究では多様な餌資源
を利用するタヌキを対象に採食物調査と脂肪量測定を行い，人為的餌資源が栄養状態に与える影響を明ら
かにすることを目的とした．ロードキルと有害鳥獣駆除で得られた 67 個体を 2024 年 5 月から 2025 年 4
月にかけて回収し，胃内容物の占有率を求めた．また，脂肪量の評価には腎臓重に対する腎臓周辺の脂肪
重の割合を用いた．16 個体の胃内容物から人為的餌資源（農作物）が検出された．腎脂肪量は秋季（10
月）から増大し，1 月に最大値となる約 55%を示した（n=3）．人為的餌資源の占有率と腎脂肪量は有意で
はないが負の関係にあり（spearman の順位相関係数，ρ=-0.27，P=0.12），人為的餌資源を多く採食して
いた個体は蓄積脂肪量が少なくなる可能性が示唆された．一方で冬期の腎脂肪量が大きい個体からはビニ
ール片やハエ目の幼虫といった農地由来の採食物が多く確認されたため，冬期にはタヌキが人為的餌資源
や人為環境に依存している可能性がある． 
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P115 

北海道阿寒白糠地域におけるヒグマ個体群の空間遺伝構造の検討 
〇小田中 温 1, 菊地 静香 2, 福島 那月 2, 伊藤 哲治 3, 石橋 靖幸 4, 佐藤 喜和 2 

（1 占冠村役場農林課林業振興室, 2 酪農学園大学野生動物生態学研究室,  
3 酪農学園大学野生鳥獣管理学研究室, 4 森林総合研究所北海道支所） 

北海道阿寒白糠地域のヒグマ個体群は、北東部に特別保護地区があり、狩猟や駆除が行われない地域が
ある。一方、南部は 1985 年以降の箱わなによる効率的な捕獲により駆除数の多い。また、カメラ・トラ
ップ調査より、撮影頻度(RAI)の空間分布は北部で高く、南部で低い状況である。死亡発生地点の空間的な
異質性により、個体群内の空間構造に変化が生じている可能性がある。本研究では、2017〜2019 年に設
置された背擦り・ヘアトラップから採取された体毛サンプルを用い、個体間の遺伝的距離と地理的距離の
関係から空間遺伝構造を明らかにし、生息密度の異なる北部と南部を比較することを目的とした。マイク
ロサテライト 14 座位による遺伝子型解析および SRY 遺伝子による性判別により、81 個体（オス 29・メ
ス 52）を識別した。マンテル検定を使用して、個体間の血縁度と地理的距離の相関を評価した。オス個体
間では有意な相関は認められなかった（r=0.041, p=0.12）。一方、メス個体間では有意な負の相関が確認
された（r=-0.13, p=0.0001）。地域別に見ると、北部のメス個体間では負の相関がみられた（r=-0.323,
p=0.002）が、生息密度の低い南部のメス個体間では相関はみられなかった（r=0.001, p=0.49）。以上の結
果から、南部のメスではオスに近いランダムな分布をとっていると考えられ、高い駆除圧を維持した場
合、個体数を減らすだけでなく、個体群内の空間構造に影響を与える可能性がある。
P116★

北海道産 4 種のトガリネズミ類の繁殖状況の季節変動について（予察） 
〇谷川 弘樹 1, 佐藤 陽子 2, 鳥居 佳子 3,5, 本田 直也 3,4, 小林 木野実 3, 飯島 なつみ 3, 松本 直也 3, 

柳川 洋二郎 5, 大舘 智志 1,6（1 北海道大学 環境科学院, 2 鳥取大学 農学部 共同獣医学科,  
3 札幌市円山動物園, 4 野生生物生息域外保全センター, 5 北海道大学 獣医学研究院,  

6 北海道大学 低温科学研究所） 

北海道にはオオアシ、エゾ、ヒメ、チビトガリネズミの 4 種のトガリネズミ亜科動物が生息している。
一般にトガリネズミ類は基礎代謝率が高いが、冬眠せずに厳しい冬を越す。また多くの個体が、生まれた
年の翌春に繁殖を一⻫に開始するが、越冬中の繁殖状況についての詳細な報告は無く、越冬と繁殖生態に
ついての関係は明らかになっていない。 

そこで本研究では、北海道に生息する 4 種のトガリネズミについて、季節消⻑と生殖器及び体重の季節
変動について分析した。さらに、糞中のテストステロン量の季節変化及び組織学的分析も行い、これらの
間の対応関係を検討した結果を報告する予定である。 

トガリネズミのサンプルは 1976 年〜2025 年に北海道で捕獲された個体を用いた。形態比較により当年
生まれ個体及び越冬個体の判定を行い、死亡した個体を解剖し、体重及び生殖器（陰茎⻑、精巣サイズ）
を計測した。陰茎⻑及び精巣サイズは、越冬個体が当年生まれ個体に比べ顕著に大きく、陰茎⻑は越冬後
の 4 月頃、精巣サイズ及び体重は 5~6 月頃に最大値を示した。また排泄直後や直腸内の糞中のテストステ
ロン濃度を EIA 法により調査し、組織学的な変化は精巣を中性ホルマリンで固定したあとに HE 染色法に
より、精子形成状況について調査している。その結果、トガリネズミ類では越冬中に繁殖状態が劇的に変
化していることが示された。
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P117★ 

都市におけるニホンアナグマ（Meles anakuma）の生息環境利用 
〇KAE FUKUSHIMA1, Yuki SAKAMOTO2, Hisashi MATSUBAYASHI1 

（1 東京農業大学大学院, 2 東京農業大学） 

都市化は野生動物にさまざまな影響を及ぼす。都市部の緑地は山間部と比べて公園や庭など多様な環境
を持ち、住宅街や道路で分断されているため、資源量や行動圏が限られている可能性が高い。野生動物が
都市環境をどのように利用するか明らかにすることは今後の都市開発と自然保護を両立するにあたって重
要である。ニホンアナグマも山間部から都市環境にかけて広域分布しているが、生態調査は主に山間部で
行われており、都市環境での知見は少ない。そこで本研究では、本種が都市環境をどのように利用してい
るのか明らかにすることを目的とした。神奈川県厚木市において 2020 年から現在にかけて捕獲追跡調査
を実施し、行動分析のためにカメラトラップ調査を行った。オス 2 頭、メス 3 頭の計 5 頭に GPS 首輪発
信機を装着し、行動を追跡した。平均 45.6 日間（最⻑ 78 日間、最短 12 日間）の個体追跡の結果、平均行
動圏は 805.31 ha±1491.92 ha（最大、最小 25.6〜3788.0 ha）だった。個体差が大きく、生息環境は森林
の占める割合が大きかった。行動圏の個体差は分散が生じたためであると考えられ、同一巣⽳の利用が確
認できた期間の行動圏は 40 ha 未満だった。一頭は受信可能範囲を超え、丹沢方面の山間部まで到達し、
追跡が不可能となった。このことから、孤立した緑地からでも森林環境への分散が可能であることが示唆
された。 

P118 

北海道阿寒白糠地域におけるヒグマによる樹皮剥ぎ行動 
⻄田 隆聖, 菊地 静香, 〇佐藤 喜和（酪農学園大学） 

クマ類による採食のための針葉樹の樹皮剥ぎ（いわゆるクマ剥ぎ）については、ツキノワグマ Ursus 
thibetanus、アメリカクロクマ U. americanus で知られており、地域によっては深刻な林業被害となって
いるが、ヒグマ U. arctos については、マーキング行動の一部として樹皮を剥ぐことが報告されているもの
の、採食のためのクマ剥ぎは知られておらず、また林業被害としても認識されていない。2000 年代から本
格的なヒグマの生態調査を行ってきた北海道阿寒白糠地域において、2020 年に初めてクマ剥ぎの痕跡が確
認され、その後も継続的に痕跡が確認されるようになったため、その確認地点、樹種などについて報告す
る。2020 年〜2024 年の間に 199 本のクマ剥ぎを発見した。その 98%はトドマツ Abies sacharinensis で
あった。根本から高さ 2m の範囲で樹皮がバナナ状に剥皮され、6−7 月に発見される新鮮な痕跡からは明
瞭な⻭形が確認された。痕跡の特徴はツキノワグマで報告されているクマ剥ぎと酷似していた。胸高直径
の太い木に多く発生していた。発生地点は集中する傾向があり、またそうした場所では複数年かけて繰り
返し痕跡が残されると考えられた。今後も拡大していく可能性があり、新たな林業被害となる可能性もあ
るため注意深くモニタリングしていく必要があるだろう。 
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P119★ 

春から夏における中小型食肉目による農地利用：庄内地方における事例 
〇林 るり, 斎藤 昌幸（山形大学農学部食料生命環境学科） 

農地は作物を生産するだけではなく、さまざまな生物群によって利用される環境である。作物の生産は
農事歴に従って進められ、それに基づく農作業は、動物の餌資源の供給にも影響を与えていると考えられ
る。加えて、生産する作物に応じて農地環境は大きく異なっていることから、動物によく利用される時期
は農地の種類によって異なると考えられる。中小型食肉目は農業生態系の理解のためにも重要なグループ
であるが、農地利用の実態についての理解は不十分である。本発表では、特に春から夏にかけて、中小型
食肉目による農地利用について報告することを目的とした。 

調査は、2025 年 4 月から 7 月にかけて山形大学農学部附属高坂農場および羽⿊町昼田で行った。調査地
の水田（水田内・畦・水路・農道）17 サイトと果樹園（リンゴ・カキ・クリ・廃果場）６サイトに自動撮
影カメラを設置し、利用する動物を撮影した。また、中小型食肉目の餌資源だと考えられるげっ⻭類・昆
虫類・カエル類・水生生物の資源量調査も行った。 

５月までに取得した動画データによると、水田ではアカギツネやネコの出現頻度が比較的高く、果樹園
ではタヌキやアカギツネ、ハクビシン、ニホンテンなど様々な食肉目が出現した。今後もデータの取得と
解析を進め、中小型食肉目の農地利用について議論する予定である。 

P120 

蒜山の半自然草原におけるニホンノウサギの基礎生態調査―捕獲、生息数推定、雪上の足跡追跡 
〇中本 敦 1, 中⻄ 希 2, 布目 三夫 1（1 岡山理科大学, 2 北九州市立自然史・歴史博物館） 

かつて日本では茅場と呼ばれる草原が国土のかなりの面積を占めていたが、近代以降の生活様式や農業
形態の変化にともない、これらの草原は急速に消失し、草地面積は著しく縮小した。その結果、草原を住
処としていた多くの動物は生息地の大半を失うことになった。ニホンノウサギ Lepus brachyurus は、日
本の固有の哺乳類であり、草原棲動物を代表する種である。かつては昔話や⺠話にも頻繁に登場するなど
身近な存在であったが、近年ではその個体数の大幅な減少が危惧されている。本研究は、人為的な草原管
理手法のひとつである火入れ（野焼き）が、半自然草原に生息するニホンノウサギの行動や生息数にどの
ような影響を与えているのかを明らかにすることを目的とした。調査地は、伝統的な火入れ⽂化の残る岡
山県蒜山高原とし、2022 年より調査を開始した。ここでは、ニホンノウサギの捕獲調査に加え、糞粒法と
雪上の足跡数（INTGEP 法）の２つの方法に基づく生息数推定、さらに雪上の足跡追跡（アニマル・トラ
ッキング）による個体追跡の結果について報告する。 
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P121★ 

冬季の積雪環境における中型食肉目の餌選択：野外実験による評価 
〇瀧内 善基, 斎藤 昌幸（山形大学） 

 

冷温帯の積雪地域では、冬季に中型食肉目の餌資源が減少する。そのような状況では、野生生物の死体
や栽培果実が重要な餌資源となる事例が知られている。いずれも栄養価が高く冬季を過ごすために重要な
資源だと考えられるが、どちらをより好むかは明らかでない。本研究では積雪環境において死体と栽培果
実のどちら由来の餌資源をより好むのか野外実験によって評価した。 

調査は 2025 年の 1 月から 4 月にかけて山形県鶴岡市の森林内でカフェテリア実験を行った。積雪の上
に野生生物の死体を想定した鳥レバーと廃棄果実を想定したリンゴを設置した。それぞれの餌は約 50 cm
離して木製の板上に 300 g ずつ設置した。訪問した動物をセンサーカメラによって動画撮影し、レバーと
リンゴのどちらを先に採食したかを観察した。 

カフェテリア実験を 13 地点で行い、中型食肉目が撮影されたデータを計 1561 本の動画データを取得し
た。そのうち、各種が撮影された動画は、ニホンテンが 406 本、タヌキが 693 本、アカギツネが 105 本、
ハクビシンが 357 本であった。今後データ解析を進め、積雪環境における中型食肉目の餌選択について議
論する予定である。 

P122 

アカネズミの野生個体および⻑期飼育個体の個性解析 
〇田代 洸喜 1, 葛原 大希 2, 山本 明日香 2, 右京 里那 3, 坂本 信介 1（1 宮崎大 農 動物環境管理学, 

2 元 宮崎大 農 動物環境管理学, 3 宮崎大 農 動物生殖制御学） 
 

夜行性の単独性小型哺乳類には絶滅危惧種が多く含まれており、世界中の動物園や研究機関で域外保全
が試みられている。しかし、希少種の繁殖生態や行動の観察例は少なく、またその捕獲や飼育頭数には制
限が伴うため、繁殖効率が大きな課題となっている。この点に着目し、当研究室では飼育下で繁殖しにく
いアカネズミをモデルに繁殖率を向上させる飼養管理手法を研究している。さまざまな動物集団で、大胆
な個性を持つ個体の交配成功率は高い傾向にあるため、個性による個体選抜は飼育下で小型哺乳類の繁殖
率を上げる一手法として有効かもしれない。アカネズミの個性の解析方法は確立されていないが、近年、
同属のセスジネズミに適した個性解析法が提案された。ただし、都市の個体で再現性が低いため、これが
⻑期飼育個体の個性解析に適用可能かは検証すべき課題である。そこで本研究では、セスジネズミの個性
解析方法を応用して、アカネズミの野生個体と⻑期飼育個体の双方の個性を解析できるか検証した。捕獲
後間もない野生個体と研究室で⻑期飼育した個体を用いて、明暗テストとオープンフィールドテストを組
み合わせた行動試験を実施した。R（ver.4.2.2）のパッケージ「rptR」を用いて、各行動観察項目の再現性
の 95％信頼区間をパラメトリック・ブートストラップ法により算出した。これらの結果をもとに、野生個
体と飼育個体の個性解析結果について報告する。 
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P123★ 

クマの「渡り」の経路は歳を重ねると直線的になる?
〇牧野 珠子 1, Baek, Seungyun1, 山﨑 晃司 2, 小池 伸介 1（1 東京農工大学, 2 東京農業大学） 

動物が⻑距離を移動する際には、個体の内的要因（性や齢）の違いによって移動距離などに差異が生じ
る。一般に、季節ごとに離れた行動圏間を定期的に移動する「渡り」では、特に陸上動物ではエネルギー
コストがかかる。そのため、群れ性で毎年決まった「渡り」を行う動物種では社会的学習と記憶を用いて
エネルギー効率が高い直線的な移動経路を選択する。一方、単独性の種では社会的学習の機会が少ないた
め、主に自身の経験や⺟親からの短期間での縦の学習によってエネルギー効率の高い移動を身に着けてい
る可能性がある。

単独性のツキノワグマ（Ursus thibetanus：以下、クマ）の中には、地域に優占するブナ科果実の凶作
に伴い食物資源量が減少する年に「渡り」を行う個体が存在する。これは、クマが晩夏に、春から夏にか
けて滞在した場所から離れ、さらに晩秋には春から夏にかけて滞在した場所に戻ってくる現象を示す。そ
こで本研究では、クマは凶作年の秋の「渡り」に伴う大移動時の経路選択において、エネルギー効率を向
上させるために、 
①歳を重ね、凶作の経験を積むとより直線的な移動を行う
②⺟親と一緒に行動する出生年が凶作だと、⺟親から効率的な移動を学ぶことで、その後も直線的な移

動を行う 
と仮定し、足尾・日光山地におけるミズナラの結実豊凶の情報と、クマに GPS 首輪を装着して得られた

移動情報（オス 43 頭年（個体数：27 頭）、メス 53 頭年（24 頭））を用いて検証を行う。 
P124 

個体識別を用いたゴマフアザラシの夏の生息地の⻑期的な利用 
〇中村 莉希 1, 上山 志乃 3, 深津 佳歩 3, 土橋 陸 3, 小林 万里 1,2 

（1 東京農業大学大学院生物産業学研究科, 2NPO 法人北の海の動物センター, 3 元東京農業大学） 

ゴマフアザラシ（Phoca largha）は北太平洋の固有種であり、夏の生息地と冬の繁殖海域を広く移動す
るアザラシである。北海道には夏の生息地として野付湾や風蓮湖を利用するグループと冬から晩春にかけ
てオホーツク海や間宮海峡を繁殖海域とするグループが存在する。前者は北海道のレッドリストの「保護
に留意すべき地域個体群」に指定されている。しかし、野付湾の⻑期的なゴマフアザラシの利用状況につ
いての報告はない。そこで本研究では、写真による個体識別をすることにより、野付湾を利用するゴマフ
アザラシの⻑期的な利用を明らかにすることを目的とした。2013 年から 2024 年の 6~10 月にかけて撮影
した写真を利用し、顔の左側面、正面、右側面の 3 枚の画像から模様を用いて視覚的に識別を行った。3
枚の写真が揃った個体による個体識別の結果、2013 年から 2024 年にかけて経年、また同年に複数回利用
する個体がいることが明らかになった。2013 年に識別された 29 個体のうち、2014 年では 100％、2016
年では 93％、2018 年では 72％、2020 年で 41％、2023 年では 21％、2024 年では 17％の個体が再識別
された。また、これら 29 個体のうち 6 個体は 10 年以上夏に野付湾を利用しており、毎年同じ上陸場を利
用する傾向が見られた。このことは、野付湾を利用する個体は毎年夏に来遊し同上陸場を利用しているこ
と、これらの来遊個体は世代交代されていることが推察された。
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P125★ 

食痕調査による秋田県沿岸域マツ林のニホンノウサギの食性 
〇寺田 涼音 1, 星崎 和彦 1, 坂田 ゆず 2（1 秋田県立大学, 2 横浜国立大学） 

 

ノウサギによる食害は、幼齢木の先端を摂食することで樹木の成⻑が大きく阻害されることから、特に
広葉樹の植栽事業において重要な課題である。したがって、ノウサギの食性を明らかにしておくことは重
要である。本研究では、秋田県立大学周辺の沿岸域マツ林内で決められた範囲とルートを毎月踏査して、
食痕が見られた樹種と場所を記録し、1 年間で食痕が 50 ラメット以上であった 3 種とそれ未満であった 3
種において、食痕があるラメット数の割合を求めた。結果、ガマズミ・カスミザクラ・ナツハゼで食痕数
が多く、これら 3 種で全食痕数の 65%を占めた。食痕が見られた場所は、調査地内で散在していたが、ナ
ツハゼでは数か所に集中しているように見受けられた。また、食痕があるラメットの割合は、樹種間で有
意に異なっていた。ガマズミやナツハゼでは、食痕がある割合が高かったが、カシワやコマユミでは、調
査地に存在するラメット数が多いにもかかわらず、食痕がある割合は低い傾向を示した。サンショウで
は、冬季とそれ以外の時期で食痕があるラメットの数が異なり、ノウサギの嗜好性が季節で変化する可能
性が示唆された。ノウサギの嗜好性には、タンパク質含量が関係することが分かっていることから、嗜好
性が異なる樹種間や季節間でタンパク質含量に差があるかについても発表したい。 

P126 

⻑野県伊那谷のツキノワグマにみられる空間利用と食性の違い 
：個体ごとの炭素・窒素安定同位体比と脂肪酸組成の分析から 

〇中下 留美子 1, 瀧井 暁子 2, 飯島 勇人 1, 泉山 茂之 3（1 森林総合研究所, 2 けもの調査室,  
3 信州大学山岳科学研究拠点） 

 

ツキノワグマ（Ursus thibetanus）による人里への出没が各地で問題となる中、その空間利用と食性の
実態を把握することは、人との共存に向けた管理方策の構築に不可欠である。本研究では、⻑野県伊那谷
周辺で捕獲されたツキノワグマを対象に、体組織の炭素・窒素安定同位体比ならびに脂肪酸組成を分析
し、空間利用と食性との関係を検討した。調査対象は、イノシシ用等の檻による錯誤捕獲、学術捕獲、有
害捕獲の個体で構成された。錯誤・学術捕獲個体からは体毛を採取し、一部には GPS 首輪を装着して放獣
後の行動追跡を行った。体毛は成⻑方向に沿って細断し、食性履歴を反映する安定同位体比分析に用い
た。有害捕獲個体については、体毛に加えて肝臓を採取し、同位体比および脂肪酸組成の分析に供した。
その結果、農地周辺を頻繁に利用していた GPS 追跡個体では、δ13C および δ15N 値が高く、農作物などの
食物資源への依存が示唆された。一方、山地で生活が完結していた個体では、両同位体比が低く、植物性
自然食への依存が伺えた。また、肝臓の脂肪酸組成も空間利用パターンによって異なり、食物資源の違い
を反映していた。本研究は、行動追跡と化学的分析を統合することで、伊那谷地域におけるツキノワグマ
の空間利用と食性の違いを明らかにし、今後の被害管理および共存方策の検討に資する知見を提供するも
のである。 
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P127★ 

ユルリ島・モユルリ島に生息するラッコがゼニガタアザラシに与える影響 
〇関 優太郎 1, 三浦 雄大 1, 生田 駿 2, 小林 駿 3, 小林 万里 1,2,3 

（1 東京農業大学大学院生物産業学研究科, 2NPO 北の海の動物センター, 3 東京農業大学生物産業学部） 
 

ゼニガタアザラシは、周年同じ上陸場を利用して、出産、育児、換毛、休息を行う。ラッコは北方四島
を除き国内では⻑らく観察されていなかったが、2014 年から北海道の太平洋側へ再定着するようになり、
繁殖も確認されるようになった。2023 年に実施したゼニガタアザラシのユルリ島の入島調査にて、ラッコ
が岩礁に上陸してアザラシに接近することでアザラシが一⻫に上陸を中断するディスターブが観察され
た。育児期間中のアザラシの親子は授乳のために頻繁に上陸する必要があるが、もしラッコの個体数が増
加し、そのようなディスターブが増えるとアザラシの育児行動に悪影響を及ぼす可能性がある。そこで本
研究では、両種ともに個体数が増加傾向にあるユルリ島・モユルリ島において、両種の主な利用場所を船
舶にて調査した。船舶調査ではそれぞれの島を一周するように観察し、アザラシの繁殖期から換毛期にか
けてのアザラシの上陸場所と個体数、同時期のラッコの出現位置と個体数を記録した。その結果、アザラ
シは繁殖期には親子がユルリ島を利用しており、換毛期にはモユルリ島に多く上陸していた。ラッコはモ
ユルリ島で多く見られたが、オスと思われる個体はユルリ島に多かった。また、モユルリ島はアザラシの
上陸岩礁が点在しているため、ユルリ島よりもモユルリ島の方が両種の利用場所の重複が広かった。今
後、両種の個体数が増加すれば軋轢が拡大する可能性が示唆された。 

P128 

カメラ首輪を用いたツキノワグマの昼間の休息場所選択の評価 
〇⻑沼 知子 1, 小坂井 千夏 2, 小池 伸介 3, 山﨑 晃司 4（1 帯広畜産大学, 2 農研機構, 3 東京農工大学,  

4 東京農業大学） 
 

哺乳類にとって休息は生存に必須の行動である。ツキノワグマの休息においては、生息環境の特性に応
じて活動時間帯を変化させるなど、時間的戦略をとることが知られる。一方で、休息に用いる場所の選択
性やそのプロセスについてはわかっていないことが多い。本研究では、ツキノワグマの休息場所の選択を
明らかにすることを目的に、東京都奥多摩町および栃木県足尾・日光山地で学術捕獲されたツキノワグマ
にビデオカメラを搭載した首輪（以下、カメラ首輪）を装着した。昼間に 15 分もしくは 30 分間隔で 10
秒間撮影されるよう設定したカメラ首輪を、2018〜2023 年の 5〜10 月に計 10 頭（オス 6 頭、メス 4 頭）
の成獣個体に装着した。映像から活動内容を分類するとともに、休息行動が見られた場所を記録した。そ
の結果、各個体において昼間の行動全体に占める休息の割合は、平均 32％（22〜42％）となっていた。ま
た、いずれの個体も、地上と樹上での休息が見られ、各休息場所の平均利用割合は地上が 75％（54〜
90％）、樹上が 13％（2〜35％）、判別不能が 11％（3〜23％）であった。樹上での休息は、サクラ類など
樹上性の果実類の採食後に同所で休息をとっていた可能性があるほか、ツキノワグマが採食利用しない種
の樹上でも休息が記録されていたことから、同種からの攻撃の回避などの要因も考えられる。 
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P129★ 

カメラ搭載 GPS 首輪を用いたモンゴルの野生草食獣と放牧家畜の遭遇検出 
〇多田 陸 1, 伊藤 健彦 2,3, 菊地 デイル万次郎 4, 木下 こづえ 1, Uuganbayar, Munkhbat5, 
Chimeddorj, Buyanaa5（1 京都大学, 2 北海道立総合研究機構, 3 麻布大学, 4 東京農業大学,  

5WWF モンゴル） 
 

空間と食物資源を放牧家畜と共有する野生草食獣の保全には、両者の遭遇実態の解明が必要である。し
かし、移動性が高く警戒心が強い野生草食獣の直接観察は困難である。近年、カメラ搭載首輪による装着
個体周囲の動物情報の取得が可能となりつつある。本研究では、カメラ搭載 GPS 首輪をモウコガゼルに装
着し、装着個体の周囲にいる家畜の情報を取得できるか検証した。2023 年 9 月に 28 頭に首輪を装着し、
2 時間おきの位置情報と、6–18 時のあいだ、1 時間おきに 15 秒間の前方の動画を記録した。解析には 90
日以上の動画を記録した 17 個体を用いた。うち 1 年間追跡できた 4 個体では、個体ごとに 4,000–4,412
動画を記録し、記録期間の 70%以上の日で、1 日 1 動画以上は前方を記録できた。これら 4 個体は 1–7 動
画（計 19 動画）で家畜を記録し、前方を記録できた日数を分⺟としたとき、家畜と遭遇した日数の割合は
0.3–2.1%だった。家畜が同日に記録された回数は最大 3 回だった。動画からはウマ、ウシ、ラクダを識別
できた。家畜を記録した 19 動画のうち 16 動画は 2024 年 3 月までに記録され、そのうち 13 動画と 3 月以
降の 3 動画を含む計 16 動画が、ガゼルの 50%カーネル年間行動圏内で記録された。よって遭遇には季節
性があり、ガゼルの主要な利用地域で発生しやすい可能性が示唆された。本手法は、野生草食獣が遭遇す
る家畜の種類や頻度、地域、時期を把握する手段として、放牧家畜の影響評価に有効と期待される。 
P130 

オオアシトガリネズミ (Sorex unguiculatus) の外部環境 (室温) における代謝変化 
〇葛⻄ 陸穏 1, 服部 寛 1, 大舘 智志 2, 河合 久仁子 3, 本田 直也 1 

（1 一般社団法人野生生物生息域外保全センター, 2 北海道大学, 3 東海大学） 
 

トガリネズミ科の種は代謝が非常に高い種として知られており、捕食対象が減少する越冬時に脳の一部
などを減少させエネルギーに使うデーネル現象が確認されている。本研究の対象としたオオアシトガリネ
ズミ (Sorex unguiculatus) は北海道に生息していながら、冬眠せずに冬季も捕食を続ける必要があると報
告されている。そこで本研究は (一社) 野生生物生息域外保全センターで飼育している本種を 4 頭用いて
餌である食虫類用のペレットとフタホシコオロギ、ヨーロッパイエコオロギの摂餌量、排泄量、体重変化
から代謝率を算出した。また、トガリネズミ科の繁殖に必要とされる冬季の寒冷暴露によるデーネル現象
が代謝率と体重の変化を確認するため、室温を変化させ飼育し周辺の温度が本種の代謝率や体重に変化を
もたらしているかを検証した。その結果、飼育下であっても代謝が非常に高く数時間の絶食でも絶命に繋
がる可能性があった。また、温度帯によって体重の変化に有意差が見られ、飼育下であっても周辺温度が
野生下と生理的に同じような変化をもたらすことが確認された。よって本種の飼育下研究では特に飼育環
境の室温管理と摂餌量を基にした適切な給餌量が必要であることが示唆された。今後は更に野外での変化
を明確にするために、飼育環境の温度帯を増やし代謝や体重の変化のトリガーとなる温度や繁殖時に親と
なる個体の代謝率増減を検証する必要がある。 
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P131★ 

岐阜市における自由行動ネコの食性 
〇堀江 勇斗, 杉山 美千代, 浅井 鉄夫, 齋藤 大蔵, 只野 亮, 森部 絢嗣（岐阜大学） 

 

イエネコ（Felis catus）は，世界および日本の「侵略的外来種ワースト 100」に選定されており，多様
な野生生物を捕食することが知られている．国外においては，ネコによる野生動物の捕食や食性に関する
研究が多く報告されているが，日本国内では，離島での研究に限られており本土ではほとんど行われてい
ない．一部自治体では，ネコの屋内飼育の推進やノラネコへのエサやりを規制する条例を制定しているも
のの，これらの施策は主に人と動物の共生を目的としており，自然生態系への影響を考慮した科学的根拠
に基づく議論は十分にされていないのが現状である． 

本研究では，放し飼いの飼いネコ，ノネコ，ノラネコを包括的に「自由行動ネコ」と定義し，岐阜市に
おける自由行動ネコの食性を明らかにすることを目的とした．これにより，ネコの適正飼育について，生
態系への影響という視点を加えることが可能となる． 

解析には，岐阜市内において斃死個体として収容・処分された自由行動ネコ 40 個体の胃内容物を用い，
DNA メタバーコーディング法を適用した．COI，MiMammal，gInsect，Bird 領域に対応するプライマー
を使用して解析した．その結果，ハツカネズミやオオカマキリといった生物のほかに，ミナミマアジ等も
検出された．また，目視によって人工飼料の摂取も確認されており，一部個体は人の管理下にあったこと
が推測される．人工飼料が確認された個体は，全 40 個体中 11 個体であった． 

P132 

鳥取県におけるツキノワグマの捕獲個体から得られた情報解析①  
ツキノワグマ捕獲個体の外部計測による栄養状態評価 

〇中島 彩季, 野瀬 遵（株式会社野生動物保護管理事務所） 
 

鳥取県では 2004 年度より、錯誤捕獲および許可捕獲されたツキノワグマについて、捕獲対応時に外部
計測を実施している。捕獲個体の特徴を明らかにすることで、ツキノワグマの基礎生態を明らかにできる
だけでなく、出没・捕獲要因の分析に活用できると考える。ツキノワグマの出没・捕獲の発生状況は地域
によって異なり、それぞれの地域における要因を分析することが求められる。 

そこで本研究では、体重と体⻑から算出した Body Condition Index （BCI）を用いて、鳥取県における
ツキノワグマ捕獲個体の BCI と捕獲時期や捕獲されたわなの種類、ブナ科堅果類の豊凶との関係を解析
し、捕獲個体の栄養状態の特徴を明らかにするとともに、捕獲の発生要因を検討した。解析には、2004 年
度から 2024 年度にかけて捕獲されたツキノワグマのべ 873 頭（オス 493 頭、メス 380 頭） の捕獲記録
を使用した。解析の結果、成獣個体の BCI には性差があり、オス・メスともに季節変動が見られた。ま
た、樹種による違いはあるものの、堅果類の豊凶が BCI に影響を与えることが示唆された。 
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P133★ 

東京都町田市におけるプレイバック法を用いたムササビの生息調査 
〇金井 健悟 1,3, 島田 将喜 1,2, 繁田 真由美 3 

（1 帝京科学大学大学院理工学研究科アニマルサイエンス専攻,  
2 帝京科学大学生命環境学部アニマルサイエンス学科, 3 町田ムササビ保全研究グループ） 

ムササビは、滑空によって移動する樹上性の哺乳類である。東京都町田市小野路町の林地は都市化によ
りムササビの生息地として孤立しており、保全のために生息状況の継続的なモニタリングが求められる
が、当該林地の辺縁部や周辺林地の分布状況は十分に明らかではなかった。従来の調査手法には、人手や
時間、技術的習熟が必要であるという問題があり、またラインセンサス法は少人数・短期間での調査が可
能な一方で視認性や鳴き声の自発性に依存するため環境によって検出率が低下することがある。プレイバ
ック法は、鳴き声の再生によって応答を引き出すためこれらの問題点を補う手法となる可能性がある。し
かし、ムササビの調査手法としての有効性は十分に検討されていなかった。そこで本研究では、ムササビ
の生息実態を把握すること、及びプレイバック法の有効性を検討することを目的として、ラインセンサス
とプレイバックによる調査を 4 つの区域で実施した。ラインセンサス法の結果、小野路では保全地域に分
布が集中し、辺縁部では少数であった。また関谷では保全地域の次に多く分布し、小山田緑地では確認さ
れなかった。プレイバック法の鳴き返し率は、最も高かった保全地域においても 4.8％にとどまった。一
方で、従来の調査手法では確認困難であった区域でも検出された。本研究の結果は、プレイバック法は単
独では不十分だが、補助的な手法として有効である可能性を示唆する。 
P134 

伊豆諸島八丈島および新島におけるコウモリ類の生息洞⽳の報告 
〇安井 さち子 1, 上條 隆志 2, 野嵜 歩 3（1 なし, 2 筑波大学生命環境系, 

3 筑波大学生物資源科学学位プログラム） 

伊豆諸島は、本州の相模湾南方海上にある火山島からなる島々である。伊豆諸島においてコウモリ類の
確認の報告がされているのは、大島、新島、三宅島、御蔵島、八丈島の 5 島である。海洋島である伊豆諸
島のコウモリ類の生息種は、本州と比べて少ないことが知られている。これまで報告のある種は、ニホン
キクガシラコウモリ、コキクガシラコウモリ、アブラコウモリ、ユビナガコウモリであり、このうち洞⽳
を利用する種は、ニホンキクガシラコウモリ、コキクガシラコウモリ、ユビナガコウモリの３種である。
これまで、大島、新島、三宅島では、コウモリ類の生息洞⽳に関する報告はあるものの、近年の報告はわ
ずかしかない。調査地である八丈島ではコキクガシラコウモリ１種が、新島ではニホンキクガシラコウモ
リとコキクガシラコウモリの２種が生息している。発表者らは、2024 年から 2025 年に、八丈島および新
島において、主として人工洞⽳において生息確認調査を行ったので、その結果を報告する。
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P135★ 

水族館で飼育されている 2 種のイルカの音声の特徴と類似性 
〇⻄尾 羽未 1, 畑 紗彩 1, 加藤 愛 1, 松代 真琳 2, 郡山 尚紀 1（1 酪農学園大学, 2 帝京平成大学） 

 

ハクジラ類は水中においてホイッスル(WH)、バーストパルス(BP)あるいはクリックス(EC)を用いてコミ
ュニケーションを行っている。それぞれの鯨類の音声は異なっているが、これらの鳴音を異種の個体が真
似る事例もいくつか報告されている。一方、水族館ではしばしば異なる種が同じプールで飼育されている
場合があり、それらの鳴音は類似する可能性がある。そこで本研究では水族館で飼育されている 2 種のイ
ルカの異種間コミュニケーションの有無と音響的変化および類似性について明らかにすることを目的とし
て調査を行った。水族館で飼育されているカマイルカとハンドウイルカを対象とした。ここでは互いのプ
ールへの往来は不可能であるが、格子越しに対面が可能である。この施設を利用してイルカの行動観察を
行うとともにハイドロフォンで水中の音声記録を行った。映像データから行動分類を行い、音声解析ソフ
トを使用して鳴音の抽出と特性を分析した。結果、両種が対面している時の WH のピーク数は総時間の
WH 数と比べて 4 個から 3 個に減少していたが、これはハンドウイルカが持続時間の短いカマイルカとコ
ミュニケーションをとるために近づけていた可能性がある。また、両種が対面している時間帯の BP は、
全ての時間と比べて持続時間の⻑い BP が増加していたことから、カマイルカが持続時間の⻑いハンドウ
イルカとコミュニケーションをとるために近づけていた可能性が考えられた。 

P136 

鳥取県におけるツキノワグマ捕獲個体から得られた情報解析②  
秋期行動特性と堅果類豊凶の関係―大規模 VHF 追跡データに基づいて 

〇野瀬 遵, 中島 彩季（株式会社野生動物保護管理事務所） 
 

鳥取県では地域住⺠の安全に資するため、2004 年より錯誤捕獲されたツキノワグマ 200 頭以上に VHF
発信器を装着し追跡調査を行ってきた (鳥取県・野生動物保護管理事務所 2024)。加えて 2011 年から
は、秋期の主要な食物資源であるブナ、ミズナラ、コナラおよびクリの豊凶調査も実施している（永松 
2024）。 

ツキノワグマの秋期の行動は堅果類の豊凶に大きく影響されることが知られているものの、⻄日本にお
ける報告は限られている（例えば 藤木 2022）。本研究では、鳥取県が蓄積してきた大規模な追跡個体の
測位データと堅果類の豊凶情報を用いて関係解析を実施した。解析では、秋期の利用標高と堅果類の豊凶
との関係、秋期行動圏サイズと堅果類の豊凶との関係に注目した。統計解析には一般化線形（混合）モデ
ルを用い、行動圏サイズに関する解析では VHF 追跡データの特性上避けられない測位点数のばらつきを重
みづけにより補正した。その結果、特定の堅果類の豊凶がクマの空間利用に与える影響が示唆され、秋期
の行動特性を理解する上で有用な知見が得られた。 

本研究は「鳥取県特定鳥獣生息実態調査業務」の一環として複数年にわたり実施されたものである。 
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P137★ 

野生カマイルカのバーストパルスシリーズの音響特性 
〇加藤 愛 1, 村里 夏菜 1, 小山田 鈴 1, 江橋 命樹 1, 松代 真琳 2, 郡山 尚紀 1（1 酪農学園大学,  

2 帝京平成大学） 
 

日本近海を回遊するカマイルカは、ホイッスル(WH)、バーストパルス(BP)、エコロケーション・クリッ
クス(EC)の 3 種類の音声を使用する。WH よりも BP を頻繁に発することが知られているが、BP を特定の
順番で組み合わせたバーストパルスシリーズ（BPS）が多数確認されている。しかし、BPS がどのような
役割を担っているかは明らかになっていない。そこで本研究では BPS の特性を明らかにするために行動と
BPS の関係性について調べた。2024 年 4 月から 6 月にかけて積丹半島および噴火湾の八雲沖にて乗船調
査を実施した。行動観察で得られた行動データを採餌/移動/船との並走/空中行動の 4 種類に分類した。ハ
イドロフォンで得られた音声は音声解析ソフトを用いて音響学的特性の分析を行った。BPS を複数の BP
が特定の順番で組み合わさったものと定義し、ソナグラム上で同じ波形、同じ構成の BPS が 2 個以上見ら
れたものを抽出した。この連続 BPS と行動分類との関係、および連続 BPS の繰り返しについて調べた。
積丹半島では 10〜40 頭(127 分）、八雲沖では 5〜40 頭（202 分）のデータが得られた。BPS は積丹で
456 個得られその内連続 PBS は 12 種類、八雲では 1620 個の BPS が得られ連続 BPS は 48 種類確認でき
た。両調査地において 4 回以上繰り返して発声されていた連続 BPS も確認できた。また、これらの BPS
は採餌時に発声される割合が高いことが分かった。今後 BPS の音響特性についてさらに分析を行う。 

P138 

エゾオオカミの食性にかかる理解・認識の史的変遷 
〇梅木 佳代（北海道大学） 

 

かつて北海道に生息したエゾオオカミ（Canis lupus hattai, 以下オオカミ）は明治期に絶滅したとさ
れ、その具体的な生態はほとんどわかっていない。過去のオオカミの食性についてはエゾシカと強く結び
つけて論じられる傾向がある。とくにオオカミが家畜のウシ・ウマを食害したことで害獣とみなされるよ
うになり、駆除を目的とした公的制度の対象として強い狩猟圧にさらされた結果島内個体群が失われたと
する絶滅経緯が広く知られてきたために、従来の議論は北海道のオオカミが家畜を含む陸生有蹄類を捕食
対象とする存在だったことを前提として展開してきたといえる。 

一方、過去の人々がオオカミの食性をどのように理解していたのかは検討されたことがない。2017 年に
は海産物を主食とする個体が存在したことが明らかにされており（Matsubayashi 2017）、また、世界的に
も海産物を食物源とする集団が存在することや、ビーバーなど有蹄類以外の哺乳類が重要な餌動物となる
場合もあることなど、ハイイロオオカミの食性の多様さに関心が集まっている。国内でも飼育下個体に魚
や果物を与える動物園がみられるなど、こうした新たな知見に触れる機会が存在するが、過去の在来知と
連続しているわけではない。 

本研究では、道内の歴史資料から「オオカミは何を食べると考えられていたか」が読み取れる記述を抽
出・集約し、その食性にかかる理解と認識がどのような変遷を経てきたのか検討した。 
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P139★ 

伊豆諸島の大島・新島・神津島・三宅島・八丈島におけるコキクガシラコウモリ飛翔音の音声変異 
〇野嵜 歩 1, 上條 隆志 2, 安井 さち子 3（1 筑波大学理工情報生命学術院, 2 筑波大学環境系, 3 なし） 

伊豆諸島ではこれまでに、ニホンキクガシラコウモリ、コキクガシラコウモリ、ユビナガコウモリ、ア
ブラコウモリ、種不明の 20kHz 帯のコウモリ音声が報告されている。本研究では、最も広範に分布するコ
キクガシラコウモリに注目し、その生息状況と飛翔音の特徴を明らかにすることを目的とした。2023〜
2024 年にかけて、大島・新島・神津島・三宅島・八丈島において、Song Meter Mini Bat を用いた自動音
声録音調査を実施した。調査地点数は、三宅島 12 地点、大島・新島・神津島が各 2 地点、八丈島は 8 地
点である。録音音声は Kaleidoscope によりソノグラム化し、パルスの形状と周波数からコキクガシラコ
ウモリを目視判別した。さらに、Batsound 4.3 で抽出パルスの最高音圧時周波数（PF）を測定し、島間で
比較を行った。その結果、全島でコキクガシラコウモリの音声が確認され、PF は伊豆大島
105.14±1.16kHz（n=25）、三宅島 105.53±1.16kHz（n=9）、神津島 107.25±0.41kHz（n=10）、新島
106.63±0.85kHz（n=10）、八丈島 110.97±1.20kHz（n=42）であった。特に八丈島で高い値を示し、島間
で音声特性に差異がある可能性が示唆された。今後は飛翔音に加え、静止音を含めた詳細な音声比較が求
められる。

P140★ 

積丹沖に来遊する野生カマイルカの出現と潮汐との関連性 
〇此田 凜 1, 小屋敷 萌香 1, 加藤 愛 1, 江橋 命樹 1, 松代 真琳 2, 郡山 尚紀 1 

（1 酪農学園大学, 2 帝京平成大学） 

海洋環境に影響を与える潮汐は多くの海洋生物の生息環境を大きく変化させることがわかっており、潮
汐に合わせた回遊を行う生物も存在する。しかし、潮汐がカマイルカの回遊生態にどのような影響を与え
るかは証明されていない。そこで本研究では積丹沖へ来遊するカマイルカの回遊特徴と潮汐の関連性を明
らかにすることを目的とした。2023 年 4 月 15 日から 5 月 8 日まで 24 時間連続で積丹半島沿岸の海面の
映像を記録した。映像から 1 時間ごとのカマイルカの出現時間、頭数、移動方向を集計した。さらに、調
査期間中の 1 時間ごとの潮位の変化とカマイルカの出現頻度を比較した。調査期間中のカマイルカの出現
回数は合計 91 回であり、4 月 19 日の出現回数が 35 回と最も多かった。群れの頭数は 1 頭から 9 頭の群
れが 51 回と最も多く確認できたが、採餌行動は 10 頭以上の群れで行われていた。1 時間ごとの群れの出
現は回数が多い順に 7 時台が 19 回、8 時台が 13 回であった。調査期間中の 1 時間ごとの平均潮位は 7 時
台が 5.8cm と最も低い値を示した。潮位の低い時間帯に出現回数が多くなった理由の１つとして、カマイ
ルカの採餌標的である小魚の動きが活発になっている可能性がある。つまり、カマイルカはこれに連動し
て、沿岸へ出てきた生物を狙って出現が増加したと考えられる。
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P201 

移入シカ 〜あなたの周りのシカはどこから？〜 
〇高木 俊人 1, 兼子 伸吾 2, 永田 純子 3（1 神⼾⼥学院大学, 2 福島大学, 3 森林総合研究所） 

 

日本列島のニホンジカの個体数増加や分布拡大による農林業被害、人的被害、生物多様性に対する被害
はもはや社会問題と言ってよい状況にある。これらニホンジカが関わる諸問題については、在来個体群の
自然分布拡大に起因している印象が強いが、一部地域では人為的移入由来の個体に起因する事例が確認さ
れている （例えば、Takagi et al. 2020, 永田ほか 2023）。日本国内では 1980〜90 年代には地域振興など
を目的に飼育（養鹿）が推進され、1996 年時点では養鹿場は 47 か所存在し、国産・中国産ニホンジカ、
アカシカなどの外来シカ類など約 4000 頭が飼育されていた（浦山 1996）。その後バブル経済の破綻に伴
い多くの養鹿場が経営難に陥り、頻繁な人為的移動、飼育施設からの逃走や放獣が繰り返されてきたと考
えられている。本発表ではこれまで報告されているニホンジカの移入個体群の分布や遺伝解析結果に関す
る情報を整理し、国内外来種としてのニホンジカの問題を周知することを目的としている。日本哺乳類学
会では、比較的早い段階から「養鹿にともなう鹿類の輸入・移動に関する声明」を決議している（哺乳類
学会 1992）。しかし、これまでに実態調査や飼育規制は十分に進んでいるとは言えない。今後、調査研究
を進め、飼育施設からの逸脱を防ぐとともに譲渡や売買に対する規制強化について検討していく必要があ
る。 

P202 

スギ人工林におけるクマ剥ぎ行動の分析 
〇石橋 整司 1, 前原 忠 2（1 東京大学, 2 東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林田無演習林） 

 

クマ剥ぎによる林業被害対策を検討するため、埼玉県秩父地方のスギ人工林分において発生した複数回
のクマ剥ぎ行動について、自動撮影カメラによる動画を分析し、クマ剥ぎ行動の持続時間とバリエーショ
ンを中心にその実態を検討した。2013 年から 2020 年までの間に６回にわたり、⺟子を含む延べ 11 頭に
よる 26 本のスギへのクマ剥ぎの行動を動画撮影することが出来た。分析の結果、クマ剥ぎ行動そのものに
も個体あるいは年齢によると思われる違いがあること、１本の樹木に対するクマ剥ぎ行動の継続時間は数
分から１時間程度まで大きな差があること、１本の樹木に対して複数個体で同時にクマ剥ぎ行動を行うケ
ースがあることなどがわかった。 
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P203★ 

クマ鈴やラジオは野生動物との遭遇回避に有効か 
：捕獲圧の異なる地域における音声再生実験による評価 

〇山下 純平 1, 角田 裕志 2, 江成 広斗 3（1 岩手大学大学院連合農学研究科, 2 ⻑野大学, 
 3 山形大学学術研究院） 

 

縮小社会への転換とともに、大型哺乳類による人身事故は深刻化している。こうした人身事故に繋がる
突発的な遭遇を回避するため、クマ鈴やラジオが使用されているが、その有効性の科学的評価は行われて
いない。そこで本研究では、人身事故を起こしやすいツキノワグマ、ニホンジカ、イノシシを対象に、ヒ
トの声（ラジオ）とクマ鈴音への逃走確率を評価した。ただし、ラジオやクマ鈴の有効性はヒトへの恐れ
の地域差で変化しうるため、これらの音への逃走確率は鳥獣保護区では非鳥獣保護区と比較し、有意に低
下するという仮説を設定した。仮説検証のため、福島県南会津町にカメラトラップと連動したスピーカー
から音声を再生する装置を鳥獣保護区の内外に 6 台ずつ設置した。クマ鈴とラジオの有効性は、目的変数
を逃走の有無、説明変数を音の種類と鳥獣保護区の内外の交互作用項とする GLMM を構築し、事後検定を
行うことで評価した。その結果、鳥獣保護区では、シカでのみヒトの声への逃走確率はコントロール音よ
り有意に高まったが、3 種ともにクマ鈴音とコントロール音の間に有意差は認められなかった。しかし非
鳥獣保護区では、3 種ともにヒトの声への逃走確率はコントロール音と比較し有意に高まり、シカではク
マ鈴音においても有意に逃走確率が高まった。よって仮説は支持され、ヒトへの恐れの維持に配慮した保
護区の設置が、大型哺乳類による人身事故の予防に重要であることが示唆された。 
P204 

アライグマ市町村集中捕獲事業評価 （その１ 評価手法の検討） 
〇浅田 正彦（合同会社 AMAC） 

 

市町村が実施するアライグマ遅滞相管理のための有害捕獲事業について、事業評価手法の検討を行っ
た。発表者はこれまで、アライグマ捕獲事業が実施された局所的な個体数変動の推定において、ベイズ除
去法を提案してきたが、市町村が行う集中捕獲事業（局所的に面的にワナ設置を行い一定期間内に行う有
害捕獲事業）に実装するための効果的かつ効率的な事業設計について検討提案を行ってこなかった。ま
た、King ほか(2009)により、これまで外来生物の根絶事業では、捕獲期間や実施時期、ワナ設置面積、ワ
ナ間隔を考慮すべきとされてきた。そこで、千葉県内のいくつかの市町村で実施してきたアライグマ有害
捕獲事業にかかる遅滞相管理において、どのような事業設計が適切なのかを検討するための評価手法の検
討を行った。その結果を踏まえ、ベイズ除去法の適切な推定期間や、事業設計・実施体制の評価基準の提
案を行う。 
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P205 

ニホンザルの群れの分裂と捕獲圧―北限のサル調査 30 余年の記録より―

〇表 渓太 1,2, 福浦 岳志 2, 鈴木 克哉 3,2, 田中 俊明 4,2（1 北海道博物館, 2 佐井のサル調査会, 
3 特定非営利活動法人里地里山問題研究所, 4 梅光学院大学） 

⻘森県下北半島のニホンザルは世界最北のサルとして知られ、「下北半島のサルおよびサル生息北限地」
として 1970 年に国の天然記念物に指定されている。その後、個体数および群れ数は増加しており、2004
年からは農作物被害対策として問題のある個体や群れを対象に捕獲が行われている。 

下北半島の北⻄部に位置する佐井村では、1991 年に農作物被害が発生したことを機に、翌年からニホン
ザル監視員による追い払いや被害状況調査および大学生など有志を集めた冬季一⻫調査を開始した。これ
らの調査は、村の鳥獣管理計画に反映されており、現在まで 33 年間にわたって実施している。ここでは、
⻑期の調査で見えてきた群れの動態について報告する。 

佐井村では 1990 年代前半の生息数は 3 群 100 頭程度であった。それ以降、少なくとも 16 回の群れの分
裂が確認され、2024 年時点で 20 群 700 頭以上にまで増加した。ただし、本格的に捕獲が開始された
2010 年代以降、個体数の増加率はやや低下している。各群れの動態を⻑期比較したところ、分裂が確認さ
れた群れでは捕獲圧が低かったことが明らかになった。また、捕獲圧の高い群れでは個体数の増加率が低
く、ある程度より増加率が低い群れでは分裂が確認されていなかった。したがって、捕獲によって群れの
成⻑率が下がることで、群れの分裂が抑制されていることが示唆された。 

P206★ 

大腿骨骨髄内脂肪量によるヤクシカの栄養診断 
〇吉田 和真 1, 水川 真希 2, 竹中 康進 2, 牧瀬 一郎 3, 八代田 千鶴 4, 鈴木 正嗣 1 

（1 岐阜大学応用生物科学部, 2 環境省屋久島自然保護官事務所, 3 上屋久猟友会,  
4 森林総合研究所関⻄支所） 

屋久島では，ニホンジカの一亜種であるヤクシカによる自然植生への影響が懸念されている。ヤクシカ
の適切な個体数管理のためには，個体群に関わる基礎情報の一つとして栄養状態の把握が欠かせない。そ
こで，2022 年から 2025 年にかけて屋久島⻄部地域で捕獲された個体を対象に，大腿骨骨髄内脂肪量（以
下，FMF とする）を測定した。 

成獣メス（3 歳以上）では，9 月に捕獲された 3 個体 で FMF は 60％未満であったが，12 月と 1 月に捕
獲された 6 個体 では 79％以上と高い水準を示していた。9 月の成獣メスでは，妊娠後期や授乳期のエネ
ルギー消費の影響で栄養状態が悪化していたと考えられるが，冬期に入ると栄養状態が回復することが確
認された。成獣オス（3 歳以上）においては，11 月に捕獲された 3 個体 で FMF が 10％未満と著しく減
少していたものの，1 月捕獲の 2 例では 48.2％ならびに 84.2％，2 月捕獲の 2 例では 60.2％ならびに
81.8％と増加の傾向が認められた。成獣オスは，交尾期のエネルギー消費と採食量の減少により栄養状態
が悪化したと考えられるが，メスと同様に冬期には栄養状態が回復に向かう可能性が示された。

以上の結果から，屋久島⻄部地域では，冬期においても餌条件の顕著な悪化は起こらず，繁殖に伴い夏
期から秋期にかけて低下した FMF は冬期に回復することが示唆された。 
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P207 

特定外来生物アライグマの施設侵入事例から考える野生動物管理の優先順位 
〇上野 真由美 1, 池田 透 3, 田中 一典 3, 中山 小夏 2, 星野 佑太 2（1 北海道大学 ⽂学研究院, 

2 北海道大学 農学部, 3 株式会社外来種防除円卓会議、北海道大学） 

中型・大型哺乳類の分布拡大に伴い、市街地への出没は増加傾向にある。都市部に点在する孤立した自
然環境への在来種の出没は自然回復の象徴とされる一方で、生活環境への被害や外来種の出没に対しては
適切な対応が求められる。本研究では、特定外来生物に指定されているアライグマが大学施設へ侵入した
2 事例を対象に、関係者への聞き取り、現場調査、施設図面の分析を通じて、侵入時期・経路・滞在箇所
を明らかにした。その結果、両事例とも 10 月〜1 月に発生しており、床下の換気口や改築時の壁の隙間か
ら侵入し、壁を登って天井裏に滞在していたことが確認された。施設外に箱わなを設置した結果、１事例
ではアライグマ（成獣オス）が捕獲された。もう１事例においてはアライグマの捕獲はできず、その後の
調査から施設外に移動したと推察された。北海道大学は市街地に立地しながら全国屈指の広大なキャンパ
スを有し、歴史的建造物を含む多数の施設と、それらを取り囲む自然林、農場、研究林、芝生などの緑地
が存在するため、保全と管理には多大な人員と予算を要する。本研究では、これらの事例に対する対応と
関係者への聞き取りをもとに、大学施設における野生動物管理の優先順位について考察する。

P208 

捕獲によるシカ密度低減は植生回復を促すのか：9 年間のデータによる検証 
〇幸田 良介, 石塚 譲, 原口 岳（大阪環農水研・多様性） 

近年、捕獲によるシカの個体数管理が全国的に強化・推進されてきた結果、依然としてシカが増加して
いる地域もあるものの、生息密度が減少に転じた地域が増え始めている。一方で、シカ密度の低減が植生
回復に及ぼす効果を検証した事例は少なく、不明な点が多い。植生保護柵を用いた研究では、累積的な影
響が植生回復速度に影響することが指摘されており、捕獲によるシカ密度低減が達成された場合でも、そ
れまでのシカ密度の増減履歴によって植生回復速度が異なることが予想される。そこで本研究では、大阪
府でのモニタリングデータを活用し、9 年間の林床植生の変動に及ぼすシカ密度の増減履歴の影響を評価
した。 

大阪府北摂地域の 104 ヶ所に 50 m×4 m のベルトトランセクトを設置し、2014 年から 2024 年にかけて
毎年冬季に糞塊除去法でシカ密度を推定した。また、各トランセクトを 5 つに区切った 10 m×4 m の範囲
を調査プロットとし、2015 年および 2024 年に林床植生調査を実施した。高さ 150cm 以下の植生を対象
として出現種数と被度を記録するとともに、光環境や地形、傾斜角度などの環境要因を記録した。 

発表では各調査プロットにおける林床植生の種数や被度に対して、累積的なシカ密度や環境要因がどの
ように影響するのかを種ごとや植物タイプ（木本・草本・シダ類）ごとに一般化線形混合モデル等で解析
し、植生回復のために必要となるシカ個体数管理施策について議論したい。 
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P209★ 

近年増加するアナグマ被害に対して有効な電気柵とは−現状の問題点と実験的検証− 
〇室屋 敦紀 1,2, 末松 謙一 2, 宇佐美 二朗 2, 迫中 千晴 2, 坂本 信介 1 

（1 宮崎大学 農学研究科 動物環境管理学分野, 2 株式会社 末松電子製作所） 

近年、アナグマ等中型哺乳類による農作物被害が増加傾向にあるが、現在利用されている侵入防止柵
は、主にシカ、イノシシなど大型動物を対象としており、中型動物には有効でないことが多い。ネットに
あらかじめ通電線が編み込まれた電気柵（以下『ネット式電気柵』と称す）は両者に有効であることが期
待されているが、中型動物に対する有効性の検証例は限られている。そこで本研究では、南九州地域(宮崎
県、鹿児島県) のアナグマ被害発生農場において、（１）対策の現状（通電線の高さ）を調べた上で、従来
の電気柵とネット式電気柵を設置し、（２）設置経費、保守経費、作業時間と（３）侵入防止効果を比較し
た。さらに、捕獲個体を用いて、（４）侵入防止効果の高い通電線の高さを実験的に調べた。その結果、
（１）従来の電気柵の通電線の高さは 20−40 ㎝が最も多いが、これを（４）10―20 ㎝にするとアナグマ
が侵入しにくいことが示唆された。さらに、（２）短期利用では従来の２段電気柵が経済的だが、⻑期利用
ではネット式電気柵が経済的であること、ネット式電気柵には防草シートがついているため、草刈り等保
守作業を省略でき維持管理が容易であること、（３）ネット式電気柵が最も高い侵入防止効果を示すことが
明らかになった。以上より、アナグマ用の電気柵については、通電線をより低く設置した方が良く、ま
た、ネット式電気柵が特に有用であることが示された。

P210 

ノウサギの好物コウヨウザンの食べ易い形と周囲の雑草木との関係
〇南波 興之, 礒辺 山河（（一社）日本森林技術協会） 

近年、植栽樹種としてコウヨウザンが植栽後の成⻑が早いことから林業関係者に注目されており、植栽
面積が一部地域で増加傾向にある。一方で、コウヨウザンへ熱視線を向けるのはノウサギも同様で、コウ
ヨウザンの苗木に対して強い嗜好性を示し、スギやヒノキよりも選択的に採餌することが知られている。
そのため、コウヨウザンの植栽初期にノウサギの食害から守る方法として獣害防止ネット等の設置が一般
的であるが設置と管理にコストがかかるため、それらに依らない方法を検討する必要がある。

そこで、広島県三次市と庄原市において、コウヨウザンの大型のコンテナ苗（平均苗高 78cm）と植栽
木の周囲の下刈りを省略する処理を組み合わせて、ノウサギに食害を受けにくい苗木の形状（樹高及び幹
部の太さ）及び下刈りの省略と植栽木周囲の雑草木の関係について解析し、ノウサギの食害に遭いにくい
諸条件を検討した。さらに、コウヨウザンは、萌芽再生する特性があるため、ノウサギから食害を受けて
も再生できる苗木の大きさについても合わせて検討した。 
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P211 

ニホンザル多頭捕獲後の行動圏変化と被害拡大の可能性
〇海老原 寛, 藏元 武藏, 箕浦 千咲（株式会社野生動物保護管理事務所） 

ニホンザル（Macaca fuscata）による被害が深刻化する中、各地で大規模な捕獲が進められている。捕
獲は農作物被害の軽減に一定の効果があるとされるが、筆者は 2022 年度大会において、捕獲後に農地や
住宅地の利用が増加した事例を報告した。今回、その群れに対して再度多頭捕獲が行われたため、2 回の
捕獲がそれぞれ群れの行動圏利用に与えた影響を検証した。福井県池田町の対象群は、大型檻捕獲により
68 頭から 43 頭、さらに 27 頭へと減少した。捕獲前後に装着した GPS 首輪のデータを用いて年間の利用
環境を分析した結果、農地の利用は微増、住宅地の利用は顕著に増加した。行動圏面積は縮小したが、隣
接市町村の未利用地域への進出も確認された。これにより、捕獲が行動圏の縮小を引き起こすことによっ
て特定地域での被害をかえって増加させる可能性や、新たな地域への被害拡大のリスクを高める可能性が
示唆された。サル被害の抑制には捕獲だけでなく、防除対策や生息地管理の併用が不可欠であることが改
めて強調された。また群れ管理において、自治体間の連携の重要性も示された。群れサイズの変化を伴う
事例の研究は、加害群の生態理解と被害軽減の両面で重要な知見を提供するため、今後の発展が期待され
る。 

P212★ 

ドングリの豊凶だけがヒグマによる農作物被害を決定しているわけではない！？〜農作物と堅果の利
用可能性を考慮したヒグマの農作物利用メカニズムの解明〜 

〇金杉 尚紀 1,2, 伊藤 伊藤泰幹 1,3, 大竹 賢登 1, 葉山 翔太 1, 酒井 颯汰 1, 遠藤 優 4, 勝島 日向子
1,5,6, 中村 一輝 1, 古巻 翔平 1, 新保 了 1, 坪田 敏男 7（1 北大ヒグマ研究グループ, 2 北海道大学理学

院, 3 北海道大学⽂学院, 4 北海道大学理学部, 5 北海道大学地球環境科学研究院, 6 北海道大学総合イノベ
ーション創発機構, 7 北海道大学大学院獣医学研究院） 

近年、野生動物による農作物被害が深刻な問題となっており、農作物利用の発生に影響する要因の解明
が必要だ。農作物利用の発生には農作物の利用可能性と周辺に存在する天然資源の利用可能性の双方が影
響していると考えられる。しかし、多くの研究では一方の利用可能性の影響のみに着目されてきた。そこ
で、本研究ではヒグマによるデントコーンの利用に農作物と天然資源の利用可能性が与える影響を検討し
た。2016 年から 2021 年の 9 月から 11 月にかけて、北海道大学天塩研究林の林道を定期的に踏査を行
い、501 個のヒグマの糞の採集した。加えて、ミズナラ・サルナシ・ヤマブドウ・ナナカマドの結実量調
査とデントコーンの刈取り状況についての聞き取り調査を行った。各年の天然資源の利用可能性と季節が
ヒグマの採餌内容に与える影響を解析した。ミズナラとヤマブドウの利用可能性と季節の変数が全体的な
ヒグマの食性に影響していた。ミズナラが不作の年ではデントコーンの利用がより⻑い期間継続してい
た。加えて、農作物の刈取り後も、刈取りの残滓の利用が続いていることが示唆された。次に、各週のミ
ズナラとデントコーンの利用可能性がヒグマのデントコーン利用割合に与える影響について解析を行っ
た。デントコーンの利用可能性が高いと、その利用割合が高くなった。加えて、ミズナラの利用可能性が
高いとデントコーンの利用割合が低下することが示された。
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P213 

北海道後志地方におけるクマイザサの一⻫開花と幼齢カラマツ類造林地における野ネズミ被害 
〇明石 信廣, 南野 一博（北海道立総合研究機構林業試験場） 

北海道後志地方では 2023 年に広い範囲でクマイザサが一⻫開花し，2024 年春にはこの地域のカラマツ
類（カラマツ，グイマツ，グイマツ雑種 F1）造林地において多くの野ネズミ被害が報告された。そこで，
11 年生以下のカラマツ類造林地 39 林分において被害調査を行うとともに，この地域において実施された
野ネズミ発生予察調査のデータと合わせて，クマイザサの開花結実がエゾヤチネズミの増加，カラマツ類
の被害に繋がったのかどうかを検証した。野ネズミ発生予察調査では 2023 年にエゾヤチネズミの顕著な
増加は見られなかったが，調査を行ったすべてのカラマツ類造林地において野ネズミ被害が発生してい
た。主軸の頂端にまで及ぶ剥皮被害が発生していた造林地も多く，被害は積雪の多い時期に発生したと考
えられた。ササの結実後にエゾヤチネズミが繁殖を繰り返して大発生に至るには時間を要すると考えら
れ，予察調査が行われた 10 月よりも後にエゾヤチネズミが急増した可能性が考えられた。また，周辺でサ
サの一⻫開花が見られなかった林分でも大きな被害が発生しており，ササの開花結実後に高密度になった
エゾヤチネズミが周辺林分に移動した可能性が考えられた。

P214 

ツキノワグマの「ゾーニング管理」で出没は減らせるのか？
〇横山 真弓, 中条 寧々, 高木 俊（兵庫県立大学） 

クマ類が人の生活圏に侵入する要因として、食物の年変動、人の生活圏への学習の程度、性別や年齢な
どの生態的特徴、生息密度や分布の変動(Elfstrom et al. 2014)、またはこれらの複合的な関係性などが挙
げられる。兵庫県では 2003 年に特定計画を策定して以降、被害管理として、誘引物管理やバッファーゾ
ーン整備事業などを進めてきたが、2010 年までは個体数管理は保護的な取り組みであった。2011 年に個
体数の増加傾向が確認されたため、増加を食い止めるための個体数管理に転換し、2017 年からは「ゾーニ
ング管理」を開始した。ゾーニング管理は、出没を未然に防ぐため、人の生活圏に近いエリアで定着・活
動する個体を取り除くことを目的としている。

本研究では、8 年間のゾーニング管理の効果を検討するため、捕獲された個体の特徴とその経年変化を
明らかにすることを目的とした。2024 年までに記録された捕獲個体（有害捕獲及び錯誤捕獲個体）のべ
648 頭の性別、年齢の特徴と捕獲地点の関係性を分析した。その結果、性・齢構成、捕獲地域に経年変化
が認められた。ゾーニング管理の開始初期は、壮齢個体（7−8 歳）の捕獲が突出していたが、2022 年以
降は若い個体の捕獲が多くなっていた。ゾーニング捕獲によって、人の生活圏近くに定着した学習の進ん
だ壮齢個体、つまり問題個体あるいは問題個体予備軍をあらかじめ取り除くことに成功した可能性が示唆
された。 
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P215★ 

神奈川県内の牛舎で見られた家ネズミ類 2 種における内部寄生虫相の違い 
〇筒井 修, 重松 悠太, 坂⻄ 梓里, 片平 浩孝（麻布大学生命 ・ 環境科学部環境科学科） 

 

畜舎周辺には様々な生物が見られる。これらの生物は病原体を畜産動物へ運ぶ可能性があるため、管理
区域内への侵入を防がねばならない。畜舎で問題となる代表的な生物として、ドブネズミやクマネズミな
どの家ネズミ類が挙げられる。これら家ネズミ類は動物間流行性および人獣共通の病原体を保有しうる
が、国内畜舎における実態はこれまで十分に精査されてこなかった。そこで本研究では、神奈川県内の牛
舎において家ネズミ類の内部寄生虫相を調べ、各種の寄生状況および家畜への感染リスクについて考察し
た。捕獲調査は県内の匿名牛舎 1 棟にて 2022 年 12 月から 2024 年 12 月の期間に実施した。この期間に
おいて計 208 頭のドブネズミと 10 頭のクマネズミを捕獲し、これまでに 57 頭を検査した。得られた寄生
虫を形態学的および遺伝学的に同定した結果、ドブネズミから計 11 種、クマネズミから 1 種の内部寄生虫
を特定した。このうち家畜寄生性として特筆すべき種は縮小条虫、広東住血線虫、ネズミ盲腸虫の 3 種で
あった。クマネズミは垂直移動を得意とし、牛舎では 2 階に保管されるような飼料を食害しやすい。一方
でドブネズミは地表性であり、鼠⽳等を通じて牛舎内外を行き来し、さまざまな餌生物を利用する。本研
究で見られた両種間における寄生状況の違いは、そのような生態的差異を反映していると考えられる。 

P216 

都市部におけるアライグマ Procyon lotor の生息状況-北海道大学札幌キャンパスの事例- 
〇中山 小夏 1, 星野 佑太 1, 上野 真由美 2, 池田 透 3, 愛甲 哲也 4, 佐鹿 万里子 5, 伊藤 萌林 6 

（1 北海道大学 農学部, 2 北海道大学 ⽂学研究院, 3 株式会社外来種防除円卓会議 北海道大学,  
4 北海道大学 農学院, 5 北海道大学 獣医学研究院, 6 北海道大学 国際感染症学院） 

 

アライグマ（Plocyon lotor）は 1979 年に北海道恵庭市で野生化して以降、現在は道内 167 市町村で生
息が確認されている。しかし、生息調査の情報源の大半は農地における被害防止のための捕獲に基づくた
め、都市部におけるアライグマの生息状況については十分な調査が行われていない。札幌市中心部に位置
する北海道大学札幌キャンパスでは、2023 年度より学生団体によるアライグマの捕獲活動を実施してい
る。そこで、2023 年 5 月から 2025 年 7 月までの調査地における捕獲数をもとに、直近の札幌市中心部の
アライグマの生息状況について報告する。 

アライグマの捕獲は巣箱型罠および箱罠を使用して行い、捕獲個体は二酸化炭素ガスもしくは電気とめ
さし機による安楽死処置を施した後、性判別と陰茎の露出度合いによる性成熟の確認を行った。結果、
2023 年に 1 頭、2024 年に 4 頭が、すべて箱罠により捕獲された。生息密度の簡易的な指標である CPUE
｛（捕獲頭数÷ワナかけ日数）×100｝を計算すると、2023 年は 0.214、2024 年は 1.223 であった。性別は
すべてオスで、1 頭が亜成獣であった。 

以上の結果から、既往⽂献に基づいて本調査地のアライグマの生息密度は 0〜2 頭/km^2 と推定され、
低〜中密度であると示唆された。また、オス比が 1.0 であることから個体群動態の遅滞相もしくは増加層
との境界にあると考えられた。 

本事業は「ほっくー基金北海道生物多様性保全助成制度」の支援を受け実施した。 
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P217 

保護管理に向けたニホンザルの遺伝的モニタリング：関東地方の地域個体群の事例研究 
〇川本 芳 1, 加藤 敬介 2, 海老原 寛 2, 豊川 春香 2 

（1 高宕山のサル観察クラブ, 2(株)野生動物保護管理事務所） 

環境省による 2024 年度の鳥獣保護管理計画ガイドライン改定では新たにニホンザル個体群の連結性を
重視した見直しが行われ要配慮地域の選定が進んだ。ニホンザルにはオスの拡散を介して個体群の繁殖が
維持される生態特徴があるため、保護管理計画では生息地の分布連続性評価以外に遺伝学的な個体群の現
状評価も反映させたい。この遺伝的モニタリングでは個体群成立の歴史性と繁殖構造の調査が考えられ
る。一方、今回のガイドライン改定では消滅に瀕する個体群や外来種交雑の影響が十分考慮されていな
い。この発表では、これらの課題を検討するため、関東地方に生息するニホンザル５個体群（房総、⻄
湘、丹沢、奥多摩・秩父、日光）と房総で野生化し交雑するアカゲザル個体群の 175 個体を分析した。個
体群の歴史性はミトコンドリア DNA の系統解析で評価し、交流を反映する繁殖構造は 14 種類のマイクロ
サテライト DNA のフラグメント分析で評価した。この結果、生息地の連続性と個体群の遺伝的孤立が関係
すること、個体群の歴史性は現存の個体群間の遺伝的分化と異なることが明らかになった。また、消滅の
恐れがある⻄湘個体群の遺伝的評価が進み、この消⻑の影響を調べる基礎情報が得られた。さらに、房総
半島南部からの拡散による外来種交雑の影響を考える情報も得られた。調査地域をモデルに、今後の保護
管理における個体群の管理単位の在り方を考察する。

P218★ 

外来ネコによる在来種捕食の実態：7 年間のカメラトラップ調査から 
〇木村 開人 1, 小椋 崇弘 2, 塩野﨑 和美 2, 浅利 裕伸 1 

（1 帯広畜産大学, 2 株式会社奄美自然環境研究センター） 

外来生物による在来種の捕食は生物多様性損失の主要な原因の一つであり、中でもイエネコは世界で生
じた絶滅の約 14%に関与したとされている。特に、捕食者が限られる島嶼部で独自の進化や適応を遂げた
在来種は、新たな外来生物による捕食の影響を受けやすい。多くの固有種が生息する鹿児島県奄美大島で
も、イエネコによる在来種の捕食が知られ、対策が急務となっている。捕食の実情に応じた効果的な対策
を講じる必要があるが、既存の知見は糞分析などの断片的な食性報告に限られる。 

本研究は、ノネコ対策を目的として奄美大島の広域に設置された自動撮影カメラによって記録された 7
年間のデータ(2018-2024)を用い、野外に生息するイエネコの餌動物とその季節性を特定するとともに、捕
食が確認された時間帯と餌動物の活動時間帯との重複を分析し、在来種が受けている捕食の実態を明らか
にすることを目的とした。 

イエネコによる 787 件の捕食（アマミノクロウサギ、アマミトゲネズミ、ケナガネズミ、コウモリ類、
その他ネズミ類）が確認された。イエネコは通年でその他ネズミ類(48-71%)やケナガネズミ(16-27%)を主
要な餌資源とし、個体群を安定させていると考えられる。アマミノクロウサギの捕食は、主な繁殖期の春
期と冬期に増加しており、再生産を阻害している可能性が示唆された。また、捕食は薄明薄暮に集中して
いたが、これまで確認されなかった昼間にも少数ながら捕食が確認された。 
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P219 

卵巣および子宮の観察による兵庫県のツキノワグマの繁殖状況評価 
〇中条 寧々1,2, 横山 真弓 1,2（1 兵庫県立大学, 2 兵庫県森林動物研究センター） 

 

近年ではクマ類の大量出没による人間社会との軋轢が深刻化しており、その根本原因には個体数増加が
指摘される。今後クマ類の積極的な個体数管理を行う上では、個体数の増減に直結する繁殖情報を更新す
る必要がある。兵庫県では 2010 年に繁殖状況調査が行われ、成獣（4 歳以上）の良好な繁殖状況が示され
たが、サンプル数の不足により若齢（2~3 歳）および高齢個体（15 歳以上）における評価は不十分となっ
ていた。本研究では、2013〜2024 年に兵庫県で収集された 218 個体の卵巣および子宮を観察し、ツキノ
ワグマの繁殖状況を再評価した。排卵の指標となる⻩体または成熟卵胞は 2 歳から 25 歳で認められ、その
保有率は、2 歳で 22%（2/9 個体）、3 歳で 50％（3/6 個体）、4 歳以上 15 歳未満の 89 個体で 100％、15
歳以上 29 歳以下で 80%（12/15 個体）となった。出産の指標となる胎盤痕は 2 歳から 22 歳で認められ
た。2024 年に捕獲された成獣 34 個体について、平均⻩体数および胎盤痕数は、2.12 および 1.83 とな
り、2010 年と同程度であった。胎盤痕または⻩体をもつ（隔年繁殖している）個体の割合は 100％とな
り、2010 年の 93%よりも高かった。以上より、兵庫県のツキノワグマでは 2 歳および 3 歳で排卵可能な
個体が存在し、高齢個体についても半数以上が繁殖に寄与していることが示唆された。また、2024 年の繁
殖能力はは 2010 年よりも高いと判断された。 

P220 

全国の生息密度・被害データに基づくニホンジカ捕獲強化地点の選定 
〇木村 響 1, 関 香菜子 1, 河崎 裕太 1, 本橋 篤 1, 宮﨑 博之 1, 平山 寛之 1, 藤木 大介 2, 幸田 良介 3, 丸

山 哲也 4, 高木 俊 2, 石塚 譲 3, 岸本 康誉 1（1 株式会社野生動物保護管理事務所,  
2 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所, 3 大阪府立環境農林水産総合研究所 生物多様性センター,  

4 栃木県林業センター） 
 

ニホンジカの分布拡大と生息密度増加により、農林業被害や森林生態系への影響が深刻化している。効果的
な被害軽減には現場で得られたデータに基づく戦略的な捕獲強化が必要である。本研究では、環境省の生息密
度分布図を活用し、生息密度と被害状況の関係に基づく捕獲強化地域を選定する手法を開発した。 

本州以南の 5 倍地域メッシュを分析単位とし、2014 年度から 2022 年度の生息密度、捕獲数、環境要因、被
害データ（森林下層植生衰退度、農業被害アンケート、森林生態系多様性調査）を用いて解析を行った。一般
化線形混合モデルにより生息密度と被害の関係を定量化し、生息密度と生息密度平均変化率による 4 象限分析
で地域を類型化した。 

解析の結果、生息密度と被害には統計的に有意な関係が認められた。生息密度 5 頭/km²における深刻な被害
発生確率は、森林下層植生衰退度で 10.12%、農業被害で 11.30%と予測され、被害軽減のための目標生息密度
設定が可能となった。また、2014 年度に生息密度が高かった地域では減少傾向、低かった地域では増加傾向が
確認され、これまでの捕獲強化施策の効果とその地域格差が明らかになった。4 象限分析により、全メッシュ
を「要捕獲強化」「要注意」「捕獲強化継続」「現状維持」の 4 類型に客観的に分類することが可能となった。 

本手法により、被害軽減目標に基づく優先度の明確な捕獲強化地域選定が実現した。今後の戦略的な野生動
物管理への応用が期待される。 
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P221★ 

巣の中には誰がいる？クリハラリスの巣材から得られた都市有害生物 
〇江口 勇也 1, 津守 海斗 1, 辻野 拓海 1, 矢島 広樹 1, 舩越 優実 1, 嶌本 樹 2, 新田 梢 1, 片平 浩孝 1

（1 麻布大学生命・環境科学部環境科学科, 2 日本獣医生命科学大学獣医学部獣医保健看護学科） 

野生動物が構築する巣は、家主となる種が利用するだけではない。さまざまな生物の住処としても機能
し、都市環境においては人間活動に悪影響を及ぼす有害生物の潜在的なシェルターとして利用される可能
性がある。本研究では、関東の都市部に定着した特定外来生物クリハラリスの樹上巣を対象に同居動物の
組成を調査し、都市有害生物の混在状況を検討した。2022 年 1 月に神奈川県内の都市緑地において 9 巣を
採集した結果、計 14 目 1,467 個体（1 巣あたり平均 8.2 目 163.0 個体）を得た。主要な分類群はハエ目
（355 個体）、トビムシ目（261 個体）、チャタテムシ目（226 個体）、ダニ目（205 個体）であった。特に
ハエ目はクロバエ科、イエバエ科、ショウジョウバエ科など、食品汚染や心理的不快感をもたらす分類群
で構成されていた。現在、国内各地でクリハラリスの駆除が求められているが、神奈川県を含む多くの地
域では分布拡大と個体数増加が続いている。それに伴い営巣数も増加し、結果的に同居動物の生息数や分
布に影響をおよぼしているかもしれない。これまでの駆除事業ではクリハラリスそのものの捕獲が焦点と
なっていたが、害虫管理の観点からすると、巣も合わせて除去していく必要がある。

P222 

ひとめでわかる！奄美大島におけるフイリマングースの根絶 
−世界最大規模の島嶼におけるマングースの根絶はどのように成し遂げられたのか？−

〇浅野 真輝 1, 橋本 琢磨 1, 阿部 愼太郎 2, 後藤 義仁 1,3, 松田 維 1,3, 細川 伸 1,3, 真島 吾郎 1,3, 
龍﨑 善行 1,3, 北浦 賢次 1, 川本 朋慶 1, 荒谷 友美 1, 菊池 しゅき 1, 諸澤 崇裕 4,1, 

環境省 奄美群島国立公園管理事務所 5（1（一財）自然環境研究センター, 2 奄美哺乳類研究会, 
3 奄美マングースバスターズ, 4 東京農工大学, 5 環境省奄美群島国立公園管理事務所） 

2024 年 9 月 3 日、環境省により奄美大島におけるフイリマングース（Urva auropunctata）の根絶が宣
言された。奄美大島のような大面積の島嶼で、広く蔓延した中型哺乳類を根絶した事例は世界的にも稀で
あり、マングースの根絶では世界最大規模の事例となった。奄美大島には、1979 年前後にマングースが放
獣された。その後、マングースによる在来種の捕食等の生態系への影響が明らかになり、1993 年以降、市
町村による有害鳥獣捕獲が、1996 年度から環境庁等による調査、2000 年度から駆除事業が実施された。
2005 年度にマングースが外来生物法による特定外来生物に指定されるとともに、本法に基づく防除事業を
開始、防除を担う奄美マングースバスターズ（AMB）が結成された。AMB により、最大 35,000 基程のわ
なが全島網羅的に設置され、マングースの捕獲が実施された。2008 年度には、ニュージーランドよりマン
グース探索犬を導入し、探索犬を用いた効率的なマングースの探索と捕獲が根絶宣言に至るまで実施され
た。継続的な防除により、2018 年 4 月の 1 頭の捕獲を最後にマングースの生息が確認されなくなり、その
後 6 年間のモニタリングデータを用いて算出された根絶確率等に基づき、奄美大島におけるマングースの
根絶が宣言された。奄美大島にマングースが放獣されてから約 45 年、外来生物法に基づく防除事業を開始
してから約 20 年、どのようにしてこの世界的な快挙が達成されたのかを振り返り、整理する。 
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P223 

琉球諸島の陸生哺乳類の研究と保全の歴史 
〇山田 ⽂雄 1, 伊澤 雅子 2（1 沖縄大学 / アマミノクロウサギミュージアム QuruGuru, 2 琉球大学） 

 

琉球諸島の成立過程，および陸生哺乳類の研究と保全の歴史・現在についてレビューした．本地域には
6 目 11 科 20 種 6 亜種の陸生哺乳類が生息し，その 77％が固有種で，また 62％が絶滅危機種であった．
最も注目すべき特徴は，人類が約 3 万年前からこの島々に住み着いたにもかかわらず，系統的に古い種が
生き残ってきたことである．このような人と古い系統の動物の共存は，日本の他地域では見られず，また
世界的にも稀な事例である． 

琉球諸島は 2021 年にその 4 島が世界自然遺産に登録され，本地域の保全上の大きな節目となった．本
地域の生物相の固有性の高さは，世界的な生物多様性保全において，極めて重要な地域と広く認識され，
特異な生物相と独自の島嶼生態系として，国際的にも注目される場所となった．しかし，依然として多く
の課題が残されている．島嶼生物学は，進化を理解し，保全戦略を形成するうえで重要な生物地理学的視
点のアプローチと考える．  

このため今後，島嶼における生物地理学・生態学・種間相互作用・地質学・古生物学に着目した包括的
な研究と再評価が必要と考えている．また，保全策を立てる上では，各島の特性に応じて，⺠族学，社会
学，経済学の知見も取り入れ考慮すべきと考える．本地域の絶滅危惧種と生物多様性を未来の世代へ引き
継ぐことは，私たちの責任と考えている． 

P224★ 

神奈川県央部のクリハラリス分布拡大地域における個体の遺伝的特性 
：分散ルートの推定 に向けて 

〇種田 皓太 1, 江口 勇也 1, 坂⻄ 梓里1, 片平 浩孝 1, 嶌本 樹 2 

（1麻布大学生命・環境科学部環境科学科, 2日本獣医生命科学大学獣医学部獣医保健看護学科） 
 

特定外来生物クリハラリスの定着地である神奈川県では、本種の個体数増加および分布拡大が続いてい
る。侵入初期は県南東部の鎌倉市や三浦半島を中心に生息が確認されていたが、徐々に定着地が広まり、
いまでは県央部の大和市に最前線が形成されるようになった。すでに侵入した個体に対して継続的な駆除
努力が必須であることはもちろんのこと、さらなる加入を防ぐためには、ソースとなる集団や移動経路を
知る必要がある。そこで本研究では駆除個体を対象に mtDNA の D-loop 領域を対象とした遺伝子解析を
実施し、県内における既存のデータベースと比較することで分散ルートの推定を試みた。検体は 2024 年 2
月~2025 年 1 月において有害鳥獣対策として大和市で捕殺・冷凍保管されたクリハラリス 78 個体とし
た。解剖時に肝臓の一部を採取し、テイル溶解法で DNA を抽出した。抽出 DNA をテンプレートとして、
D-loop 領域を PCR 増幅し、増幅産物をシーケンス解析した。検査はまだ途中であるが、これまでの解析
によって、すくなくとも侵入個体の一部が台湾の⻄部系統に判別されることが明らかとなった。この系統
は、県内において大和市の東南東に位置する横浜市のみで検出されており、早期の定着地として知られる
鎌倉市や藤沢市からの北上というよりも、横浜市で増加した集団がソースとなって県央部にまで分布を拡
大しつつあるルートが推察された。 
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P225 

高山帯における人間のレクリエーション活動がツキノワグマの行動に及ぼす影響 
〇森 智基 1,2, 池田 敬 3, 美濃輪 晃人 4, 日下部 智一 5, 川部 満紀 6 

（1 岐阜大学応用生物科学部附属野生動物管理学研究センター, 2 岐阜県野生動物管理推進センター,  
3 信州大学農学部, 4 岐阜県環境生活政策課, 5 岐阜県恵那農林事務所, 6 飛騨農林事務所） 

 

近年、観光や登山などのレクリエーション活動の増加により、高山帯におけるヒトとクマの遭遇リスク
の増大が懸念される。こうしたリスクに対応するには、両者の活動時間の重複状況などを把握する必要が
ある。本研究では、岐阜県と⻑野県の県境に位置する乗鞍岳を対象に、ツキノワグマとヒトの活動時間の
重複状況を明らかにし、今後の管理方策を検討することを目的とした。 

2023 年と 2024 年のそれぞれ 7〜10 月にかけて、岐阜県側の乗鞍岳高山帯においてカメラトラップ調査
を実施するとともに、現地パトロール員や交通機関関係者からクマの目撃情報を収集した。登山アプリ
YAMAP から約 400 名分の活動記録を抽出し、人間の活動時間帯の解析に用いた。ツキノワグマの活動は
7〜8 月に集中しており、活動ピークは 21 時頃であった。目撃情報の約 50％は早朝 4〜8 時に集中し、こ
れは人間活動が本格化する前の時間帯に該当した。深夜の活動は限定的であったものの、ツキノワグマは
夜行性の傾向を示し、人間活動との時間的重複は約 35％であった。このことは、ツキノワグマが乗鞍岳で
の人間活動の時間帯に応じて活動パターンを調整し、遭遇リスクを低減させている可能性を示唆する。一
方で、日中にも畳平周辺で活動する個体が確認されており、遭遇リスクは依然残っている。そのため、今
後も登山道周辺のパトロールや残飯・誘引物の徹底管理、利用者への情報提供・啓発など、多角的な対策
の継続が重要である。 
P226 

常緑樹林帯で実施した次世代 GPS 首輪「LoggLaw G2C」の実証実験について 
〇藏元 武藏 1, 浅見 真生 1, 藤本 将也 2（1 野生動物保護管理事務所, 2 徳島県つるぎ町産業経済課） 

 

近年、ニホンザル対策を効率的かつ効果的に実施するうえで、GPS 首輪を用いた調査が主流となってい
る。しかし、GPS データの取得には、受信機を持って首輪装着個体に接近する必要があり、定期的な位置
情報の取得には多大な労力がかかるため、直近の位置情報を即時に確認できない課題があった。対策方針
を迅速に決定するためにも、可能な限りリアルタイムな位置情報を共有できる仕組みが必要である。 

LoggLaw G2C は Biologging Solutions 社製の次世代 GPS 首輪であり、LTE-M 通信を用いて GPS デー
タをクラウドサーバーへ自動で送信可能であり、太陽光で充電される。本発表では、LoggLaw G2C の常
緑樹林帯における実証実験として、徳島県つるぎ町で大型捕獲檻に捕獲されたオトナメスに LoggLaw 
G2C を装着し、得られた新しい知見と運用状況を報告する。結果、急峻な地形且つ常緑樹林帯が優先して
いるつるぎ町において、安定して動作することが確認された。測位成功率は 82.7%。太陽光での発電状況
は、1 日 1 回サーバーへデータ送信する設定ではバッテリー量の減少がみられた。そのため、3 日に 1 回
の送信に変更することで、バッテリー量の減少はなくなった。また、直近の群れの位置情報が把握できる
ことで、大型捕獲檻へ誘因餌を追加するタイミングが明確になり、無駄な労力とコストをかけずに対象群
の目標頭数を捕獲することに成功した。これらの結果から、当該地域でも実用可能な機能を有すると考え
られた。 
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P227★ 

東京都千代田区内に生息する家ネズミにおける広東住血線虫 Angiostrongylus cantonensis の 
寄生状況について 

〇和田 健太郎 1, 清水 里沙 1, 坂⻄ 梓里 1, 小泉 信夫 2, 三浦 こずえ 3, 片平 浩孝 1, 高橋 克也 4,  
元木 康真 4, 小松 謙之 4（1 麻布大学 生命・環境科学部, 2 国立感染症研究所 細菌第一部,  

3 東京大学大学院 農学生命科学研究科, 4(株)シー・アイ・シー） 
 

家ネズミは、食料や住環境を人に依存する最も身近な野生動物であるが、人獣共通寄生虫の宿主でもあ
る。特に、ネズミを終宿主とする広東住血線虫（Angiostrongylus cantonensis）は、人に感染すると好酸
球性髄膜脳炎を惹起する可能性があり、公衆衛生学的に重要である。過去の調査において、都内でも本虫
が確認されているが、近年は調査がなく、現在の感染状況は不明である。そこで本研究では、東京都千代
田区内で捕獲された家ネズミについて、広東住血線虫の保有状況調査を行った。2023 年に区内の 62 か所
で捕獲されたドブネズミ（Rattus norvegicus）167 頭、クマネズミ（R. rattus）4 頭の総計 171 頭につ
いて検査したところ、広東住血線虫はドブネズミ 167 頭のうち 35 頭（21％）に寄生が認められた。総
計 316 虫体が検出され、平均寄生数虫体数は 1.9 虫体、平均寄生強度は 9.0 虫体で、最大寄生数は都市中
枢エリアで捕獲された 1 頭から検出された 51 虫体であった。今回、従来報告されているような港湾地域で
なく、23 区の中心に位置する地域に本線虫の感染が存在することを明らかにした。今後、中間宿主のナメ
クジなどにおける本虫の感染状況を調査し、都市部における広東住血線虫の定着を確認する必要がある。 

P228 

自動撮影カメラを用いた外来種アカゲザル(Macaca mulatta)の個体数カウント調査の試行 
〇山根 理貴, 難波 有希子（株式会社野生動物保護管理事務所） 

 

千葉県南部では特定外来生物に指定されているアカゲザルを起源とする地域個体群の野生化が顕在化し
ており、その管理が喫緊の課題となっている。マカク属の被害対策においては、群れ管理の一環として群
れの個体数や構成の把握が重要である。従来法である直接観察（以下，カウント調査）は移動経路上に道
路が存在していても、対象群が地上を横断しなければ視認が困難であり、調査に制限が生じるという課題
がある。また、アカゲザルはニホンザル（Macaca fuscata）と比較して樹上性が強く、加えて房総半島の
複雑な地形的条件も相まって、調査員が直接観察するカウント調査は一層困難となっている。 

本報告では、遊動域内に道路がなく目視による個体数カウントが困難なアカゲザルの群れに対し、ラジ
オ・テレメトリー調査及び GPS テレメトリー調査によって得られたデータを参考に移動経路上に自動撮
影カメラを設置し、群れの個体数の把握を試みた。山林内など調査員によるカウントラインが設置できな
い環境下においても、自動撮影カメラを用いることで撮影が可能であることから、カメラの設置方法を工
夫することで個体数カウント調査が実施可能であると考えた。さらに、目視によるフルカウントが達成さ
れた群れについて、自動撮影カメラによるカウント結果と比較し、本手法の有効性および新たな個体数調
査手法としての可能性について検討を行った。 
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P229 

リン化亜鉛殺そ剤の効果比較 「紙袋 5 粒入り」と「紙袋に入れない 5 粒」
〇雲野 明, 南野 一博, 時田 勝広, 明石 信廣（北海道立総合研究機構林業試験場） 

北海道では毎年、エゾヤチネズミ（以下、ネズミとする）による林木被害が被害区域面積で 1,000〜
5,000ha 程度発生している。防除対策として、被害を受けやすい若齢カラマツ造林地では下草を全面的に
刈るなど造林地内の生息数を減らす方法に加え、殺そ剤散布が実施されている。殺そ剤散布は主にヘリコ
プターを利用した空中散布により行われているが、一部、地上からの作業員による散布も行われている。
殺そ剤にはネズミが 1 粒を喫食することでほぼ致死量となる薬剤が含まれており、地上散布用としては、
殺そ剤 5 粒が紙袋に入った状態で市販されている。紙袋入りは、過去の試験で喫食性がよく、また作業員
が直接薬剤を触れずにすむ利点があり、継続的に使用されてきた。しかし、近年の物価高騰を背景に、殺
そ剤散布も経費削減を求められるようになっている。特に製造段階でこの袋詰めにかなりのコストがかか
り、課題となっている。そこで、1 袋に 5 粒入った殺そ剤と紙袋に入れない殺そ剤の効果を比較するた
め、2 年間にわたり試験を実施した。試験では、紙袋区、紙袋に入れない区、殺そ剤を散布しない対照区
の 3 処理区を設定し、殺そ剤散布前後で生け捕りワナによるネズミの生息調査を実施し、個体数削減効果
を比較した。その結果、R５年はネズミ数が多く、紙袋区で殺そ剤の効果が確認できなかった。R6 年はネ
ズミ数が少なすぎ、紙袋に入れない区で効果が不明瞭であった。 

P230★ 

深麻酔下でのイノシシの採血部位の検討 
〇松田 鈴 1, 板屋 拓希 1, 奥田 ゆう 1, 奥田 圭 2（1 岡山理科大学獣医学部, 

2 広島修道大学人間環境学部） 

近年、イノシシの都市部侵入が世界的な問題となっている。なぜイノシシが都市部に侵入してくるの
か、その原因を明らかにするためには、個体ごとの行動特性や健康状態を評価し、それらと都市部侵入と
の関係性を検討する必要がある。特に、血液中のホルモンや感染症の指標は個体生態学的な分析に有効で
あり、これらの試料を安全かつ確実に取得するためには、深麻酔下においても再現性の高い採血手法を確
立していくことが不可欠である。 

そこで、本研究では道路上で轢死したイノシシの死体を用い、ブタの一般的な採血部位である耳静脈、
頸静脈、尾静脈、前静脈洞と、死亡個体からの採血で有用とされる海綿静脈洞から分岐する前頭静脈、及
び大腿の静脈で最も表層を走行する大腿静脈を肉眼解剖学的に観察した。 

その結果、耳静脈および尾静脈は非常に細く、体表からの視認性は極めて乏しかった。また、ブタで体
表からのランドマークである頸静脈溝がイノシシでは不明瞭であり、頸静脈は深部に位置していた。 

一方、前頭静脈は浅層を走行し、眼窩上孔を触知可能な目印とできるため、正確な穿刺が期待できた。 
以上より、前頭静脈は深麻酔下のイノシシにおいても実用的な採血部位として有用であることが示唆さ

れた。 
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P231 

A24 Trap によるエゾヤチネズミの捕殺効果の検証 
〇南野 一博, 時田 勝広（北海道立総合研究機構 林業試験場） 

現在、北海道における野そ防除対策は、主にヘリコプターによる殺そ剤の空中散布により行われている
が、殺そ剤を散布できない森林所有者や市町村からは、殺そ剤を使用しない新たな対策が望まれている。
A24 Trap（Goodnature、ニュージーランド）は誘引剤により動物をおびき寄せ、内部にあるピストンで頭
部を打撃することで瞬時に殺すことができるトラップである。打撃後は自動でピストンがリセットされる
ため、一度の設置で最大 24 回の捕殺が可能とされている。本研究は、A24 Trap によるエゾヤチネズミの
捕殺効果を検討することを目的に、2024 年 10 月 21 日〜25 日に北海道美唄市の防風林 100m×35m におい
て、5m 間隔でシャーマン式トラップを計 108 個設置し、4 日間の標識再捕獲を実施するとともに、11 月
11 日〜12 月 7 日にかけて、防風林内に 3 台の A24 Trap を設置し、エゾヤチネズミの捕殺状況を確認し
た。その結果、設置期間中に積雪によりエゾヤチネズミの出没が途絶えたものの、27 日間で標識個体 18
頭のうち、9 頭が捕殺された。このことから A24 Trap を林内に設置することで一定の駆除効果があること
が確認された。 

P232 

北海道⾬⻯沼湿原の保全に向けたエゾシカの GPS 首輪による追跡結果を活用した越冬地捕獲の試み 
〇中村 秀次 1, 小林 恒平 1, 石名坂 豪 2, 熊谷 隼 1, 佐々木 純一 3, 早稲田 宏一 1 

（1NPO 法人 EnVision 環境保全事務所, 2 野生動物被害対策クリニック北海道,  
3 ⾬⻯沼湿原を愛する会） 

⾬⻯沼湿原は、天売暑寒焼尻国定公園に含まれ、標高 850 メートルの台地に東⻄ 4km、南北 2km にわ
たって広がる山岳高層湿原である。2015 年頃から湿原へのエゾシカの侵入が確認され、徐々に湿原の植生
への食害が顕著に目立つようになった。特にゼンテイカの花茎の食害率は 99%となっている。そこで北海
道では、2021 年度から指定管理鳥獣捕獲事業を活用したエゾシカ対策を開始した。⾬⻯沼湿原へのアクセ
スルートは徒歩で 2 時間ほどかかる登山道のみであり、車両による人や機材の運搬、捕獲個体の搬出がで
きず、対策実施が困難な立地である。2022 年 8 月に囲い罠を湿原に設置し、1 頭のエゾシカを捕獲し GPS
首輪を装着した。その結果、10 月に湿原から 2km ほど移動して群馬岳の南斜面に滞在、その後 12 月には
さらに 6km 東の国領地域に移動することが明らかになった。2025 年 1 月から 2 月には、装着したエゾシ
カの追跡結果をもとに、越冬地である国領地域において銃器を用いた捕獲対策を実施した。本発表では、
北海道では初の試みとなる夏季の高山帯の生息地における GPS 首輪装着、GPS 首輪の追跡結果を活用し
た越冬地捕獲、捕獲個体の残置等の試行結果について報告する。
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P233★ 

ニホンザルのヒトへの「恐れ」はいかにして下がるのか？：恐れと加害性の関連性を探る 
〇三谷 友翼 1, 千本木 洋介 2, 江成 広斗 3（1 岩手大学大学院連合農学研究科, 2BOULDER（株）,  

3 山形大学農学部） 
 

ヒトを含む捕食動物による捕食リスクが高まる場所や景観は「恐れの景観」と呼ばれている。近年の急
速な人口減少に関連した人里の景観構造や捕獲活動の変化は動物のヒトに対する恐れを低減させ、農作物
被害などを助⻑している可能性が指摘されているが、恐れに影響する要因や、恐れと加害性の関係を検証
した研究は乏しい。本研究では、恐れの指標として利用されてきた逃避行動に着目し、ニホンザルの逃避
行動に対する周囲の景観構造、群れの社会構造、過去の捕獲歴の影響と、加害性との関係を調査した。
2024 年 6 月から 2025 年 5 月にかけて福島県南会津地域に生息する 10 の加害群を対象に、恐れの誘発が
期待される火薬音に対する個体の反応を評価した。順序混合ロジスティックモデルにて逃避行動に対する
各要因の影響を評価したところ、ニホンザルは林外や地上にいるとき、サルとヒトの間に電気柵などの障
害物がないときにより顕著な逃避行動を示すことが明らかとなった。一方で、場所に紐づけられる過去の
捕獲歴は有意な影響を示さず、群れの個体数が少ないほど逃避行動を示しにくかった。また、群れに装着
した GPS 首輪の位置情報を集計すると、逃避する傾向が弱い群れは人里近郊に滞在する頻度も高かった。
このことから、人に対する恐れの低下は加害性を高めている可能性があり、恐れの低下を抑止するための
対策としては、捕獲による間引きよりも集落環境整備 のほうが効果的であると考えられた。 

P234 

北海道鷹栖町におけるアライグマ対策 ―春期捕獲の現状と課題― 
〇中島 卓也 1, 加藤 佳亨 2, 丸山 立一 1（1 株式会社構研エンジニアリング, 2 鷹栖町産業振興課） 

 

北海道中央部に位置する鷹栖町では、アライグマによるスイートコーンやトマト、ブドウ等への農作物
被害対策として、2011 年度より聞き取り調査や巡回による被害状況の把握、箱わなの貸し出しや助言等の
支援を行っている。このうち、捕獲による対策に対し、アライグマの出産・授乳期にあたり活動が活発に
なる 3〜6 月を「春期捕獲推進期間」として北海道が市町村に積極的な捕獲を呼びかけており、鷹栖町にお
いても広報紙等を通じた普及啓発や貸し出すわな数の追加により、春期の捕獲強化に取り組んでいる。 

この結果、春期のわな貸し出し日数や貸し出し数といった捕獲努力量が増加し、月別の捕獲数が記録さ
れている 2022 年から 2024 年にかけての春期捕獲数も増加している。一方で、春期の捕獲個体に占める成
獣メスの比率は 20%前後と低く、繁殖期に成獣メスを捕獲する目的に沿った捕獲ができているとはいえ
ず、2024 年大会発表では春期捕獲の拡大および成獣メスを捕獲する効果的な対策の必要性を示した。本発
表では、2024 年までの春期捕獲結果を整理するとともに、捕獲を含むアライグマ対策を効果的・効率的な
ものとすることを目的として、春期に成獣メスを捕獲するための課題や改善に向けた方針を考察する。 
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P235★ 

定置網漁業によるネズミイルカ混獲とその軽減のための間隙通過可能性の推定 
〇柴田 夏実 1, 梶 征一 2, 角川 雅俊 2, 松石 隆 1（1 北海道大学, 2 おたる水族館） 

 

沿岸性の小型鯨類であるネズミイルカ Phocoena phocoena は，定置網漁業によって混獲されることが
ある。陸生動物を対象としたわなでは，作動荷重を調整するなどして錯誤捕獲を軽減できるが，水中環境
への適用は困難である。そこで定置網では，魚類は通過させつつ鯨類の進入を防ぐ「格子網」を内部に設
置することが混獲軽減に有効である。本研究では，「鯨類は垂直間隙よりも水平間隙の通過を強く忌避す
る」という仮説のもと，ネズミイルカの垂直・水平間隙における通過可能性を明らかにし，格子網の設計
に寄与する知見を提供することを目的とした。 

飼育下ネズミイルカ 2 個体に様々な幅の垂直・水平間隙を提示し，通過の有無を記録した。GLM により
間隙形状が通過に与える影響を評価し，通過に対する忌避感の指標となる πc（通過率が 50％となる間隙幅
／身体最大幅）も算出した。結果，水平間隙は垂直間隙に比べ通過に有意な負の影響を与え（p＜0.001），
両個体で水平間隙における πc は垂直間隙における値の 1.4 倍以上となった。これらの結果は仮説を支持
し，ネズミイルカは垂直間隙よりも水平間隙の通過を強く忌避すると考えられる。これが鯨類の尾鰭の上
下運動に起因すると仮定すると，対照的に魚類は垂直間隙の通過をより強く忌避する可能性があり，今後
検証を行いたい。本発表では，ネズミイルカ混獲個体を対象とした行動観察の結果も報告する。 

P236 

GPS 行動追跡データを用いて、野生動物の行動特性を考慮した保全管理が可能か？ 
〇高畠 千尋 1, 馬谷 佳幸 2, 間宮 渉 2, 浪花 彰彦 2, 下鶴 倫人 1, 坪田 敏男 1 

（1 北海道大学獣医学研究院, 2 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター中川研究林） 
 

人と野生動物のあつれきは、保全が成功し個体数が増えている種だけでなく、身近な種においても世界
的課題になりつつある。IUCN（国際自然保全連合）ガイドラインでは、あつれき解決と共存のためには、
科学的実証に基づく管理、社会学的視点、⻑期的で総合的な計画、そして対象種の行動特性に応じた対策
が有効であると提唱している。本発表では北海道のヒグマを対象とし、GPS データから明らかになったヒ
グマの行動特性がどのように保全管理に活かせるか議論するための材料を提示する。 

北海道北部に位置する北海道大学中川研究林内でヒグマを捕獲し GPS 首輪を装着し、これまで 6 頭の行
動追跡データが得られた。その中から、保全管理上重要であると推察される３つのヒグマの行動特性を紹
介する。一つは、ある若齢オスが広大な地域を移動した例で、その範囲は 1352.31 km２に及び、国道や農
地を横断した際の時空間条件を示す。次に、追跡個体 6 頭のうち 3 頭がこの地域最大の河川である天塩川
と川に並走する国道を横断した時に利用した場所や時間帯を示す。最後に、研究林内で生活するメスが夏
季に人里を利用した際の利用場所の景観特性や生息地選択行動を紹介する。 

本発表では、実際に保全管理に関わる人との議論を通して、移動行動データ不在で対策をした場合の問
題点を明らかにし、野生動物の行動特性に応じた対策を立てるために GPS 追跡データがどのように活用で
きるかを探りたい。 
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P237★ 

兵庫県における人とツキノワグマの軋轢緩和ー出没抑制の社会生態学的分析ー 
〇山内 明日花 1, 高木 俊 2（1 兵庫県立大学大学院環境人間学研究科,  

2 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 
 

全国的にクマ類と人との軋轢が問題視されている。野生動物と人との軋轢緩和においては、利害関係者
の視点を十分に考慮する必要性があり、生態学的かつ社会学的なアプローチでの研究が益々重要視されて
いる。 

兵庫県ではツキノワグマの出没が顕著になった 2000 年から、集落出没の原因となる放棄果樹の伐採や
県⺠緑税を利用したバッファーゾーン整備事業、捕獲強化等の出没抑制に力を注いできた。しかし、対策
の普及や実施の現状の整理がされておらず、対策の出没抑制効果についても明らかにできていない。更に
は、日本でクマ類の被害における住⺠感情についての研究は少なく、特に出没減少による住⺠の意識変化
については分かっていない。本研究では、対策が出没抑制の効果をもたらし、出没が抑制されたことで住
⺠の被害感情が軽減し、クマと人との軋轢緩和に繋がるという仮説を立てた。そこで、兵庫県で毎年実施
されている鳥獣害アンケートの直近 5 年・10 年間のデータ、被害痕跡報告の 25 年間の⻑期的なデータを
用いて、兵庫県でのツキノワグマ対策の現状と課題について明らかにする。 

本発表では、2000 年から特にクマの出没が多い兵庫県但馬地域で、集落単位でのクマ対策の実施状況の
整理と、対策実施集落と非実施集落での出没傾向の違い、住⺠の出没に対する意識についての分析結果に
ついて報告する。 
P238 

カメラトラップからニホンジカの密度を推定するときにどのような局所環境が影響するか？ 
〇林 耕太（山梨県森林総合研究所） 

 

ニホンジカを含め、野生動物の個体数管理を行う上で、個体数を把握することは基礎的かつ必要不可欠
な情報であるが、局所的にでも効果的に個体数を推定することは難しい課題となっている。近年カメラト
ラップは非侵襲的手法として野生動物調査に普及しており、個体数や密度を把握する目的にも用いられて
いる。ニホンジカのように個体識別の難しい動物でも可能な手法として、REM や REST、CT-DS、IS など
の密度推定モデルが発表されているが、これらのモデルに共通する条件として無作為にカメラトラップを
配置することが必要がある。しかし、地形が複雑で急峻な日本の山岳地形では、ニホンジカの生息域に対
して無作為にカメラトラップを配置することは困難な場合が多い。ニホンジカは局所的な地形や植生、環
境条件によって選好性が異なる可能性があり、カメラトラップの設置場所の局所環境で撮影頻度が変化
し、推定密度に影響する可能性が考えられる。それらの要因を共変量として考慮することができれば、無
作為な配置でなかった場合でもより頑健な推定が可能になると考えられる。そこで本研究では、カメラト
ラップからニホンジカの密度推定を行う時に影響する局所環境要因を明らかにすることを目的とした。山
梨県内の複数の森林内で 100m 間隔で高密度に設置したカメラトラップでタイムラプス撮影を行い、ニホ
ンジカの撮影頻度と、局所環境の関係を解析した。 
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P239★ 

地方中枢都市におけるネコとその他野生哺乳類の関係 
〇白木 麗, 森部 絢嗣（岐阜大学大学院連合農学研究科） 

 

イエネコ（Felis catus）は，自然生態系に多様な影響を及ぼす外来性捕食者であり，これに起因するさ
まざまな問題が報告されている．日本国内におけるネコの生態的影響に関する研究の多くは，離島におけ
る希少種保全に焦点が当てられており，本土の都市近郊における実態把握は十分とは言い難い．また，在
来哺乳類等との競合関係や空間的分布特性に関する検討も限定的である．本研究は，地方中枢都市におけ
るネコとその他野生哺乳類との関係性を明らかにすることを目的とし，岐阜市が 2019〜2022 年度に収集
した斃死動物の記録を用いて，個体数，報告地点の地理的特徴，および季節的出現傾向を分析した．対象
期間中に報告された哺乳類は計 8,093 個体であり，そのうちネコが最も多く 5,650 個体（69.8%）だっ
た．次いで，タヌキ 1,139 個体（14.1%），イタチ類 404 個体（5.0%），ハクビシン 288 個体（3.6%），キ
ツネ 192 個体（2.4%）の順であった．年次変化では，ネコは減少，タヌキは増加傾向を示し，ハクビシン
は年ごとの変動が大きかった．イタチ類およびキツネの個体数は比較的安定していた．空間分布を見る
と，ネコは主に市街地で確認され，ヒトの生活圏と強く関連していた．イタチ類も同様の傾向を示した
が，タヌキおよびキツネは市街地よりも河川沿いや山地縁辺部での報告が多く，種ごとの生息環境選好性
の差異が示唆された． 

P240 

冬期の餌供給はハタネズミによる果樹被害を軽減できるか 
〇ムラノ 千恵（弘前大学 農学生命科学部） 

 

果樹栽培において、ハタネズミによる果樹の食害は大きな問題となっている。特に東北日本海側など多
雪地帯では被害が深刻で、りんごの苗木が全滅するなどの被害が定期的に発生している。これまでの研究
で、積雪地における冬季のハタネズミの主な餌はギシギシ類などの草本であること、またハタネズミによ
る果樹の利用が主に 3 月以降に多く発生することが分かっている。そこで果樹の樹皮への食害は、より選
好する餌資源が不足することで誘発されると仮説を立て、その時期に代替資源を供給することで被害を軽
減できるかを検証した。 

2019〜2023 年の冬季、⻘森県津軽地域の果樹園４か所に 20m 以上離したつ２つのコドラートを設置
し、処理区では 1 月末に剪定を行って剪定枝を雪上に放置した。一方、対照区では積雪期間中にハタネズ
ミがアクセスできる剪定枝がない状態とした。その後、４月に両コドラート内の果樹の地上部分の被害面
積を計測し、処理区と対照区において差があるかどうかを検証した。なお果樹の剪定枝は、春先に果樹園
でハタネズミに頻繁に利用されている植物資源である。 

実験の結果、剪定枝を供給したコドラートでは、有意に被害面積が小さく、1 月末以降の餌供給が被害
の軽減に寄与しうることが明らかになった。ただし冬季の餌資源要求量は、個体数に大きく依存するた
め、積雪の前までに十分に個体数を低減した上で、冬の後半にのみ餌供給することが効果的であると考え
られた。 
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P241★ 

浜中町霧多布半島におけるエゾシカの調査と対策立案に関する報告 
〇大橋 知広 1, 逢坂 明紀 1,2, 立木 靖之 1（1 酪農学園大学, 2 現：JA ようてい） 

北海道東部の浜中町は、エゾシカの高密度地域であり、農水産業への影響が深刻化している。中でも霧
多布半島は、本来エゾシカの生息が確認されていなかったが、過去 10 年で生息数が増加傾向にあるとさ
れ、早急な対策が求められている。本発表では、霧多布半島における調査の経緯と結果を報告する。霧多
布半島は 2 本の橋梁のみによって本土と繋がれている。2021 年 12 月より実施しているライトセンサスで
は、8・10・11 月に発見頭数が多く、5〜6 月は少ない傾向にあった。2022 年 8 月からは橋梁にカメラを
設置し、半島への出入り個体を記録した。その結果、RAI は 10〜2 月に多く、6〜9 月に少なく、夜間の移
動が主で、出入り数に大きな差は見られなかった。さらに、区画追い出し法による個体数のカウントで
は、2023 年 11 月に 52 頭・53 頭、2024 年 11 月に 30 頭・22 頭を確認した。これらのことを踏まえ関係
者を交えたワークショップを行い、捕獲目標及び手法の検討、利害関係者の連携の構築がなされた。この
結果を受けて 2024 年度冬季の捕獲が計画され、地域の猟友会・町役場・NPO 法人と協力しすでに実施済
みである。また、並行して実施したメス成獣 2 頭に GPS 首輪を装着した結果、冬季における本土と半島間
の頻繁な往復が確認された。今後も、こうした最新のデータを基に、地域ぐるみで効果的な管理戦略を検
討していく予定である。 

P242 

ツキノワグマによる牛舎跡地周辺の利用実態とその経年変化：牛舎閉鎖前後 13 年間の記録
〇濱口 あかり 1, 瀧井 暁子 1,2, 中下 留美子 1,3, 朝倉 美波 1, 三浦 博之 1, 安田 祥豪 1, 林 秀剛 1 

（1 信州ツキノワグマ研究会, 2 けもの調査室, 3 森林総合研究所） 

近年、人とツキノワグマとの軋轢の増加が社会問題となっているが、ツキノワグマが人里に出没する要
因のひとつとして、人里周辺にあるツキノワグマの食べ物（誘引物）が関係していることは周知の事実で
ある。人里への誘引物としては、農作物だけでなく、養魚場の魚や家畜飼料なども含まれる。⻑野県塩尻
市の奈良井川沿いには畜産農家が点在しており、2010 年以前からツキノワグマによる家畜飼料の盗食など
が確認されていた。発表者らは、特に出没が頻発していた A 牛舎周辺においてツキノワグマの出没状況を
把握するため、2012 年からセンサーカメラを設置し、13 年間にわたる⻑期的なモニタリングを行った結
果、A 牛舎周辺をツキノワグマが高頻度で利用している状況を確認した。A 牛舎は 2013 年に閉鎖したが、
その後もツキノワグマは高頻度で撮影されており、2022 年 8 月中旬〜9 月中旬は、ほぼ毎日ツキノワグマ
がカメラの前に出現した。また、2020〜2024 年の 5 年間にわたって実施した月の輪模様による個体識別
調査では、少なくとも 24 頭（7〜13 頭/年）が牛舎跡地周辺を利用していたことが明らかとなった。識別
個体はオスの比率が高く、2 頭または 3 頭のオスが共に行動する姿も撮影された。本発表では、強度に誘
引されていた場所でのツキノワグマの出没状況やその変化などについて報告する。 
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P243★ 

千葉県におけるセンサーカメラを用いたキョン（Muntiacus reevesi）の検出の特徴と行動特性 
〇多計 和真, 澤田 集一朗, 諸澤 崇裕（東京農工大学） 

 

特定外来生物に指定されているキョン（Muntiacus reevesi）は千葉県において分布を拡大して、農業被
害などの深刻化が懸念されている。さらなる拡大を防ぐため分布最前線におけるキョンの検出技術の確立
が必要である。本研究ではセンサーカメラを用いたモニタリングによりキョンの検出特性を把握するとと
もに、防除対策を講じる上で必要となる行動特性の解明を目的としてセンサーカメラによる調査を実施し
た。本研究では、十分なデータを得るために、キョンの生息密度が高いとされるいすみ市と勝浦市を調査
対象地とした。各調査地にカメラトラップを 10 台ずつ設置し、2024 年下旬〜2025 年 3 月上旬まで稼働さ
せた。行動特性解明のため動画撮影を行い、撮影時間は昼間 60 秒、夜間 20 秒とした。調査期間中キョン
は合計で 3,077 回撮影された（いすみ市：1,292 回、勝浦市：1,785 回）。カメラを設置してからキョンの
初撮影までの日数は、いすみ市でオスが平均 11 日、メスが平均 9.5 日、勝浦市でオスが平均 4.2 日、メス
が平均 3.2 日であった。活動時間帯は、昼間（6 時〜17 時）が約 73.5％、夜間（18 時〜5 時）に約 26.5％
と昼間が多かった。時間帯別では 16 時台の撮影が最も多く全体の約 10.7%を占め、ついで 7 時台が約
8.6%であった。また、行動パターンは餌探索、移動、採食で 90％以上を占め、採食では、落ち葉を食べる
ところが観察された。 

P244 

避妊ワクチン開発に向けたブタとニホンジカの透明帯遺伝子配列の比較 
〇淺野 玄 1, 生川 敏希 1, 杉山 陽大 2（1 岐阜大学応用生物科学部,  

2 岐阜大学大学院自然科学技術研究科） 
 

「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」では，令和 10 年度までにイノシシ（Sus scrofa）の個体数半減を目標と
している。捕獲強化や豚熱の影響もあり，イノシシ個体数は減少傾向だが，増加率の高さを考慮すれば，
目標達成後も捕獲圧の維持が必要となる。イノシシは主にわな捕獲されるが，捕獲従事者確保や錯誤捕獲
発生などの課題がある。これらの課題を緩和する新たな個体数抑制法として、演者らはイノシシの経口避
妊ワクチン開発を目指し，卵⺟細胞を取り囲み受精に関与する透明帯（ZP）に作用して繁殖抑制をもたら
す，種特異的なワクチン抗原開発を試みている。そこでまず，抗原設計に必要な情報として，ワクチンを
誤食する可能性が高い代表的な非対象種であるニホンジカ(Cervus nippon)の ZP（ZP2, ZP3, ZP4）遺伝子
配列の解読を行なった。岐阜県内で捕獲されたニホンジカの卵巣から RNA を抽出し，PCR とシークエン
スを行い，ZP2：1,656bp，ZP3：1,101bp，ZP4：1,346bp の塩基配列を解読した。解読部位と GenBank
に登録されているブタ（Sus scrofa）の塩基配列との同一性は，それぞれ 87.1％，86.7％，86.2％と比較
的低値であった。今後は，ニホンジカ ZP のアミノ酸配列を解読し，ニホンジカに対しては繁殖抑制効果
を発現しないイノシシ種特異的なワクチン抗原候補部位の選定を進める。 
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P245★ 

丹沢山堂平地域におけるニホンジカの捕獲圧強化による密度指標の変化 
〇小澤 海斗1, 山本 新1, 永田 幸志2, 田村 淳3, 羽太 博樹1, 石川 烈4, 永井 広野5 

（1神奈川県自然環境保全センター 自然保護公園部野生生物課,  
2神奈川県庁環境農政局緑政部自然環境保全課, 3自然環境保全センター 研究企画部研究連携課,  

4県⻄地域県⻄総合センター 森林部林道課, 5東京都水道局水源管理事務所） 
 

神奈川県ニホンジカ管理計画では、標高８００m 以上における生息密度の目安を暫定的に０〜５頭/㎢と定めている
が、継続的に目安の数値に至っていない。 

この状況を打開するために、丹沢山の堂平地域でニホンジカ（以下、シカ）の捕獲圧を高めることで、低密度化とそれ
による植生回復の可能性を探るプロジェクトを２０２２年１２月より開始した。 

本題では捕獲状況と区画法による生息密度の変動と自動撮影カメラによる分析を報告する。 
捕獲状況として、捕獲強化前は忍び捕獲を年３回程度だったが、２０２２年１２月より忍び捕獲と巻き狩りを実施し、

作業回数を増やした。作業回数として毎年１０回程度実施し、２０２４年の１２月までの期間に累計５１頭捕獲した。 
区画法の結果として、捕獲強化以前は最高２１.９頭/㎢、最低２.５頭/㎢であった。捕獲強化を開始した年は5.8 頭/㎢

であったが、２０２３〜２０２４年は０頭/㎢であった。 
自動撮影カメラの撮影状況について、捕獲強化後の撮影頻度は低下傾向にある。 
継続的に捕獲圧をかけることで対象区域のシカの利用頻度が低下し、日中の行動を避けることが示唆された。 
シカの捕獲圧が強い地域では、シカが日中の行動を避けることで区画法の結果は過小評価になる可能性がある。自動撮

影カメラによってシカが低密度の状態でも動態を把握できたことから、複数のモニタリング手法を組み合わせることでシ
カの生息状況を評価できると考えられる。 
P246 

ササが繁茂する地域におけるREST 法の適用に関する検討 
〇平川 亮太1, 内田 翔太1, 河野 実里2, ⻘柳 信太2, 小川 博史1 

（1株式会社 野生動物保護管理事務所, 2環境省 富士箱根伊豆国立公園管理事務所） 
 

箱根地域では近年、シカの個体数が増加傾向にあり、希少植物への影響が懸念されている。一方で、同地域には依然と
して稈高が1.5m を超えるササが密に繁茂している場所も多く残されている。本研究では、こうした環境下において
REST 法を適用し、シカの生息密度推定を行った。 

REST 法は自動撮影カメラを用いて個体識別が困難な種の生息密度を推定する手法である。その仮定の一つに、「シカ
の行動に影響を与えないようにカメラ前の環境改変は最小限に抑えること」があるが、実際の調査現場では、カメラの視
野を確保するために植生の刈り払いが必要となる場合もある。本調査地においても、一部地点でササを刈り払う必要があ
った。 

その結果、REST 法に必要な滞在時間データは全体的に⻑くなる傾向を示し、Nakashima et al.（2018）に基づく推定
では、生息密度が平均70 頭/km2を超える過大な値となった。この要因の一つにカメラ前のササの刈り払いによる環境改
変が、シカの行動に影響を与えた可能性が考えられた。 

この課題への対応として、本研究では解析の観点で解決を試みた。具体的には、得られた滞在時間データには非活動時
間帯における⻑時間の滞在と、活動時間帯における短時間の滞在が混在していると仮定し、それぞれに対応する確率分布
の混合分布を当てはめ、REST 法を再適用した。 

本発表では、この手法の妥当性に加え、調査設計・解析における今後の対処方策についても議論する。 
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P247★ 

秋田県のツキノワグマによる人身事故の分析：事故防止に向けて 
〇早坂 萌（秋田県自然保護課） 

 

近年、クマによる人身事故や農作物被害など、クマと人とのあつれきが増加傾向にある。全国の 2010
年代の人身事故件数及び被害者数は、年平均 79.6 件 96.4 人であったが、2020 年代は 114.8 件 124.8 人ま
で増加した。特に 2023 年度には北東北地方を中心に大量出没が発生し、秋田県では過去最多の 62 件 70
人の人身事故が発生した。また、秋田県では近年、散歩中や農作業中、登下校中といった日常生活の中で
の人身事故が増加している。こうした状況が続けば、人のクマへの許容度が下がり、捕獲に対する機運が
過度に高まるなど、適切な保護管理の推進に影響が及ぶ懸念がある。人の安全安心な日常生活の確保とク
マ個体群の保全を両立させるためには、事故防止への住⺠一人ひとりの自覚と認識が重要となる。しか
し、事故の発生機序や予防のための行動など、正しい知識が普及されているとは言いがたい。したがっ
て、事故原因を究明し、正しい知識と対策の普及を進める必要があることから、秋田県では、2020 年度以
降、人身事故発生時には現地調査に加え、被害者や関係者への聞き取り調査を実施し、事故原因の究明や
予防策の検討を行っている。 

本発表では、事故の発生パターンや被害者の対策状況等に着目して、これまでに調査を実施した事故を
分析し、その結果を報告するとともに、事故防止のためどのような普及をすべきか考察する。 

P248 

行政のモニタリングデータを活用した島根県における野生動物の分布状況 
〇田川 哲, 坂倉 健太, 澤田 誠吾（島根県中山間地域研究センター） 

 

現在、島根県の中国山地においてニホンジカは、低密度・広範囲に分布しており、被害対策のための捕
獲を実施しているが、捕獲効率が低いことが課題である。県は効率的な捕獲を進めるために、センサ―カ
メラを用いたシカの撮影頻度調査業務を委託している。2024 年度は、390 台のカメラを５月から翌年２月
までの期間設置した。センサーカメラは WAM キャプチャー05 を用い、カメラの設定を静止画で連続撮影
３枚、撮影イベント間のインターバルはなし、として記録した。このセンサーカメラのデータを基に島根
県に生息する哺乳類の撮影頻度分布図を作成した。 

画像のデータを、AddaxAI を用いて、Google の動物識別モデル SpeciesNet（JPN）で動物種の判別を
行った。判別後に以下のルールで撮影された動物種を集計した。①30 分以内に撮影された同一種は同一個
体とした。②30 分以内に撮影された同一種がもっとも多い頭数を撮影頭数とした。③シカ科などと科レベ
ルの判別だったものは、県内に生息する哺乳類の情報を基に和名に置換した。④動物、哺乳類など科レベ
ルの判別ができなかった種は解析から除外した。 

本発表では、ニホンジカ、イノシシ、ツキノワグマなど中大型哺乳類についての撮影頻度について報告
する。 
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P249★ 

アライグマ (Procyon lotor) 防除におけるモニタリングツールとしての Chewcard の有効性評価 
〇國永 尚稔, 神田 幸亮, 小松 仁, JO, Jaeick, 村上 貴恵美（福島県環境創造センター） 

 

低密度下での外来種の検出は防除を推進する上で非常に重要である。現在、自動撮影カメラなどが運用
されているが、低コスト高感度なツールの適用が理想である。ニュージーランドでは、主にフクロギツネ 
(Trichosurus vulpecula) のモニタリングツールとして、誘引餌を注入したプラスチックダンボール 
(9×18cm) を樹木等に固定し、噛み痕により対象種を検出する Chewcard (以下、Cc) が利用されている。
アライグマにおいては誘引餌に関する報告は多く、同様の検出系が確立できるものと期待される。 

福島県中部に位置する三春ダム周辺の３調査区に各 3 地点の調査地を設け、ピーナッツバターを注入し
た Cc を下縁が地上高約 30cm の位置で立木に固定した。目前約 2〜5m の別の立木に自動撮影カメラを架
設、7 日後に Cc およびカメラデータを回収し、Cc の痕跡や動物の撮影頻度、行動を確認した。 

結果、1 地点で動物の噛み痕を確認したが、カメラデータからは動物種の特定に至らなかった。噛み痕
から、犬⻭先端の幅は上顎 14.7mm、下顎 15.0mm と推測し、既存のデータよりハクビシンやタヌキによ
るものと推察された。アライグマの撮影頻度指数は 0.48、Cc を「嗅ぐ、舐める」といった誘引行動は 1
回確認されたのみであった。引続き、誘引方法の改善や他のトラップとの比較、種判別に必要なリファレ
ンスデータの拡充を図る。 

P250 

ヒグマの市街地出没の最前線で何が起きているか？ 
〇早稲田 宏一 1, 牧野 楓 1, 中村 秀次 1, 釣賀 一二三 2, 白根 ゆり 2, 清尾 崇 3 

（1NPO 法人 EnVision 環境保全事務所, 2 北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所,  
3 札幌市環境局環境都市推進部環境共生担当課） 

 

札幌市の三角山から藻岩山にかけてのエリアは、札幌市中心部の市街地と森林が直に接しており、ヒグ
マの市街地出没が度々発生している。この地域では、20 年ほど前にはヒグマの出没がほとんど見られなか
ったが、2011 年に市街地出没が発生して以降は出没が恒常化し、2022 年には市街地から数百メートルの
場所で越冬⽳が確認されている。こうした中で、出没時の現地調査やヘア・トラップ調査により、DNA 分
析による個体識別や出没要因の調査が進められてきた。その結果、複数のメスのヒグマが定着し、その中
でも一部の個体が繰り返し市街地出没に関与していることや、餌としてオニグルミが関連していることな
どが分かってきた。 

札幌市はこうした状況を踏まえて、この地域を「ヒグマ対策重点エリア」と位置づけ（2023 年 3 月）、
ヒグマにとって居心地の悪い環境を創出し、低密度化を図る取組みを進めている。その中で、問題個体を
対象とした捕獲を実施することで、実際に出没が抑制される傾向もみられはじめている。 

本発表では、⻑期間の調査により見えてきた市街地近郊のヒグマの生息状況をもとに、札幌市の施策と
絡めながら市街地出没の最前線で起きていることを紹介する。 

 
＊本発表の内容は札幌市による委託業務の一環として実施されたものです。 
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P251★ 

シカの出没状況把握に向けた汎用的画像識別器の構築と評価 
〇中川 竣介 1, 山本 慶悟 1, 廣瀬 誠 1, 高橋 完 2, 山端 直人 3, 江碕 修央 1（1 鳥羽商船高等専門学校, 

2 株式会社アイエスイー, 3 兵庫県立大学） 
 

近年、国内の農作物は害獣による深刻な被害を受けており、特にシカよる被害は全体の約 4 割を占めて
いる。獣害対策方法の一つとして罠猟があるが、効率的な捕獲には適切な場所への檻の設置と適切な給餌
が重要である。また、適切な場所へ檻を設置するには、獣種ごとの出没頻度を正確に把握する必要があ
る。しかし、これらの決定は罠猟をしている方の経験や勘に頼っている側面が強く、高齢化等によって地
域の狩猟者や意欲のある管理者が減少する地域では困難となっている。この問題を解決するために、我々
はこれまでシカの出没状況把握のための機械学習を用いた識別器の構築に取り組んできた。この識別器
は、従来の検証において誤検出がなく、高い識別精度を示していた。しかし、学習及び検証に用いていた
データは、特定の地点で撮影された画像に限定されたものであった。実運用においては、様々な地点での
利用を考慮する必要があり、汎用的な識別器が必要となる。 

そこで、本研究では識別器の汎化性能を評価するため、学習に使用していない別地点で撮影された画像
を用いて新たに学習と検証を実施した。これにより、異なる環境条件下でも高い識別性能を維持できるか
を検証し、実運用に向けた識別器の有効性を評価することを目的とした。 

P252 

ドローン画像及び DNA 個体識別を用いたヒグマによるデントコーン被害状況の把握 
〇白根 ゆり 1, 釣賀 一二三 1, 近藤 麻実 2, 三浦 一輝 1, 日野 貴⽂ 1（1 北海道立総合研究機構,  

2 秋田県庁） 
 

遺伝子試料を用いた個体識別は、人と野生動物とのあつれきの発生要因を解明する手法の一つとして
様々な研究で用いられている。近年、ドローンによる時空間解像度の高い空撮画像を用いて、野生動物に
よる被害を局所スケールで可視化することが可能となりつつある。本研究では、ドローンによる空撮と地
上における遺伝子試料の収集を組み合わせた被害調査手法の開発を目的として、北海道南⻄部に位置する
八雲町において、ヒグマによる農作物（デントコーン）の被害を調査した。各圃場の被害地点を、空撮画
像におけるデントコーンの倒伏に基づいて特定し、各被害地点において採取したヒグマの遺伝子試料（体
毛、糞、食痕）を用いて、マイクロサテライト 9 座位解析により個体識別を行った。2016–2018 年に被害
発生直後から 5 日後まで 1 日おきに食痕試料を採取した結果、解析成功率が被害発生 3 日後から有意に低
下し、被害調査は少なくとも１日おきに実施すべきであることが示された。また、2019–2023 年にモデル
調査地における被害モニタリングを実施した結果、同一個体が複数年にわたり同一圃場に被害を与えてい
ることが明らかとなった。本手法を活用し、個体ベースで農作物被害を分析することで、食害個体数及び
被害面積、被害が起きやすい景観の関係をよりよく理解することができ、人とヒグマのあつれきを軽減す
るための効果的な対策の検討に繋がることが期待される。 

205



ポスター発表 ★が付いている講演は優秀発表賞選考対象

P253★ 

千葉県における特定外来生物キョンの音声による個体検出の検討 
〇澤田 集一朗 1, 多計 和真 1, 加瀬 ちひろ 2, 諸澤 崇裕 1（1 東京農工大学, 2 麻布大学） 

千葉県房総半島に定着している特定外来生物キョン（Muntiacus reevesi）は、関東平野全域への分布拡
大が懸念されている。これまで分布把握には、センサーカメラや糞粒調査が用いられてきたが、これらの
手法は検出範囲が限られ、個体密度の影響も受けやすく、特に侵入初期地における個体検出は困難であ
る。そこで本研究では、より広範囲での検出が可能と考えられる IC レコーダーを用いて、音声による個体
検出技術の開発を検討した。調査地は千葉県内でキョンの生息密度が高い勝浦市およびいすみ市の 2 地域
を選定した。各地域に 5 台ずつ、計 10 台の IC レコーダーを設置した。録音は 1 日 2 回、日の出と日没前
後の薄明・薄暮時に各 90 分間実施した。１回の鳴き声は、１個体から発せられた波形かつ、間隔が 2 分以
内のものと定義した。設置期間は 2024 年 12 月 24 日〜31 日、2025 年 1 月 14 日〜21 日の計 16 日間で、
合計 96 回のキョンの音声データを取得した（12 月：43 回、1 月：53 回）。レコーダー1 台あたりの検出
回数は、いすみ市において最大 11 回であった。検出時間帯は、薄明時 30 回、薄暮時 66 回であり、キョ
ンは夕方に多く鳴く傾向が見られた。また、設置から初検出までの日数は、勝浦市で平均 2.80±1.35 日、
いすみ市で 2.20±1.65 日であった。さらに、音声の周波数帯から複数のタイプの鳴き声があることが明ら
かとなり、発表ではその点についても考察する。

P254 

2024 年秋の鳥取県でのツキノワグマの捕獲状況 
〇⻄ 信介（鳥取県林業試験場） 

2024 年の鳥取県のブナ科堅果類の豊凶状況はブナ、ミズナラが並作下、コナラが大凶作で、ツキノワグ
マ（以降「クマ」）の大量出没が予想された。実際、過去３番目に多い 123 頭が捕獲され、捕獲数では大量
出没と思われたが、目撃情報は 144 件で、記録をとり始めた平成 13 年度以降７番目の多さで、特別多い
訳ではなく、大量出没年にみられる農作物被害の増加もみられず、農作物被害額は過去の大量出没時の
1/10 に満たない 54 万円であった。

鳥取県ではクマの分布は県東部に集中しており、県東部についてのみ整理すると、2024 年は 116 頭が捕
獲され、10 月中旬に入って急激に捕獲数が増加し、11 月下旬まで捕獲が多い状況が続いた。この期間に
75 頭が捕獲され、オスが 26 頭、メスが 49 頭でメスが多く、箱わなで 43 頭、囲いわなで２頭、くくりわ
なで 30 頭が捕獲された。この時期に捕獲された個体を令和元年〜５年の同時期に捕獲された個体と比較す
ると、オスでは 20kg 以下、メスでは 40kg 以下の体重が軽い比較的若い小型の個体の捕獲が多かった。ま
た捕獲された個体は冬眠に備えて適度に肥満しており、極端に削痩した個体はなかった。 

鳥取県ではクマの主たる生息地では、ニホンジカの増加に伴い動植物層が大きく変化し、クマの生息数
も増加しているほか 2024 年秋はヤマブドウ類やサルナシなどの漿果類が豊作なのが観察されている。こ
れらの影響で、2024 年は過去になかった出没、捕獲になったと考える。 
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P255★ 

アフリカ豚熱の発生がマレーシア国立公園の野生哺乳類に与える影響 
〇髙倉 小百合（東京都立大学院） 

 

アフリカ豚熱（ASF）は、有効なワクチンや治療法がないことから、世界中で家畜と自然環境のブタ科
に甚大な被害を及ぼしている。近年東南アジア地域にも拡大しており、野生動物の生態系に影響を及ぼす
ことが懸念されている。マレーシアでは 2022 年に ASF の発生が確認されて以来、現在も被害報告は続い
ている。本研究では、マレーシアのエンダウロンピン国立公園における ASF 発生前後のカメラトラップデ
ータを用いて、主に野生イノシシ群（Sus scrofa, Sus barbatus）と、それらと生態的に関連する肉食獣や
草食動物（Muntjac, Mouse-deer）への影響を検討することを目的とする。現在は、ASF 前後の検出頻度
の変化を比較するための統計解析を進めており、野生イノシシ群の出現頻度の低下が他種に与える影響も
あわせて分析している。今後の結果により、感染症が熱帯⾬林生態系に与える影響の一端を明らかにする
ことが期待される。 

P301★ 

オオアシトガリネズミにおける冬期のサイズ縮小と頭骨形状の季節変化―デーネル現象の検証 
〇池田 悠吾 1,2, 諏訪 友葵奈 3, 大舘 智志 3,4（1 東京大学農学生命科学研究科,  

2 日本学術振興会特別研究員 PD, 3 北海道大学大学院環境科学院生物圏科学専攻,  
4 北海道大学低温科学研究所） 

 

冬期に体や頭蓋骨，脳やその他機関が収縮し，春以降に再度大きくなるという現象がヨーロッパトガリ
ネズミやヨーロッパヒメトガリネズミで 1949 年に報告され，この現象は発見者にちなんでデーネル現象
と呼ばれている．その後，この現象はヨーロッパの他のトガリネズミ類や小型のイタチ科，モグラやネズ
ミ類（小型齧⻭目）等でも確認されている．日本では北海道に 5 種のトガリネズミ科動物が生息している
が，それらにおいてデーネル現象の詳細な報告はない．本研究では，北海道に生息するトガリネズミの中
で最も優占なオオアシトガリネズミを対象に，季節による体重，頭骨重，頭骨サイズの違いを比較した．
これに加え，頭骨全体の形状変化を把握するために，解剖学的ランドマークを基盤とした幾何学形態測定
を実施した．その結果，北海道に生息するオオアシトガリネズミでも冬期に脳頭蓋のサイズが縮小するな
どのデーネル現象が確認され，さらに一部の形態では冬期に増大するという，一般的なデーネル現象とは
真逆の形状変化が見られた．本結果に基づき，当該種の厳冬期に対する適応戦略について考察する． 
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P302★ 

エゾモモンガ Pteromys volans orii の地上利用行動に関する基礎研究 
−地上における採食行動および排泄行動の理由を探る− 

〇田中 雪 1, 菊池 隼人 2, 押田 龍夫 1 

（1 帯広畜産大学, 2 鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室） 
 

滑空性哺乳類は一般に樹上性であり，樹上ニッチに適応した形態的特徴を示すが，一部の種は地上で活
動することも知られている．このような進化的適応に反する行動様式の理由は不明であるが，エゾモモン
ガでは地上における採食行動に加え，排泄行動も観察され，その結果糞塊が形成されることが知られてい
る．地上における採食行動については，地上に存在する採食資源量との関連が考えられ，排泄行動につい
ては糞塊を介した個体間の情報交換と関連があるかもしれない．そこで本研究では，本亜種の地上利用行
動の理由を明らかにすることを目的とした．北海道帯広市の二次林を調査地とし，調査期間（2023 年 11
月〜2025 年 3 月）中の秋期及び冬期に，地上で確認された本亜種の堆積食痕と糞塊に対して自動動画撮影
カメラを設置し，地上における本亜種の行動を観察した．また，秋期〜冬期にかけてシードトラップを用
いて本亜種の主要な採食物（ハンノキの花序）の落下量を調べた．その結果，採食物の落下量が多い場所
では地上における採食頻度が高くなる傾向が見られ，本亜種は樹木から落下した採食物を利用するために
地上で採食を行う可能性が示された．また，2 年分の冬期の観察結果から得られた糞塊地点における本亜
種の行動割合は，両年とも排泄行動及び匂い嗅ぎ行動が最も高い割合を占めていた．このことから，本亜
種は地上の糞塊を介して情報を提供及び収集している可能性が示された． 
P303 

中型食肉目動物に対する転移学習型姿勢推定モデルの応用 
〇村上 隆広（ヤマザキ動物看護大学） 

 

トレイルカメラで撮影した中型食肉目（ニホンアナグマ Meles anakuma、アライグマ Procyon lotor、
タヌキ Nyctereutes procyonoides）の動画に対して、オープンソースの姿勢推定ソフト DeepLabCut を
用い、事前学習済みの SuperAnimal-Quadruped モデル（Ye et al., 2024）の有効性を検証した。本モデ
ルは約 80,000 枚の多様な四足動物画像で学習されており、事前学習に含まれない四足動物に対しても、手
動ラベルなしで高精度な推定が可能である。全身が撮影されている 20 秒動画を対象とし、自動で主要 10
点（鼻先、両眼、両耳、四肢、尾）にマークを付け、約 600 フレームの中から 50 フレームを無作為に抽
出し、目視で検証した。推定が良好な場合には、主要 10 点のうち 95%以上が正確にマークされていた。
一方、遮蔽物により体の一部が隠れたり、周囲の構造物と紛らわしい場合には、推定精度が低下する傾向
が見られた。推定精度について注意を払いながら利用すれば、主要部位の位置や関節角度の変化などか
ら、行動パターンの解析へ応用できる可能性が示唆された。 
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P304★ 

ヒメネズミ Apodemus argenteus の巣材運搬行動は降⾬によって制限されるか？
〇照内 歩, 押田 龍夫（帯広畜産大学） 

森林性ネズミ類の中には，葉などの営巣資源（巣材）を巣内に搬入する巣材運搬行動を行う種が存在す
る．しかしながら，ネズミ類における巣材運搬行動の発生頻度は，降⾬によって制限される可能性が示唆
されている．そこで本研究では，“降⾬によってネズミ類による巣材運搬行動が制限される”という仮説を
検証することを目的とした．樹洞およびその代替である巣箱に巣材を搬入して営巣するヒメネズミ
Apodemus argenteus を研究対象とし，巣箱と自動動画撮影カメラ（n=36）を用いて巣材運搬行動の観察
を行なった．調査地は，帯広市に位置する帯広畜産大学構内の針広混交林，および足寄町に位置する九州
大学北海道演習林内の天然生落葉広葉樹林とした．観察の結果，本行動の発生頻度は，予想に反して，降
⾬時の方が非降⾬時と比較して有意に高いことが示され（負の二項回帰モデル：P < 0.01），“降⾬によっ
て制限される”という仮説は支持されなかった．また，降⾬時に本行動の失敗頻度が高くなる傾向が見られ
たが，統計的に有意な結果とはならなかった（GLMM：P > 0.05）．今回の結果から，「本種は非降⾬時と
比較して，降⾬時において，失敗頻度は高まるものの巣材をより高頻度で運搬する」ことが明らかになっ
た． 

P305★ 

MIG-seq 法で探る瀬⼾内海島嶼のアカネズミの遺伝的分化 
〇川辺 透也, 安田 皓輝, 渡邊 裕, 松本 将成, 石塚 真太郎, 佐藤 淳（福山大学・生物科学） 

瀬⼾内海は最終氷期の終了後、海水面の上昇とともに形成され、その過程で次々と島が出来上がったと
考えられている。しかしながら、その島の形成史は明らかではない。本研究では、瀬⼾内海島嶼に生息す
るアカネズミ（Apodemus speciosus） を対象に、縮約ゲノム分析手法の一つである MIG-seq 法を用い
て、島嶼間の遺伝的分化のパターンを明らかにし、島の形成過程を明らかにすることを試みた。本研究で
は、瀬⼾内海島嶼 13 島と本州および四国の周辺地域から採集したアカネズミ 246 個体を分析した。MIG-
seq 法による分析の結果、ゲノム内から 2753 個の一塩基多型を検出することができた。これらの多型に基
づき最尤法により系統関係を推定したところ、倉橋島と田島を除く 11 の瀬⼾内海の島のアカネズミはそれ
ぞれの島で単系統を示し、上蒲刈島-下蒲刈島、大崎上島-大崎下島、因島-生口島、伯方島-大三島のアカ
ネズミが近縁であることが明らかとなった。Admixture を用いた集団構造の解析では、本州と四国の遺伝
的構造が類似しており、瀬⼾内海の島のアカネズミの遺伝的分化が示された。これらのアカネズミの遺伝
的分化のパターンは過去に存在した古代河川である豊予川の流路と高い一致性を示したことから、豊予川
がアカネズミの遺伝的分化の形成に大きな影響を与えた可能性があることが示唆された。

209



ポスター発表 ★が付いている講演は優秀発表賞選考対象

P306 

広島市安佐動物公園に連続出没した野生ツキノワグマとその対応 
〇畑瀬 淳（広島市安佐動物公園） 

1971 年に開園した広島市安佐動物公園周辺には絶滅が危惧されるツキノワグマの⻄中国山地個体群が生
息している．2019 年以降，毎年園内に野生のツキノワグマが出没するようになった．当初，クマは園外周
に張り巡らせた高さ 1.8m のフェンスを乗り越えて侵入し，特定エリアにのみ痕跡を残すだけで，園内で
の採食ほとんど認められないため，通過個体と考えていた．念のため園内のほぼすべてのカキノキととも
に，フェンス沿いの一部樹木の伐採を実施した．ところが，2024 年秋には園内のスダジイが 40 年来の大
豊作となり，10 月 10 日以降にはその堅果を採餌するため連夜出没した．残された糞や食痕から採取した
DNA から，時間差で出没する⺟娘 2 頭の存在を確認した．また，目撃時刻・センサーカメラの撮影記録か
ら人気のない夕方から早朝に活動し，入園者・職員の滞園時刻帯を避けていることを確認した．クマの食
痕などの痕跡やセンサーカメラのデータから行動パターンの変化を注視し，一時的な部分閉園などの対策
を行なった．11 月 20 日の出没を最後に確認できなくなり，冬眠入りもしくはエリアからの移動と判断し
た．また，2025 年 1 月から 4 月末までの毎週土日に，野生動物としてのツキノワグマに関する普及啓発を
目的としたクマの痕跡を探索・見学するツアーイベントを実施し，好評を得た． 

P307★ 

エゾシカの尾部におけるポクリン腺由来の変形腺の形態学的解析
〇新垣 ミミ 1, 村上 拓弥 2, 金川 晃大 2, 浦田 剛 3, 近藤 大輔 1, 冨安 洵平 1 

（1 帯広畜産大学, 2 知床財団, 3 占冠村役場） 

 尾部に発達した腺構造を持つエゾシカは、警戒時に尾を上げる行動が知られており、尾部由来の匂い
物質によって群れ全体に情報を伝達している可能性がある。しかしながら、尾腺における匂い物質の産
生・分泌の機構は不明である。そこで、本研究では、エゾシカの尾腺の形態学的特徴を明らかにすること
を目的とした。   

有害駆除および狩猟によって捕殺されたエゾシカ 11 頭から尾を採材し、肉眼観察後に 10％ホルマリン
液で固定し、組織学的解析を行った。 

毛の分布は、尾の背側・外側の全領域、腹側遠位端に高密度で認められた。腺構造は第６尾椎から遠位
に向かって、外側、腹側、背側の順に尾椎全体を取り囲むように認められた。 

尾部の腺構造は、脂腺、アポクリン腺、変形腺により構成され、変形腺が最も多くの領域を占めてい
た。変形腺はアポクリン腺との連絡が認められたため、アポクリン腺から分化したものだと考えられた。
しかし、変形腺細胞は、アポクリン腺細胞とは異なり、細胞の丈が高く、強いエオジン染色性を示した。
また、変形腺は外側および腹側の全領域、背側遠位端において毛包と連続していた。毛が高密度に分布し
ていた領域を考えると、変形腺の分泌部位は外側および遠位端が主体であると考えられた。 

これらの結果から、エゾシカは尾の外側および遠位端においてアポクリン腺由来の変形腺から匂い物質
を周囲に放出していることが示唆された。 
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P308★ 

カモシカはなぜ眼下腺をこするのか？：眼下腺こすり行動の頻度に影響する要因 
〇難波 鈴香, 山根 里実, 髙田 隼人（東京農工大学） 

 

群居性の有蹄類では、オスが交尾なわばりを防衛するために眼下腺で匂い付けをすることが知られてい
る。一方、単独性の有蹄類は雌雄ともになわばりをもち、雌雄が離れて生活する種がいる。そのため、オ
スだけでなくメスもなわばり宣言のためや発情宣伝のために眼下腺こすりを行う可能性があるものの、そ
の機能は解明されていない。マーキングの頻度はなわばりを持つか否かや、その競争の激しさ、発情状態
と関連する可能性があるため、頻度に影響を及ぼす要因を分析することで、眼下腺こすりの機能を探索す
ることができる。そこで本研究では、単独性の有蹄類であるニホンカモシカの眼下腺こすりを観察し、性
別・齢クラス・季節・個体群密度・個体間交渉・メスの順位がその発現頻度に与える影響を検討した。そ
の結果、眼下腺こすりつけ頻度に性差はなかった。頻度は若齢獣よりも成獣、個体群密度が高い時期、隣
接個体との敵対交渉時に高かったことから、雌雄ともになわばりの確立や防衛、競争の激化により眼下腺
こすりつけが誘発されることが示唆された。また、雌雄ともに発情期に頻度が上昇したことから、オスは
メスをめぐる競争の激化、メスは発情に関連して眼下腺こすりつけをおこなっている可能性がある。さら
に、行動圏が重複するメス間では、順位の高い高齢メスがより頻繁に眼下腺こすりつけをおこなったこと
から、メスの眼下腺こすりは優位性の宣言の機能を持つ可能性が示唆された。 

P309 

京都大学ヒト行動進化研究センターが所蔵する哺乳類標本コレクションの概要と展望 
〇富谷 進 1, 八神 未千弘 2, 豊田 直人 2（1 京都大学ヒト行動進化研究センター資料委員会形態部,  

2 京都大学大学院理学研究科） 
 

京都大学ヒト行動進化研究センター（EHUB）には、3,400 点近くの霊⻑目以外の脊椎動物の骨格および
液浸標本が保管されている。特に哺乳類では主要な上位分類群の多くを含む 19 目 57 科の骨格標本を収蔵
しており、全国でも有数の系統的多様性を誇るコレクションである。中でも日本在来の哺乳類の骨格標本
は豊富で、日本の動物相を研究する上でも貴重である。これらの標本がもつ学術的意義を周知するととも
に、研究利用を促進させるために、本コレクションの概要、利用例、そして今後の展望について紹介す
る。 

本コレクションは主に、ヒトの進化、そして霊⻑目を取り巻く動物相の変遷に関する脊椎動物化石の同
定や機能形態比較、さらに現生哺乳類の種内変異と進化に関する研究を行うのに利用されている。また、
研究利用だけではなく、骨学実習などの教育利用にも使われている。外部機関との共同研究による標本利
用の需要を高めるために、情報公開にも取り組んでいる。標本についての基礎情報をまとめたデータベー
ス PrINTEG をインターネット上で公開しており、収蔵されている標本を誰でも検索することが可能であ
る。同時に、S-net/GBIF での標本データの公開も進めており、海外に向けての発信も積極的に行ってい
る。今後の展望としては、コレクションを用いたアウトリーチ活動を実施し、学術資料の社会的価値を最
大限に引き出していきたい。 

211



ポスター発表 ★が付いている講演は優秀発表賞選考対象

P310★ 

齧⻭類におけるロコモーションの多様性に関連する四肢骨形態の比較解析 
〇野尻 康太 1,2, 遠藤 秀紀 1（1 東京大学総合研究博物館, 2 東京大学大学院農学生命科学研究科） 

齧⻭類は南極を除くすべての大陸に分布し、走行・掘削・登攀・滑空・遊泳など多様なロコモーション
を示す。齧⻭類における形態学的適応進化を理解するには、これらのロコモーションを実現する四肢骨の
形態学的特殊化を定量的に捉える必要がある。そこで本研究では、詳細に設定した計測項目に基づく線形
計測を行い、齧⻭類における四肢骨形態とロコモーションの関連を検討した。 

東京大学総合研究博物館に収蔵される齧⻭類 24 属 30 種 111 個体の前肢(肩甲骨・上腕骨・尺骨・橈骨)
および後肢(寛骨・大腿骨・脛骨・腓骨・踵骨・距骨)を対象に、計 77 項目をノギスで計測し、骨ごとの全
計測値の幾何平均を用いて体サイズの影響を補正した。また、大腿骨の画像から、ImageJ により大腿骨頭
の傾き角度を計測した。得られたデータに対して、多変量解析およびロコモーション間の群間比較を実施
した。 

解析の結果、掘削・滑空・走行に適応した種は、形態空間上で他群と明確に分離し、特に肩甲骨・尺
骨・寛骨・大腿骨において差異が顕著であった。前肢では上腕骨の外内転や肘関節の安定性、後肢では寛
骨の大きさや大腿骨頸の太さなどの力学的負荷に対応した構造が、群間差の要因であった。本研究は、四
肢骨の形態解析を通じて多様な環境への適応と形態学的特殊化の関係を明らかにし、齧⻭類における形態
学的適応進化の理解に貢献する。 

P311★ 

プレイバック実験を用いたハンドウイルカの音声交換にみられる発音重複の成立機構の解明 
〇寺田 知功 1, Alban Lemasson2, 三島 由夏 3, 森阪 匡通 4, 弓削 ほたる 5, 香田 啓貴 1 

（1 東京大学大学院 総合⽂化研究科, 2Université de Rennes,  
3 東京海洋大学 海洋資源エネルギー学部門, 4 三重大学 生物資源学部, 5 アドベンチャーワールド） 

音声交換はヒトの会話を含む多くの動物の音声コミュニケーションに共通してみられる．鳥類や霊⻑類
では，相手の発音の後に自身が発音する「交替」が一般的である一方，ハクジラ類では相手と発音が重複
する「発音重複」が起こる．この重複は相手の発音への応答ではなく，合唱のような予測発音，または一
連の繰り返し発音の重複によって起こる偶然の重複である可能性を示唆している．本研究では，アドベン
チャーワールドで飼育されているメスのハンドウイルカ 5 頭を対象に，発音重複の成立機構を調べた．ま
ず，他個体の発音リズムに合わせた予測発音の有無を検証した．本種が発する個体特有の鳴音を再生し，
鳴き返しを得た．音源は再生間隔パターンの異なる２セット（予測可能な等時間隔・予測不可能な非等時
間隔）作成した．その結果，セット間で発音の重複率に有意な違いはなく（Fisher の正確確率検定：p =
0.44），予測発音は行っていないと考えられた．続いて，発音重複が偶然であるのかを検証した．発音がラ
ンダムな場合を仮定した null モデルと実データについて，再生音との重複率を比較した結果，有意な違い
があった（モンテカルロ検定：p < 0.001）．よって本種は他個体の鳴音を聞いた後，重複する程早く応答
しており，他分類群と同様に交替によって音声交換を行う一方，水中適応で獲得した優れた聴覚と発音制
御能力によって発音重複を可能にしていると考えられる．
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P312 

半水棲ビーバーにおける副嗅覚系の形態学解析 
〇冨安 洵平, 近藤 大輔（帯広畜産大学） 

 

主嗅覚系は空気中の揮発性物質を検知する一方、副嗅覚系は揮発性物質に加えて非揮発性物質の検知も
可能である。副嗅覚系では、鋤鼻器で受容した刺激が鋤鼻神経を介し副嗅球へと伝達される。嗅覚コミュ
ニケーションが発達した半水棲哺乳類であるビーバーは、臭腺から非揮発性物質を分泌する。これらの物
質は水面に浮かび、鋤鼻器により他個体に認識されている可能性が考えられている。本研究では、ヨーロ
ッパビーバーの副嗅覚系における受容機構を明らかにするため、駆除個体 12 頭から採取した鋤鼻器および
副嗅球について、組織学的および免疫組織化学的解析を実施した。ビーバーの鋤鼻系は、他の齧⻭類と共
通する組織学的特徴を示した一方で、鋤鼻器が鼻腔に直接開口している点、さらに鋤鼻器の軟部組織が軟
骨および骨組織によって囲まれる点が、ビーバーに特有の構造と考えられた。抗 G タンパク質 αi2 および
αo 抗体を用いた免疫染色の結果、副嗅球糸球体層における頭側領域および尾側領域でそれぞれ陽性反応が
認められた。これは、鋤鼻器において、揮発性物質の受容に関与する鋤鼻 1 型受容体および非揮発性物質
の受容に関与する鋤鼻 2 型受容体の両方が発現していることを示唆する。これらの知見は、ビーバーが揮
発性物質だけでなく非揮発性の匂い物質の双方を検知できることを支持する。 

P313★ 

カメラ付き GPS 首輪を用いたエゾシカの行動解析 
〇範 越 1, 清水 広太郎 1, 山中 正実 2, 坪田 敏男 1, 下鶴 倫人 1（1 北海道大学, 2 知床財団） 

 

これまでのニホンジカを対象とした研究の多くは個体群を単位としたものが多く、個体ごとの詳細な行
動に関する知見は限られていた。本研究は、知床半島国立公園内に生息するエゾシカにカメラ付き GPS 首
輪を装着し、個体ごとの行動パターンや初夏から晩夏にかけての食性の変化を明らかにすることを目的と
した。 

2022 年に 3 頭のエゾシカ（成獣メス）にカメラ付き GPS 首輪を装着し、6〜9 月の土地利用を QGIS に
より解析した。また、カメラ映像からエソグラムを作成し、行動や採食植物を分類・記録した。個体 A と
個体 C は、追跡期間を通して海岸付近を主に利用していた。一方、個体 B は、6 月には海岸付近を主に利
用していたが、7〜8 月には山岳部に移動した。1 日のうち、採食、反芻または移動などの行動に費やす時
間について、個体または月別による変化は顕著でなかった。6 月の食性を調べると、個体 A は草本と笹を
多く採食したが、個体 B はほとんど草本しか採食せず、笹は採食しなかった。個体 C は草本を中心に採食
したが、他の 2 個体より木本及びシダ類植物を多く採食していた。7 月には、個体 A が笹を採食する頻度
が増え、草本の頻度が減少した。個体 B は木本・笹中心に変化し、個体 C は草本を採食する頻度が増加
し、木本を採食する頻度が減少した。以上のことから、エゾシカが好んで採食する植物は月別と個体によ
り異なることが明らかとなった。 
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P314★ 

カンガルー類における椎骨の比較機能形態学的研究 
〇中川 梨花 1,2, 遠藤 秀紀 1（1 東京大学総合研究博物館, 2 東京大学大学院 農学生命科学研究科） 

 

カンガルー類は両後肢の跳躍運動であるホッピングを行う。ホッピングは走行時の優れたエネルギー効
率を実現するが、同じニッチの有胎盤類においてカンガルー類と収斂する系統はみられない。また哺乳類
の脊柱は四肢と連動して動くため、カンガルー類の脊柱はホッピングの運動特性を決定づける要因の一つ
であると推測される。そこで、カンガルー類の脊柱を用いて、ホッピングを可能にする機能形態学的特徴
の解明を行った。 

カンガルー類 6 種 13 個体、ホッピングを行わない他系統の哺乳類 3 目 7 種 20 個体の第 3 頸椎から腰椎
を用い、各椎骨をノギスと角度計で 13 か所計測した。体サイズの影響を除去し、第 3-7 頸椎、第 1 胸椎-
対傾椎骨、対傾椎骨の後位の胸椎-腰椎ごとにプロファイル解析を行った。 

その結果、カンガルー科の第 3-7 頸椎では棘突起が短く、柔軟性が高いことが考えられる。この特徴
は、採餌と育児嚢の清掃を容易にすると推測される。第 1 胸椎-対傾椎骨では椎体が頭尾側方向に⻑かった
ことから、胸部の可動域が大きく、前肢の操作性を向上していることが推測される。一方で、椎弓板の幅
は他系統の哺乳類と差がなく、ホッピング時において靭帯による胸部の過屈曲に対する抵抗は大きくない
ことが考えられる。対傾椎骨の後位の胸椎から腰椎では、椎体の後端の面積が大きく、ホッピング時の屈
曲と伸展を防止し、直立姿勢の際に体を支えることに寄与していると予測される。 

P315 

八重山諸島固有種であるカグラコウモリ Hipposideros turpis の網羅的調査によって明らかになった
新知見 

〇河合 久仁子 1,2, 上山 隼平 2,5, 田村 常雄 3, Echenique-Diaz, Lazaro Miguel4 

（1 東海大学生物学部生物学科, 2 東海大学生物学部研究科, 3NPO 法人沖縄鍾乳洞協会,  
4 山形大学学士課程基盤教育院, 5 株式会社造景） 

 

カグラコウモリは，八重山諸島（石垣島，⻄表島，波照間島，与那国島）の固有種であり，主に鍾乳洞
をねぐらにする洞窟性のコウモリである．分布域が島嶼地域に限定され，IUCN のレッドリストで絶滅危
惧種（EN）に指定されているにもかかわらず，この種の分布域における形態的変異についてほとんど調べ
られていない．本研究は，2024 年 3 月と 2025 年 3 月の冬眠シーズンと 2024 年 9 月に 4 島の 20 の洞窟
でねぐらを確認し，コウモリ類の体サイズの指標として広く用いられてきた前腕⻑について， 700 個体以
上の測定を行った．その結果，前腕⻑の平均値には島によって大きなばらつきがあり，波照間島と与那国
島の個体は石垣島や⻄表島の個体よりも一貫して小さかった．加えて，雄の方が雌よりも大きいという顕
著な性的二型が記録された．さらに，石垣島と⻄表島の特定の洞窟で小型の集団が見つかり，島内で地理
的な集団分化が起きていることが示唆された．再捕獲データから，同じ島内で少なくとも 18 年間生存して
いる個体が複数個体確認された．これらの結果は，個体のねぐらへの忠実性が強く，分散が限定的である
こと，特定の洞窟に生息する集団の遺伝的隔離と地域的絶滅リスクがあることを示唆している．このた
め，カグラコウモリについては洞窟ごとに保全策を立てる必要性があると言える． 
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P316★ 

人為的捕獲圧がニホンジカ（Cervus nippon）の空間分布とその性差に与える影響 
〇中村 圭太 1,2, 小池 伸介 1, 髙田 隼人 1（1 東京農工大学, 2 富士山科学研究所） 

 

シカ科動物は人為的捕獲圧に対して「恐怖の景観（Landscape of Fear）」を形成し、高リスクな空間を
回避するとされるが、この現象を景観スケールで実証した研究は少なく、性別による空間分布への影響も
不明である。そこで本研究では、富士北麓の約 131 ㎢を対象に、(1) 捕獲圧がニホンジカ（以下、シカ）
の空間分布に与える影響、(2) 捕獲圧が性別により異なる空間分布をもたらすかを検証した。(1)では、60
本のベルトトランセクトで記録した糞塊密度と環境変数を用い、GLMM で空間分布に影響する要因を解析
した。その結果、シカは非捕獲地域に偏って分布し、恐怖の景観の形成が確認された。また、シカが偏っ
て分布する非捕獲地域では下層植生が枯渇したことから、捕獲リスクと餌資源がトレードオフの関係にあ
ることが示された。(2)では、ライトセンサスにより記録した出没地点と安全と餌資源に関係する環境変数
（捕獲地域、伐採地など）を用い、雌雄間の生息地利用の違いを解析した。その結果、オスはメスに比べ
て捕獲地域、メスはオスに比べて伐採地に多く出現し、生息地利用に性差があることが示された。捕獲地
域と伐採地はどちらも高リスクかつ餌資源が豊富な環境であるが、前者は大面積で広域的に、後者は小面
積で点在する。そのため、オスは広域スケールでリスクよりも餌資源を選択するのに対し、メスは広域ス
ケールではリスクを避け、局所スケールでは餌資源を選択することが示唆された。 

P317★ 

食糞を阻止したロシアハタネズミの血液生化学値の変化 
〇竹ノ内 瑞月 1,2, 名倉 悟郎 2, 高橋 俊浩 3, 越本 知大 2, 篠原 明男 2 

（1 宮崎大学大学院医学獣医学総合研究科, 2 宮崎大学フロンティア科学総合研究センター,  
3 宮崎大学農学部） 

 

ハタネズミは、大きな盲腸と複胃構造を持つ草食性の前胃後腸発酵動物であり、食糞することが知られ
ている。我々は、日本哺乳類学会 2024 年度大会においてロシアハタネズミ（Microtus levis）の食糞行動
様式の違いについて報告した。本研究では食糞阻止された本種の血液生化学値の変化から、ハタネズミに
おける食糞の栄養学的意義の解明を試みた。ロシアハタネズミの雄 27 頭を、食糞を許可した対照群
（CON）、3 日間食糞阻止した CP 群、および３日間の食糞阻止後に 3 日間食糞を再許可した CP+R 群に分
けた。実験終了時に各個体から血液を採取し、血液生化学値を Steel-Dwass 検定で比較した。その結果、
CP 群では CON 群に比べて血中総蛋白値（TP）と総コレステロール値（TCHO）が低下傾向を示した
（TP：p=0.08; TCHO：p=0.09）ことから、食糞阻止による栄養状態の悪化が示唆された。また、食糞阻
止期間中、CP 群と CP+R 群では通常飼育下でみられる茶色糞とは異なる⿊色糞が CON 群より多く観察さ
れた。これらの一般成分を分析した結果、⿊色糞は茶色糞に比べ粗蛋白質の割合が約 2.5 倍高く、繊維含
量が約 10%低かったことから、⿊色糞が食糞用の糞（軟糞）であることが示唆された。本研究でハタネズ
ミは不断給餌下であったにも関わらず、食糞阻止により低栄養に陥ったという事実は、本種の栄養戦略に
食糞が必須であることを示唆している。 
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P318 

ニホンジカの落角をかじったのは誰？−カメラトラップによる行動観察− 
〇東出 大志, 山口 実莉（石川県立大学） 

 

動物が骨や落角をかじる骨食（Osteophagia または Osteophagy）は，有蹄類においてよく知られた行
動であり，一般的にカルシウムやリンなどのミネラル補給の役割を担うと考えられているが，記載的な報
告が多く，詳細な研究は行われていない．また，シカ科に属する種が落角をかじる行動についてはいくつ
か報告があるものの，それ以外の種による落角消費行動はほとんど知られていない．そこで本研究では，
カメラトラップを用いて，ニホンジカの落角をかじる哺乳類種を明らかにし，その行動を定量的に評価し
た． 

現地調査は 2024 年 6 月 6 日〜12 月 12 日に富山県南砺市の 5 地点と，石川県加賀南部の 2 地点で行っ
た．各地点にカメラトラップを 2 台設置し，うち一方のカメラの前に木杭を打ち込み，綿ロープで落角を
固定した．延べ 1,299 カメラ日の調査において，14 種類の哺乳類が合計 725 回撮影され，5 種の哺乳類で
落角をかじる行動が観察された．それぞれの種における落角の利用頻度（利用イベント数／訪問イベント
数）は，タヌキ 16.2％（6/37），イノシシ 11.6％（5/43），ツキノワグマ 9.1％（2/22），ニホンリス 3.7％
（1/27），ニホンジカ 1.1％（1/91）であった．シカとイノシシは 1 回の利用時間が 1 分以上と⻑く，落角
を執拗にかじる行動がみられたが，クマとタヌキでは短く 10 秒以下であった．シカ，イノシシ，リスがか
じった落角は一部が削れており，摂食を目的とした行動であったと考えられる． 

P319★ 

瀬⼾内海⻄部におけるドローンを用いた野生スナメリの行動観察 
〇羽賀 陸 1, 小川 真由 1,2, 木村 里子 3（1 京都大学大学院農学研究科, 2JAMSTEC,  

3 京都大学東南アジア地域研究研究所） 
 

スナメリ Neophocaena asiaeorientalis は沿岸性の小型鯨類であり，IUCN により絶滅危惧種に指定され
ている。瀬⼾内海には国内最大規模の個体群が生息しているが，その分布は地域差が大きい。特に，東部
に比べ⻄部の方が生息密度が高いことが示唆されているため，本種の保全において重要な海域と考えられ
る。一方で，本種は目視観察や音響観測による詳細な行動観察が難しく，野生下での行動特性や，それら
の行動がどのような海域で行われるかについては未解明であった。そこで本研究では，音響観測により通
年でスナメリ鳴音が確認される瀬⼾内海⻄部の山口県上関町沿岸域において，ドローン（DJI Mavic 3, 
DJI）を用いた非侵襲的な行動観察を実施した。 

2023 年 6 月，2024 年 3 月，6 月，8 月の計 4 回，ドローン調査を実施した。高度 50–100 m で空撮し
た映像について個体の発見率，群れサイズ，個体間の接触時間を解析し，分布と行動が発生した場所を地
図上に描画した。その結果，8 月に発見率が高く，群れサイズも大きくなる傾向があることがわかった。
また，全ての調査期間において，社会行動として生殖器を露出するディスプレイ，身体の一部を互いにこ
すり合わせる親和的行動であるラビングが確認された。これらの結果から，上関町周辺海域は本種におけ
る社会行動の場として重要である可能性が高い。 
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P320★ 

伊豆諸島御蔵島と南⻄諸島奄美群島のミナミハンドウイルカにおける 
腹部斑点模様の出現に関する個体群間差異 

〇八木 原風 1, ⻘木 拓哉 2, 小笠原 樹 2, 比嘉 克 3, 小林 希実 3（1 三重大学大学院生物資源学研究科, 
2 御蔵島観光協会, 3 沖縄美ら島財団） 

 

ミナミハンドウイルカは，加齢に伴い腹部に⿊色の斑点を形成する．著者らは，伊豆諸島御蔵島に定住
する個体群を対象に，斑点の密度を目測で段階的に評価することで年齢を推定する方法を開発した．しか
し，本種の斑点の出現パターンに関する直接的な個体群比較はなされておらず，本手法が他個体群で利用
できるか明らかでない．本種の斑点の出現パターンの個体群間差異の存在を示唆する情報として，南⻄諸
島奄美群島の個体群は，未検証だが観察者により，斑点の密度が他個体群よりも高いことが共有されてい
る． 

本研究では，沖縄美ら海水族館で飼育されている奄美群島由来の成獣 3 個体（オキ：推定 52 歳，ムク：
推定 54 歳，サミ：25 歳）と，御蔵島に定住する推定 47 歳以上の 3 個体と 25 歳の 5 個体を対象に，部位
毎に斑点の出現状態を観察した．両個体群を比較した結果，47 歳以上では共通して，腹から顎にかけ全体
に斑点が被覆していた．一方で，25 歳の御蔵島の個体では，斑点の被覆は喉までであったが，サミでは顎
の先端まで高密度の斑点が被覆していた．斑点の密度においても奄美群島の個体が御蔵島個体よりも高か
った．また，御蔵島個体群で報告されている生殖孔付近の斑点形成における雌雄差が奄美群島由来個体で
は確認されなかった．斑点の出現パターンに個体群間差異が確認されたため，斑点を用いた個体群横断的
な年齢推定の実現には，斑点が形成される早さの決定要因の解明が求められる． 
P321 

北アルプス立山地域におけるカメラトラップ法によるイノシシとニホンジカのモニタリング調査
（2011〜2024 年） 

〇間宮 寿頼, 赤座 久明（富山県自然博物園ねいの里） 
 

富山県では短期間のうちにイノシシ（Sus scrofa）が全 14 市町（舟橋村を除く）で生息が確認（2008
年）されたほか、ニホンジカ（Cervus nippon）についてもオスジカは 2011 年に、メスジカも 2023 年に
全 14 市町で確認されるようになった。当県においては、これら 2 種の情報の少ない高山帯や亜高山帯への
進出が心配されている。そこで、2011 年より北アルプス立山地域の低密度地域と考えられた山地帯から亜
高山帯（美⼥平エリア：標高 980ｍ〜松尾峠エリア：1953ｍ）を中心に自動撮影カメラを設置（9 台）
し、カメラトラップ法により、その生息状況について継続調査を行った。その結果、2012 年からイノシシ
もシカも撮影されるようになり、イノシシについては、2016 年に松尾峠（1953ｍ）で撮影されるなど、
より標高の高いエリアへ生息が広がったと考えられる。なお、子連れのイノシシも確認され、個体数の増
加が心配されたが、2020 年には撮影頻度指数が激減するなど豚熱による影響も考えられた。シカについて
は、2012 年に調査地域では標高の高い弘法(1556ｍ)でオスジカが確認され、それ以後、オスジカについて
は全域で確認されたほか、2019 年にはこの地域で初めてブナ平（1204ｍ）でメスジカを確認し、2024 年
にはブナ平で幼獣を確認した。今後、この地域で効果的なシカの管理手法を検討する必要があり、行動調
査などのための捕獲を試みている。 
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P322★ 

アズマモグラ腹部の脂腺複合体の組織学的特徴とその意義
〇酒井 景子 1,2, 平松 ⻯司 1, 奥山 みなみ 3, 近藤 貴英 2, 金井 克晃 1 

（1 東京大学農学生命科学研究科, 2 さいたま市, 3 大分大学医学部） 

多くの哺乳類は発達した嗅覚を持ち、尿や涙、臭腺の分泌物に含まれる匂い成分やフェロモンを介した
ケミカルコミュニケーションにより、繁殖行動や縄張り行動などの社会行動が制御されている。モグラ類
は地中棲の哺乳類であることから、視覚や聴覚が制限される環境に適応しており、他個体の認識に嗅覚が
極めて重要であると考えられる。特に非繁殖期には単独で行動し排他的な社会構造を示すことから、にお
い付けによる縄張形成が示唆されているが、分泌腺の詳細は明らかではない。そこで本研究では、アズマ
モグラ(Mogera imaizumii)の皮膚に局在する分泌腺の組織構造と分泌物の性状について組織学的検索を行
った。その結果、雌雄の腹部皮膚において毛包付属器である脂腺に接続する副次的な腺房領域が認めら
れ、これまでに報告されている哺乳類の皮膚脂腺と異なる、特徴的な脂腺複合体を形成していた。副次的
な腺房領域は豊富な好酸性細胞質を有しており、PAS 染色およびアルシアンブルー染色に陰性かつ、各種
脂肪染色に陽性であったことから、脂性の分泌物を産生していることが示唆された。また脂腺複合体全領
域でアンドロゲン受容体が高発現していた。これらの結果から、アズマモグラの腹部に認められた脂腺複
合体は、テストステロン依存的に脂性分泌物を産生・分泌することが示唆された。本発表ではこの特徴的
な腺構造の機能的意義について議論したい。

P323★ 

ワタセジネズミの頭骨における形態変異
〇島村 夏惟 1, 本川 雅治 2, 池田 悠吾 3（1 京都大学大学院理学研究科, 2 京都大学総合博物館, 

3 東京大学大学院農学生命科学研究科） 

ワタセジネズミ Crocidura watasei は，トガリネズミ科ジネズミ属に属する南⻄諸島の固有種である．
本種の頭骨形態については距離測定法による先行研究では性差は検出されなかったが，奄美・徳之島と沖
永良部島・沖縄島の少なくとも二つの形態的に分化した集団の存在が示唆されていた．本研究では，幾何
学的形態測定法を用いて性別間および島嶼間にみられる頭骨形態変異を調査した．喜界島， 奄美大島，徳
之島，沖永良部島，沖縄島(南部・国頭)，伊江島の 6 島 7 地点の計 141 個体の頭蓋骨下面，側面と下顎骨
側面について，それぞれ解析を行った．雌雄間の ANOVA では，頭蓋骨，下顎骨ともに大きさには有意差
がみられ，雄の方が大きかった．形状においては有意差はみられなかった．島嶼間の MANOVA において
は大きさ，形状ともに有意差がみられた．南に行くにつれて大きくなる傾向があった．また，正準判別分
析では，頭蓋骨・下顎骨ともに喜界島・奄美大島・徳之島，沖永良部島・国頭，沖縄島南部・伊江島の大
きく 3 つの形態グループに分けられた．これらは島嶼間の地理的な位置関係と一致していたが，国頭のも
のは南部のものよりも沖永良部島に近い形態を示した．また沖永良部島を含む集団は咬合部分が矮小化す
る傾向がみられ，特有の環境に適応した可能性が示唆された． 

218



ポスター発表 ★が付いている講演は優秀発表賞選考対象

P324 

安定同位体と⻭のマイクロウェア形状解析から日本に生息したオオカミの食性を探る 
〇甲能 純子 1, 門叶 冬樹 2, 甲能 直樹 3,4, 久保 ⻨野 1（1 東京大学大学院,  

2 山形大学高感度加速器質量分析センター, 3 国立科学博物館, 4 筑波大学大学院） 

更新世後期に大陸から日本列島に渡来した大型のオオカミ（更新世オオカミ）は、その後に渡来したオ
オカミとの間で交雑し，小型のニホンオオカミが誕生したと考えられている．本研究では，日本列島（北
海道以外）における更新世オオカミとニホンオオカミについて，更新世から近代にかけて食性変化があっ
たのかを，炭素・窒素安定同位体分析と，⻭のマイクロウェア形状分析から検討した．観察標本は，14C
年代測定法により生息年代が明らかになっている日本産更新世オオカミ化石と，縄⽂後期以降のニホンオ
オカミ，加えて比較対象として食性の明らかな動物園飼育ハイイロオオカミである．下顎第一⾅⻭の精密
印象を共焦点顕微鏡で撮影して、⻭⽛表面粗さを定量化した。年代測定時に炭素と窒素の安定同位体分析
も実施して，これらの値と対比した．その結果，窒素の安定同位体比が高ければ傷が浅い傾向があり，特
定の餌資源と⻭の表面粗さに対応があることが示唆された。更新世，縄⽂・弥生時代，古墳時代〜近代，
飼育個体の⻭⽛表面粗さに有意差は認められなかったが，マイクロウェアと同位体を含めた統合データか
らは更新世オオカミ・縄⽂・弥生オオカミと，古墳時代〜近代オオカミで分かれる傾向が見られた．この
ことは，有史時代以降でヒトとの関係性においてオオカミの食性が変化したことを示唆しているかもしれ
ない．

P325★ 

スナメリにおける脊椎骨の部位別骨端癒合期間の推定
〇内田 皐陽, 天野 雅男（⻑崎大学） 

鯨類において脊椎骨の骨端癒合は肉体的成熟を判定する指標になっており、各椎骨の骨端癒合にかかる
期間を詳細に把握することは個体の成⻑段階を評価するうえで重要であると考えられる。しかし、スナメ
リの各椎骨の骨端癒合にかかる期間は明らかになっていない。本研究では⻑崎近海のスナメリの各椎骨の
骨端癒合開始年齢と骨端癒合完了年齢を明らかにすることで、各椎骨の骨端癒合にかかる期間を推定する
ことを目的とした。

⻑崎近海のスナメリ 108 個体の脊椎骨の骨端癒合を未癒合、部分癒合、完全癒合の 3 段階で評価した。
下顎⻭に形成される成⻑層を計数することで年齢を推定した。各椎骨で部分癒合が見られた個体の平均年
齢を癒合開始年齢、全骨端の完全癒合が見られた個体の平均年齢を癒合完了年齢とした。癒合期間は癒合
開始年齢と癒合完了年齢の差として推定した。 

頸椎の癒合開始年齢は 2.14 歳、癒合完了年齢は 15.25 歳、癒合期間は 13.11 年と推定された。胸椎の癒
合開始年齢は 7.8 歳、癒合完了年齢は 22.6 歳、癒合期間は 14.8 年と推定された。腰椎の癒合開始年齢は
11.79 歳、癒合完了年齢は 21.83 歳、癒合期間は 10.04 年と推定された。尾椎の癒合開始年齢は 4.26 歳、
癒合完了年齢は 20.43 歳、癒合期間は 16.17 年と推定された。尾椎は癒合開始年齢が比較的若く、癒合期
間は最も⻑いことから年齢や成熟状態などの成⻑段階の評価に適した指標となる可能性がある。 
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P326★ 

太平洋におけるネズミイルカの形態比較 
〇名倉 のどか, 松石 隆（北海道大学） 

 

ネズミイルカ Phocoeana phocoena は北半球沿岸域に生息する小型ハクジラ類であり，地域ごとの集団
分化が示唆されている。大⻄洋では様々な手法を用いて集団間比較が行われている一方で，太平洋では遺
伝学的手法を用いて少なくとも日本沿岸を含めた北集団と南東集団に分化していることが明らかとなって
いるものの，この遺伝的背景に基づいた集団間の形態学的比較は行われていない。本研究では太平洋沿岸
に分布するネズミイルカの形態変異を，遺伝的背景にもとづく集団間で明らかにすることを目的とした。
太平洋全域のネズミイルカ 130 個体の頭骨標本を用い，29 部位を測定した。欠損値は期待値最大化法によ
り補完し，多変量分散分析および Tukey の HSD 検定で集団間の形態的差異を評価した。先行研究より得
られた漸近体⻑の比較には Welch の t 検定を用いた。北太平洋と南東太平洋の集団間で頭骨形状（頭頂骨
幅・側頭窩⻑）に雌雄共通の有意な差異が認められた（p < 0.001）。また，体⻑は南東太平洋集団が北太
平洋集団より有意に大きかった（p < 0.001）。特に体⻑の差異について，ネズミイルカでは生産性の高い
海域では体⻑が大きくなることが報告されている。カリフォルニア海流系も生産性の高い海域として知ら
れており，南東集団もこの影響を受け体⻑が大きくなった可能性がある。発表では幾何学的形態測定法を
用いた形態的比較の結果についても報告予定である。 

P327 

北半球アシカ類における前ヒレの形状解析 
〇新井 優一 1, 主森 亘 2,3,4, 堀本 高矩 5,6, 三谷 曜子 7, 小林 万里 8, 李 何萍 7, 小林 駿 8, 生田 駿 9, 

佐々木 基樹 2（1 三重大学, 2 帯広畜産大学, 3 国立科学博物館, 4 足寄動物化石博物館, 5 道総研,  
6 稚内水産試験場, 7 京都大学, 8 東京農業大学, 9 北の海の動物センター） 

 

海棲哺乳類の多くは二次的水棲適応に伴い前肢を前ヒレへと変化させており、前ヒレの主な役割として
遊泳における推進力の生成と操舵がある。鯨類では種によって前ヒレ形状が異なることが知られており、
形態的特徴と運動機能や生態との関係性に着目した研究も多い。一方で、鰭脚類では、種間における前肢
の筋骨格系の比較研究は存在するが、前ヒレ形状についての研究は乏しい。特に、アシカ類では前ヒレを
遊泳と歩行の両方で活用するため、その形状は各分類群がもつ運動機能や生態によって異なることが予想
される。 
 本研究では北半球に生息するアシカ類であるキタオットセイ・トド・カリフォルニアアシカの３種にお
いて前ヒレ形状の比較を行った。掌側面の写真画像に対して、セミランドマーク法を用いて形状を定量化
することで主成分分析を行い、種内（左右・雌雄）と種間において比較した。前ヒレ形状は種間で異な
り、特に、キタオットセイは他の２種よりもより細⻑い前ヒレを持つことが示された。アシカ類は前ヒレ
のはばたきによる揚力発生によって遊泳時に推進力を生み出しており、ヒレの形状が細⻑いとアスペクト
比は大きくなり、誘導抗力を抑えることができる。キタオットセイはアシカ類において最も回遊性が高
い。本研究で示されたキタオットセイの細⻑い前ヒレの特徴は、効率的な⻑距離遊泳に貢献していること
が示唆された。 
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P328★ 

特定外来生物クリハラリスにおける頭骨の形態変異：定着地域間での比較 
〇和田 桜子 1, 野島 拓海 1, 江口 勇也 1, 嶌本 樹 2, 片平 浩孝 1 

（1 麻布大学生命・環境科学部環境科学科, 2 日本獣医生命科学大学獣医学部獣医保健看護学科） 

動物の頭骨は、複数の骨から形成され、種ごとに形が異なる。種内においても様々な形態的変異を示
し、それらは⻑い進化的歴史における適応の結果を反映すると考えられている。特定外来生物クリハラリ
スは東南アジアに広く分布し、体色や陰茎骨の形態に基づいて多くの亜種が記載されてきた。島嶼域には
地理的に隔離された集団も存在し、原産地の一つである台湾では島の東⻄南北それぞれにおいて独立した
系統が生息している。日本でも様々な導入起源を持つ集団が定着しており、こうした地理的由来が頭骨に
も反映されていると予想される。本研究ではそうした形態的差異の実際を明らかにすることを目的とし
て、定着地域の個体を対象にランドマーク法を用いた形態比較を試みた。調査対象は神奈川県横浜市、横
須賀市および静岡県浜松市の 3 地域で駆除され、冷凍保管されていた個体の頭部除肉サンプルとした。形
態測定には、一定の距離で真上から撮影した写真データを活用した。得られた写真は標識点を設置し座標
データを取得したうえで解析に用いた。計 199 個体の標本を分析した結果、3 地域間で明瞭な違いが認め
られ、特に変異の大きい部位は、頭骨の幅に関わる後頭部と眼窩上部であった。国内に定着したクリハラ
リスは地域ごとに導入起源が異なるため、今回検出された形態的差異は産地や経緯の違いを反映している
と考えられる。発表では遺伝的背景との紐付けについても論じる。

P329★ 

GPS 首輪に付属の振動センサーを用いたニホンジカの行動推定と環境選択解析への応用 
〇久山 高平, 吉原 佑（三重大学大学院 生物資源学研究科） 

ニホンジカは日本を代表する大型哺乳類であるとともに，農林業や生態系に被害を及ぼす存在でもあ
る．GPS を用いた行動研究の蓄積があるものの，測位点での具体的な行動を考慮するには至っていない．
行動学的⽂脈を考慮した研究が可能になれば，シカの行動生態のさらなる理解につながる．そこで，本研
究では GPS 首輪に搭載された振動センサーを用いた行動推定法を開発し，行動と環境選択についての分析
を行った． 

三重県⻲山市で捕獲されたシカに，振動センサー付き GPS 首輪と行動撮影用カメラを装着した．行動推
定は振動センサー値と動画記録を照らし合わせたのち，決定木を用いて活動的行動と非活動的行動を区別
する閾値決定を行った．決定木による分析では 1000 回のブートストラップリサンプリングを行い，閾値
の平均と 95%信頼区間を導出した．その結果，活動的行動と非活動的行動を 90%以上の精度で判別するこ
とができた．  

環境ごとに行動状態についての分析を行った結果，夜間の農地利用に関して，活動的行動の割合が非活
動的行動の割合よりも高く，その差は冬から春になるにつれて小さくなる傾向が見られた．一方の夜間の
森林利用では，非活動的行動が活動的行動よりも多く，農地とは逆の傾向を示した．また，ゴルフ場につ
いては，全体的な利用割合は季節が進むにつれて増加する傾向が見られたが，活動状態による明確な差は
見られなかった． 
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P330 

純音、生物由来音および非生物由来音に対するキョンの反応 
〇加瀬 ちひろ 1, 髙瀬 未来 2, 江口 祐輔 1（1 麻布大学, 2 伊香保グリーン牧場） 

 

キョンの可聴域の推定および音刺激による行動制御の可能性の予備的検討をするため、飼育下にて 9 頭
（雄 5 頭、雌 4 頭）を対象に純音、生物由来音および非生物由来音を提示し、反応を分析した。純音は
50Hz から 40 kHz の 9 音を、生物由来音は犬の吠え声、キョンの吠え声（遠くまで響く吠え声）、キョン
の鳴き声（捕獲時に発する高音の発声）、人の声の 4 音、非生物由来音はアイドリング音、サイレン、ラッ
パ、銃声、箱罠の扉の落ちる音の５音をランダムに提示した。すべての音刺激は 10 秒間の提示後、30 秒
間の無音時間を設けた。その結果、純音ではすべての音に対して 60 ％以上の個体が耳介動作や定位など
の反応を示し、50 Hz から 40 kHz の周波数はキョンの可聴域に含まれることが示唆された。また、30 kHz
では驚愕や逃避を示した個体がいた。周波数別の平均定位持続時間に差はみられなかったが、個体間では
差（P＜0.05）がみられた。生物由来音および非生物由来音ではキョンの吠え声、アイドリング音、銃声の
順に反応個体割合が高く、キョンの吠え声では 100 ％の個体が耳介動作を示し、平均定位持続時間が最も
⻑かった。これらの結果から、30 kHz やキョンの吠え声は、一時的にキョンの動きを静止させる可能性が
示されたが、今回用いた音の提示のみでは、驚愕や逃避を誘発することで⻑期的に行動を制御することは
難しいと考えられた。 

P331★ 

ヌートリアの口腔内ヒダについて 
〇髙山 陸都, 奥田 ゆう, 中村 進一（岡山理科大学 獣医学部） 

 

ヌートリア（Myocastor coypus）はテンジクネズミ上科に属する南米原産の大型齧⻭類である。ヌート
リアとチンチラの口腔内には２つの筋膜性のヒダが切⻭と⾅⻭の間に存在することが報告されている。し
かし、極めて特殊な構造であるにも関わらず、その機能などの詳細については不明である。本研究では、
ヌートリアの口腔内ヒダの構造とその機能を明らかにすることを目的とした。 

道路上で轢死したヌートリアを２個体用いた。肉眼的に口腔内およびヒダを観察した後、頭部に矢状方
向に割面を入れ、割面からもヒダを観察した。その後、10％ホルマリン溶液で固定し、顔面表層の観察を
行った。組織を確認するため、組織切片を作成、観察も行った。 

肉眼的観察から口腔内ヒダには体表の被毛よりも硬い被毛が認められた。割面からの観察では硬口蓋と
みられるものが非常に分厚く、口腔内が狭いことが観察された。解剖からは感覚毛包とみられるものが口
周囲に多く認められた。組織切片から口腔内ヒダは頭側尾側で異なる組織で構成されており、組織同士の
境界が明確に分かれていた。頭側では皮膚組織のような構造であり、筋が表層まで認められた。尾側では
口腔内組織のような構造が認められた。組織像から口腔内ヒダは皮膚と口腔 2 つの役割を持つものと考え
られる。 
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P332★ 

食肉目動物の尾における比較解剖学的研究 
〇Kotaro Akabane1, Nozomi Kurihara2（1 宇都宮大学大学院地域創生科学研究科, 

2 宇都宮大学農学部） 

 尾は、種により様々な機能を有し、その動きは全身に大きな影響を及ぼす。哺乳類では、移動(鯨
類)、把握(サル)、感情表現(イヌ)など、種間における尾の機能的差異が確認されているが、詳細な筋構造
など尾に関する形態学的な知見は少ない。本研究では、食肉目動物の尾に着目し、筋構造の解明、尾の運
動様式と筋構造との関係性を明らかにするため、比較解剖を行った。 

害獣駆除またはロードキルされた 7 種の食肉目動物を解剖・肉眼観察した。すべての個体で、尾は、尾
椎を囲む左右 6 対の筋、総じて 12 の筋および骨盤と尾を結ぶ骨盤底筋群により構成されていた。尾椎を囲
む各筋は、それぞれが複数の筋尾に分かれ、腱となって尾椎に停止していた。この際、各筋の、分かれて
いる筋尾数や、停止位置・範囲に差異が確認された。加えて、種により尾椎の数が異なるため、同じ筋尾
数であっても、相対的な停止範囲が異なっており、尾の可動箇所に種間差があることが示唆された。この
ような種間差が、異なる運動様式を生み出す一端となっていることが考えられた。例として、食肉目動物
の内、複数の種がバランスを保つために尾を使うが、アライグマやアナグマでは尾を根本から挙上・下垂
させ、主に前後方向の重心を、ハクビシンやネコでは尾全体を横側に大きく降り、主に左右方向の重心
を、安定させていると考えられ、同じ役割であっても、運動様式における細かい機能的差異があることが
示唆された。 
P333 

ツキノワグマの鋭い嗅覚を示唆する行動事例
〇瀧井 暁子 1, 中下 留美子 2, 泉山 茂之 3（1 けもの調査室, 2 森林総合研究所, 

3 信州大学山岳科学研究拠点） 

クマ類はイヌよりも優れた嗅覚をもつといわれる。『ベア・アタックスⅡ』の著者 S.ヘレロは、「クマの
鼻は世界に開かれた窓である」とその鋭い嗅覚を描写している。ヒグマやホッキョクグマでは嗅覚による
食物の探索と風向きに関する報告が複数あるが、ツキノワグマの嗅覚に関する知見は乏しい。本発表で
は、2024 年秋にツキノワグマの鋭い嗅覚を示唆する 1 事例を確認したので報告する。GPS 首輪を装着し
た 12 歳のメス E で、6〜7 歳の時も GPS 首輪による個体追跡を行っていた。GPS データおよび体毛の炭
素・窒素安定同位体比から農地利用は確認されておらず、里地との境界域から亜高山帯まで利用するクマ
だった。メス E は標高 1,550m の谷の源頭部に滞在していたが、11 月 23 日 17〜18 時に斜面沿いに谷を
下り、8 時間後には標高 870m の谷に到達した。ここでメス E は 11 月 27 日の 7 時までほとんど動かず、
20 時には再び標高 1,430m まで到達した。この場所を 11 月 27 日午後に訪れたところ、骨と皮のみとなっ
たニホンカモシカの死体を確認した。近くには糞が少なくとも 8 個あり、いずれも臭い糞だった。メス E
はニホンカモシカの死臭を斜面上部から嗅ぎ分け、採食するために山を下ったと考えられた。移動前の地
点と死体のあった地点との直線距離は 3.3km で、本事例は、ツキノワグマが数 km 先のニオイを感知して
いる可能性を示す、希少な事例といえる。 
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P334★ 

カメラトラップデータの性判別を目的としたニホンアナグマの性的二型に関する検討
〇代田 圭吾 1, 鈴木 聡 2, 金子 弥生 1（1 東京農工大学, 2 神奈川県立生命の星・地球博物館） 

ニホンアナグマ Meles anakuma は単独性の社会構造をもち、成獣のメスどうしが排他的な行動圏内で
繁殖を行う特徴から、メスの生態の特徴を保全内容に反映させることが重要であり、カメラトラップデー
タの性判別は、非侵襲的手法として期待される。さらに、乳房や外部生殖器を観察しにくい自然条件下の
個体では、外部形態の量的計測に基づいた性判別が必要となる。しかし本種の性的二型に関する報告は少
なく、標本の産地によって異なる結果が示されてきた。そこで本研究は、ニホンアナグマのカメラトラッ
プ画像を性判別する際に重要な部位を検討するため、雌雄の骨格の定量的差異を調査した。神奈川県立生
命の星・地球博物館所蔵の神奈川県で収集されたニホンアナグマの骨格標本から、矢状稜の発達と縫合線
の閉鎖の状態に基づき成獣を選び、19 サンプル (オス 13、メス 6) の外部計測値と強い相関のある頭骨、
椎骨および四肢骨の 16 部位を計測した。t 検定または U 検定を行い、ボンフェローニ法による有意水準の
補正を行った結果、頰骨弓幅・頭蓋骨高・上腕骨⻑・尺骨⻑・大腿骨⻑・脛骨⻑に雌雄間の有意差が認め
られた。また計測部位どうしの比 7 項目に有意な雌雄差がみられた（Z 検定、ボンフェローニ法による有
意水準の補正）。これらの結果はカメラトラップ画像の性判別に適用できる可能性が高いものと考えられ、
今後生体へ応用できるかを検証する。

P335★ 

中型・大型哺乳類の脛骨における遠位関節面溝(脛骨ラセン)の傾斜比較 
〇武田 精一郎 1,2, 増田 容一 1, 遠藤 秀紀 2（1 大阪大学, 2 東京大学総合研究博物館） 

哺乳類において、足根関節の運動能力と踵の地面からの位置は種によって違いがみられ、踵の位置は歩
行様式の分類にも使用される。哺乳類の踵を伸屈させる距腿関節は距骨の滑車と脛骨の溝(脛骨ラセン)に
よって構成されるが、脛骨ラセンの角度は種によって異なることが知られている。脛骨ラセンの角度と相
関する要素を明らかにすることで距腿関節の進化と運動能力の変化が明らかになることが期待される。本
研究では脛骨ラセンの角度と相関する要素を特定するために、中型・大型の管⻭目・奇蹄目・偶蹄目・齧
⻭目・食肉目・双前⻭目・有毛目・霊⻑目計 31 種 78 個体の脛骨を用いて、脛骨ラセンの頭側端・尾側端
と内果の内側端との距離を計測、その差を脛骨ラセンの角度として数値化し比較を行った。結果、偶蹄目
と霊⻑目の脛骨ラセンは矢状面と平行、その他の哺乳類は脛骨ラセンが傾いていることが明らかとなっ
た。また、脛骨ラセンの傾きと歩行様式には相関は見られなかった。距腿関節の底屈は脛骨と踵骨の接触
によって制限されるため多くの種では距腿関節の運動方向を斜めにして接触を回避するが、偶蹄目の場
合、脛骨ラセンが矢状面と平行であっても二重滑車距骨によって踵骨の位置が移動するため、距腿関節を
矢状方向に運動しても脛骨と踵骨が接触しないことが影響すると考えられる。霊⻑目は走行時に距腿関節
を大きく底屈させないため矢状面と平行でも支障がない可能性が考えられる。 
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P336 

ベトナム産の真無盲腸類における⻭の異常に関する最初の研究 
〇HAI, TUAN BUI1,2, Nguyen, Huong Thi1, Motokawa, Masaharu3（1Faculty of Biology, VNU 

University of Science, Hanoi, VIETNAM, 2Institute of Biology, Vietnam Academy of Science and 
Technology, Hanoi, VIETNAM, 3Kyoto University Museum, Kyoto University, Kyoto, JAPAN） 

 

This first study of dental anomalies in small mammals of the order Eulipotyphla from Vietnam was 
conducted based on examining 677 skull specimens from 27 species. We assessed tooth number, 
morphology, and position, analyzing their relationship with skull size and symmetry. Of the specimens, 
3.25% had dental anomalies; the higher frequency in moles (Talpidae, 10.35%) and a lower rate in 
shrews (Soricidae) while none were found in gymnures (Erinaceidae). Missing teeth were the most 
common anomaly (81.81%). No significant correlation was found between these anomalies and skull 
size or bilateral symmetry. These findings, especially the high frequency in fossorial moles, support 
hypotheses relating genetic drift and environmental pressures to dental variation, highlighting the value 
of morphological examination in understanding developmental irregularities and taxonomy. 

P337★ 

沖縄島北部におけるケナガネズミの体毛と⻭の摩耗度を用いた齢推定の整合性 
および成⻑の雌雄間比較 

〇中山 好乃 1, 中⻄ 希 2, 小林 峻 3（1 琉球大学大学院 理工学研究科,  
2 北九州市立自然史・歴史博物館, 3 琉球大学 理学部） 

 

ケナガネズミは，沖縄島，奄美大島，徳之島に固有の 1 属 1 種の大型の齧⻭目である．本種では体毛の
状態と⻭の摩耗度を用いた齢推定が行われている．しかし，体毛は亜成獣で，⻭の摩耗度は一部のレベル
で齢の確認ができていない. また，⻭の摩耗度を用いた雌雄の成⻑の違いは明らかにされていない．本研
究では，ケナガネズミにおける体毛と⻭の摩耗度による齢推定の整合性および成⻑の雌雄間比較を行うこ
とを目的とした． 

体毛（幼獣，亜成獣，成獣）と⻭の摩耗度（レベルⅠ〜Ⅶ） による齢推定を行い，下顎と後足⻑の計測
を行った. ⻭の摩耗度に対する各計測項目について von Bertalanffy 成⻑曲線を算出した． 

幼獣毛の個体の⻭の摩耗度レベルはⅠ〜Ⅲ，成獣毛の個体の⻭の摩耗度レベルはⅣ〜Ⅶであった．一
方，亜成獣毛の個体の⻭の摩耗度レベルはⅡ〜Ⅵであり，幼獣毛または成獣毛の個体の⻭の摩耗度レベル
と重複していた．また, 亜成獣毛で⻭の摩耗度レベルがⅥの 2 個体は，いずれも 12 月に出現していた．本
種は繁殖期が⻑く，食性に季節性があるため，亜成獣毛の個体でも⻭の摩耗度合いにばらつきがあると考
えられる. 

⻭の摩耗度レベルと下顎および後足⻑を比較すると，成⻑曲線に雌雄差はなく，摩耗度レベルⅠ〜Ⅲで
急激に成⻑した．その後，成⻑は鈍化するものの下顎では成⻑曲線は漸近しなかった. そのため, 下顎は摩
耗度が最大になってからも成⻑し続けていると考えられる． 
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P338★ 

新奇物の形状の違いが 6 種の野生動物の警戒行動に及ぼす影響 
〇柏木 もも代 1, 加瀨 ちひろ 1, 坂倉 健太 2, 江口 祐輔 1 

（1 麻布大学, 2 島根県 中山間地域研究センター） 

野生動物との軋轢問題の解決には、地面と隙間なく柵を設置し潜り抜けを防止するなどの物理的な行動
制御に加え、警戒心を高めるなどの心理的な行動制御を併せることが有効である。しかし、どのような要
素が警戒行動に影響するのかは十分に整理されていない。先行研究では、イノシシに平面図形の円形、三
角形、四角形を提示した際、三角形に警戒行動を示したことから、物体の形状が警戒行動に影響する可能
性が考えられた。 

そこで本研究では、シカ、イノシシ、タヌキ、アナグマ、アライグマ、ハクビシンの 6 種を対象に、球
体、正四面体、立方体の 3 つの形状の新奇物（白色、高さ 20 cm）を提示し、動物種と形状の違いが初期
警戒行動に与える影響を調査した。島根県と神奈川県の 33 地点で調査し、新奇物を獣道沿いに各地点 1 つ
設置しセンサーカメラで撮影した。撮影された動物の外貌から個体識別を行い、各個体の最初に撮影され
た動画を用い、新奇物に対する行動を連続観察した。回避、接近、葛藤、新奇物から逃避した距離、逃避
速度、後退り、仰け反り、最接近距離をスコア化し、警戒スコアを算出した結果、アナグマ、アライグ
マ、ハクビシンよりイノシシで警戒スコアが高かった（P< 0.05）。また新奇物への反応は動物種により異
なり、身体的特性や個体の経験が影響している可能性が考えられた。一方で、今回の新奇物提示条件にお
いては、新奇物の形状は警戒行動に明確な影響を与えなかった。
P339

ニホンヤマネ Glirulus japonicus のミトコンドリア調節領域の多型性評価
饗場 葉留果 1, 安田 俊平 2, 本池 幹太 3, 佐藤 淳 4, 湊 秋作 1, 〇布目 三夫 5 

（1 ヤマネ・いきもの研究所, 2 都医学研・難聴, 3 岡山理科大学・院理工・自然科学, 
4 福山大学・生物科学, 5 岡山理科大学・理・動物） 

ニホンヤマネ（Glirulus japonicus、以降ヤマネ）は日本固有種であり、天然記念物に指定されている．
本種の保全に向けたアプローチの一つとして、遺伝的多様性の調査が行われてきた。Yasuda et al. (2007, 
2012)では、ミトコンドリア DNA の cytochrome b 遺伝子（以降 cytb）、核 DNA の rRNA 遺伝子および
Sry（Sex-determining region Y）遺伝子が解析され、cytb 遺伝子の多型に基づいて、ヤマネは９つの地域
集団に大別されることが報告されている。本研究では、cytb よりも塩基置換が起きやすいことで知られる
ミトコンドリア DNA の調節領域に着目し、その多型性を確認することで、地域集団内の遺伝的多様性調査
への有用性を評価することを目的とした。試験的に、2024 年 5 月〜7 月に富士山麓の巣箱調査で得られた
ヤマネ糞 4 サンプルに対して、cytb と調節領域の多型性を比較した。DNA 配列が解読できた cytb の一部
200 bp と調節領域の一部 720 bp 中の塩基多型を調べたところ、cytb では変異が見られず、調節領域では
2 箇所で変異が確認された。引き続き同巣箱調査で得た他の糞サンプルに対しても解析し、ヤマネの局所
集団における調節領域の多型性についての結果を報告する。
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P340★ 

開放環境も怖くない：市街地と山に生息するニホンジカ（Cervus nippon）の逃避行動の違い 
〇成瀬 光 1, 中村 圭太 1,2, 髙田 隼人 1（1 東京農工大学, 2 富士山科学研究所） 

 

危険に対する逃避行動の意思決定は適応度に直結する。被食者である有蹄類では、捕食リスクが性別や
群れサイズ、環境の開放性、季節で異なるため、これに応じて逃避開始距離（FID）を変化させる。一方、
近年では世界各地で市街地に有蹄類が進出し、このような人間活動の多い場所では、人間に過敏に反応す
ると適応度が低下するため、FID を短縮させる。ただし、市街地へ進出した個体群が、性別や群れサイ
ズ、環境の開放性、季節に応じた FID の変化を維持するかは明らかでない。本研究ではこれを解明するた
め、富士山の 5 合目（自然地）と山中湖村別荘地（市街地）という近接した 2 地域で、ニホンジカの人に
対する FID を測定し、FID の地域間の違いと各地域の FID に与える性別、群れサイズ、環境の開放性、季
節の影響を検討した。その結果、5 合目（平均 167m）より山中湖村（平均 22m）で FID が短く、市街地
への進出による FID の短縮が示唆された。5 合目では性別、群れサイズ、環境が FID に影響し、メスより
オスで、隠れ場所の多い森林より隠れ場所のない高山帯で有意に⻑かった。山中湖村では性別のみが FID
に影響し、メスよりオスで有意に⻑かった。5 合目では環境条件に応じて FID を変化させたが、山中湖村
では変化させなかったことから、市街地では環境に対する FID の変化が消失することが示唆された。人間
活動の多い地域では環境条件によらず、FID を短く保つことが適応的な戦略であると考えられた。 

P341★ 

エゾシカ（Cervus nippon yesoensis）における眼窩下洞腺の組織学的検索 
〇石⿊ 佑紀 1, 渋谷 隆伸 2, 堂元 菜々実 3, 近藤 大輔 2, 佐々木 基樹 2（1 酪農学園大学,  

2 帯広畜産大学, 3 えりも町郷土資料館） 
 

哺乳類は臭腺からの分泌物を用いて縄張りの主張や繁殖行動などに関する匂いコミュニケーションを行
っている。シカ科動物には臭腺の 1 つである眼窩下洞腺が存在し、ニホンジカでも腺を周囲にこすりつけ
る行動が観察されている。この腺の組織学的記述は亜種エゾシカにおいて少数あるものの、詳細な構造に
ついての情報は存在しない。本研究ではエゾシカ眼窩下洞腺の構造の詳細を明らかとすることを目的とし
て、組織学的検索を行った。 

2023 年 1 月〜3 月の期間に狩猟により捕獲されたエゾシカ成獣 10 頭（雄 3 頭、雌 7 頭）の眼窩下洞腺
を採材した。10%ホルマリンで固定後、常法に従ってパラフィン包埋切片を作製し、組織学的検索を行っ
た。 

雌雄ともにエゾシカの眼窩下洞を構成する皮膚組織に毛包および付属腺は存在していなかった。洞の内
部には茶色で湿性を帯びた物質が貯留し、組織学的には角化物を主として毛や植物片が混在したものであ
った。眼窩下洞には内眼角から伸びた溝が連続しており、溝部分の皮膚組織には毛包、皮脂腺、アポクリ
ン腺が存在した。本研究の結果、エゾシカの眼窩下洞部に腺は存在しない事が明らかとなった。一方、内
眼角と連続する溝部には腺が存在し、溝部分泌物や涙液が洞内に流入している可能性がある。洞外からの
分泌物が洞内の角化物に浸漬して局所で保持され、匂いコミュニケーションに利用されているかもしれな
い。 
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P342 

クリハラリス雄個体における陰茎骨の形態比較：捕獲地域と遺伝的背景に着目して 
〇本橋 篤 1, 古荘 寿奈 1, 江口 勇也 2, 片平 浩孝 2, 嶌本 樹 3（1(株)野生動物保護管理事務所,  

2 麻布大学, 3 日本獣医生命科学大学） 
 

オスの生殖器は交配前隔離に関わる形質として、さまざまな動物における種判別や地域集団の特定に用
いられてきた。哺乳類においても同様に、多くの分類群で保持されている陰茎骨を対象とした形態精査に
よって、亜種レベルの識別や地理的変異が明らかにされてきた。東南アジアを原産とするクリハラリス
Callosciurus erythraeus は、日本では外来種として分布し、都市公園から森林まで幅広い環境に生息して
いる。神奈川県ではミトコンドリア DNA 領域の解析に基づき、台湾由来の３系統を起源とするハプロタイ
プを持つ個体の混在が近年明らかにされた。これらの地理的由来は陰茎骨の形態にも反映されていると予
想されるが、原産地の台湾を含め、当該形質の詳細は不明であった。そこで本研究では、神奈川県内で駆
除されたオス個体の陰茎骨を回収し、その形態変異を捕獲地域や遺伝的背景に基づいて比較検討した。
2018 年以降に捕獲された計 113 頭の陰茎骨を撮影し、画像・輪郭データから陰茎骨のサイズ、形状の解析
を実施した。サイズの解析では、各部位の⻑さや幅などを計測した。形状の解析では、輪郭データを用い
て楕円フーリエ解析による形態的特徴の主成分スコアを算出した。発表では、これらデータにおける個体
差や集団間の差を提示するとともに、そうした差異が場所やハプロタイプによってどのくらい説明されう
るのか議論する。 

P343★ 

北アルプス北部地域におけるニホンジカの冬季行動圏利用 
〇位田 宗一朗 1, 瀧井 暁子 2, 泉山 茂之 1, 大窪 久美子 1（1 信州大学, 2 けもの調査室） 

 

⻑野県におけるニホンジカの分布域は拡大傾向にあり、北アルプスでは 2013 年に初めて高山帯でオス
ジカが確認された。北アルプス北部地域における GPS テレメトリー調査から、季節移動個体の一部が亜高
山帯から高山帯の高標高域を夏季に利用し季節移動個体の多くが低標高域を利用することがわかってい
る。本研究は、北アルプス北部における、季節移動個体の冬季行動圏利用を明らかにすることを目的と
し、雌雄それぞれの昼夜ごとの生息地選択性を明らかにした。 

解析個体は、2012〜2023 年に⻑野県大町市において GPS テレメトリーによる個体追跡を実施し、季節
移動個体に分類された 42 頭(オス 16 頭、メス 26 頭)とした。冬季は 42 頭のうち 25 頭が筑摩山地に滞在
し、冬季行動圏における標高は 873±159ｍだった。 

資源選択関数(RSF)を用いてオスとメスそれぞれの昼間と夜間の生息地選択性を解析した。目的変数は、
GPS データを「利用」、行動圏内のランダムポイントを「利用可能」とした。ランダム効果は個体名と
年、説明変数は植生や地形を採用した。解析の結果、昼において、メスはオスよりも樹林を強く選択し、
オスは草地を選択した。一方で、夜において、オスは落葉広葉樹林を選択し、メスは忌避した。以上の結
果より、生息地選択性は雌雄および昼夜で異なることが示された。 
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P344★ 

ニホンザルとホンドギツネの接近事例の報告
〇土橋 彩加 1, 竹中 將起 2, 田島 知之 3, 大谷 洋介 4, 林 浩介 5, 池上 知之新 1, 松本 卓也 1 

（1 信州大学, 2 筑波大学, 3 玉川大学, 4 大阪大学, 5NHK エンタープライズ） 

野外環境におけるニホンザルと他種の遭遇事例では、小型哺乳類（例：ムササビ）に対する威嚇・攻撃
行動や、捕食者とされる種（例：イヌ、クマタカ）への警戒音・逃避行動が報告されている。一方、食物
資源を競合するニホンジカやイノシシには攻撃的行動をほとんど示さず、外来種（例：ヌートリア）には
複数個体が様子を見る行動が報告されている。本研究では、ホンドギツネとニホンザルの接近時における
両種の行動を観察・分析し、種間関係を検討した。ホンドギツネはネズミやウサギ類などを捕食する雑食
性で、ニホンザルを捕食した記録はない。観察した 5 事例すべてで複数のニホンザルが警戒音を発し、そ
の直後に未成熟個体が地上から樹上へ移動する行動が確認された。この反応は、ニホンザルの被食例があ
るイヌやクマタカに対する反応と類似していた。また、ある事例では 2 位オスが警戒音を発する中、1 位
オスは警戒音を発せず地上で採食を続けていた。さらに、少なくとも 3 事例でみられたホンドギツネは同
一個体である可能性が高く、そのうち 1 事例では、ホンドギツネがニホンザルの糞をくわえて持ち去る行
動が観察された。この行動は、屋久島のヤクシカによるニホンザルの糞食と類似している。以上の結果か
ら、ホンドギツネはニホンザルの未成熟個体にとって潜在的な脅威である可能性、また冬期の採食戦略と
してニホンザルの群れへの追従行動を示す可能性が示唆された。

P345 

小型ハクジラ類における反響定位器の形態と音伝搬特性の種間比較 
〇⿊田 実加 1,2, 松石 隆 1,2（1 北海道大学, 2 ストランディングネットワーク北海道） 

ハクジラ亜目鯨類がエコーロケーションに用いる音（クリックス）の音響学的特性は分類群や生息環境
によって異なると考えられており，その多様性については多くの報告例がある。しかしながら，クリック
スを生み出す反響定位器の形態学的多様性については不明な点が多い。本研究では，生態学的特徴の異な
る複数種のハクジラ亜目鯨類について，反響定位器の形態とその内部における音の伝搬過程について，定
量的かつ種横断的な比較検討を行った。北海道沿岸に漂着した腐敗の少ないネズミイルカ，イシイルカ，
カマイルカ，コマッコウ，マッコウクジラの頭部標本を用いた。ポータブル物性計（SOFTGRAM,新光電
子株式会社）を用いて音の伝播に影響を与える軟組織の物理特性（ヤング率，音速，音響インピーダン
ス）を測定し，反射や減衰が生じやすい部位を評価することで，反響定位器内部におけるクリックスの伝
搬経路を検討した。また，一部の種については組織間の音の伝達率を明らかにした。特徴的な高周波狭帯
域クリックスを用いるネズミイルカ，イシイルカ，コマッコウについて，音源である音唇の付近にひだ状
構造が認められ，音の反射や散乱に寄与していると考えられた。マッコウクジラではメロンに相当する器
官であるジャンクと脳油器官が音伝搬経路の延⻑に寄与していると考えられてきたが，コマッコウにも同
様の機構の存在が示唆された。
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P346★ 

飼育イロワケイルカにおける胸ビレ前縁部の鋸⻭状構造 
〇⻑谷川 拓人 1, 若林 郁夫 2, 寺沢 真琴 3, 酒井 麻衣 1（1 近畿大学, 2 鳥羽水族館, 

3 仙台うみの杜水族館） 

ハクジラ亜目セッパリイルカ属の胸ビレ前縁には特徴的な構造が見られる．中でもイロワケイルカ
(Cephalorhynchus commersonii)は Serration（以下鋸⻭とする）とよばれるギザギザとした構造を有し，
社会的接触を頻繁に行う左胸ビレに偏在することから接触時の刺激増大機能があると考察されている．当
該構造の記載は座礁した 18 歳未満の死亡個体を対象として行われたが，損傷しやすく微小であることなど
から，精確な記載はなされていない．本研究では，新生児から老齢個体までの生体と新鮮な標本 9 個体を
主な対象に鋸⻭の詳細な計測を行い，鋸⻭が持つ形態的特性と発達過程の解明を目的とした．調査では，
メジャーによる実測と写真撮影を行い鋸⻭の範囲を計測した．また印象材による鋸⻭の型取りを行い，作
成したレプリカから鋸⻭の丈や幅，数を記録した．鋸⻭は新生児を除く全個体において確認され，成熟個
体では雌雄ともに両胸ビレで同程度の範囲に存在した．⻭の丈は左胸ビレで有意に大きく，⻭の数も左胸
ビレにおいて顕著であった．また新生児では鋸⻭の前段階と推測される構造の発現が見られた．加えて，
同個体における 12 年をまたぐ鋸⻭の記録から，⻭丈は鋸⻭範囲の伸⻑後も顕著に発達することが確認され
た．本研究により，本種の新生児から老齢個体にかけての鋸⻭の発達プロセスが示唆された．

P347★ 

ハンドウイルカ（Tursiops truncatus）の皮筋に関する一知見
〇丸屋 唯, 栗原 望（宇都宮大学） 

鯨類の皮筋に関する記載は複数種について見られるが（Murie, 1867; Howell, 1927）、皮筋の役割につい
て述べているものは数少ない。本研究では、ハンドウイルカ（Tursiops truncatus）の皮筋について肉眼解
剖を行い、皮筋の役割について考察した。 

本種の皮筋は、頚部、体側部、腹部、胸部の 4 部位に識別できた。筋線維の厚さは頚部と胸部で約
3.0mm、体側部と腹部で約 1.5mm であった。頚部と胸部の筋の走行は体軸に垂直であった。一方、体側
部では頭側で体軸に垂直であったが、尾側に向かうにつれて徐々に傾き、生殖口付近では体軸に対して約
60 度となった。腹部の筋の走行は体軸に対して約 130 度であった。すなわち、体側と腹側の皮筋の分布お
よび走行様式は, Purves（1963）に示されたマイルカ（Delphinus delphis）の真皮乳頭の配列様式と酷似
していた。真皮乳頭は表皮と真皮を結合し、皮筋は骨格筋と皮下組織を結合する。よって、皮筋は真皮乳
頭とともに、遊泳時の水流による皮膚の引きずりに対し、皮膚を本来の位置に維持する役割があると考え
られる。胸部および頸部の筋は、体側部や腹部の筋よりも厚く、より大きな力を必要とする役割を担って
いると考えられる。胸部の皮筋は胸鰭を体に引き付ける役割、頸部の皮筋はサクションフィーディングの
際に収縮することで口腔内圧を高めたり、魚と一緒に口腔内取り込んだ海水を押し出したりしている可能
性がある。 
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P348 

シバヤギ（Capra hircus）の骨端閉鎖時期について
〇吉村 ⽂孝, 安藤 洋（東海国立大学機構名古屋大学） 

動物の骨はその骨端が骨幹と癒合（骨端閉鎖）するまで成⻑し，その時期は種，性別，部位ごとに異な
ることが知られている．実験用動物分野においては骨端閉鎖時期の把握は骨成⻑の研究に際して利用する
動物の選択に有用とされる（Kilborm,2002）．野生動物分野においては部位ごとの骨端の閉鎖状況から齢査
定をすることができる（大秦，1977）． 

動物の骨端の閉鎖時期に関する研究は，種々の家畜および実験動物（マウス Mus musculus，カイウサ
ギ Oryctolagus cuniculus，イヌ，ネコ Felis catus，ヒツジ Ovis aries，ウシ Bos taurus，ウマ Equus 
caballus），類人猿，人で行われていきた（Kilborn et al，2002）． 

一方，ヤギ（Capra hircus）の骨端閉鎖時期に関する研究としては複数の海外品種（Dwarf African 
goat, Saanen, Welsh, 交雑種など）で調査されている（Noodle,1974）が，日本在来品種に関するものは
筆者の知る限りない．そこで本研究では名古屋大学大学院生命農学研究科附属フィールド科学教育研究セ
ンターで 1979 年から 2025 年現在まで維持しているシバヤギ系統の晒骨標本を材料に調査を行い，骨端閉
鎖時期を考察する．遺伝的背景や性別，月齢といった情報が確かな家畜を用いることで，得られる知見は
生物学的基礎情報として有用なものとなる．

P349★ 

ニホンジカ(Cervus nippon)の索餌行動に影響する嗅覚刺激とその誘引効果
〇米山 恭平 1, 和久 大介 2（1 東京農業大学大学院国際食料農業科学研究科, 2 東京農業大学国際食料

情報学部） 

野生鳥獣による森林被害においてニホンジカ(Cervus nippon)による森林被害は約 7 割を占める。哺乳
類において特定の嗅覚刺激が採食行動を誘導することが知られているが、ニホンジカを対象とした嗅覚に
よる誘引メカニズムの検証は限られている。本研究では、ニホンジカの嗅覚刺激に対する行動反応を⻑崎
県の対馬と静岡県の富士宮で検証し、地域的な嗅覚の好みなどの差異も含めて効果的な誘引技術の開発に
向けた基礎的知見を得ることを目的とした。対馬と静岡で 2024 年 10 月から 2025 年 4 月にかけて 2 つの
実験をそれぞれ 2 回行った。実験 1 ではアオキの葉数を変化させた区（対照区・中量区・高量区）の誘引
効果を検証した。実験 2 では視覚情報を制限した条件下で、アオキ・ヘイキューブ（乾燥牧草を圧縮した
もの）・岩塩・対照区の嗅覚的誘引効果を比較評価した。両実験とも各区を 10m 間隔で配置する実験ポイ
ントを各実験３カ所ずつ最低 300、基本的には 600m 以上離して設置した。設置後に自動撮影カメラによ
る 14 日間連続モニタリングを実施した。本発表では計 6 回実施予定の実験のうち、上述の通り 4 回目ま
での実験結果をまとめて発表する。
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P350★ 

北海道厚岸町における市街地を利用するエゾシカの行動圏と生息地利用 
〇本山 爽香 1, 立木 靖之 1, 澤 真和 2（1 酪農学園大学, 2 構研エンジニアリング（株）） 

近年、北海道内では本来生息地ではない市街地に出没するシカ「アーバンディア」による住宅地徘徊や
交通事故などの人との軋轢が問題となっている。北海道厚岸町においてもエゾシカ（cervus nippon 
yesoensis）が昼夜問わず市街地を利用していることが確認されている。本研究では、GPS 首輪による測
位データからアーバンディアの行動圏と生息地利用を明らかにし、今後のアーバンディア問題対策の基礎
資料とすることを目的とした。 

2024 年 3 月に厚岸町湖南地区で成獣メスの 2 頭に GPS 首輪を装着した。測位間隔は 1 時間に 1 回と
し、三次元測位かつ PDOP≦６のデータを抽出して解析を行った。k-LoCoH 法により、行動圏（存在確率
95％）、コアエリア（存在確率 50％）を追跡した全期間、月別で算出した。生息地利用は、環境省の第 5
回自然環境保全基礎調査の植生図を使用し、各環境での利用割合（測位点割合）を算出した。2024 年 3 月
10 日から 2025 年 5 月 31 日までのデータを用いた。その結果、シカは季節移動せずに市街地周辺に定着
しており、全期間の行動圏は 1.6-3.0k ㎡であった。両個体ともに「市街地」を 60-80％以上利用してい
た。両個体とも通年市街地周辺を利用しており、今後この地域でシカの頭数が増加し、その被害が甚大に
なることが考えられる。捕獲が難しい市街地では、定着するその前に対策することが必要である。 

P351 

加速度データロガーを用いたアライグマの行動類型判別の試み 
〇吉岡 憲成 1, 石塚 譲 2, 幸田 良介 2, 原口 岳 2, 高橋 能理子 3, 二井 綾子 3, 片石 隆斗 1,  

中野 一樹 1, ⻑島 ⽂香 1（1 株式会社 KANSO テクノス, 2 大阪環農水研・多様性, 3 到津の森公園） 

侵略的外来種を効果的に防除・個体数管理する上では、対象種の行動（いつ、どこで、どのような行動
をしているのか）を把握することが必要である。アライグマについては、GPS テレメトリー調査により、
いつ、どこにいるのかを把握することが可能となっている。一方、その場所でどのような行動を取ってい
るのかについては、自動撮影カメラによる局所的、断片的な行動観察にとどまり、十分に解明されていな
い。近年、バイオロギングにより観察が困難な行動の解明が海棲哺乳類等の分野で進んでいるが、陸棲哺
乳類についてはロガー等の回収の困難さから適用が進んでいない。そこで、野外アライグマの行動の解明
を目的に、まずは観察が容易な飼育個体を対象にバイオロギングによる行動の判別可能性を検討した。 

2024 年 12 月、到津の森公園（北九州市）の飼育個体 2 頭に、定期健康診断の機会を利用して麻酔下で
3 軸加速度ロガーを装着、回収し、飼育舎内における日中活動の 3 軸加速度データを取得した。また、飼
育舎の周囲 4 箇所にビデオカメラを設置し、同時間における行動を記録した。ビデオカメラによる記録か
らアライグマの行動類型を判別し、各行動類型の生起時刻及び終了時刻を記録した。得られた行動類型毎
に特徴的な加速度データが見られるかを検討した。 

本発表ではデータ分析の経過と今後の課題について報告を行う。 
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P352★ 

北海道のヒグマ Ursus arctos における頭骨の縫合について 
〇茂木 葉南, 栗原 望（宇都宮大学農学部） 

哺乳類の頭骨の成⻑は、頭骨を構成する骨の閉鎖完了によって停止するため、多くの種で、縫合線の閉
鎖完了が身体的成熟の指標として用いられてきた。ヒグマの頭骨については、縫合線の閉鎖順位が決定さ
れているが(末永, 1972)、齢情報を欠いており絶対的な時間軸との関係性は不明である。そこで本研究で
は、年齢が既知の標本を用い、ヒグマの頭骨における閉鎖順位と年齢との関係を調べた。 

北海道で捕獲された 14 歳齢までのヒグマ頭骨を用いた。計 22 箇所の縫合について、フレデリックの 5
段階法(Frédéric, 1906)により閉鎖の度合いを評価し、閉鎖順位と年齢との関係を検討した。 

各縫合における平均消滅度を算出した結果、閉鎖は鱗外側後頭内軟骨結合から始まり、後頭部、側頭
部、口蓋部、頭頂部、吻部と続き、最後に側頭頬骨縫合が完了した。また、側頭頬骨縫合、ラムダ縫合お
よび底外側後頭内軟骨結合を除くすべての縫合において 5 歳ごろに表面の縫合線を確認できる程度に閉鎖
が進み、14 歳頃に完全に閉鎖した。一方、側頭頬骨縫合線全体が閉鎖した個体は存在せず、側頭頬骨縫合
は生涯を通して完全には閉鎖しない可能性が窺われた。また、ラムダ縫合および底外側後頭内軟骨結合で
は、5 歳までに閉鎖が完了した。縫合順位においては、同一の手法を用いた末永(1972)と異なり、閉鎖順
位についても再度検討する必要性が示唆された。 
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英 ⽂ プ ロ グ ラ ム

（Timetables and Program in English）



Friday 22, August

Room

C1-301

C1-201

C1-101

C4-301

C4-201

C4-101

C1-202、C1-302

C4-102、C4-202

2nd floor lobby of the

central building

2nd floor lobby of the

central building

1st and 2nd floor lobby

of the central building

2nd floor lounge of the

central building

1st floor lobby of the

central building

＊: Open to observers (MSJ member only)

F04:Bear-related human

injury incidents

15:15－17:15

Bussiness meeting

13:00–15:00

F03:Changing human

society and mammal

researc

15:15–17:15

Nursery（advance registration required） 10:30-20:00

8 9 10 11 12

Board member

meeting

17:30–19:30

F05:From Bites to Poops: A

Family-Friendly Session!

15:15－17:15

Poster 14:00–17:30

20
F01:Ecology of

rodents2025

15:15–17:15

Organized forum

17:30–19:30

Bussiness meeting

11:00–13:00

F02:Mammalian diversity

in Indochina mountains 2

15:15–17:15

14 15 16 17 18 1913

8 9 10 11 12 20

Bussiness

meeting

12:00–13:00

Bussiness

meeting

12:00–13:00

Bussiness

meeting

12:00–13:00

Bussiness

meeting

12:00–13:00

13 14 15 16 17 18

Headquater

Reception and cloak room 12:00–17:30

Exhibition booths 12:00–17:30

Break room 12:00–19:30

19
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Saturday 23, August

Room

C1-301

C1-201

C1-101

C4-301

C4-201

C4-101

C1-202、C1-302

C4-102、C4-202

2nd floor lobby of the

central building

Student hall

2nd floor lobby of the

central building

1st and 2nd floor lobby

of the central building

2nd floor lounge of the

central building

1st floor lobby of the

central building

*Core time for posters submitted for the excellent presentation award is ①（10:45–11:45）.The award winners will be annnounced and honored at

the award celemony on Sunday 24, August.

138 9 10 11 12 2014 15 16 17 18 19

14 15 16

Headquater

Public symposium co-hosted

by Rakuno Gakuen University

16:00-18:30

17 18

Nursery（advance registration required） 8:15-19:00

19 20

OA-01～07

8:45–10:30

F06:Japanese

"Mammalogy"

13:45–15:45

F12:Invasive rodents

in the islands

16:00–18:00

OB-01～07

8:45–10:30

F07:Age estimation

of marine mammal

13:45–15:45

F13:Avian influenza

infection in mammals

16:00–18:00

8 9 10 11 12 13

OC-01～07

8:45–10:30

F09:Wildlife roadkill

problem

13:45–15:45

F14:The Natural History

of Insectivores 12

16:00–18:00

OD-01～07

8:45–10:30

F10:Frontiers in

Camera Trap

Research

13:45–15:45

F15:Feral cat

management

16:00–18:00

Break room 9:00–18:30

Poster

9:00–18:30

OE-01～07

8:45–10:30

F11:Potential zoonotic

pathogens harbored by

urban wildlife

13:45–15:45

F16:The present state of

telemetry survey

16:00–18:00

Poster

9:00–18:30

Coretime①

10:45-11:45

Coretime②

11:45–12:45

Reception and cloak room 8:15–18:00 （Cloak room is open until 19:00）

Exhibition booths 9:00–18:30

F08:Research trend on

Japanese serow (2025)

13:45–15:45

236



Sunday 24, August

Room

Large hall of

Sapporo education

and culture hall

Space in Sapporo education

and culture hall

Space in Sapporo education

and culture hall

Sapporo Beer

Garden

19

109 12

*The award winners will be annnounced and honored at the award celemony.

138 9 10 11 12 2014 15 16 17 18

118 20

Award

lectures

9:20–10:50

General

meeting and

Award

celemony＊

10:55–12:15

Public symposium

13:00–16:20

Banquet

 18:00–20:00

14 15 16 17 18 1913

Rest space for family 9:00-16:30

Nursery（advance registration required） 9:00-16:30
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Monday 25, August

Room

C1-301

C1-201

C1-101

C4-301

C4-201

C4-101

C1-202、C1-302

C4-102、C4-202

2nd floor lobby of the

central building

2nd floor lobby of the

central building

1st and 2nd floor lobby

of the central building

2nd floor lounge of the

central building

1st floor lobby of the

central building

Botanic Garden

Hokkaido University

Sapporo Maruyama zoo

Sapporo Mt.Moiwa

Exhibition booths 8:45–12:30

Nursery（advance registration required）

8:15–12:30

2014 15 16 17 18 198 9 10 11 12 13

Poster

8:45–12:00

OA-08～11

8:45–9:45

F17:Prevent the spread of

invasive Reeves' muntjac

10:00–12:00

OB-08～11

8:45–9:45

F18:Morphology of the

hand

10:00–12:00

OC-08～11

8:45–9:45

F19:Science

communication

10:00–12:00

17 18 19 208 9 10 11 12 13 14 15 16

Headquater

OD-08～11

8:45–9:45

F20:Urban Carnivore

Research 9

10:00–12:00

OE-08～11

8:45–9:45

F21:The changing of social needs

and the development of mammal

research

10:00–12:00

F22:The future of bear

scat analysis

10:00–12:00

Break room

8:45–12:00

Excursion１

15:00-19:00

Excursion2

14:00-15:00

Excursion3

14:00-16:00

Reception and cloak room 8:15–12:00

（Cloak room is open until 13:30）
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22, August 15:15〜17:15 

C1-301 

F01  Ecology of rodents 2025 
 

Shinsuke H. Sakamoto, Takuya Shimada, Takashi Saitoh, Tamura Noriko 

 

C1-201 

F02  Species diversity of mammals in Indochina mountains [2] 
 

Masaharu Motokawa, Nguyen Thien Tao, Daosavanh Sanamxay, Bui Tuan Hai 

 

C4-301 

F03  Changing human society and mammal research in Japan 
 

Takashi Ikeda, Kenta Uchida 

 

C4-201 

F04  To further promote the sharing of information on bear-related human injury  
incidents 

 
Koji Yamazaki, Hifumi Tsuruga, Kosuke Nakagawa, Chinatsu Kozakai,  
Kyoko Kobayashi, Mami Kondo, Yuri Shirane, Reina Uno-Onodera 

 

C4-101 

F05  From Bites to Poops: A Family-Friendly Session! 
 

Mugino O. Kubo,Naoki Ohnishi 

 

239



23, August 13:45〜15:45 

C1-301 

F06  Japanese "Mammalogy" in an era without "Honyurui-gaku" 
: What I know about the mammals of northern Japan 

 
Masatoshi Yasuda, Shin-ichiro Kawada, Satoshi Ohdachi 

 

C1-201 

F07  Obtaining age information on marine mammals and its utilisation  
— From conventional methods to the latest technology in age estimation — 

 
Hikari Maeda, Yu Kanaji, Takanori Horimoto, Genfu Yagi 

 

C1-101 

F08  Trend of researches and recent findings on Japanese serow (2025) 
 

Hayato Takada,Konoka Aiba,Keita Nakamura,Satomi Yamane, 
Suzuka Namba,Tomoya Kanno 

  

C4-301 

F09  Being into wildlife roadkill problem 
 

Yushin Asari, Yamato Tsuji, Yasuyuki Tachiki, Takane Shikano 

  

C4-201 

F10  Revealing the Hidden Ecology of Wild Mammals 
: Frontiers in Camera Trap Research by Early-Career Scientists 

 
Kahoko Tochigi,Kana Terayama,Yosuke Kurihara,Ryo Matsuoka 
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C4-101 

F11  Potential zoonotic pathogens harbored by urban wildlife 
: Disease ecology perspective for future directions 

 
Hiroyuki Matsuyama, Masahito Hidaka, Kandai Doi, Yuya Eguchi, Mebuki Ito 
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23, August 16:00〜18:00 

C1-301 

F12 The problem of invasive species for rodents and rodenticides in the Islands 

Masafumi Katayama 

C1-201 

F13 Highly pathogenic avian influenza infection in mammals 

Kaoru Hattori, Manabu Onuma, Takahiro Hiono, Masahiro Toyama , 
Yukiko Watanabe 

C1-101 

F14 The Natural History of Insectivores, Revised Edition, Vol. 12. "Azuma" and 
"Kobe": What You Don't Know Now 

Tai Yamasawa,Shin-ichiro Kawada and Yasushi Yokohata 

C4-301 

F15 Starting feral cat management 
: History of the launch and improvement of feral cat management on Mikura- 
shima Island 

Mikuni Tokuyoshi, Tsugumi Nose, Yuya Watari 

C4-201 

F16 The present state of GPS and radio telemetry in small to medium mammal 
research 

Hayato Kikuchi, Shoko Fujitani, Toru Suzuki, Daisuke Uryu 
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25, August 10:00〜12:00 

C1-301 

F17  Challenging the precautionary principle 
: Can we prevent the spread of non-native invasive muntjac to Ibaraki  
Prefecture? 

 
Yuya Watari, Takahiro Morosawa, Chinatsu Kozakai, Kandai Doi, Chihiro Kase, 
Hata Ayaka 

  

C1-201 

F18  Morphology of the hand 
 

Sei-ichiro TAKEDA, Shinya OKABE 

  

C1-101 

F19  Exploring the “Science Communication" required for mammalogy 
 

Kohei Hayashi, Teppei Sudo, Taiki Ito, Ayano Ito, Ryugo Ishida, Takako Ikeda 

  

C4-301 

F20  Urban Carnivore Research 9: Urban Carnivores and Green Infrastructure 
 

Yayoi Kaneko, Yosuke Amaike 

 

C4-201 

F21  The changing of social needs and the development of mammal research 
 : the significance of research that walks with the trend 

 
Shigeki Hirata, Ryoko Koizumi, Naoto Yamabata, Toru Koizumi,  
Mayumi Yokoyama, Yuuji Kodera, Takeshi Honda, Ayumi Aizawa, Seiji Tomaru 
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C4-101 

F22 Bear scat analysis is still useful!  
Sharing of latest case studies and discussion on the future of scat analysis 

Kazuteru Mikuni,Shizuka Kikuchi 
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23, August AM 

＊が付いている講演は英語で発表予定 

C1-301 

8:45〜10:30 Behavior 

OA-01 8:45〜9:00

Grouping behavior of three forest-dwelling ungulates, Formosan serows, 
Reeves' muntjac, and sambar deer, in Yushan National Park, central Taiwan 
〇HAYATO TAKADA, Nick Ching-Min Sun, Yu-Jen Liang, Kurtis Jai-Chyi Pei 

OA-02 9:00〜9:15

Extreme weather conditions affect movements and inter-population interaction 
of wild herbivores: importance of long-term and simultaneous multi-individual 
tracking 
〇TAKEHIKO ITO, Dale Manjiro Kikuchi, Riku Tada, Rei Nagaya, Lina A 
Koyama, Tomoko Nakano, Badamjav Lhagvasuren, Munkhbat Uugannbayar, 
Buyanaa Chimeddorj 

OA-03 9:15〜9:30

Superfoetation during embryonic diapause: Possible benefits for females 
〇Nobuyuki Yamaguchi 

OA-04 9:30〜9:45

Direct observation of behavioral development in wild red foxes (Vulpes 
vulpes) : Focusing on social behavioral changes 
〇KOKI YOSHIMURA 

OA-05 9:45〜10:00

Behavioral responses towards snakes in Japanese macaques 
〇SHINTARO ISHIZUKA, HIDEMI Torigoe, Hiroki Koda
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OA-06 10:00〜10:15

Is Variation in Seasonal Dispersal Behaviors in Apodemus speciosus Linked to 
Pace of Life Syndrome in Weaning Behavior? 
〇SHINSUKE H. SAKAMOTO, Keina Hibi, Souta Horitani 

OA-07 10:15〜10:30

Mating behavior and social call structure during copulation in hibernating 
groups of the Japanese large footed bat (Myotis macrodactylus) 
〇SEIYA ANDO, Miyabi Nakabayashi
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C1-201 

8:45〜10:30 Basic Ecology / Taxonomy / Phylogeography 

OB-01 8:45〜9:00

Records of True's shrew mole (Dymecodon pilirostris) in Kyushu, Japan 
〇MASATOSHI YASUDA, Shinya Okabe 

OB-02 9:00〜9:15

Appearance  and weight changes of Ussurian tube nosed bats (Murina 
ussuriensis)  hibernated in the snow 
〇Yu Nagasaka, Hirofumi Hirakawa 

OB-03 9:15〜9:30

Survival Rate and Causes of Mortality in Juvenile Indo-Pacific Bottlenose 
Dolphins 
〇HIKARI TADA, Genfu Yagi, Mai Sakai, kazunobu Kogi, Itsuki Ogasawara, 
Takuya Aoki 

OB-04 9:30〜9:45

Reassessing the rediscovered taxidermy specimen of the “northern fur seal" at 
the Ibaraki High School in Osaka 
〇Sakura Hayashi, Sota Ogawa, Shunnji Yamashita, Syogo Yanagi,  
Yoshiki Kamino, Kyoko Ariake 

OB-05* 9:45〜10:00

Phylogeography of Red Spiny Rats Maxomys surifer (Miller, 1900) (Mammalia: 
Rodentia: Muridae) based on Cytochrome b in peninsular Thailand 
〇AWATSAYA PIMSAI, Yugo Ikeda, Shinya Okabe, Masaharu Motokawa 

OB-06* 10:00〜10:15

An unknown Mogera species in Japan 
〇KAI HE, Shinya Okabe, Masaharu Motokawa
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OB-07 10:15〜10:30 
Climatic-Driven Phylogenetic Differentiation and Evolutionary Rate Estimation 
of Mitochondrial DNA Since the Middle Pleistocene 
〇HITOSHI SUZUKI
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C1-101 

8:45〜10:30 Feeding Ecology 

OC-01 8:45〜9:00

Flexible feeding habit of the Japanese marten in Satoyama environment: fecal 
DNA metabarcoding analyses 
〇JUN J. SATO, Ryusei Kosakaie, Kengo Kado, Yasunori Yamaguchi 

OC-02 9:00〜9:15

Comparison of food habit based on stable isotope analysis between two 
closely related species of Mustela 
〇SATOSHI SUZUKI, Reika Yasuhara, Aguri Murakami, Sota Yamakawa,  
Naho Mitani, Kouji Tsushima, Daisuke Sumiyama, Takafumi Tatewaki 

OC-03 9:15〜9:30

Feeding strategy of raccoon dogs Nyctereutes procyonoides in northern Japan 
KOSUKE ITO, 〇YAMATO TSUJI 

OC-04 9:30〜9:45

Feeding Habit of Finless Porpoises in the Eastern Seto Inland Sea Based on 
Stomach Content Analysis 
〇TAKASHI IWATA, Misaki Machino, Kiyomi Nakamura, Shuji Sodeyama, 
Misato Sakai, Takaomi Ito 

OC-05 9:45〜10:00

The stomach contents of stranded short-finned pilot whales Globicephala 
macrorhynchus in Hokkaido 
〇AYAKA T MATSUDA, Hina Umekita, Takashi Fritz Matsuishi 

OC-06 10:00〜10:15

Leaves of Japanese cedar for sika deer in northern Tohoku region 
〇HIROSHI TAKAHASHI, Takuya Aikawa
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OC-07 10:15〜10:30

Tracking dietary variation of wild raccoon dogs from their dental microwear 
〇Takahiro Takahashi, Ayako Kohno, Yamato Tsuji, Mugino Kubo
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C4-301 

8:45〜10:30 Wildlife Management 

OD-01 8:45〜9:00

Spatial capture recapture models incorporating landscape permeability 
〇KEITA FUKASAWA, Daishi Higashide 

OD-02 9:00〜9:15

Camera trap survey of Asian black bears(Ursus Thibetanus) in Nara prefecture 
〇Yusuke Aoyama, Hayato Iijima 

OD-03 9:15〜9:30

Geographic clustering of Asiatic black bear sighting patterns based on 
cumulative frequency of sighting reports 
〇SHUN TAKAGI 

OD-04 9:30〜9:45

Annual variation in recruitment rates for the sika deer population in eastern 
Hokkaido, Japan 
〇HIROYUKI UNO, Hayato Iijima 

OD-05 9:45〜10:00

The effects of the irruption of sika deer on forest vegetation in Cape Shiretoko 
〇KOICHI KAJI 

OD-06 10:00〜10:15

Estimating the Population density of sika deer in the southern outer rim of lake 
Mashu. 
〇MASAFUMI MIYASHITA, Yasuyuki Tachiki
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OD-07* 10:15〜10:30

Human dimension of the interactions between Steller sea lions and small-
scale fisheries in Hokkaido coastal waters 
〇Fleur Emelyn Christel Brochut, Yumi Kobayashi, Mina Jimbo, Orio Yamamura
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C4-201 

8:45〜10:30 Climate Change / Human Disturbance 

OE-01 8:45〜9:00

Influence of annual variation in snow accumulation on foraging patterns of 
sedentary sika deer in northern Japan 
〇HIROTO ENARI, Moeri Akamatsu, Nozomu Kanayama, Jyunpei Yamashita, 
Haruka S Enari 

OE-02 9:00〜9:15

Characteristics of garbage collection sites with a high number of Norway rats 
in a densely populated drinking district 
〇Nanami Shimamura, Kazutaka M Takeshita 

OE-03 9:15〜9:30

Behavioural Responses of Humpback Whales to Whale Watch and Swim-With-
Whale Tourism in Okinawa 
〇NOZOMI KOBAYASHI, Stephanie Stack, Sachie Ozawa, Haruna Okabe 

OE-04 9:30〜9:45

A chronological examination of the process and causes leading to the 
extinction (decline) of the Japanese river otter (Lutra lutra nippon) (part 2) 
- An attempt to apply research results nationwide -
〇GO AOYAMA

OE-05 9:45〜10:00

How raccoon dogs living in Northern Tama Region adapt to urban 
environment? 
〇SHOGO FUJITA, Koki Yoshimura, Haruya Suzaki, Takahiro Morosawa, 
Yayoi Kaneko
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OE-06 10:00〜10:15

Reconsidering the impact of construction of New Ishigaki Airport on 
endangered bat species 
〇NOBUO ISHII 

OE-07 10:15〜10:30

GPS loggers reveal Iriomote cat's road use 
〇NOZOMI NAKANISHI, AI SUZUKI, MASAKO IZAWA
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25, August AM 

C1-301 

8:45〜9:45 Invasive Species / Conservation Ecology 

 

OA-08 8:45〜9:00 
Hope or despair,  increase of bare area stopped in Uotsuri-jima Island, 
Senkaku Islands ? 
〇YASUSHI YOKOHATA, HIROAKI YOKOYAMA, NOBUHIKO YOSHIMURA 

OA-09 9:00〜9:15 
Establishing a control system for sea turtle damage by invasive Japanese 
raccoon dogs on Yakushima 
〇Tohru Ikeda, Hirofumi Ueda, Kei Uchida 

OA-10 9:15〜9:30 
Target selectivity of snare trapping: Implications for locally-led hunting 
management in a Cameroon rainforest 
Valdeck V. MOPO DIESSE, 〇SHUN HONGO, Zeun's C. B. DZEFACK,  
Marcel A. NYAM ANONG, Jacques A. MASSUSSI, Towa O. W. KAMGAING, 
Champlain DJIÉTO-LORDON, Hirokazu YASUOKA 

OA-11 9:30〜9:45 
Estimation of population dynamics based N-mixture models: performance and 
robustness evaluation 
〇TOSHIHIDE KITAKADO
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C1-201 

8:45〜9:45 Morphology / Evolution 

 

OB-08 8:45〜9:00 
Bone growth of the Amami rabbit, Pentalagus furnessi 
〇SHIN-ICHIRO KAWADA, Yui Ito, Yuna Kimoto, Sayoko Hiruma,  
Taisei Shiraishi, Asahi Itoi, Mariko Suzuki 

OB-09* 9:00〜9:15 
Morphological variation of molars in Apodemus draco (Rodentia: Muridae) 
from Natma Taung National Park, Chin State, Myanmar 
〇THU MIN WAI, Shinya Okabe, Thida Lay Thwe, Masaharu Motokawa 

OB-10 9:15〜9:30 
Notes on the rod-shaped tissue found in the necks of Mogera wogura and 
Mogera imaizumii. 
〇AKIO SASAKI, YUKO HIROI, AYUMI SASAKI 

OB-11 9:30〜9:45 
Diversification of brain endocast morphology underlying the adaptive radiation 
of strepsirrhines 
〇Naoto Toyoda, Dominique Gommery, Takeshi Nishimura
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C1-101 

8:45〜9:45 Wildlife Damage Management 

 

OC-08 8:45〜9:00 
Evaluation of effects of buffer belts created to prevent the invasion of wild 
animals: a case study of Kanazawa, Ishikawa Prefecture 
〇TORU OI, Tomoya Tamakoshi 

OC-09 9:00〜9:15 
Sika deer management as a regional policy aimed at reducing agricultural 
damage 
〇NAOTO YAMABATA, Athushi Kitou, Satoko Iiba, So Rokuhara, Risa Higashi, 
Keiko Hujii, Osamu Takahashi 

OC-10 9:15〜9:30 
Night School for Wild Animals -When a Hole in the Fence Becomes a School 
Gate- 
〇Mayu Inoue, Wataru Kitamura, Suguru Sasaki 

OC-11 9:30〜9:45 
Reassessing Wildlife Crop Damage 
: A Case of Buckwheat Seedling Foraging by Raccoon Dogs in Tokushima, 
Japan 
〇YUTAKA YOSHIDA
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C4-301 

8:45〜9:45 Behavior / Ecology 

OD-08 8:45〜9:00

Brown bear drive olfactory communication network of forest mammals and 
create foraging sites for birds 
〇HINAKO KATSUSHIMA, Taiki Ito, Shintaro Ichihara, Itsuro Koizumi 

OD-09 9:00〜9:15

Analysis of dispersal behavior of male raccoons (Procyon lotor) using 
Geographic Information System 
〇Minami W OKUYAMA, Yoshihisa Tsurunari, Ken-ichiro Shimada, Kei Uchida 

OD-10 9:15〜9:30

Tiny Hitchhikers on Wood Mice: Unraveling the Phoresy of the Pseudoscorpion 
Megachernes ryugadensis through a Mark-Recapture Survey 
〇TAKUYA SHIMADA, KIMIKO OKABE, Shun'ichi MAKINO, Shoko NAKAMURA, 
SAORI FUJII 

OD-11 9:30〜9:45

Do fences at high deer densities provide cover or food for rodents? 
〇Keita Oishi, Kazuma Yasuda, Shinsuke Koike, Toru Taniwaki
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C4-201 

8:45〜9:45 Feeding Ecology / Ecology 

OE-08 8:45〜9:00

Annual variation in berry feeding time of wild Asiatic black bears (Ursus 
thibetanus) using animal-borne video systems 
〇YOSHIKI MORIMITSU 

OE-09 9:00〜9:15

Comparative analysis of gut bacteria of four species of Sorex shrews in 
Hokkaido 
〇TAKASHI HAYAKAWA, Riko Sato, Satoshi D Ohdachi, Naoya Honda,  
Konomi Kobayashi, Natsumi Iijima, Atsushi Kawahara 

OE-10 9:15〜9:30

Camera Trap-Based Survey Method for Small Mammals and Its Potential 
Applications 
〇JUNJI MORIBE, Moemi Yasui 

OE-11 9:30〜9:45

Examination of blow sampling media and swabs for genetic collection from 
wild cetaceans 
〇YUKI F KITA, Yuichi Nosaka, Fumio Nakahara, Shigeo Saino, Yoko Mitani, 
Hiroshi Ohizumi, Motoi Yoshioka
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Poster Session 

Poster award candidates（★） 

23, August 10:45〜11:45（Core time ①）：candidates 

23, August 11:45〜12:45（Core time ②） 

 

23, August 10:45〜11:45（Core time ①） 

C4-102 

 
P001★ Does age affect individual differences in home range of Ryukyu flying foxes?  

-An approach using the epigenetic clock- 
〇Yuuto Kane, Miho Murayama, Eiji Inoue, Shizuko Hiryu, Emyo Fujioka,  
Shoko Fujitani, Shun Kobayashi, Yoshie Kanao, Tomoaki Nakamura,  
Etuko Yamauchi, Misato Ohonuma, Toui Yamada, Dai Fukui 

 
P002★ The relationship between feeding ecology and social structure of Risso's 

dolphins and striped dolphins using carbon and nitrogen stable isotope ratios 
〇Akiha Tsukada, Taiga Yodo, Hiroshi Ohizumi, Hikari Maeda, Yu Kanaji, 
Noriko Funasaka 

 
P004★ The effects of ultrasonic deterrent devices on medium–sized carnivores 

: implications for reducing house invasions 
〇KENTARO USHIKI, Tatsuharu Gunji, Takeshi Kanda, Yayoi Kaneko 

 
P006★ Effects of increasing of sika deer (Cervus nippon) on the diet and habitat use of  

Japanese serows (Capricornis cripus). 
〇Satomi Yamane, Suzuka Namba, Hayato Takada 
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P007★ The Population Dynamics Model of Japanese Serow (Capricornis crispus) in  
Three Distinct Environments 
〇TOMOYA KANNO, Hayato Takada 

 
P009★ Conservative and variable states in evolution of ribosomal RNA gene 

〇HARU TANAKA, Hikari Myoshu, Masahiro A. Iwasa 
 
P011★ Population fluctuation of Siberian flying squirrels (Pteromys volans orii ) in  

natural mixed forest in Hokkaido, Japan, based on 14 years of long-term field  
observations 
〇SAYO NONAKA, Tatsuo Oshida 

 
P013★ Sex-specific Migration and Dispersal in Vespertilio sinensis: Insights from  

mtDNA and Nuclear Genome Analysis 
〇SHUMPEI KAMIYAMA, Yuma Ohari, Masahiro Kajihara, Kuniko Kawai 

 
P014★ Seasonal Variation in Defecation Site Environments of the Japanese Stoat  

(Mustela erminea nippon) in Mt. Asama 
〇KOUSAKU TAKADA, HAYATO TAKADA 

 
P016★ Estimating the spatial scale of seasonal migration and its sexual differences of  

Eastern Bent-wing Bat in Japan 
〇REI AKIYAMA, Yuuto Kane, Susumu Goto, Dai Fukui 

 
P018★ Age estimation in brown bears based on DNA methylation levels in liver and  

muscle 
〇Ryota TSUTSUI, Shiori Nakamura, Ryota Matsubayashi, Kohei Shinjo, 
Masami Yamanaka, Yuri Shirane, Kyogo Hagino, Hideyuki Itoh,  
Toshio Tsubota, Jumpei Yamazaki, Michito Shimozuru 

 
P020★ Exposure to Microplastics in finless porpoise's lung 

〇Yuko Kameyama, Koyo Uchida, Mitsuharu Yagi, Masao Amano 
 
P021★ Diets of Steller sea lions in Hokkaido waters 

〇Kento Furuya, Nagisa Kuwahara, Takanori Horimoto, Takeomi Isono,  
Kaoru Hattori, Yoko Goto, Orio Yamamura 
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P023★ Insights from long-term monitoring: Seasonal and interannual changes in tree 
cavity use and the nesting site selection by the Ryukyu long-furred rat 
Diplothrix legata 
〇TEPPEI HIGASHI, Shun Kobayashi 

P025★ Ecological Impacts of High Sika Deer Densities on the Japanese Red Fox
〇Sana Fukushima, Hiroyuki Uno 

P026★ Mercury Levels in Brown Bear Hair in the Shiretoko Peninsula, Hokkaido, Japan
〇Joshaniel Tan, Ryota Matsubayashi, Kohei Shinjo, Yared Beyene,  
Jimbo Mina, Yuri Shirane, Shouta Nakayama, Yoshinori Ikenaka,  
Mayumi Ishizuka, Tsubota Toshio, Michito Shimotsuru 

P028★ Predation of toads by raccoon dogs and their behavior observed in 
Kagamigasari, Efu Town, Tottori Prefecture, Japan.
〇Kanta Sato 

P030★ VKOR gene polymorphisms in wild brown rats (Rattus norvegicus) captured at 
various locations throughout Japan
〇Nakaya Iijima, Nanase Wada, Yuya Eguchi, Hirotaka Katahira,  
Yoshikazu Kambe, Tsutomu Tanikawa, Goro Kimura, Azusa Banzai 

P032★ Evaluation of a new box-type hair trap for low-invasive genetic sampling for 
medium-sized carnivores
〇Yuki Otake, Yoshinori Nishita, Kobayashi Keisuke, Shinichi Nakayama, 
Koichi Morisaki, Satoshi Ikuta, Yayoi Kaneko 

P033★ Landscape Genetic Structure of Asian Black Bear in Ina Vally
〇TAKUMA MATSUMOTO, RIRIKO KOIDO, MISAKO KUROE,  
RUMIKO NAKASHITA, YU ENDO, TAKESHI SAITO, TAKUSHI KISHIDA, 
YUICHURO NISHIOKA, TOSHIAKI YAMAMOTO, AKIKO TAKII,  
SHIGEYUKI IZUMIYAMA, NAOKI OHNISHI, YOSHIAKI TSUDA 

P035★ Investigation of Biomarkers for Assessing Stress in Seal Species
〇Kazune Omi, Haruka Nakajin, Yuta Moriguchi, Kensuke Yamada, 
Takaomi Itou, Satoko Kimura
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P037★ Exploring the effect of communal bathing through gut microbial community  
analysis of hot-spring-bathing Japanese macaques 
〇Haruka Kitayama, Daiki Kumakura, Kazuki Izoe, Xueying Wang,  
Takuya Matsumoto, Takashi Hayakawa 

 
P038★ Evaluation of identity in zona pellucida (ZP) amino acid sequences between  

Microminipig and Ryukyu wild boar 
〇Toshiki Ikukawa, Haruhiro Sugiyama, Masaki Takasu, Makoto Asano 

 
P040★ Preliminary Analysis of Gut Microbiome in nine Malayan tapirs from three  

Malaysian Zoos 
〇QILUAN LIM, Kotaro Kondo, NORSYAMIMI ROSLI, Takashi Hayakawa 
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C4-202 

P101★ Population dynamics analysis of Indo-Pacific bottlenose dolphins in the waters 
around the Ogasawara Archipelago using mark-resight data
〇SAYAKA HOSOI, Koki Tsujii, Toshihide Kitakado 

P102★ How does snow depth affect winter habitat use by sympatric wild boar, sika 
deer, and Japanese serow?
〇SATSUKI FUNATSU, Satsuki Nakamori, Hidenori Nozawa, Masaki Ando 

P104★ The isolated population of lesser Japanese moles on Dogo, Oki Islands.
〇TAI YAMASAWA, YASUSHI YOKOHATA 

P105★ Diet of red foxes in Oshima Peninsula, Hokkaido
〇Naito Nyuwa, Ken Saito, Takaaki Enomoto, Masayuki U Saito 

P107★ The impact of human-induced landscape modification on space use of Asian 
Black Bears in Shikoku
〇SEUNGYUN BAEK, Takaki Yamada, Kyohei Ando, Toshio Tsubota, 
Shinsuke Koike 

P108★ Distribution and habitat suitability of Mustela erminea nippon 
〇MOEMI YASUI, HIROSHI YASHIKI, JUNJI MORIBE 

P110★ Basic Ecology of the Invasive Siberian Chipmunk Eutamias sibiricus in Nagano 
Prefecture 
: Diet, Breeding and Hibernation Periods, and Burrow Sharing with Native Rodents

〇TOMOKI ABE, TAKUYA MATSUMOTO 

P111★ Relationship between the appearance point and vegetation in 
the Ryukyu long-furred rat on the northern part of Okinawajima Island
〇Yuto M Ohga, Shun Kobayashi
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P113★ Exploring a Non-Invasive Monitoring Approach for Small Mammals Based on 
DNA from Field Signs
〇MASAE HIROSE, Masahide Nishibori, Takahiro Yonezawa, Jun Hatase, 
Ayako Noda 

P114★ Is blessings of human a risk for raccoon dogs ? 
– the relationship between anthropogenic food resource and fat accumulation

〇Nanoka Arai, Yushin Asari 

P116★ A preliminary report on seasonal change of reproductive condition in 4 shrew 
species in Hokkaido
〇Koki Tanikawa, Yoko Sato, Yoshiko Torii, Naoya Honda, Konomi Kobayashi, 
Natsumi Iijima, Naoya Matsumoto, Yojiro Yanagawa, Satoshi Ohdachi 

P117★ Habitat use by the Japanese badger (Meles anakuma) in urban areas.
〇KAE FUKUSHIMA, Yuki SAKAMOTO, Hisashi MATSUBAYASHI 

P119★ Agricultural land use by small and medium-sized carnivores from spring to 
summer: a case study in the Shonai region
〇Ruri Hayashi, Masayuki Saito 

P121★ Food selection of medium-sized carnivores in winter snow environments 
: a field experiment
〇Yoshiki Takiuchi, Masayuki U Saito 

P123★ Do migratory routes of Asiatic black bear become more efficient with 
experience?
〇Tamako Makino, Seungyun Baek, Koji Yamazaki, Shinsuke Koike 

P125★ Feeding habits of Japanese hares in a coastal pine forest in Akita, based on a 
feeding mark investigation .
〇Suzune Terada, Kazuhiko Hoshizaki, Yuzu Sakata 

P127★ Effects of sea otters on harbor seals in Yururi and Moyururi islands
〇Yutaro Seki, Takehiro Miura, Syun Ikuta, Hayao Kobayashi, Mari Kobayashi 
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P129★ Detecting encounters between nomadic wild ungulates and livestock using 
GPS-video collars
〇Riku Tada, Takehiko Ito, Dale M Kikuchi, Kodzue Kinoshita, 
Munkhbat Uuganbayar, Buyanaa Chimeddorj 

P131★ Feeding Habits of Free-Roaming Cats in Gifu City
〇HAYATO HORIE, MITIYO SUGIYAMA, TETUO ASAI, TAIZO SAITO, 
RYO TADANO, JUNJI MORIBE 

P133★ Habitat survey of Japanese giant flying squirrels using the playback method in 
Machida City, Tokyo.
〇KENGO KANAI, Masaki Shimada, Mayumi Shigeta 

P135★ The acoustic characteristics and similarities of two species of captive dolphins
〇Umi Nishio, Saaya Hata, Ai Katou, Marinn Matusiro, Takanori Kooriyama 

P137★ Acoustic characteristics of burst pulse series in wild Pacific white-sided 
dolphins
〇Ai Kato, Nana Murasato, Rinn Oyamada, Natuki Ebasi, Marinn Matusiro, 
Takanori Kooriyama 

P139★ Acoustic Variation in the Echolocation Calls of least horseshoe bat 
(Rhinolophus cornutus) on the Izu Islands: Oshima, Niijima, Kozushima, 
Miyakejima, and Hachijojima
〇AYUMU NOZAKI, Takasi Kamijou, Satiko Yasui 

P140★ Relationship between the attendance of wild Pacific white-sided dolphins 
migrating off the coast of Shakotan and the tides
〇Rin Konoda, Moeka Koyasiki, Ai Kato, Natuki Ebasi, Marinn Matusiro, 
Takanori Kooriyama 
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P203★ Effectiveness of Bear Bells and Radios in Avoiding Wildlife Encounters: 
Evaluation through Audio Playback Experiments in Areas with Different 
Hunting Pressures
〇JUNPEI YAMASHITA, Hiroshi Tsunoda, Hiroto Enari 

P206★ Nutritional condition assessment by femur marrow fat of Cervus nippon 
yakushimae
〇Kazuma Yoshida, Maki Mizukawa, Yasunori Takenaka, Ichiro Makise, 
Chizuru Yayota, Mazatsugu Suzuki 

P209★ What is an effective electric fence against the increasing damage caused by 
badgers in recent years -Current problems and experimental verification-.
〇Atsuki Muroya, Kenichi Suematsu, Jiro Usami, Chiharu Sakonaka,  
Shinsuke Sakamoto 

P212★ Is acorn abundance the only factor determining crop damage by brown bears? 
— Unraveling the mechanism of brown bear crop consumption considering the  
availability of crops and acorns—
〇Naoki Kanasugi, Taiki Ito, Kento Otake, Shota Hayama, Sota Sakai, Yu Endo, 
Hinako Katushima, Kazuki Nakamura, Shohei Furumaki, Ryo Shimbo,  
Toshio Tsubota 

P215★ Endoparasite differences between the two sympatric Rattus species in a cattle 
barn of Kanagawa Prefecture, Japan
〇Shu Tsutsui, Yuta Shigematsu, Azusa Banzai, Hirotaka Katahira 

P218★ Predation on Native Species by Invasive Cats: A 7-Year Camera Trap Study
〇KAITO KIMURA, Takahiro Ogura, Kazumi Shionosaki, Yuushin Asari 

P221★ Who's in the nest? Urban pests from the nesting material of Pallas's squirrels
〇Yuya Eguchi, Kaito Tsumori, Takumi Tsujino, Hiroki Yajima, Yumi Funakoshi, 
Tatsuki Shimamoto, Kozue Nitta, Hirotaka Katahira 
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P224★ Genetic profiles of Pallas's squirrels in the new invasion area of central  
Kanagawa Prefecture, Japan, with an inference of dispersal routes 
〇Taneda Kota, Yuya Eguchi, Azusa Banzai, Hirotaka Katahira,  
Tatsuki Shimamoto 

 
P227★ Infection status of the rat lungworm, Angiostrongylus cantonensis, in house rats  

in Chiyoda Ward, Tokyo, Japan 
〇Kentaro Wada, Risa Shimizu, Azusa Banzai, Nobuo Koizumi, Kozue Miura, 
Hirotaka Katahira, Katsuya Takahashi, Yasumasa Motoki, Noriyuki Komatsu 

 
P230★ Anatomical evaluation of blood collection sites in wild boar under deep  

anesthesia 
〇Rin Matsuda, Takuki Itaya, Yu Okuda, Kei Okuda 

 
P233★ How does fear of humans decrease in Japanese Macaques?: The relationship  

between fear and intrusion into human settlements 
〇Yusuke Mitani, Yosuke Senbongi, Hiroto Enari 

 
P235★ Bycatch of harbour porpoises in set net fisheries and estimation of gap  

passability for its mitigation 
〇Natsumi Shibata, Seiichi Kaji, Masatoshi Tsunokawa, Takashi F. Matsuishi 

 
P237★ Human-Bear Conflict Mitigation in Hyogo Prefecture  

- Social-Ecological Analysis of Bear Management - 
〇Asuka Yamanouchi, Shun Takagi 

 
P239★ Relationships between cats and other wild mammals in a regional core city 

〇REI SHIRAKI, Junji Moribe 
 
P241★ Report on researches and planning measure for sika deer in Kiritappu 
Peninsula, Hamanaka, Hokkaido, Japan 

〇Tomohiro Ohashi, Akinori Osaka, Yasuyuki Tachiki 
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P243★ Characteristics of detection and behavior of Reeves' muntjac  
(Muntiacus reevesi) using camera traps in Chiba Prefecture 
〇Kazuma Takei, Shuichiro Sawada, Takahiro Morosawa 

 
P245★ Changes in sika deer density index due to intensified deer hunting pressure in  

the Tanzawa dodaira area. 
〇Kaito Ozawa, Arata Yamamoto, Koji Nagata, Atusi Tamura, Hiroki Habuto, 
Atumu Isikawa, Koya Nagai 

 
P247★ Analysis of Bear Attacks on Humans in Akita Prefecture 

〇Moe Hayasaka 
 
P249★ Evaluation of the effectiveness of Chewcard as a monitoring tool in raccoon  

(Procyon lotor) control 
〇NAOTOSHI KUNINAGA, Kousuke Kanda, Hisashi Komatsu, Jaeick JO,  
Kiemi Murakami 

 
P251★ Development and Evaluation of a Generalized Image Classifier for Monitoring  

Deer Presence 
〇Shunsuke Nakagawa, Keigo Yamamoto, Makoto Hirose, Osamu Takahashi, 
Naoto Yamabata, Nobuo Ezaki 

 
P253★ An investigation into acoustic monitoring for detecting the invasive alien  

species Reeves's muntjac in Chiba Prefecture 
〇Shuichiro Sawada, Kazuma Takei, Chihiro Kase, Takahiro Morosawa 

 
P255★ Impacts of African Swine Fever Outbreak on Wild Mammals in Endau-Rompin  

National Park, Malaysia 
〇Sayuri Takakura 
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P301★ Winter shrinkage and seasonal change of skull shape in Sorex  
unguiculatus―Verification for Dehnel's phenomenon
〇YUGO IKEDA, Yukina Suwa, Satoshi D. Ohdachi 

P302★ Basic study on the behavior of the Siberian flying squirrel (Pteromys volans orii) 
on the ground 
: The reason for the foraging and defecation behavior on the ground
〇YUKI TANAKA, Hayato Kikuchi, Tatsuo Oshida 

P304★ Is the behavior of the small Japanese field mouse (Apodemus argenteus) in 
transporting nest materials restricted by rainfall?
〇AYUMU TERUUCHI, Tatsuo Oshida 

P305★ Genetic differentiation of the large Japanese wood mice among 
the Seto Inland Sea islands explored by using MIG-seq analysis.
〇TOYA KAWABE, Kouki Yasuda, Hiroshi Watanabe, Masanari Matsumoto, 
Shintaro Ishizuka, Jun J. Sato 

P307★ Morphological analysis of the modified apocrine glands in the caudal part of 
Hokkaido sika deer
〇Mimi Arakaki, Takuya Murakami, Teruhiro Kanagawa, Tsuyoshi Urata, 
Daisuke Kondoh, Jumpei Tomiyasu 

P308★ Why Do Japanese Serows Rub Their Preorbital Glands? 
—Factors Influencing the Frequency of Preorbital Gland Rubbing Behavior
〇Suzuka Namba, Satomi Yamane, Hayato Takada 

P310★ Comparative Analysis of Limb Morphology Related to Locomotor Diversity in 
Rodents
〇KOTA NOJIRI, HIDEKI ENDO 
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P311★ Understanding the mechanism of vocal overlap in bottlenose dolphin vocal 
exchanges using playback experiments
〇TOMOYOSHI TERADA, Alban Lemasson, Yuka Mishima, 
Tadamichi Morisaka, Hotaru Yuge, Hiroki Koda 

P313★ Behavioral Analysis of Sika Deer Using GPS Video Camera Collars
〇Yue Fan, Kotaro Shimizu, Masami Yamanaka, Toshio Tsubota, 
Michito Shimozuru 

P314★ Comparative functional morphology of vertebrae in kangaroos
〇RIKA NAKAGAWA, Hideki Endo 

P316★ The effects of anthropogenic culling pressure on the spatial distribution and its 
sexual differences of sika deer (Cervus nippon)

〇KEITA NAKAMURA, Shinsuke Koike, Hayato Takada 

P317★ Coprophagy prevention alters blood biochemical parameters in the East 
European vole
〇Mizuki Takenouchi, Goro A Nagura-Kato, Toshihiro Takahashi, 
Chihiro Koshimoto, Akio Shinohara 

P319★ Behavioral observations of wild finless porpoises 
(Neophocaena asiaeorientalis) in the western Seto Inland Sea using unmanned 
aerial vehicles
〇Riku Haga, Mayu Ogawa, Satoko Kimura 

P320★ Interpopulation Differences in Ventral Speckle Patterns in 
Indo-Pacific Bottlenose Dolphins (Tursiops aduncus) from Mikura Island and 
the Amami Islands
〇GENFU YAGI, Takuya Aoki, Itsuki Ogasawara, Suguru Higa,  
Nozomi Kobayashi 

P322★ Histological characteristics of the sebaceous gland complex of  
the Small Japanese mole (Mogera imaizumii)
〇Keiko Sakai, Ryuji Hiramatsu, Minami W Okuyama, Takahide Kondo, 
Yoshiakira Kanai 
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P323★ Skull morphological variation of Crocidura watasei
〇Kai Shimamura, Masaharu Motokawa, Yugo Ikeda 

P325★ Estimation of epiphyseal fusion periods by vertebral region in finless porpoise
〇KOYO UCHIDA, Masao Amano 

P326★ Morphological Comparison of Harbour Porpoises in the Pacific Ocean
〇Nodoka Nagura, Takashi Fritz Matsuishi 

P328★ Morphological variation in the skull of Pallas's squirrels: A preliminary report on 
comparisons between the established areas in Japan
〇Sakurako Wada, Takumi Nojima, Yuya Eguchi, Tatsuki Shimamoto, 
Hirotaka Katahira 

P329★ Behavioral Estimation of Sika Deer Using Shake Sensors in GPS Collars and Its 
Application to Habitat Selection Analysis
〇KOHEI HISAYAMA, Yu Yoshihara 

P331★ Intraoral musculo-membranous folds of Nutria
〇Rikuto Takayama, Yu Okuda, Shinichi Nakamura 

P332★ Anatomical comparison on the tail of carnivorous
〇Kotaro Akabane, Nozomi Kurihara 

P334★ Sexual dimorphism in Japanese badgers facilitates sex identification for camera 
trapping studies
〇Keigo Shirota, Satoshi Suzuki, Yayoi Kaneko 

P335★ Comparative Analysis of Distal Articular Groove Inclination in Tibiae 
 (Tibial cochlea) of Medium- and Large-Sized Mammals
〇SEI-ICHIRO TAKEDA, Yoichi Masuda, Hideki Endo 

P337★ Consistency of age estimation and sex-based comparison in growth based on 
hair and tooth wear in the Ryukyu long-furred rat (Diplothrix legata) on 
Okinawajima Island
〇YOSHINO NAKAYAMA, Nozomi Nakanishi, Shun Kobayashi
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P338★ Effects of different novel objects shapes on vigilance behavior of six wildlife  
species 
〇Momoyo Kashiwagi, Chihiro Kase, Kenta Sakakura, yusuke Eguchi 

 
P340★ Not Afraid of Open Habitat? Differences in Flight Behavior of Sika Deer 

 (Cervus nippon) between Urban and Mountainous Areas 
〇Hikaru Naruse, Keita Nakamura, Hayato Takada 

 
P341★ Histological study of preorbital glands in the Hokkaido sika deer 

 (Cervus nippon yesoensis) 
〇Yuki Ishiguro, Takanobu Sibuya, Nanami Domoto, Daisuke Kondoh,  
Motoki Sasaki 

 
P343★ Habitat selection in winter home range of sika deer in the northern part of the  

Northern Japan Alps 
〇SOUICHIROU INDEN, Akiko Takii, Shigeyuki Izumiyama, Kumiko Okubo 

 
P344★ A case report of approaching between Japanese macaques and  

Japanese red fox 
〇Ayaka Tsuchihashi, Masaki Takenaka, Tomoyuki Tajima, Yosuke Otani, 
Kosuke Hayashi, Tomonoshin Ikegami, Takuya Matsumoto 

 
P346★ Serration Structure on the Leading Edge of the Flipper in Captive Commerson's  

Dolphins 
〇Takuto Hasegawa, Ikuo Wakabayashi, Mako Terasawa, Mai Sakai 

 
P347★ A description on cutaneous muscle of Bottlenose dolphin 

〇Yui Maruya, Nozomi Kurihara 
 
P349★ A Study on Olfactory Stimuli and Attractant Effects on the Foraging Behavior of  

the Sika Deer (Cervus nippon) 
〇Kyohei Yoneyama, Daisuke Waku 

 
P350★ Home range and habitat use of yezo sika deer in urban areas of  

Akkeshi Town, Hokkaido 
〇Sayaka Motoyama, Yasuyuki Tachiki, Makoto Sawa 
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P352★ Assification of Cranial Suture in Hokkaido Brown Bears (Ursus arctos) 

〇Hana Motegi, Nozomi Kurihara 
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C4-102 

 
P003 Differences in behavioral characteristics of sympatric ungulates in relation to  

agricultural landscapes 
〇Takashi Ikeda, Tomoya Shichijo 

 
P005 Distribution and ecology of raccoon dogs in Tokyo Metropolis based on a citizen  

survey 
〇JUN XU, Yayoi Kaneko 

 
P008 Geographical dietary variation of raccoon dogs: A meta-analysis approach 

〇TAKAAKI ENOMOTO, Masayuki U. Saito 
 
P010 Myotis pruinosus Flying at 41 m above a stream with Laurel Forest: New Insights  

into Vertical Space Use 
〇Tomohiro Nakagawa, Takuji Sakata, Tatsuki Watanabe 

 
P012 Seed dispersal function of brown bears and sika deer in Hokkaido 

〇Yoshihiro Tsunamoto, Hifumi Tsuruga, Hiroyuki Uno, Takuya Asakura, 
Konomi Kobayashi, Takeshi Sukegawa, Tomoaki Ikeda, Yuichi Osa,  
Hino Takafumi 

 
P015 Genetic population structure of brown bears (Ursus arctos) in Sapporo City based  

on DNA polymorphisms 
〇YUKA HAGINO, Yokuto Kumagai, Emi Ookubo, Suzuka Kikuchi,  
Koichi Waseda, Hidetsugu Nakamura, Tetsuji Ito, Yoshikazu Sato 

 
P017 Effects of Nut Resource Conditions and Seasonal Variation on the Attractiveness  

of Comb Honey and Capture Efficiency for Asiatic Black Bears 
〇ZHAO-WEN JIANG, Takahiro Otake, Satoshi Fukui, Keisuke Kato,  
Masahiro Ohnishi, Yuji Nakano 
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P019 Martens Don't Get Fat?: Seasonal Changes in the Body Weight of Captive 
Japanese Martens (Martes melampus)

〇YOKO OKAWARA 

P022 How many bats are hibernating in the snow? 
Estimating the lower bound of the density.

〇HIROFUMI HIRAKAWA, Yu Nagasaka 

P024 Habitat use of bats in the rice paddy areas of Saitama prefecture
〇TAKAHIRO MAKI, Natsuru Yasuno 

P027 How many sea otters are there in Hokkaido?: based on voluntary census.
〇KAORU HATTORI, Masahiro Toyama, Yumi Kobayashi, Yoshihiro Kataoka, 
Shinya Ishikawa, Shigeo Arita, Mari Kawaguchi, Yuusuke Kotani, Ippei Suzuki, 
Masahiro Tomiyama, Yoko Mitani 

P029 Observations on the necrophilic behavior of wild boars
〇AKINO INAGAKI, Kei Okuda, Shinsuke Koike 

P031 Population genetic structure and VKORC1 gene mutations in brown rats from 
night-entertainment districts of Tokyo, Japan

〇HIROTAKA KATAHIRA, Yuya Eguchi, Azusa Banzai, Yumi Funakoshi, 
Tomoki Oda, Masashi Sekimoto, Ken Maeda, Nobuo Koizumi,  
Yasushi Kiyokawa, Noriyuki Komatsu, Tsutomu Tanikawa 

P034 Seasonal home range and habitat use of brown bears in Shimukappu Village, 
Hokkaido.

〇TETSUJI ITOH, Shintaro Inoue, Kazuho Imai, Kyou Takahashi, Yui Nemoto, 
Michito Shimozuru, Toshio Tsubota, Tsuyoshi Urata 

P036 Age estimation based on the blood DNA methylation levels of the harbor seal
〇Omoi Tanno, Shiori Nakamura, Michito Shimozuru, Jumpei Yamazaki, 
Noriko Azuma, Shun Ikuta, Mari Kobayashi
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P039 Genetic Structure Analysis of Pacific White-Sided Dolphins in Eastern Hokkaido,  
Japan 

〇Maki Yorozuya, Noriko Azuma, Mari Kobayashi 
 
P041 Identification of candidate microRNAs for pregnancy markers by microarray  

analysis of dolphin serum 
〇TAMAKO MATSUHASHI, Yu Kitano, Keiko Yamamoto, Takuma Shiraki, 
Masayuki Anzai 

 
P042 Spread your research globally through S2O of Mammal Study 

〇Editorial board, Mammal Study 
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P103 How does the bachelor school of sperm whales form? 

〇HAYAO KOBAYASHI, KAGARI AOKI, NAOKO SUGIHARA,  
NOBUYUKI KASHIWAGI, SHIN NISHIDA, KOTARO SHIRAI, MASAO AMANO 

 
P106 Food habits of the Japanese dormouse (Glirulus japonicus) on Mt. Fuji revealed  

by fecal DNA metabarcoding analysis 
〇HARUKA AIBA, Mitsuo Nunome, Jun J. Sato, ShShusaku Minato 

 
P109 Diet of the Wild Boar (Sus scrofa) in the Difficult-to-Return Zone of Fukushima 

〇HISASHI KOMATSU, Kousuke Kanda, Kiemi Murakami, Shiori Ikushima 
 
P112 What Do Sika Deer Eat at the Frontier of Their Range?  

— A Case Study of DNA-Based Dietary Analysis Using Gastrointestinal Contents  
in Ibaraki Prefecture. 

〇YUSUKE GOTO 
 
P115 Spatial genetic structure of brown bear populations in the Akan-Shiranuka  

Region, eastern Hokkaido, Japan 
〇ATSUSHI ODANAKA, Shizuka Kikuti, natuki Fukushima, Tetsuji Ito,  
Yasuyuki Ishibashi, yoshikazu Sato 

 
P118 Bark stripping by brown bears in the Akan-Shiranuka region of Hokkaido, Japan 

Ryusei Nishida, Shizuka Kikuchi, 〇YOSHIKAZU SATO 
 
P120 Basic ecological survey of the Japanese hare in the semi-natural grasslands of  

Hiruzen: capture, population estimation, and snow tracking 
〇Atsushi Nakamoto, Nozomi Nakanishi, Mitsuo Nunome 

 
P122 Analysis of the personalities of wild and long-term rearing large Japanese field  

mouse 
〇Koki Tashiro, Taiki Kuzuhara, Asuka Yamamoto, Rina Ukyo, Shinsuke 
Sakamoto 

 

278



P124 Long-term use of summer habitat for spotted seals using individual identification
〇Riki Nakamura, Shino Ueyama, Kaho Fukatsu, Riku Tsutihashi, 
Mari Kobayashi 

P126 Spatial Use and Dietary Variation in Asiatic Black Bears (Ursus thibetanus) in the 
Ina Valley: A Stable Isotope and Fatty Acid Analysis Using an Individual-Based 
Approach

〇RUMIKO NAKASHITA, Akiko Takii, Hayato Iijima, Shigeyuki Izumiyama 

P128 Evaluation of daybed selection in Asian black bears using camera collars
〇TOMOKO NAGANUMA, Chinatsu Kozakai, Shinsuke Koike, Koji Yamazaki 

P130 Metabolic change in response to ambient temperature in the Long-clawed shrew 
(Sorex unguiculatus)

〇RION KASAI, Hiroshi Hattori, Satoshi Ohdachi, Kuniko Kawai, Naoya Honda 

P132 Analysis of data from captured Asiatic black bears in Tottori Prefecture (Part 1): 
Evaluation of nutritional status by external measurements in captured Asiatic 
black bears

〇AKI NAKAJIMA, Yuki Nose 

P134 A report on bat caves in Hachijo-jima Island and Nii-jima Island, Izu Islands
〇Sachiko Yasui, Takashi Kamijo, Ayumu Nozaki 

P136 Analysis of data from captured Asiatic black bears in Tottori prefecture (Part 2) 
Relationship between autumn behavioral patterns and masting: Based on 
extensive VHF telemetry data

〇Yuki Nose, Aki Nakajima 

P138 The historical transition of understanding and perception regarding Hokkaido wolf 
diets

〇KAYO UMEKI 
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P201 Introduced deer in Japan 

〇TOSHIHITO TAKAGI, SHINGO KANEKO, Junco Nagata 
 
P202 Analysis of bear stripping behaviour in japanise cedar (Cryptomeria japonica)  

plantations 
〇SEIJI ISHIBASHI, TADASHI MAEHARA 

 
P204 Evaluation of the Raccoon Control Project in Municipalities 

 (Part 1: Consideration of Evaluation Methods) 
〇MASAHIKO ASADA 

 
P205 A study on capturing pressure and division of troops of the northernmost  

Japanese macaque based on over 30 years of surve 
〇Keita Omote, Takeshi Hukuura, Katsuya Suzuki, Toshiaki Tanaka 

 
P207 Priorities in wildlife management based on case studies of raccoon intrusion into  

university facilities 
〇MAYUMI UENO, Tohru Ikeda, Kazunori Tanaka, Konatsu Nakayama,  
Yuta Hoshino 

 
P208 Does population control of deer facilitate vegetation recovery?  

—Insights from nine years of monitoring 
〇RYOSUKE KODA, Yuzuru Ishizuka, Takashi F Haraguchi 

 
P210 Feeding of Chinese fir seedling by Japanese hare relationship between seedling  

shape and surrounding grass and shrub. 
〇TOMOYUKI NAMBA, SANGA ISOBE 

 
P211 Changes in Home Range and Potential for Damage Expansion Following the  

Capture of a Large Number of Japanese Macaques 
〇HIROSHI EBIHARA, Musashi Kuramoto, Chisa Minoura 
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P213 Mass flowering of Sasa sect. sasa and vole damage occurred in planted young  
larch stands in Shiribeshi district, Hokkaido, Japan 

〇Nobuhiro Akashi, Kazuhiro Minamino 
 
P214 Is it possible for zoning management to reduce the occurrence of black bears  

close to human settlements? 
〇MAYUMI YOKOYAMA, Nene Chujyo, Shun Takagi 

 
P216 The habitat status of raccoons (Procyon lotor) in urban areas 

: The case of Hokkaido University's Sapporo Campus 
〇Konatsu Nakayama, Yuta Hoshino, Mayumi Ueno, Thoru Ikeda,  
Tetsuya Aikoh, Mariko Sashika, Mebuki Ito 

 
P217 Genetic monitoring of Japanese macaques for conservation management 

: A case study of regional populations in the Kanto region 
〇YOSHI KAWAMOTO, KEISUKE KATO, HIROSHI EBIHARA,  
HARUKA TOYOKAWA 

 
P219 Estimating reproduction of Japanese black bear(Ursus thibetanus) in Hyogo by  

examining the ovaries and uteri 
〇NENE CHUJO, Mayumi Yokoyama 

 
P220 Identification of priority sites for sika deer capture intensification using national  

population density and damage datasets 
〇HIBIKI KIMURA, Kanako Seki, Yuta Kawasaki, Atsushi Motohashi,  
Hiroyuki Miyazaki, Hiroyuki Hirayama, Daisuke Fujiki, Ryosuke Koda,  
Tetsuya Maruyama, Shun Takagi, Yuzuru Ishizuka, Yasutaka Kishimoto 

 
P222 Eradication of the mongoose on Amami Oshima Island: How was the eradication  

on the world's largest island achieved? 
〇MASAKI ASANO, Takuma Hashimoto, Shintaro Abe, Yoshihito Goto,  
Tamotsu Matsuda, Shin Hosokawa, Goro Majima, Yoshiyuki Ryuzaki,  
Kenji Kitaura, Tomonori Kawamoto, Tomomi Aratani, Shuki Kikuchi,  
Takahiro Morosawa, Amamigunto National Park Office Ministry of 
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P223 History of research and conservation efforts on terrestrial mammals in the Ryukyu  
Archipelago 

〇FUMIO YAMADA, Masako Izawa 
 
P225 The Impact of human recreational activities on the behavior of Asiatic black bears  

in Alpine zones 
〇TOMOKI MORI, Takashi Ikeda, Akito Minowa, Tomokazu Kusakabe, 
Mitsunori Kawabe 

 
P226 Field Evaluation of the Next-Generation GPS Collar 'LoggLaw G2C' in Evergreen  

Forest. 
〇MUSASHI KURAMOTO, Mao Asami, Masaya Fujimoto 

 
P228 Examination of the count method of the population of introduced Rhesus  

Macaques (Macaca mulatta) using the camera traps. 
〇RIKI YAMANE, YUKIKO NANBA 

 
P229 A comparative study on the effectiveness of zinc phosphide rodenticide: five  

pellets in paper bags versus five pellets without paper bags 
〇AKIRA UNNO, KAZUHIRO MINAMINO, KATSUHIRO TOKITA,  
NOBUHIRO AKASHI 

 
P231 Evaluation of the Trapping Effectiveness of the A24 Traps on Grey red-backed  

vole 
〇KAZUHIRO MINAMINO, Katsuhiro Tokita 

 
P232 Trial of GPS telemetry tracking and culling project of sika deer for conservation of  

the Uryunuma-sitsugen, Hokkaido 
〇HIDETSUGU NAKAMURA, kohei Kobayashi, Tsuyoshi Ishinazaka,  
Syun Kumagai, Junichi Sasaki, koichi waseda 

 
P234 Feral raccoon control measures in Takasu Town, Hokkaido 

: Current status and challenges of springtime trapping 
〇TAKUYA NAKAJIMA, Yoshiyuki KATO, Ryuichi MARUYAMA 
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P236 Does GPS tracking data enable wildlife management to consider animal 
behavior ?

〇CHIHIRO TAKAHATA, YOSHIYUKI UMATANI, WATARU MAMIYA, 
AKIHIKO NANIWA, MICHITO SHIMOZURU, TOSHIO TSUBOTA 

P238 What local environments influence camera-trap density estimation of Sika Deer?
〇KOHTA HAYASHI 

P240 Winter food supplement can mitigate the damage by vole on apple trees
〇CHIE MURANO 

P242 Long-term monitoring of Asiatic black bear behavior around a decommissioned 
cattle barn : Insights from a 13-year study

〇AKARI HAMAGUCHI, Akiko Takii, Rumiko Nakashita, Minami Asakura, 
Hiroyuki Miura, Shogo Yasuda, Hidetake Hayashi 

P244 Comparison of zona pellucida gene sequences in Sus scrofa and Cervus nippon  
for the development of contraceptive vaccine

〇MAKOTO ASANO, Toshiki IKUKAWA, Haruhiro SUGIYAMA 

P246 An Examination of the REST Model Application in Areas with Dense Sasa 
Vegetation

〇RYOTA HIRAKAWA, Syota Uchida, Minori Kono, Shinta Aoyagi, 
Hiroshi Ogawa 

P248 Distribution of wildlife in Shimane Prefecture using administrative monitoring 
data

〇SATOSHI TAGAWA, KENTA SAKAKURA, SEIGO SAWADA 

P250 What's Happening on the Front Lines of Urban Brown Bear Appearance?
〇KOICHI WASEDA, Kaede Makino, Hidetsugu Nakamura, Hifumi Tsuruga, 
Yuri Shirane, Takashi Seo 

P252 A hybrid method of aerial damage detection and in-situ DNA sampling in corn 
fields for monitoring of crop damage by brown bears

〇YURI SHIRANE, Hifumi Tsuruga, Mami Kondo, Kazuki Miura, Takafumi Hino 
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P254 Japanese black bear capture status in Tottori Prefecture in the fall of 2024 
〇NOBUSUKE NISHI 
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P303 Application of a Transfer Learning-Based Pose Estimation Model to 
Mesocarnivores

〇TAKAHIRO MURAKAMI 

P306 A case study of repeated wild Asian black bear detections within Asa Zoo and 
subsequent management.

〇JUN HATASE 

P309 Overview of the mammal collection of the Center for the Evolutionary Origins of 
Human Behavior, Kyoto University, and its prospects

〇SUSUMU TOMIYA, Michihiro Yagami, Naoto Toyoda 

P312 Morphological analysis of the accessory olfactory system in semi-aquatic beavers
〇JUMPEI TOMIYASU, Daisuke Kondoh 

P315 New findings of the endemic species Hipposideros turpis 
(Chiroptera Hipposideridae) in Ishigaki Island, Iriomote Island, Hateruma Island 
and Yonaguni Island

〇KUNIKO KAWAI, SHUMPEI KAMIYAMA, HISAO TAMURA, 
Lazaro Miguel Echenique-Diaz 

P318 Who gnawed on the shed antlers of Sika deer? 
– Behavioral observations with camera traps

〇DAISHI HIGASHIDE, Minori Yamaguchi

P321 Monitoring of wild boar(Sus scrofa)and Sika deer(Cervus nippon)using camera 
trap in the Tateyama area of the Northern Alps(2011〜2024)

〇KAZUYORI MAMIYA, Hisaaki Akaza 

P324 Dietary reconstruction of wolves that inhabited Japan using stable isotopes and 
dental microwear texture analysis

〇AYAKO KOHNO, Fuyuki Tokanai, Naoki Kohno, Mugino Kubo 
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P327 Shape analysis of the flippers of otariids in the northern hemisphere
〇Yuichi Arai, Wataru Tonomori, Takanori Horimoto, Yoko Mitani,  
Mari Konayashi, Heping Li, Hayao Kobayashi, Shun Ikuta, Motoki Sasaki 

P330 Response of Reeves' muntjacs to pure tone, biogenic and non-biogenic sounds
〇CHIHIRO KASE, Miku Takase, Yusuke Eguchi 

P333 Movement of a female Asiatic black bear, suggesting a keen sense of smell
〇AKIKO TAKII, Rumiko Nakashita, Shigeyuki Izumiyama 

P336 The first study on dental anomalies in eulipotyphlans from Vietnam
〇TUAN BUI HAI, Huong Thi Nguyen, Masaharu Motokawa 

P339 Evaluating genetic variation in mitochondrial control region of the Japanese 
dormouse

Haruka Aiba, Shumpei P Yadusa, Kanta Motoike, Jun J Sato, Shusaku 
Minato, 〇MITSUO NUNOME 

P342 Morphological comparisons in the baculum of male Pallas's squirrels 
: an inference from locality and genetic backgrounds

〇ATSUSHI MOTOHASHI, KOTONA FURUSHO, YUYA EGUCHI, 
HIROTAKA KATAHIRA, TATSUKI SHIMAMOTO 

P345 Comparative Analysis of Morphology and Sound Propagation in the Biosonar 
Apparatus of Odontocetes

〇MIKA KURODA, Takashi Fritz MATSUISHI 

P348 Epiphyseal closure ages in Shiba-goat (Capra hircus)
〇FUMITAKA YOSHIMURA, Hiroshi Andou 

P351 Pilot Study on Identifying Procyon lotor Behavior Through Accelerometer Data 
Loggin

〇KENSEI YOSHIOKA, Yuzuru Ishizuka, Ryosuke Koda, Takeshi F. Haraguchi, 
Noriko Takahashi, Ayako Nii, Ryuto Kataishi, Kazuki Nakano, Ayaka Nagashima 
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氏名 発表番号 氏名 発表番号 
ア 相川 拓也 OC-06

愛甲 哲也 P216
相澤 あゆみ F21
饗場 木香 F05,F08
饗場 葉留果 P106,P339 
青木 かがり P103
青木 拓哉 OB-03,P320
青柳 信太 P246
青山 郷 OE-04 
青山 祐輔 OD-02 
赤座 久明 P321
明石 信廣 P213,P229 
赤羽 虎太郎 P332 
赤松 萌鈴 OE-01
秋山 礼 P016 
浅井 鉄夫 P131
朝倉 卓也 P012
朝倉 美波 P242
浅田 正彦 P204 
淺野 玄 P038,P244 
浅野 真輝 P222 
浅見 真生 P226
浅利 裕伸 F09,P114,P218 
東 典子 P036,P039
阿部 愼太郎 P222
阿部 智己 P110 
天池 庸介 F20
天野 雅男 P020,P042,P103,P325 
荒井 菜花 P114 
新井 優一 P327 
新垣 ミミ P307 
荒谷 友美 P222
有明 京子 OB-04
有田 茂生 P027
安斎 政幸 P041
安藤 喬平 P107
安藤 誠也 OA-07 
安藤 洋 P348
安藤 正規 P102

イ 飯島 央也 P030 
飯島 なつみ OE-09,P116
飯島 勇人 OD-02,OD-04,P126
飯場 聡子 OC-09
生川 敏希 P038,P244 
生島 詩織 P109
生田 聡 P032
生田 駿 P036,P127,P327
池上 知之新 P344
池田 敬 F03,P003,P225 
池田 透 OA-09,P207,P216 
池田 智亮 P012
池田 悠吾 F02,P301,P323 
Ikeda Yugo OB-05 
池中 良徳 P026
伊澤 雅子 OE-07,P223
石井 信夫 OE-06 
石垣 佑樹 F04
石川 烈 P245
石川 慎也 P027

石黒 佑紀 P341 
石塚 真由美 P026
石塚 譲 P220
石田 隆悟 F19
石塚 真太郎 OA-05,P305 
石塚 譲 P208,P351
石名坂 豪 P232
石橋 整司 P202 
石橋 靖幸 P115
泉山 茂之 P033,P126,P333,P343
井副 和貴 P037
磯野 岳臣 F07,P021
礒辺 山河 P210
板屋 拓希 P230
市原 晨太郎 OD-08
糸井 朝飛 OB-08
伊藤 彩乃 F19
伊藤 孝亮 OC-03
伊藤 泰幹 F19, OD-08, P212 
伊東 隆臣 OC-04,P035
伊藤 健彦 OA-02,P129 
伊藤 哲治 P015,P034,P115 
伊藤 英之 P018
伊藤 萌林 F11,P216
伊藤 結 OB-08
稲垣 亜希乃 P029 
井上 英治 P001
井上 慎太郎 P034
井上 茉優 OC-10 
今井 和歩 P034
岩佐 真宏 P009
岩田 高志 OC-04 
位田 宗一朗 P343 

ウ 上田 博文 OA-09
上野 真由美 P207,P216 
上山 志乃 P124
右京 里那 P122
宇佐美 二朗 P209
牛木 健太郎 P004 
内田 桂 OA-09,OD-09
内田 健太 F03
内田 皐陽 P020,P325 
内田 翔太 P246
宇野 裕之 OD-04,P012,P025 
鵜野ー小野寺 レイナ F04 
馬谷 佳幸 P236
梅木 佳代 P138 
梅北 陽菜 OC-05
浦田 剛 P034,P307
瓜生 大輔 F16
雲野 明 P229 

エ 江口 祐輔 P330,P338
江口 勇也 F11,P030,P031,P221, 

P224,P328,P342 
江碕 修央 P251
エチェニケ ディアズ ラザロ ミゲル

P315 
江成 はるか OE-01
江成 広斗 F03,OE-01,P203,P233 
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氏名 発表番号 氏名 発表番号 
榎本 孝晃 P008,P105 
江橋 命樹 P137,P140
海老原 寛 P211,P217 
遠藤 秀紀 P310,P314,P335
遠藤 優 P033,P212

オ 王 雪瑩 P037
大井 徹 OC-08 
大石 圭太 OD-11 
大泉 宏 OE-11,P002
大賀 優斗 P111 
大河原 陽子 P019 
大久保 瑛美 P015
大窪 久美子 P343
逢坂 明紀 P241
大竹 賢登 P212
大竹 崇寛 P017
大竹 優輝 P032 
大舘 智志 OE-09,P116,P130,P301
大谷 洋介 P344
大西 尚樹 F05,P033
大西 勝博 P017
大沼 学 F13
大沼 美聡 P001
大橋 知広 P241 
小笠原 樹 OB-03,P320
岡部 貴美子 OD-10
岡部 晋也 OB-09
Okabe Shinya OB-05 
岡部 晋也 F02,F18,OB-01,OB-06
岡部 晴菜 OE-03
小川 颯太 OB-04
小川 博史 P246
小川 真由 P319
奥田 圭 P029,P230
奥田 ゆう P230,P331
奥山 みなみ OD-09,P322 
小椋 崇弘 P218
長 雄一 P012
小澤 海斗 P245 
尾澤 幸恵 OE-03
押田 龍夫 P011,P302,P304
小田 知輝 P031
小田中 温 P115 
尾針 由真 P013
臣 和音 P035 
表 渓太 P205 
小山田 鈴 P137

カ 葛西 陸穏 P130 
梶 光一 OD-05 
梶 征一 P235
梶原 将大 P013
柏木 伸幸 P103
柏木 もも代 P338 
加瀬 ちひろ F17,P253,P330,P338 
片石 隆斗 P351
片岡 義廣 P027
片桐 未結 F09
片平 浩孝 P030,P031,P215,P221, 

P224,P227,P328,P342 

片山 雅史 F12 
勝島 日向子 OD-08,P212 
加登 堅吾 OC-01
加藤 愛 P135,P137,P140 
加藤 敬介 P017,P217
加藤 克 F06
加藤 佳亨 P234
金井 健悟 P133 
金井 克晃 P322
金尾 由恵 P001
金川 晃大 P307
金治 佑 F07,P002
金杉 尚紀 P212 
金山 望 OE-01
兼 祐翔 P001,P016 
兼子 伸吾 P201
金子 弥生 F20,OE05,P004,P005, 

P032,P334 
上條 隆志 P134,P139
上遠 岳彦 F20
神野 吉城 OB-04
上山 隼平 P013,P315 
亀山 優子 P020 
河合 久仁子 P013,P130,P315 
河口 真梨 P027
河崎 裕太 P220
川田 伸一郎 F14,F06,OB-08 
河原 淳 OE-09
川辺 透也 P305 
川部 満紀 P225
川本 朋慶 P222
川本 芳 P217 
環境省 奄美群島国立公園管理事務所

P222 
神田 幸亮 P109,P249
神田 剛 P004
菅野 友哉 F08,P007 
神戸 嘉一 P030

キ 菊地 静香 F22,P015,P115,P118
菊池 しゅき P222
菊地 デイル万次郎 OA-02,P129 
菊池 隼人 F16,P302 
岸田 拓士 P033
岸本 康誉 P220
北 夕紀 OE-11 
北浦 賢次 P222
北門 利英 OA-11,P101 
北野 侑 P041
北村 亘 OC-10
北山 遼 P037 
鬼頭 敦史 OC-09
木下 こづえ P129
木村 開人 P218 
木村 悟朗 P030
木村 里子 P035,P319
木村 響 P220 
木元 侑菜 OB-08
清川 泰志 P031

ク 日下部 智一 P225
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氏名 発表番号 氏名 発表番号 
葛原 大希 P122
國永 尚稔 P249 
久保 麦野 F05,OC-07,P324 
熊谷 隼 P232
熊谷 翼斗 P015
熊倉 大騎 P037
藏元 武藏 P211,P226 
蔵本 洋介 F20
栗原 望 P332,P347,P352
栗原 洋介 F10
黒江 美紗子 P033
黒田 実加 P345 
桑原 凪沙 P021
郡司 龍治 P004

コ 小池 伸介 OD11,P029,P107,P123,
P128,P316 

小泉 逸郎 OD-08
小泉 透 F21
小泉 信夫 P031
小泉 亮子 F21
小井土 凛々子 P033 
香田 啓貴 OA-05,P311
幸田 良介 P208,P220,P351 
甲能 純子 OC-07,P324 
甲能 直樹 P324
河野 実里 P246
郡山 尚紀 P135,P137,P140
小木 万布 OB-03
小坂井 千夏 F04,F17,F22,P128
小坂家 竜聖 OC-01
越本 知大 P317
小谷 祐介 P027
小寺 祐二 F21
後藤 晋 P016
後藤 優介 F05,F17,P112 
後藤 陽子 P021
後藤 義仁 P222
此田 凜 P140 
小林 喬子 F04
小林 啓介 P032
小林 恒平 P232
小林 木野実 OE-09,P012,P116
小林 峻 P001,P023,P111,P337
小林 希実 OE-03,P320 
小林 駿 P103,P127,P327 
小林 万里 P036,P039,P124,P127,P327
小林 由美 OD-07,P027
小松 謙之 P031,P227
小松 仁 P109,P249 
小泉 信夫 P227
小屋敷 萌香 P140
小山 里奈 OA-02
近藤 虎太郎 P040
近藤 大輔 P307,P341
近藤 貴英 P322
近藤 麻実 F04,P252
近藤 大輔 P312

サ 斎藤 健 P105
齋藤 大蔵 P131

齊藤 隆 F01
齋藤 剛 P033
斎藤 昌幸 F03,P008,P105,P119,P121
斎野 重夫 OE-11 
酒井 景子 P322 
酒井 颯汰 P212
酒井 麻衣 OB-03,P346
酒井 海里 OC-04
堺 萌絵 F22
坂倉 健太 P248,P338
坂田 拓司 P010
坂田 ゆず P125
坂本 信介 F01,OA-06,P122,P209 
坂本 裕樹 P117
迫中 千晴 P209
佐々木 彰央 OB-10 
佐々木 歩 OB-10
佐々木 純一 P232
笹木 優 OC-10
佐々木 基樹 P327,P341
佐鹿 万里子 P216
佐藤 幹太 P028 
佐藤 金八 F09
佐藤 淳 OC-01,P106,P305,P339 
佐藤 陽子 P116
佐藤 喜和 F22,P118,P015,P115 
佐藤 理子 OE-09
澤 真和 P350
澤田 集一朗 P243,P253 
澤田 誠吾 P248

シ 塩野﨑 和美 P218
繁田 真由美 P133
重松 悠太 P215
七條 知哉 P003
篠原 明男 P317
柴田 夏実 P235 
渋谷 隆伸 P341
島田 健一郎 OD-09
島田 卓哉 F01,OD-10 
島田 将喜 P133
島村 夏惟 F02,P323 
島村 夏波 OE-02 
嶌本 樹 P221,P224,P328,P342
清水 広太郎 P313
清水 里沙 P227
下鶴 倫人 F03,P018,P026,P034,

P036,P236,P313 
姜 兆文 P017 
周 浩羽 F20
徐 ジュン P005 
白井 厚太朗 P103
白石 大晴 OB-08
白木 琢磨 P041
白木 麗 P239 
白根 ゆり F04,F22,P018,P026,

P250,P252 
代田 圭吾 P334 
新庄 康平 P026
新庄康平 康平 P018 
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氏名 発表番号 氏名 発表番号 
新保 了 P212
神保 美渚 F05,OD-07

ス 末松 謙一 P209
杉原 奈央子 P103
杉山 陽大 P038,P244
杉山 美千代 P131
祐川 猛 P012
須崎 晴也 OE-05
鈴木 愛 OE-07
鈴木 一平 P027
鈴木 克哉 P205
鈴木 聡 OC-02,P334 
鈴木 透 F16
鈴木 仁 OB-07 
鈴木 正嗣 P206
鈴木 真理子 OB-08
Stack Stephanie OE-03 
須藤 哲平 F19
炭山 大輔 OC-02
諏訪 友葵奈 P301

セ 清尾 崇 P250
関 香菜子 P220
関 優太郎 P127 
関本 征史 P031
千本木 洋介 P233

ソ 袖山 修史 OC-04
タ 高木 俊 OD-03,P214,P220,P237 

高木 俊人 P201 
髙倉 小百合 P255 
高須 正規 P038
髙瀬 未来 P330
髙田 幸作 P014 
高田 隼人 F08,OA01,P006,P007, 

P014,P308,P316,P340 
高橋 完 OC-09,P251
高橋 克也 P227
髙橋 響 P034
高橋 尭大 OC-07 
高橋 俊浩 P317
高橋 能理子 P351
高橋 裕史 OC-06 
高畠 千尋 P236 
髙山 陸都 P331 
田川 哲 P248 
瀧井 暁子 P033,P126,P242,P333,P343 
瀧内 善基 P121 
多計 和真 P243,P253 
竹下 和貴 OE-02
武田 一貴 F12
武田 精一郎 F18,P335 
竹中 將起 P344
竹中 康進 P206
竹ノ内 瑞月 P317 
田島 知之 P344
田代 洸喜 P122 
多田 光里 OB-03 
多田 陸 OA-02,P129 
只野 亮 P131
立木 靖之 F09,OD-06,P241,P350

立脇 隆文 OC-02
田中 一典 P207
田中 俊明 P205
田中 晴 P009 
田中 雪 P302 
谷川 弘樹 P116 
谷川 力 P030,P031
谷脇 徹 OD-11
種田 皓太 P224 
玉井 誠 F18
玉腰 朋也 OC-08
田村 淳 P245
田村 典子 F01
田村 常雄 P315
丹野 おもい P036 

チ 中条 寧々 P214,P219 
ツ 塚田 秋葉 P002 

辻 大和 F09,OC-03,OC-07 
辻井 浩希 P101
辻野 拓海 P221
對馬 孝治 OC-02
津田 吉晃 P033
土橋 彩加 P344 
土橋 陸 P124
筒井 修 P215 
筒井 涼太 P018 
綱本 良啓 P012 
角川 雅俊 P235
角田 裕志 P203
坪田 敏男 P018,P034,P107,P212,

P236,P313 
津守 海斗 P221
釣賀 一二三 F04,P012,P250,P252
鶴成 悦久 OD-09

テ 寺沢 真琴 P346
寺田 涼音 P125 
寺田 知功 P311 
寺山 佳奈 F10
照内 歩 P304 

ト 土井 寛大 F11,F17
堂元 菜々実 P341
門叶 冬樹 P324
時田 勝広 P229,P231
徳吉 美国 F15 
敏男 坪田 P026
栃木 香帆子 F10 
主森 亘 F18,P327
都丸 成示 F21
富谷 進 P309 
冨安 洵平 P307,P312 
冨山 昌弘 P027
外山 雅大 F13,P027
豊川 春香 P217
豊田 直人 OB-11,P309 
鳥居 佳子 P116
鳥越 秀美 OA-05

ナ 永井 広野 P245
中川 恒祐 F04
中川 竣介 P251 
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 中川 智裕 P010 
 中川 梨花 P314 
 長坂 有 OB-02,P022 
 中下 留美子 P033,P126,P242,P333 
 中島 彩季 P132,P136 
 中島 卓也 P234 
 長島 文香 P351 
 中陳 遥香 P035 
 永田 幸志 P245 
 永田 純子 P201 
 中西 希 OE-07,P120,P337 
 長沼 知子 P128 
 中野 一樹 P351 
 中野 智子 OA-02 
 中野 祐二 P017 
 中林 雅 OA-07 
 中原 史生 OE-11 
 中村 一輝 P212 
 中村 清美 OC-04 
 中村 圭太 F08,P316,P340 
 中村 汐里 P018,P036 
 中村 祥子 OD-10 
 中村 進一 P331 
 中村 智映 P001 
 中村 秀次 P015,P232,P250 
 中村 莉希 P124 
 中本 敦 P120 
 中森 さつき P102 
 永谷 黎 OA-02 
 中山 小夏 P207,P216 
 中山 翔太 F12,P026 
 中山 慎一 P032 
 中山 好乃 P337 
 名倉 悟郎 P317 
 名倉 のどか P326 
 浪花 彰彦 P236 
 成瀬 光 P340 
 難波 鈴香 F08,P006,P308 
 南波 興之 P210 
 難波 有希子 P228 
ニ 二井 綾子 P351 
 西 信介 P254 
 西尾 羽未 P135 
 西岡 佑一郎 P033 
 西田 義憲 P032 
 西田 伸 P103 
 西田 隆聖 P118 
 西堀 正英 P113 
 西村 剛 OB-11 
 新田 梢 P221 
 生和 成壱斗 P105 
ヌ 布目 三夫 P106,P120,P339 
ネ 根本 唯 P034 
ノ 野坂 裕一 OE-11 
 野嵜 歩 P134,P139 
 野澤 秀倫 P102 
 野島 拓海 P328 
 野尻 康太 P310 
 野瀬 紹未 F15 

 野瀬 遵 P132,P136 
 野田 亜矢子 P113 
 野中 咲葉 P011 
ハ Bui Tuan P336 
 羽賀 陸 P319 
 萩野 恭伍 P018 
 萩埜 由香 P015 
 橋本 琢磨 F12,P222 
 長谷川 拓人 P346 
 畑 紗彩 P135 
 畑瀬 淳 P113,P306 
 服部 薫 F13,P021,P027 
 服部 寛 P130 
 羽太 博樹 P245 
 濱口 あかり P242 
 早川 卓志 OE-09,P037,P040 
 早坂 萌 P247 
 林 浩介 P344 
 林 耕太 P238 
 林 航平 F19 
 林 咲良 OB-04 
 林 秀剛 P242 
 林 るり P119 
 葉山 翔太 P212 
 原口 岳 P208,P351 
 範 越 P313 
 坂西 梓里 P030,P031,P215,P224,P227 
ヒ 日尾野 隆大 F13 
 比嘉 克 P320 
 東 哲平 P023 
 東 りさ OC-09 
 東出 大志 OD-01,P318 
 久山 高平 P329 
 日高 正人 F11 
 日野 貴文 P012,P252 
 日比 奎南 OA-06 
 平川 浩文 OB-02,P022 
 平川 亮太 P246 
 平田 滋樹 F21 
 平松 竜司 P322 
 平山 寛之 P220 
 飛龍 志津子 P001 
 晝間 さよこ OB-08 
 廣井 裕子 OB-10 
 廣瀬 誠 P251 
 廣瀬 雅惠 P113 
フ 深澤 圭太 F10,OD-01 
 深津 佳歩 P124 
 福井 聡 P017 
 福井 大 P001,P016 
 福浦 岳志 P205 
 福島 佳恵 P117 
 福島 瑳音 P025 
 福島 那月 P115 
 藤井 佳子 OC-09 
 藤井 佐織 OD-10 
 藤岡 慧明 P001 
 藤木 大介 P220 
 藤田 翔伍 OE-05 
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発表索引

氏名 発表番号 氏名 発表番号 
藤谷 彰子 F16,P001
藤本 将也 P226
舩越 優実 P031,P221
船坂 徳子 P002
船津 沙月 P102 
古荘 寿奈 P342
古巻 翔平 P212
古屋 賢人 P021 

 Brochut Fleur OD-07 
へ Beyene Yared P026 
 BAEK SEUNGYUN P107,P123 
ホ 星崎 和彦 P125

星野 佑太 P207,P216
細井 彩香 P101 
細川 伸 P222
堀江 勇斗 P131 
堀谷 壮太 OA-06
堀本 高矩 F07,P021,P327
本郷 峻 OA-10 
本田 剛 F21
本田 直也 OE-09,P116,P130

マ 前田 健 P031
前田 ひかり F07,P002 
前原 忠 P202
牧 貴大 P024 
牧瀬 一郎 P206
牧野 楓 P250
牧野 俊一 OD-10
牧野 珠子 P123 
真島 吾郎 P222
増田 容一 P335
町野 美沙希 OC-04
松石 隆 OC-05,P235,P326,P345
松岡 諒 F10
松代 真琳 P135,P137,P140
松田 純佳 OC-05 
松田 維 P222
松田 鈴 P230 
松橋 珠子 P041 
松林 尚志 P117
松林 良太 P018,P026
松本 拓馬 P033 
松本 卓也 P037,P110,P344
松本 直也 P116
松本 将成 P305
松山 紘之 F11 
間宮 寿頼 P321 
間宮 渉 P236
丸屋 唯 P347 
丸山 哲也 P220
丸山 立一 P234

ミ 三浦 一輝 P252
三浦 こずえ P227
三浦 雄大 P127
三浦 博之 P242
三國 和輝 F22 
三島 由夏 P311
水川 真希 P206
三谷 奈保 OC-02

三谷 友翼 P233 
三谷 曜子 OE-11,P027,P327
三田村 真太郎 F04 
神保 美渚 P026
湊 秋作 P106,P339
南野 一博 P213,P229,P231 
箕浦 千咲 P211
美濃輪 晃人 P225
宮﨑 博之 P220
宮下 雅史 OD-06 
明主 光 P009

ム 村上 あぐり OC-02
村上 貴恵美 P109,P249
村上 隆広 P303 
村上 拓弥 P307
村里 夏菜 P137
ムラノ 千恵 P240 
村山 美穂 P001
室屋 敦紀 P209 

モ 茂木 葉南 P352 
本池 幹太 P339
本川 雅治 F02 

 Motokawa Masaharu OB-05 
本川 雅治 OB-06,OB-09,P323,P336
元木 康真 P227
本橋 篤 P220,P342 
本山 爽香 P350 
森 智基 F22,P225 
森口 裕太 P035
森阪 匡通 P311
森崎 耕一 P032
森部 絢嗣 F09,OE-10,P108,P131,P239 
森光 由樹 OE-08 
諸澤 崇裕 OE-05,P222,P243,P253

ヤ 八神 未千弘 P309
八木 原風 F07,OB-03,P320 
八木 光晴 P020
野紫木 洋 P108
矢島 広樹 P221
安井 さち子 P134,P139 
安井 萌実 OE-10,P108 
安岡 宏和 OA-10
安田 和真 OD-11
安田 皓輝 P305
安田 俊平 P339
安田 祥豪 P242
安田 雅俊 F06,OB-01 
安野 翔 P024
安原 伶香 OC-02
柳川 洋二郎 P116
柳 匠悟 OB-04
山内 悦子 P001
山川 颯太 OC-02
山口 誠之 OA-03 
山口 実莉 P318
山口 泰典 OC-01
山﨑 晃司 F04,P123,P128 
山﨑 淳平 P018
山崎 淳平 P036
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発表索引

氏名 発表番号 氏名 発表番号 
山澤 泰 F14,P104 
山下 隼司 OB-04
山下 純平 OE-01,P203 
山田 研祐 P035
山田 孝樹 P107
山田 透生 P001
山田 文雄 P223 
山中 正実 P018,P313
山根 里実 F08,P006,P308 
山根 理貴 P228 
山内 明日花 P237 
山端 直人 F21,OC-09,P251 
山村 織生 OD-07,P021
山本 明日香 P122
山本 新 P245
山本 桂子 P041
山本 慶悟 P251
山本 俊昭 P033
八代田 千鶴 P206

ユ 弓削 ほたる P311
ヨ 横尾 操 F22

横畑 泰志 F14,OA-08,P104 
横山 寛明 OA-08
横山 真弓 F21,P214,P219 
吉岡 憲成 P351 
吉岡 基 OE-11
吉田 和真 P206 
吉田 洋 OC-11 
吉原 佑 P329
吉村 恒熙 OA-04,OE-05 
吉村 暢彦 OA-08
吉村 文孝 P348 
淀 太我 P002
米澤 隆弘 P113
米山 恭平 P349 
萬谷 真季 P039 

リ 李 何萍 P327
林 祺鸞 P040 
龍﨑 善行 P222

ロ 六波羅 聡 OC-09
ロスリ ノールシャミミ

P040 
ワ 若林 郁夫 P346

和久 大介 P349
早稲田 宏一 P015,P232,P250 
和田 健太郎 P227 
和田 桜子 P328 
和田 菜々星 P030
渡邉 颯太 F04
渡邉 竜己 P010
渡邊 裕 P305
渡邊 有希子 F13
亘 悠哉 F15,F17 

A Awatsaya, Pimsai OB-05 
B Bui, Tuan Hai F02 
C Chimeddorj, Buyanaa 

OA-02,P129 
D DJIÉTO-LORDON, Champlain 

OA-10 
 DZEFACK, Zeun's OA-10 

G Gommery, Dominique 
OB-11 

H He, Kai OB-06 
J JO, Jaeick P249 
K KAMGAING, Towa OA-10 
L Lemasson, Alban P311 
 Lhagvasuren, Badamjav OA-02 
 Liang, Yu-Jen OA-01 
M MASSUSSI, Jacques OA-10 
 MOPO DIESSE, Valdeck OA-10 
N Nguyen, Huong Thi P336 

Nguyen, Thien Tao F02 
 NYAM ANONG, Marcel OA-10 
P Pei, Kurtis OA-01 
S Sanamxay, Daosavanh 

F02 
 Saveng, Ith F02 
 Sun, Nick OA-01 
T Tan, Joshaniel P026 
 Thu, Wai OB-09 

Thwe, Thida Lay OB-09 
U Uuganbayar, Munkhbat 

P129 
 Uugannbayar, Munkhbat 

OA-02 
V Vu, Thi Huong Yen F02 
W 王, 牧芸 F20

王, 雪瑩 F05
X Xayyavong, Boundone 

F02
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大会開催にあたり、以下の多くの方々にご協力を頂きました。お礼を申し上げま
す。 

Biologging Solution 株式会社 
えぞホネ団 Sapporo 
株式会社ティンバーテック 
バイオ科学株式会社 
株式会社キュービック・アイ 
株式会社サーキットデザイン 
有限会社麻里府商事 
Lotek Wireless Inc. 
株式会社生物技研 
包み屋 
株式会社末松電子製作所 
サージミヤワキ株式会社
アイエスイー
一般社団法人鳥獣管理技術協会
株式会社外来種防除円卓会議
文一総合出版
株式会社ウルフカムイ
株式会社ハイク
有限会社アウトバック

順不同です。敬称を略させて頂きます。 
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動物たちの未知を解き明かす、

確かなパートナー

小〜大型動物用GPS発信器

GLTシリーズ
高精度GPSにより、動物の現在位置をリアルタイムで把握
移動経路を詳細に記録し、行動パターンを分析可能
遠隔操作可能で、状況に応じた柔軟な運用を実現

187,000円（税込）〜

55,000円（税込）

ARIB STD-T99 電波法準拠

1g小型ビーコン発信器

LT-05
超軽量1gを実現、小型動物への負担を最小限に抑えます
麻酔銃の投薬器への装着も想定した設計

TEL.0263-82-1024  FAX.0263-82-1016 animal@tracking21.jp
399-8303 長野県安曇野市穂高7557-1 https://www.tracking21.jp/

10年の実績と老舗無線機器メーカーの技術が支える、信頼の動物用発信器

ただいま、開発中

小型動物, 軽量版タグ型

GLT-04シリーズ



新規購入のカメラについて、メーカー・中国 Zhuhai Ltl Acorn Electronics社との連携のもと、焦点距離やライト光量の調整などの
カスタマイズを承ります。例えば、標準仕様では最短撮影距離が2ｍのカメラを、製造段階で50㎝に調整して近距離撮影を可能に
したりできます。詳細はご相談ください。

学術センサーカメラの麻里府商事 （第１回 日本哺乳類学会功労賞受賞）

メール：marif@sensorcamera.jp
http://www.sensorcamera.jp/

学術センサーカメラの麻里府商事 2025

◇ボディ前面に開閉式モニター搭載
◇画角は標準60度（ＭＣ）と超広角１２０度（ＷＭＣ）の２タイプ
◇フルＨＤ（２Ｋ）の高画質動画、最高3000万画素の静止画撮影
◇夜間赤外線950nmタイプおよび夜間カラータイプをラインアップ
◇防塵防水等級「IP68」、◇トリガータイム0.8秒

◇メディアはSDカードを使用
◇単３形電池８本、または高容量の18650リチウムバッテリー

２本で稼働（※リチウム乾電池は使用できません）

★麻里府商事は適格請求書発行事業者です（登録番号 T7250002018637）★

◇専用アプリを介し、Android/iPhoneスマートフォンと
Wi-Fi接続してモニター兼コントローラーに！

（障害物がない場合、最大60m以内でWi-Fi接続可能）

◇動画撮影は最高３K解像度に大幅パワーアップ。
最高3400万画素の静止画撮影も可能

◇画角は標準66度(MC)/広角106度(WMC)の２タイプ
◇夜間撮影のＬＥＤライトは、これまでの赤外線タイプ（不可視光

９５０nm）に加え、夜間カラー撮影タイプも新たにラインアップ
◇要所での日本語音声案内機能を新搭載

（「ＳＤカードが入っていません！」など）
◇一時水没にも耐える防塵防水等級 「IP68」
◇トリガータイム0.6秒

◇野外設置中のカメラに触れずに起動し、映像確認・操作等が
できるブルートゥース起動機能を新搭載（最大距離30m）

◇Wi-Fi/Bluetooth使用機器として総務省の「技適」認証取得

◇メディアはSDカード、単3形電池４～12本で使用

★Ltl-6210 Ultraシリーズ★
2025年、スマートフォン連動の新世代型
カメラが動画解像度3Ｋにアップして登場！

Wi-Fiが接続されました！

（日本語音声ガイド機能）

QRコードで、カメラと
簡単Wi-Fi接続！

ウルトラ

★Ltl-6630シリーズ★
フロントモニター内蔵。単３形電池のほか
18650バッテリーも使用できる高画質機！

〒740-0022 山口県岩国市山手町1-9-16
TEL0827-22-8888 / FAX0827-22-
8100

メーカーとの緊密な協力体制により、リーズナブルな修理サービスをおこなっています。
海外修理につき少々お時間はいただいてしまいますが、カメラの寿命を最大限に伸ばす可能性を探ります。
破損・故障症状が軽微であれば、国内修理も可能です。まずはご相談ください。

わかりやすいオリジナル日本語版取説が付属

もとのユーザーズマニュアル（電子版のみ）は英語版ですが、日本語版取説はその単純な翻訳版ではなく、営業担当者が実際に
カメラを野外使用して機能を検証、メーカーとやりとりを繰り返しながら独自に作成しています。
図や写真を多用し、英語版では不足している情報も補充補充するなど、わかりやすく実用性の高いものとなっています。

メーカーと連携したリーズナブルな修理サービス

カメラのカスタマイズサービスを開始しました！



アジの餌生物の推定(COI領域)

ブロック
ターゲット 動物全般

アジ

解析の具体例

野生生物の食性解析

ジェノタイピング解析
塩基多型を検出し、得られたSNPマーカーを用いて、
系統解析や連鎖地図作成、QTLマッピングを行います。

糞便や胃内容物に含まれているDNAは圧倒的にホスト由来の
DNAが多いです。餌生物由来のDNAは、ホスト由来のDNAと比較
すると存在量が少なく、また消化によって断片化されているため、
DNAを増幅するのが困難です。そのため何も処理しないと、配列
データの約70%以上はホスト由来の配列になります。生物技研で
は、ホスト由来のDNAの増幅を抑制するブロッキングプライマーを
生物種ごとにご用意します。これを用いると餌生物由来のデータの
割合が飛躍的に向上し、より信頼性の高いデータが得られます。

解析

ブロッキングプライマーの設計・合成

30,000円/サンプル（税別）

20,000円/生物種（税別）

ブロッキングプライマーとは？

糞便や胃内容物から
餌生物由来のDNAを
解析することで餌生物を推定する。

個体 1 個体 2 個体 3 個体 4

スーパーで購入したアジの内臓を用いて、食性解析を行いました。
右に、検出された生物由来のリード数を棒グラフで示します。

RAD-seq解析 GRAS-Di®　　・ＭＩＧ-seq解析

300,000円
72,000円
100,000円

計 472,000円

ライブラリー調製

50,000円/8サンプルライブラリー調製

25営業日 GRAS-Di：30営業日　 MIG-seq：25営業日

※シーケンス解析は48サンプルまでは一律72,000円
12,000円/8サンプルシーケンス解析

上記参照データ解析

シーケンス解析 
ジェノタイピング解析＋系統解析　

（1サンプルあたり 9,833円）

600,000円
144,000円
100,000円

計 844,000円

ライブラリー調製
シーケンス解析
ジェノタイピング解析＋系統解析　

（1サンプルあたり 8,791円）

150,000円
72,000円
100,000円

計 322,000円

ライブラリー調製

25,000円/8サンプルライブラリー調製

※シーケンス解析は48サンプルまでは一律72,000円
12,000円/8サンプルシーケンス解析

上記参照データ解析

シーケンス解析 
ジェノタイピング解析＋系統解析　

（1サンプルあたり 6,708円）

300,000円
144,000円
100,000円

計 544,000円

ライブラリー調製
シーケンス解析
ジェノタイピング解析＋系統解析　

（1サンプルあたり 5,666円）

48サンプル

価格例

納期

価格
（税別）

96サンプル

  技術に
よる解析

＜見積り依頼･お問合せ・サンプル送付先＞  
〒252-0154　神奈川県相模原市緑区長竹 657
TEL 042-780-8333   FAX 042-780-8334
dna@gikenbio.com



㈱末松電子製作所 
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特許
出願済



⼿持ち画像
をアップ

  が動物
を検出して
種判別
種判別可能種類

https://alyze.work

開発元

AI

クマ、シカ、イノシシ、キツネ、サル、
アライグマ・タヌキ、ネズミ、カラス、
トリ、リス、ウサギ、アナグマ、イタ
チ・テン、ネコ、イヌ、ヒト、⾞両

1画像当たり2円〜
野⽣動物画像特化型
AI解析サービス

検
出
精
度
99
%、

種
判
別
精
度
93%

(ク
マ
、
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
の
場
合
)
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Countless Research Opportunities

 

Our versatile LiteTrack GPS series is well suited for 
any number of study applications. 

All Lotek GPS collars and tags are approved for  
import and use in Japan.

info@lotek.com+1 905 836 6680 www.lotek.com

advancing wildlife science

大会中、展示ブースでお待ちしております。 

くるみボタンを使って 
アクセサリーを制作販売してます。 

kurumiya413@gmail.com 



鳥獣管理の現場では、社会生態学的な知識、鳥獣管理の技術、対話と協

働の手法を駆使できる高度な専門人材が求められています。当協会では、

第一線で活躍するための体系的な学習プログラムや資格制度を提供して

います。全国で800人以上の「鳥獣管理士」とともに、野生鳥獣と人

間が共生する地域社会の構築を目指します。

令和７年度受講生募集中

鳥獣管理士資格認定試験、鳥獣管理講座など
最新情報はこちらから。

https://jwms-japan.com/
一般社団法人 鳥獣管理技術協会
〒321-8585　栃木県宇都宮市陽東7-1-2 宇都宮大学内
Eメール: info@jwms-japan.com　TEL: 050-3173-2555

webで詳しい

商品情報をチェック！
見積・資料請求無料



大会中、展示ブースにて書籍販売！

専門書、図鑑、観察ガイドなどなど、他にも多数取り揃えております。

公式HP

〒 102-0074　東京都千代田区九段南 3-2-5  ハトヤ九段ビル 4 階
TEL 03-6261-4105 　FAX 03-6261-4236

アライグマの習性を応用した誘因餌が不要で見回り不要の

巣箱型ワナ“らく～んキャッチャー”

本社：〒061-0031 北海道札幌市中央区北1東11-22
URL : https://gairaisyu.jp E-MAIL : gairaisyu@gairaisyu.jp

弊社では、巣箱型ワナの製造・販売・レンタル・修理・保守の他に、外来種防
除計画の立案等、外来種防除に関するコンサルティング全般（行政機関・事業
者・個人向け）を行います。お気軽にご相談ください。

巣箱型ワナ導入のメリット

１）誘因餌が不要
２）捕獲情報通信端末（オプション）利用で、

どこにいても捕獲情報確認可能
→ 一旦ワナを設置すると、捕獲情報が届

くまで一切の作業が不要
３）アライグマ低密度地域で効果を発揮
４）ネコ以外の混獲記録なし
５）クマ類等の危険獣を誘引しない



 

日本哺乳類学会 2025 年度大会実行委員会 
 
大 会 ⻑    大舘智志（北海道大学） 
実行委員⻑ 佐藤喜和（酪農学園大学） 

 
大会実行委員 以下、五十音順（2025 年 7 月現在） 
伊吾田宏正（酪農学園大学）伊藤健彦（北海道立総合研究機構） 
伊藤哲治（酪農学園大学）稲富佳洋（北海道立総合研究機構） 
上野真由美（北海道大学）⻲井利活（北海道立総合研究機構） 
河合久仁子（東海大学）菊地静香（酪農学園大学）下鶴倫人（北海道大学） 
白根ゆり（北海道立総合研究機構）立木靖之（酪農学園大学） 
寺田千里（北海道大学）日野貴文（北海道立総合研究機構） 
松浦友紀子（森林総合研究所北海道支所）間野 勉（北海道立総合研究機構） 
山口沙耶（北海道立総合研究機構）早稲田宏一（EnVision 環境保全事務所） 
 
日本哺乳類学会大会企画・将来構想委員会 
委 員 ⻑ 斎藤昌幸（山形大学） 
副委員⻑ 本郷 峻（総合地球環境学研究所／京都大学） 
     小坂井千夏（農研機構）      
委  員 
池田 敬（信州大学）上野真由美（北海道大学）岡部晋也（国立科学博物館） 
勝島日向子（北海道大学）坂本信介（宮崎大学） 
鈴木 聡（神奈川県立 生命の星・地球博物館）中島啓裕（日本大学） 
野尻康太（東京大学）秦彩夏（農研機構）東出大志（石川県立大学） 
 
2025 年 7 月 28 日発行 
編集 日本哺乳類学会大会企画・将来構想委員会 
発行 日本哺乳類学会 2025 年度大会事務局 
〒069-8501 北海道江別市文京台緑町 582 
酪農学園大学農食環境学群環境共生学類野生動物生態学研究室 
E-mail: msj-rgu[at]rakuno.ac.jp 
＜at＞を@に変換してください 
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